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    ＯＰＥＮＩＮＧ　～人喰いと宝石人形～


    



    《人喰い帽子》との出会いは、彼にとって人生最大の悪夢になるはずだった。


    　はずだった、というのは、彼自身はその出来事をもう思い出すことができないからだ。だからこそ、この物語をたどる貴方あなたにだけは、どうか記憶しておいてほしい。


    　人喰い帽子──あの、道化の仮面をかぶった奇妙な少年のことを。


    　悪夢と出会った男の名は、シュヴェイク伯はく爵しやく。けれどその名前になんの意味もないことは、ほかならぬ伯爵自身がよくわかっていた。


    　いや、思い知らされたのだ。人喰い帽子を目まの当たりにしたときに。この物語はあくまで彼のもので、自分は前まえ口こう上じようを告げる、ただの語かたり部べに過ぎないということを──。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　事件の朝は心ここ地ちのよい目覚めだった。


    　お節介なメイド長ミセスの説教じみた声に起こされるまでもなく、ぱっちりと目が覚めた。チェストから深ふか緑みどり色の胴衣ダブレツトを引っぱり出し、贅ぜい沢たくな生活でたるみきった体を押しこめる。他人の手を借りずに寝巻きから着替えるのも、普段はしないことだ。


    　カーテンを開けば、朝日とともに白煉れん瓦がの街並みが広がった。


    　シュヴェイク伯はく爵しやくが領主を務める辺境都市である。薄く朝霧の漂ただよう眼がん下かでは、露天商たちがテントの設営にいそしんでいる。曜日ごとに催もよおしの変わる広場の様子だ。二十九歳で屋敷を継いでから十年近く見下ろしてきた景色だが……今日きようの空気はどこか、違った味わいがした。


    　木箱いっぱいのオレンジに食欲を刺激され、ストライプ模様のテントに心躍おどらされる。軒先に出された立て板も、真しん鍮ちゆう製の看板も、宝石のようにきらきらと輝かがやいているようだ。


    　伯爵は機嫌がよかった。


    　というのも、美術収集家である彼が先日、新しいコレクションを手に入れたからだ。ミセスが口酸っぱく朝食を急かしにくる前にと、伯爵は蒐しゆう集しゆう部屋へ足を向けた。


    　書斎の棚裏にある、隠し扉とびらがそれである。表面の黒塗りが示すのは、過敏なまでのセキュリティと機密性。室内の壁際には、あまり大っぴらにできない趣向の品々が飾られている。


    　その一番目立つ位置に、ガラスケースがあった。


    　大きなケースだ。贅ぜい肉にくでたっぷり膨ふくらんだ伯爵の全身でも収めることができるだろう。しかし実際にそのなかにいたのは、伯爵の半分も体たい躯くのない──きゃしゃな少女だった。


    　風車と花畑が似合いそうな、牧歌的な少女だ。栗くり毛げが旋せん律りつのように波打ちながら、むき出しの背中へ吸い込まれている。草色のドレスは胸もとが大きく開き、白い肌はだを輝かせていた。


    　目鼻立ちの整った、伯爵好みの美少女である。


    　当然だ。そのように造らせたのだから。


    「ああっ！　私の愛いとしい《人形ヴイスク》！　夢のなかでもお前に会っていたよ！」


    　歓声を上げ、錠じようを外す。しかしケースを開いても、少女の瞳ひとみはまばたきもせずに伏せられたまま。昨晩からまったく変わらないパンプスの位置は、彼女が身み動じろぎひとつしなかった証あかし。


    　伯爵が命じてようやく、少女は窮きゆう屈くつなガラスケースから歩み出た。


    「さあ、おいで。昨日教えたことを覚えているかな？　そう、朝のお辞じ儀ぎだ、お辞儀」


    　その単語に反応するかのごとく、少女はなめらかに動いた。花びらのように両腕を広げ、淑やかに膝ひざを折る。先日教え込まされた仕草を、寸すん分ぶん違たがわず正確無比に再現したのだ。


    　まるで決まった時間にダンスを踊る、時計塔のカラクリ人形のように。


    「よく出来たぞ！　さあ、ご褒ほう美びのハグだ。ハグされたらどうするんだったかな？」


    「…………」


    　少女はなんの感情も窺うかがわせない動きで、伯爵の背中に腕を回す。ゼンマイ仕掛けのようなぎこちなさで指が組み合わされると、密着する少女の肌に伯爵は頰ほおを緩ませた。


    　彼女の右胸の位置、薄く膨らんだ谷間のふもとには、山やま吹ぶき色いろの宝石が輝いていた。薄く一枚一枚、透けるように織り重なっていて、薔ば薇らの花細工のように見える。


    　装飾品の類たぐいではないことは一目で分かる。それは皮ひ膚ふの内側から直接咲いているのだ。


    「ああっ……今日も綺き麗れいだね、私のヴィスク。どうか、どうか笑え顔がおを見せておくれ」


    　その命令だけには、少女は応えることができない。答える言葉もない。


    　感情表現や対話──そういった機能は備わっていないからだ。


    　つまるところ、少女は人間ではなかった。


    　ジュエリー・ヴィスク──人間と見まがうほどの精巧な外見を持った機械人形。彼らは肌はだのどこかから薔ば薇らの形をした宝石を一輪咲かせており、それが名称の由来になっている。


    　ヴィスクは用途によっていくつか種類が分けられるが、伯はく爵しやくが傾倒しているのは、容姿に優すぐれる観賞用の愛あい玩がん人形だった。ヴィスクの注文は原則的にオーダーメードで、貴族でもおいそれと手が出せないほど高価、なかでも愛玩人形は飛び抜けて貴重な一品だ。


    　そんな数か月待ちに待った新作が、ついに伯爵のもとへ届いたのである。


    「う……うぅっ、うぉっうふ！　うぉっふふふ……！」


    　人目がないのを確認して、伯爵は小こ躍おどりした。年がいもなく浮かれ切っている。


    　コレクターが新しいコレクションを手に入れた。ここ数日、溶けるほどに堪たん能のうした。その次に行おこなうことは、子供でも大人でも決まっている。


    　同じ趣味を持つコレクター仲間に自慢するのである。


    「旦だん那なさま、朝食の準備が整いました」


    　隠し部屋の外から声が呼んだ。書斎に戻ると、年若いメイドがそそと控えていた。黒曜石オプシデイアンのように品のある黒髪と、陽に当たったことすらないような白い肌が印象的である。


    「きみ、今夜の《ブギー・ドリー》で世話係を頼むよ。いつものようにね」


    　収集家たちが互いのヴィスクを自慢し合う、秘密のパーティのことである。


    　今回はただ見せびらかし合うだけだが、貴族たちは時に、己おのれのヴィスクを駒こまとしたさまざまな遊戯に耽ふけることがある。その遊戯、あるいはその行為を人形遊戯会ブギー・ドリーと呼称するのだ。


    「かしこまりました」


    　メイドは丁寧なお辞儀をした。客間を任せている彼女なら給仕として不足はないだろう。


    　そうとも、すべてが万全でなければならない。一点の曇りもあってはならないのだ。


    　伯爵はまるで、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。彼の胸を昂たかぶらせ、昨夜の眠りを浅くさせたのは、実のところ、新しいコレクションだけが原因ではない。


    　もう半分の理由が、胸の奥から不安の根を伸ばしているのだった。


    　──そんな彼のもとに、最初の来客が訪れる。時刻は昼を回った頃だった。


    　屋敷の門もん扉ぴの前に、真しん紅くの幌ほろを張った自動車が数台止まった。あれは、王都でようやく出回りはじめたばかりのルイス一○ＭＰ──俗に言う馬なしの馬車である。ヴィスクをはべらせながらティータイムを楽しんでいた伯爵は、老執事の報告を聞いて顔をしかめた。


    「騎士警察の方々が面会を求めております。警備に協力がしたいと……」


    「騎士警……！　あの出しゃばりの野の良ら犬いぬどもが」


    　彼らは各州に組織された州警察とは異なる系統の、王都に本部を置く上位組織だ。英才教育を施ほどこされたエリートたちの集まりで、領州の垣根を越えて世界的な犯罪に対処する。


    　当然、捜査に横やりを入れられる州警察にとっては目の上のたんこぶで、そして貴族たちにとっては、ちょっとした火遊びにも目を光らせてくる口うるさい厄やつ介かい者ものである。


    　追い返したいのはやまやまだが、そうもいかない。さて、どんな飢えた野犬どもがやってくるか……と思っていれば、意外や意外、現れたのは可愛らしいトイプードルの一団だった。


    「お忙しいところ、失礼いたします！」


    　凜りんとみずみずしいその声は、少女のものだった。広間に現れた十数人の騎士たちは、全員が十代そこそこの少女。ミニスカートに剣帯とガンホルダー。純白に朱しゆ刺し繡しゆうが施された制服は、伯はく爵しやくのよどんだ眼めには眩まぶしすぎる。ロングブーツを音高く鳴らし、テーブルの傍かたわらに歩み寄る。


    　先頭にいる、チェリーピンクの髪を結い上げた少女が隊長に違いない。ベレー帽の下で、トルマリンの瞳ひとみがささいな不浄も見み逃のがすまいと鋭するどく光っている。


    「シュヴェイク伯爵のもとに《人喰くい帽子》から犯行予告が届いたとの通報があってやってまいりました。伯爵、わたしたちプリムローズ隊が総力を挙げて彼を阻そ止ししてみせます」


    　誰が通報したんだ、と伯爵はひそかに頭痛を覚え、すぐに思い出す。五日前、広場の掲示板に堂々と張られていた予告状は、今では街中の[image: ]うわさになっているらしい。


    「諸君らは、こんなふざけた予告が実行されると思っているのかね？」


    　伯爵のもとへも直接カードが郵送されていた。懐ふところから取り出し、テーブルに放る。


    



    『伯爵が催もよおされるパーティの饗きよう膳ぜんを、この私にすべて献上せよ


    　もしこれを拒むならば、私は貴殿の脳みそを啜すすることで空腹を満たすだろう！


    
      人喰い帽子シャルル＝クロウリー』

    


    



    「ばかばかしい。今の彼は正気を失っているのだろう？」


    　クロウリー侯こう爵しやく家けと言えば、王都と隣接した土地を治めるゲルシュ・コンテ州公爵ともゆかりの深い大貴族だった。ところが五年前に起こった原因不明の大火事で、家族・使用人もろとも、たったひとりを除いて滅めつ亡ぼうしてしまっている。


    　唯ゆい一いつ生き残った嫡ちやく男なんが家か督とくを継いだが、彼はそのときまだ十二歳。よほどの衝しよう撃げきが幼おさない心を襲おそったのか、彼は程なくして精神を乱し、姿をくらませてしまったのだという。


    　今も生きている、あるいは死亡している、はたまた犯罪者に身を落としている──彼についてさまざまな憶おく測そくが流れたが、三年ほど前から生存情報がささやかれはじめた。


    　いわく、まだ正気を失ったまま、しかし妙な活力に満ちあふれ。


    　きらびやかな服装と、道どう化けじみた言げん動どうで周囲を惑わせる。


    　ヴィスクを狙ねらい、各地を暗あん躍やくする彼の名は──。


    　人喰くい帽子・シャルル＝クロウリー!!


    「子供の遊びだ」


    　伯はく爵しやくは吐き捨てて、カップをあおった。すっかり冷めた紅茶が喉のどを滑り落ちていく。


    「意味もなく他人の所有物を強奪しようなど、まったくどうかしている」


    「伯爵、パーティを中止されてはいかがでしょうか？」


    「愚おろかな！　脅おどしに屈していては犯罪者の思うつぼだ。我々は堂々としておればよいのだ」


    　予告状は、すなわち《脅迫状》だった。調べたところによれば、彼の脅し文句には一定のパターンがあるのだという。


    　まず前半部分でターゲットへの要求を伝える。ターゲットがそれを拒絶した場合、後半部分の《警告》が実行に移される。今回の場合であれば、伯爵がパーティの饗ごち膳そう──すなわちヴィスクを明け渡さなかった場合、彼は伯爵の脳みそを……という、おかしいことを言ってきているのである。


    　長らく人喰い帽子を追い続けているという少女騎士たちは、そうした憐あわれな被害者たちの姿を目の当たりにしてきたのだろうか。それとも侯爵のお遊戯に付き合うことで、形ばかりでも騎士警察への貢献をアピールしているだけなのか──。


    　シュヴェイク伯爵としては、どうか後者であれと願うばかりである。


    「諸君らも点数稼かせぎに張り切るのは結構だが、私の護衛の邪魔をしないでくれたまえよ」


    「護衛？」


    「２番、来なさい」


    　ちりん、りんと呼び鈴りんを鳴らすと、革かわ鎧よろいで武装した少年が歩み寄ってきた。


    　彼の首筋には、薔ば薇らの宝石。ヴィスクだ。しかし伯爵お気に入りの栗くり毛げの少女と違い、容姿は十人並み。観賞用ではなく、武力交渉に特化した《決闘人形》と呼ばれるタイプだった。


    　金属製のワイングラスを握らせて、命じる。


    「力を示せ」


    　直後、グラスは紙くずのように握りつぶされた。指を開くと、ごとりとテーブルに転がる。


    　いびつなオブジェを前に、少女たちはごくりと喉を鳴らした。伯爵は意地悪く問いかける。


    「きみたちのなかで、これと同じことができる者は？」


    　綺き麗れいに[image: ]くしが通された髪の毛に、それぞれ沈黙を漂ただよわせる。花はな冠かんむりを編んでいるのが似合いそうな細い指、それを石のようにぎゅっと握りしめ、チェリーピンクの隊長は声を絞り出した。


    「伯爵、人喰い帽子は常識を超えてきます」


    「その背丈から見る常識は、さぞ狭かろう」


    　隊員のひとりが、血気盛んに身を乗り出そうとしてきた。だが寸前で、隊長が押しとどめる。


    「邸てい外がいの警備はお任せください。なにかありましたらご連絡を」


    　最後に会え釈しやくをひとつ。純白の制服たちが、甘ったるい香りを振りまきながら退室していく。


    　彼女らの姿が消えたあと……伯はく爵しやくはほっと胸を撫なで下ろした。やはり人喰くい帽子など、侯こう爵しやくのままごとに過ぎない。まったくもって脅きよう威いではない。取るに足らない。


    　自分のヴィスクが奪われることなど、万にひとつもありえない。


    「そうとも……お前は私のだ……誰にも渡さぬ、私だけのものだ……っ!!」


    　ヴィスクは肯こう定ていも否定もしない。ただ主人の命じるままに反応を返すだけ。彼女が答える言葉を持たないのが、伯爵には少しばかり物足りなかった。


    　そうしていると、庭のほうからチェリーピンクの叫び声が聞こえてきた。「なんなのよ！　あのパンプキンオヤジ！」。少女騎士たちが屋敷を追い出されたことに不満らしい。


    　パンプキン呼ばわりは非常に心外だが──おそらくは由緒正しい胴衣ダブレツトの形を揶や揄ゆしたのだ──あれだけ嫌われていれば、間違ってもパーティルームには近づこうとしないだろう。


    　なにせ今こ宵よいのパーティは、年とし端はのいかない少女たちには少々刺激が強すぎる。


    　──焦じらすように時間は過ぎていき、続いての来客は日暮れとともに訪れた。


    　蹄ひづめと車輪の音が前庭に響き、馬車から馴な染じみのコレクター仲間が降りてきた。


    「シュヴェイク殿！　ご招待いただきありがとうございます」


    　ジュストコールを羽織った彼の隣には、ドレスで着飾った美少女の姿がある。きゃしゃな二の腕にはエメラルドの花びら。もちろん彼自慢の愛あい玩がん人形だ。


    　一足先にパーティルームに引っ込み、来客をもてなしていると、残りの招待客たちも次々と訪れてきた。世話係を命じた黒曜石オプシデイアンのメイドは黒子のようなゴシックドレスに着替え、背景に溶け込みながら、来客が扉とびらをくぐるたびに彼らの爵位を読み上げていった。


    　招待客は全部で三人。全員が[image: ]そろって、ようやく待ちに待ったブギー・ドリーの開幕である。


    　絵画などの美術品を取り扱うヘンリー卿きよう。


    　表彰によって名誉爵位を得たユベール博士はかせ。


    　伯爵と長年の付き合いがあるグラム城伯──。


    



    　そして最後の来客が、誰にも気づかれることなくパーティルームに滑り込む。


    



    　メイドがぱたんと扉を閉じれば、世界と隔かく絶ぜつされたような薄うす闇やみが室内に満ちた。


    　照明を限界まで絞り、調度品も可能な限り黒で統一。ソファの革張りと壁を彩いろどるベルベットのカーテンだけが、血のような色彩を放っている。


    　──明らかに普通のパーティルームではない。


    　暖だん炉ろには絵が飾られていた。描えがかれているのは風景でも建物でもない、少女だ。


    　いたいけな少女が一いつ糸しまとわぬ姿になって、額縁のなかでシーツにもたれかかっている。


    　コレクターたちは、それぞれが連れてきたヴィスクに合図を送った。美少女たちは頷うなずきも返さず、無む造ぞう作さにドレスを脱ぎ捨てる。白い肌はだがあらわになり、コルセットにビスチェ、キャミソール……男を誘うための下着ランジエリーが、暗闇のなかに蟲こ惑わく的な香りを漂ただよわせた。


    　蠟ろう燭そくの妖しげな光が、男たちの顔を浮かび上がらせた。伯はく爵しやくはグラスを掲かかげ、音おん頭どを取る。


    「それではお集まりの皆々さま、どうぞ心ゆくまで享きよう楽らくのひとときを！」


    「「「乾杯！」」」


    　ちゃりん、とグラスが鳴る。世間話もそこそこに、彼らの興味は伯爵の新作へと移った。


    「なるほど、これはまた伯爵の好みそうな……」


    「よい出来ではないですか！　可愛らしい」


    「素そ朴ぼくなプロヴァンス風ですか。私はもう少し、都会風の顔立ちが好みですなあ」


    　じろじろと下着姿の少女を吟ぎん味みする。栗くり色の瞳ひとみは軽く伏せられたまま、まばたきもしない。


    　裏ではヌード画を取り扱っているヘンリー卿が、伯爵に下げ卑びたまなざしを向けた。


    「肉付きのほうは、どの程度確認されてみたのですか？」


    「まだまだ、これからですよ。ゆっくりと愉たのしまなければね」


    「伯爵は移り気ですからなあ。この前のそばかすの子はどこへ行ったのです？」


    　わははっ、と伯爵は破は顔がんする。


    「ヴィスクは廃棄が面倒ですからな。ひとつの作品で長く愉しむ。これが秘ひ訣けつですよ」


    「では伯爵。どうか今こ宵よい、ヴィスクの寿命を少しばかり縮めてはもらえませんか？」


    　年若いユベール博士はかせが回りくどい言い方をして、なにかを期待する。伯爵は鷹おう揚ように頷うなずいた。


    「ああ、いいとも。こうして集まってくれた礼に、私も少しばかり羽は目めを外しましょうぞ」


    　ワインを飲み干して、栗くり毛げのヴィスクに目線を送る。


    「脱ぎなさい。一枚ずつ、ゆっくりとね」


    「…………」


    　言われるままに、少女は肩ひもに指をかけた。恥じらいの欠片かけらもない淡たん白ぱくな動作。ゲレンデのようになだらかな肩からブラストラップが滑り落ちたときには、観客の口から感嘆が漏もれた。


    　きゃしゃな両肩があらわにされると、ヘンリー卿きようは観察するような目を向ける。


    「どんな絵の具でも再現できない白い肌はだ……！」


    　胸のふもとがちらりとはだければ、ユベール博士は鼻息を荒くする。


    「私の脳のう細さい胞ぼうが歓喜に震えています！」


    　ほんの少し動きを止めたら、グラム城伯があごをしゃくった。


    「焦じらさんでくれ。今が一いつ世せ一いち代だいの見せ場だろう？」


    　そしていよいよ、薄く膨ふくらんだ胸があらわになろうとした、そのとき──。


    　黒い影が奔はしった。


    　五人目が目にも留とまらぬ速さで駆かけ込んで、少女の裸ら体たいを覆おおい隠したのだ。


    「やあっ！　誰かと思えば、きみは私の恋人じゃないか！」


    　はあ？　と、四人の貴族たちは口を半開きにした。影のように給仕を務めていた黒曜石オプシデイアンのメイドが、なにを思ったのか栗くり毛げのヴィスクをかき抱いだいて満面の笑みを浮かべている。


    　最初に我に返った伯はく爵しやくが、鼻息も荒く立ち上がった。


    「きっ、きみ！　なにをしている！　分ぶんをわきまえたまえ!!」


    「貴方あなた方こそなにをしている？　畏おそれ多くもこの私の宝に手をつけようなど、身の程知らずもいいところではないか。──よもや《警告》を忘れたか、伯爵？」


    　最後のひとことだけ、がらりと声質が変わった。


    　女性が男おとこ勝まさりなしゃべり方をしているような、ヴァイオリンが低く歌うような、舞台の隅々まで響く俳優の声のような、アルト・ヴォイス──間違いなく少年の声。


    「まっ、まさか……ッ!!」


    　伯爵が戦せん慄りつするのと同時。メイドは片方の手で少女を抱き、もう片方の手をすらりと掲かかげる。


    「ウェイク・アップ」


    　ぱちんと指を鳴らせば、白煙が凄すさまじい勢いでパーティルームを包み込んだ。まるで雲に突っ込んだみたいだ。伯爵たちは激しくせき込み、己おのれの姿を見失った。


    　煙幕はすぐに薄れて消えていく。それと同時に、響いてくる高笑い。


    「は────っはっはっは！　あ────っはっはっはっはっは!!」


    「あ、あ、あれは……っ」


    　見識の広いユベール博士はかせが顔面を蒼そう白はくにした。伯爵も同じだ。あのカードが送りつけられてから、半ば強きよう迫はく観念に囚とらわれて彼の情報を読みあさった。そのなかで何度も目にした──。


    　あのシルクハットの少年が、今目の前で、伯爵のヴィスクを抱きしめている。


    「人喰くい帽子……シャルル＝クロウリー……ッ!!」


    　煙が完全に晴れたとき、伯爵はぞくりとした寒さむ気けを覚えた。


    　それは、人智を超えたものを目まの当たりにしてしまったときの恐れだ。


    　少年は凍えるほどに美しかった。冷たく鋭するどいまなざしと、不敵な微笑がよく似合う。カラスのぬれ羽ばのように品のある黒髪と、その奥から闇やみを射抜く、黄金色の瞳ひとみが特に印象的。


    　やや幼おさなさを残している顔立ちは、すなわちまだ成長の余地があるということだ。空恐ろしさすら覚える。十七歳の彼はほれぼれするような笑え顔がおを浮かべ、ヴィスクの腰を抱いた。


    「きみ、そんな格好をしてどうしたんだい？　風邪をひいてしまうよ！」


    　おもむろに手を伸ばすと、ベルベットのカーテンを力任せに引きちぎる。あんぐりと絶句する伯爵たちに構わず、半はん裸らの少女をふわりと包み込んだ。


    「こんなものしかなかったけど、がまんしてくれ。きみがまとえば素敵なドレスだ！」


    「なっ、なんということを！　それはレクルールから取り寄せた一級品で……！」


    「これは失礼した！　では給仕の続きで償つぐなおう。お茶のおかわりはいかが？」


    　ティーポットを取り上げる。踊るような動作でユベール博士の襟えりを引っ張ると、湯気の立つ液体をたっぷりと背中に流し込んだ。


    「うあっつ!!　熱!!　熱い！　なに、なにをするんだ!!」


    「間違えた！」


    　驚いたようにぱっと手を開く。陶器が床ゆかで砕けた。職人技のカンペール模様が粉々になる。


    「ハンカチーフはあったかな？」


    　ごそごそとポケットを探る。もちろん今の彼はもう、服装も体も少女のそれではなかった。


    　身長は伸びているが、体格はさほど変化していない。長い脚にすらりとしたボディーラインは女性モデルも顔負け。日に当たったことすらないような白い肌はだにドレスシャツ。きらびやかな外がい套とうをまとう。軽く身動きするたびに、金細工のオーケストラが奏かなでられる。


    　そして、伯はく爵しやくが最も警戒したのが帽子だった。彼のトレードマークであるシルクハットは、表面が水晶のような淡い光沢を放っている。つばを彩るのは、血のような深しん紅くをした花飾り。


    　──猛毒の花だ。


    「ということは、あの帽子が、そうなのか……っ!!」


    　彼に関する有名な[image: ]うわさを思い出し、ヘンリー卿とグラム城伯がソファから転げ落ちた。


    「ど、どどどどういうことですか伯爵！　彼から予告状が届いていたのですか!?」


    「ドアを開けろ！　風を呼び込め！　我々まで心を失ってしまうぞ!!　早くゥ!!」


    　通り名の由来にもなっている、あまりにも有名な[image: ]うわさだ。彼のかぶっているシルクハットには、大昔に使用が禁じられたメルキュールという流体金属が用いられている。帽子に美しい光沢と永久に保つと言われるほどの強度を与えるが、それは極ごく悪あくな毒性を秘めていた。


    　職人のみならず、着帽者、ひいては周囲の人々にまで気化した毒が感染し、たちまち正常な心を奪ってしまうという危険性から、もう何百年も前に禁制品に指定されている。それを用いた製品は徹底的に回収処分が行おこなわれ、現代ではひとつたりとも残ってはいない──。


    　はずの、伝説級の危険物が、ずっと伯爵のそばをうろついていたということになる。


    「私の家来と入れ替わっていたのか……！　いったいいつから……！」


    「ふふっ、伯爵はずいぶん人形遊びに夢中のようだ。朝一で駆かけつけるぐらいだからね！」


    「最初からか！　くそっ!!」


    　シャルルはさも困ったふうに肩をすくめてみせた。


    「それが聞いてくれたまえ。メイドの彼女にお茶を振る舞ったら、なぜかぐっすりと眠りについてしまったんだ。仕方がないから代わりに、今日きよう一日屋敷で働いていたというわけさ」


    「[image: ]どおりだな！　やはりおかしくなっておる！」


    　ヘンリー卿きようはいまだ状況がのみ込めていなさそうに、ぬれた頭を何度も叩たたいている。


    「し、しかし入れ替わっていたとはどうやって？　彼はなにをしたのです？　まるで魔法だ！」


    「馬ば鹿か者！　おとぎ話の《ゾフィ》でもあるまいに、魔法など存在するはずがなかろう！」


    　怒鳴り返すドラム城伯とは裏腹に、伯爵はぎくりと体を硬直させる。


    　──その一瞬、黄金色の瞳ひとみが伯爵を射抜いた。


    「いっ、１番から４番！　来るのだ！　侵入者を排除せよ！」


    　カーテンが翻ひるがえり、新たな人影が駆け込んできた。伯はく爵しやくがもしものときのためにと潜ひそませておいた決闘人形たちだ。屈くつ強きような男性型が四体、それぞれ剣を抜いてシャルルを取り囲む。


    「容よう赦しやはいらぬ！　ひっ捕らえてしまえ!!」


    　四方から剣けん閃せんが奔はしる。まるでひとつの意思で統とう率そつされているかのように、決闘人形たちは完かん璧ぺきなコンビネーションを発揮した。ひとりが斬きりかかった隙すきを、続くひとりがカバーする。ひとりの攻撃が布ふ石せきとなり、流れるような連撃が死角から襲おそいかかる──つまり。


    　一太た刀ちで勝負が決まらなかったのだ。


    「なッ、なんだと!?」


    　シャルルは最小限の動きで、剣撃を回避していた。鼻先数センチを鋼はがねが刈り取り、うなりを上げて空ぶる。隙だらけの背後を捉とらえたかと思えば、外がい套とうがあざけるように舞う。


    　常人では残影すら見切れないはずの、超速の連続剣技である。伯爵はいよいよ、目の前の光景が信じられなくなった。慌あわてて手のひらを掲かかげ、後退の指示を出す。


    　とんとんっ、とブーツのつま先を整え、シャルルは面白そうに周囲を窺うかがった。


    「おや、もう終わりかい？　もう少し踊おどってくれたまえよ」


    「ば、馬ば鹿かな……っ、ありえん！　決闘人形の体力は人間の十倍以上だぞ!!」


    　すると帽子のつばをいじくりながら、シャルルはさも不思議そうに首をひねる。


    「はて、先ほどから聞いていれば、きみらはいかにも奇妙な物言いをしているね。この美しい栗くり毛げの少女や勇ましい戦士たちを、『よい出来』とか、『作品』とか、『廃棄』だとか……」


    「な、なにがおかしい！　ヴィスクは歯車とゼンマイの造りものだぞ！」


    「これは異なことを。ほら、よく見ろ！」


    　シャルルは再び栗毛の少女を抱き、頰ほおに指を[image: ]はわせた。


    「諸君らにとってまがいものでも、私にとってはそうではない。どうだ、この肌はだ、この瞳ひとみ……たとえ偽いつわりの神が創り出したのだとしても、確かに美しい。これに比べれば、我々など塵ちり芥あくたに過ぎぬ。本物の塵芥と、偽にせ物ものの芸術品、そこにどれだけの差があるというのかね？」


    「な、なんと不謹慎な！」


    　憤ふん慨がいするグラム城伯、恐れおののくユベール博士はかせ。耳をふさぐヘンリー卿きよう……。


    　そんななか、シュヴェイク伯爵は血の気を失っていた。全身に脂汗が噴き出し、胃がきりきりと締めつけられる。そんな彼の様子を、シャルルの黄金の瞳は見み逃のがさなかった。


    　なにかを見極め終えた顔で、シャルルはゆっくりと頷うなずいた。


    「……なるほど、これではっきりしたな。話を聞き出すのはひとりだけでよさそうだ」


    「な、なんですと？」


    　──伯爵はこのときまで、勘違いをしていた。目の前にあるのが恐怖のすべてだと、洞どう窟くつの出口のような希望にすがりついていた。まったくもって甘かった。


    　崖がけに追い詰められて終わりではない。そのあとは、奈な落らくの底へ突き落とされるのだ。


    　シャルルを包む雰ふん囲い気きが、がらりと変わった。


    「伯はく爵しやくだけ残してあとは始末しろ。──やれ、アンティーク」


    「はい、ご主人さま」


    　どこから聞こえてきたのか、と考える間もなく。


    



    　蒼あおい風が舞った。


    



    　伯爵の目には、横殴りの嵐あらしが部屋を横断したようにしか見えなかった。視界が霞かすみ、蒼い旋せん風ぷうの残ざん滓しだけが意識にこびりついた。脳のう髄ずいを貫つらぬくような甲高い音、そのなかに、瞬間的な打撃音が混ざっていたことなど気づきようがない。


    「ヒッ!?　ヒィィィィっ!!」


    　頭を抱えて嵐をやり過ごす。自身の悲鳴に重なって、どさどさどさっ！　と崩れ落ちる音が立て続けに響いた。四体の決闘人形、三人の招待客、それぞれが一斉に倒れ込んでいた。


    　恐る恐る顔を上げたときには、残っているのは自分ただひとりだ。


    「い、いったい、今のは、なにが、どうなって……っ？」


    　混乱する視界の中央に、ふわりと、銀色の光が降り立つ。


    　少女だ。きゃしゃで小柄、年齢は十代の前半ぐらいだろうか。目にした瞬間、伯爵の心はほうっととろかされた。少女趣味でなかろうと、男なら誰でも引き寄せられるはずだ。


    　暗くら闇やみのなかで光っているのは、銀細工のような白い髪だ。蠟ろう燭そくのかすかな明かりを受け止めて、流れ星を滑らせている。吸い寄せられるように小さな唇くちびると、対照的に大きな瞳ひとみ。サファイアのまなざしには、見られた者を氷漬けにさせるような魔ま性しようがあった。


    　幼おさなさを差し引いても、すでに究極的に完成された美形。神が自みずからノミを振るわなければこの極きよく致ちには至れまい。それほど人間離ばなれした、造つくりものの存在感。


    　その証しよう拠こに、少女の頭部には花が咲いていた。星空を封じ込めたような蒼い薔ば薇らの宝石が、彼女の白銀の髪にこれ以上ないほど似合っている。つまり、ジュエリー・ヴィスクだ。


    「よくやった、アンティーク。見事な働きだぞ」


    「光栄です、ご主人さま」


    　シャルルは気安く少女の腰を引き寄せる。こうして並ぶとさらに印象的なふたりだった。


    　ヴィスクがまとっているのは氷ひよう蒼そうのゴシックドレス。幼い体たい躯くと雪のような肌はだがあいまって人形のようだ。それを抱き寄せる黒くろ外がい套とうの少年もまた、造りもののような美形。ともに強烈な存在感を放っているのに、並んでいて少しも目障りなところがない。


    　まるで天使の楽器がデュエットを奏かなでているかのように、見る者の意識を陶とう酔すいさせて……。


    「──い、いや待て！　いま、しゃべったのか!?」


    　伯はく爵しやくは寸前で我に返った。夢見心ごこ地ちのなかで、確かに妖精のような声を聞いた。


    　蒼あお薔ば薇らのヴィスクがしゃべっていたのだ。


    「あ、ありえん!!　どういうことだ、ヴィスクではないのか!?　……い、いや人間に決闘人形を倒せるわけがない！　愛あい玩がん人形より美しく、決闘人形より強いとは、いったい……！」


    「その穢けがらわしい口を閉じろ。虫むし唾ずが走る」


    　吐き捨てて、シャルルは腰からステッキを引き抜いた。伯爵の喉のどもとに突きつける。


    「シュヴェイク伯爵、貴き様さまは知っているな？　ヴィスクの真実を」


    　その口く調ちようも先ほどまでとはまったく異なる。眼光に宿るのは、研ぎ澄まされた敵意──。


    　事ここに至り、伯爵はようやく確信した。


    「き、貴様ッ……先ほどの道化めいた言げん動どうは、すべて演技か……!?　心を失っているふりをして、世界中を欺あざむいているのか……!!　なんのために、そんな……ッ!?」


    「ご名答。そのほうが都合がいいだろう？　お互いにな」


    　ぐっ、と喉が詰まる。シャルルは立て続けに問いかけた。


    「さて、今度はオレの問いに答えろ。まず伯爵、この帽子に見覚えはないか？」


    　ピン、とつばをはじく。毒の血花が揺れて、甘い香りが漂ただよう。伯爵は必死で首を振った。


    「き、貴様の帽子だろう！　やめろっ、そんなものを近づけるな！　私まで病やんでしまう!!」

  


  [image: ]


  
    「……では次の問いだ。貴様やここにいるコレクターたちは、どうやってヴィスクを手に入れた？　流通経路は？　制作者は？　知っていることを洗いざらいすべてだ」


    「わ、私がヴィスクを手に入れたのは……」


    　脳のう裏りに先週の水曜、栗くり毛げのヴィスクを伴ってやって来た黒ローブの人物を思い描えがく。


    「仮面の人形商からだ……！　彼らは顧客のもとを不定期に訪れる……人形商を通す以外に、ヴィスクを手に入れる方法はない……！」


    「そうだ、そこまでは知っている。ではその人形商とやらは何者だ？　連中はどこからやって来る？　どこに客の依頼を伝え、誰が実際の制作に携たずさわっているのだ？」


    「そ、そこまでは知らん！」


    　ぐいっと、ステッキの先端が喉のど仏を押しつぶす。伯はく爵しやくは悲鳴を上げた。


    「ほっ、本当だ！　私は《機関》から見限られているのだ！　現状はなにも知らん！」


    「《機関》だと？　つまりお前は──」


    　はっと、黄金の瞳ひとみが見開かれる。俊しゆん敏びんに跳び退すさり、伯爵の平ひら手ては惜しくも空くうを切った。


    　だが──。


    「喰くらえ盗っ人と！」


    　平ひら手ての軌き跡せきを追って、紅くれないのラインが奔はしる。空気が赤熱し、爆裂。火球が一直線に飛び抜けて、黒髪の先端をわずかに散らす。壁にぶち当たり、冗談のような爆発を巻き起こした。


    　シャルルは驚嘆の目を向けた。口もとに凄せい絶ぜつな笑みが刻まれる。


    「驚いた！　伯爵、まさか魔術師だったとは！」


    「出来損ないだがね……っ！」


    　伯爵の臀でん部ぶに奇妙な違和感と未知の感覚が生まれる。ズボンの上部からぬるり、と伸びてきたのは尻しつ尾ぽだ。真っ黒で、表面に蛇へびのような鱗うろこと光沢がある。


    　魔力を解き放つと、黒の尻尾はうっぷんを晴らすようにうずいた。


    「私は《ミステティカ》の一員にはなれなかった……それだけの才能がなかった。空気を代価にするもっとも簡単な術を覚えるのに四年もかかった。そして若かった……！　浅ましい正義感からヴィスクを造り出すことに異議を唱え……結果、私は家族から捨てられた！」


    　空間が赤せき熱ねつした。伯爵の両の手のひらに空気が凝ぎよう集しゆうし、弾はじける寸前で掌しよう握あく。


    　紅ぐ蓮れんの殺意をほとばしらせ、ふたつの火球が生み出された。シャルルはくすっと笑う。


    「要は勘当というかたちでこの辺境に追いやられたのか。そして、籍を入れただけの妻は愛人に夢中で、子供もなく……結局は人形戯あそびに堕だ落らくしたというわけだ」


    　ただの[image: ]ちよう笑しようかと思いきや、彼はここで、なぜか鏡に向けるような憂うれいを浮かべた。


    「……まるで誰かを見ているように憐あわれだな」


    「ご主人さま」


    　蒼あお薔ば薇らのヴィスクがすかさず駆かけ込んできた。しかし、シャルルは彼女を脇わきへ下げさせる。


    「魔術師には魔術師を、だ」


    　前に歩み出し、胸ポケットから金色の懐かい中ちゆう時計を取り出す。奇妙な時計だった。秒針が動いておらず、見当違いの３時41分を指し示している。その調節螺子クラウンに親指を添え、


    「奇術使いのクロウリーがお相手する──[image: ]トウエンテイｍｉｎｕｔｅｓミニツツ　ｒｅｌｏａｄリロード！」


    　かちん！　と押し込む。針が急速に逆回転し、３時21分までさかのぼった。


    「サーティーン・フラッシュ!!」


    　青白い魔力が猛烈に吹き寄せる。伯はく爵しやくはたまらず目を覆おおった。


    　その一瞬で、シャルルは分裂していた。まったく同じ外がい套とう姿すがたが十三人に増えている。


    「シャルル＝クロウリー……！　やはり貴き様さまも魔術師だったか!!」


    　伯爵は力任せに火球を投とう擲てきした。分身のひとりに矢のごとく突き刺さり、容よう赦しやなく爆裂──した直後、火炎とともに、外套の内側から何百枚ものトランプがはじけ飛ぶ。


    「なッ……！」


    「本体はひとつだ。当ててみたまえ」


    　残りの十二人のシャルルが、そっくりな仕草で口の端を上げる。ぞっとする光景だ。


    「当てろだと……？　舐なめるなァ!!」


    　伯爵はありったけの魔力をぶちまけた。空気が竜巻のようにうなり、テーブルから食器を吹き飛ばす。左右の手のひらの周囲に、一気に十二個の火球が圧縮された。


    「当たりも外れもまとめて吹き飛べい!!」


    　両腕を振り抜く。十二の大砲がいっぺんに火を噴いた。それぞれが凄すさまじい勢いで飛ひ翔しようし、外套を片っ端からぶち抜いていく。流れるように六人目、旋せん律りつのごとくリズミカルに五人目。部屋いっぱいにトランプが吹き荒れ、そして、最後に貫つらぬかれた十三人目から──。


    　あざ笑うかのように、トランプが舞い飛ぶ。


    「なにッ！　……ぬぐぉっ!?」


    　瞬間、壁に血が飛び散った。斬ざん撃げき音おんとともに風がうなり、宙ちゆうに細長い異い形ぎようが舞う。


    　切断面から深しん紅くを滴したたらせる、刈り飛ばされた、黒くろ蛇へびが──。


    「ぬがッ……がああああぁぁぁぁ──────────ッッッ!!」


    　伯爵の全身から魔力がはじけ飛んだ。自じ重じゆうを支え切れなくなり、うつぶせに倒れ込む。


    　離れた床ゆかに、どさっと、根もとから切断された尻しつ尾ぽが落下した。


    「あぁっ、ああぁ……！　私のっ……私のォォ……っ!!」


    　伯爵が[image: ]はいずろうとする鼻先に、ピッとステッキの先端が振り下ろされる。


    　伯爵が見上げる先で、シャルルは平然と立っていた。外套にも焦こげ跡ひとつない。


    「これは失礼。十四人目のジョーカーを伝え忘れていたかな？」


    「貴き様さまッ……よくも、私の……《魔ま骸がい》をォォォォ……ッ!!」


    「これでお前は魔力を喪うしなった。これまでヴィスクをもてあそんできた代価を払え」


    　切り離されてなお、のたうち回っていた黒蛇が、さらさらと霧となって蒸発していく。それを見届けて、シャルルはステッキを上げた。外がい套とうを翻ひるがえし、向かう先は伯はく爵しやくの愛あい玩がん人形である。


    「な、なにを……する気だ……ッ？」


    「貴様にはできなかったことを」


    　指示を出し、少女をあおむけに寝かせる。上半身を支えながら、もう片方の手を胸にかざす。


    　すると、伯爵の魔術師としての視界に、青白い物体が浮かび上がってきた。


    「なっ、なんだそれは……っ！」


    　少女の胴体上部に、完かん璧ぺきな輪を描えがく円えん環かんが浮かんでいる。その内側には、細かな欠片かけらが数えきれないほど詰め込まれている。


    　細かい欠片は、歯車だった。数百数千の歯車が芸術的なバランスでかみ合わさり、円環のなかで宇宙のように複雑な機構を描いている。シャルルは「ほう」とため息をついた。


    「美しいムーブメントだ」


    「それは、いったい、なんなのだ……!?」


    「哲学者シャフナーの霊れい殻かく二に元げん論ろんを引用すれば、肉体という物質的な実体に対する、霊的な実体……心と言い換えてもいい。生物も、植物も、鉱物も、自然界のありとあらゆる存在は、物質的実体と精神的実体によって在あり様ようを決定づけられている」


    　シャルルはちらりと流し目を送った。満月のような金色の目が冷たい光を放つ。


    「仮に生物がこの精神機構の働きを止められると、対ついとなる肉体もまた凍結される。動くことも考えることも眠ることもないそのありさまは、生きながら剝はく製せいにされるようなものだ」


    　伯爵は、ぐっとうなる。青く浮かび上がるムーブメントは、ぴくりとも稼か働どうしていなかった。


    　蒼あお薔ば薇らのヴィスクがシャルルの傍かたわらに膝ひざをついて、背中に手を添えた。


    「いかがですか、ご主人さま」


    「ああ、いくつか表面が削られているが、これは意い匠しようだな。これならリューズを引き抜くだけでなんとかなりそうだ」


    　彼はヴィスクの胸に手をかざした。ちょうど、谷間に咲く薔薇の宝石がある位置だ。


    　伯爵には、彼がなにをするつもりなのかわかった。けれど止められなかった。


    　薔薇が、震えた。一番美しい時は過ぎた。そう言い残すかのように──。


    　パリィン、と。欠片かけらとなって、少女の肌はだからはじけ散った。


    　同時に、せき止められていた力が歯車に伝わった。輪列が連動し、勢いよく回転しはじめる。ライトアップされた回転木馬のように、にぎやかな喜びの旋せん律りつを奏かなでながら、回る。


    　シャルルがしゅっと腕を振ると、円えん環かんと歯車は透すけるように少女に吸い込まれた。それとほぼ入れ替わりに……伯爵のお気に入りのヴィスクは、ゆっくりと瞳に光を取り戻す。


    「……あ、れ……わたし……？」


    「気がついたか？」


    「…………嫌っ！」


    　彼女は突然、無む我が夢む中ちゆうでシャルルに抱きついた。声が恐怖に震えている。


    「わたし、とってもこわい夢を見てたの。あれはなに？　嫌、思い出したくない……っ」


    「思い出さなくていい。ただの夢だ」


    　シャルルは優しく抱きしめ返し、安心させるように頭を撫なでる。


    「嫌なことは眠りに溶かしてしまうといい。さあ、おやすみ。大丈夫、もう悪夢は見ない」


    「あなたは、そばにいてくれる……？」


    「いちばんに『おはよう』を言ってあげる」


    　ちゅっと額ひたいに口づける。栗くり毛げの少女はうっとりと目を細め、そのまま眠りに沈んでいった。


    　鮮あざやかな手際である。潜入から奪取までの立ち回り、分身と誘眠の魔術……。


    「う、く、ふふ……っ」


    　シュヴェイク伯はく爵しやくは震えていた。自みずからの魔力ばかりか愛あい玩がん人形まで奪われたからではない。パーティと仲間たちからの信頼を台なしにされたからでもない。それらは理由の半分だ。


    「私とて……変えようとした！」


    　苦く渋じゆうに満ちた言葉に、シャルルは振り向いた。栗毛の少女を横たわらせ、立ち上がる。


    「私もはじめはおかしいと思った！　生きた人間を剝はく製せいにし、商品にするなど！」


    「彼らは機械人形などではない」


    「そうだ!!　だが覚えておけ人喰くい帽子！　貴き様さまがあらがっているのはシステムだ!!」


    　床ゆかに膝ひざをついたまま、伯爵は歩み寄ってくるシャルルに唾つばを吐き散らした。


    「私もかつて立ち向かおうとした！　だがすぐに啞あ然ぜんとさせられた！　自分が向き合っているもののあまりの巨大さに！　世界中を支配する圧倒的な意思の流れに!!　それに比べ、人ひとりのなんとちっぽけなことか……！　この大陸すべて、規律正しく回る秩序のなか、そこからはじき出された歯車は二度と元の場所へは戻れない！　その恐怖が貴様にわかるか!!」


    　伯爵にはわかった。目の前の少年もまた深く恐怖している。


    　おどけた態度をとっていても、自信満々に振る舞っても、決して逃のがれられない闇やみの足音。


    　今にも背中に追いつかれ、首を絞められるかもしれない。そんな恐怖と闘いながら、彼は、「わかるわけがない。だが引き返すつもりなど、ない」。


    　決然と言い放ち、伯爵にステッキの先端を突きつけた。


    「オレにはやらねばならないことがある。その障害となるのなら、貴族だろうと、魔術師だろうと──そう、たとえ世界のシステムそのものであろうとも、歯車を狂わせてみせよう」


    　あごに先端を添え、上向かせる。金色の視線に魔力が流れ込まれた。おそらくこの魔術に捕らえられたら、伯爵は眠りのなかで不都合な記憶のいっさいを封じられてしまうだろう。


    「ご主人さま、急いでください。騎士警察が……」


    　蒼あお薔ば薇らの従者がシャルルに駆かけ寄った。廊下から複数の靴くつ音おとに重なって、少女騎士たちと使用人たちとの言い争いが聞こえてくる。派は手でな魔術戦でようやく騒ぎに気づいたのだろう。


    「案ずるな。すぐに終わる」


    　黄金色の瞳ひとみが、まるで満月のように妖しく、強烈に光る。


    　これがシャルル＝クロウリーの本心と語り合える、最後の数秒。伯はく爵しやくはにたりと笑った。


    「貴様に呪のろいを贈るぞ、人喰くい帽子」


    「なに？」


    「代価の魔術使いだった私にはわかる。世界の変革などというおこがましい所しよ業ぎよう、その達成に求められるであろう莫ばく大だいな代価は、貴様には到底払い切れぬ……！　貴様はやがて大切な者たちを喪うしない、終ついにはシャルル＝クロウリーという存在そのものまで喪そう失しつするのだ……!!」


    　黄金の瞳が、揺れた。


    　──一瞬だった。虚きよ勢せいか、慢心か、悪夢の具現者は皮肉っぽく唇くちびるをつり上げ、


    「ならば、オレはその瞬間を笑え顔がおで迎えてやろう」


    　ははっ、と。伯爵も嗤わらった。


    「この、奇怪者ジヨーカー、め……────」


    



    　──そして、彼の意識には暗幕が下ろされた。


    　伯爵がこの夜の出来事を思い出すことは、もう、二度と、ない。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「ジョーカー、か……」


    　シャルル＝クロウリーは手のひらを見下ろした。伯爵の言葉を思い出しているのである。


    　領りよう主しゆ邸ていでの大立ち回りを終えて、逃走。現在は夜の森に紛まぎれて走行する馬車のなかだ。豪華な造りで、小さなテーブルに椅い子す、車体後部には荷台と寝台まで設置されている。


    　車体前部の扉とびらは御ぎよ者しや台だいに続いているが、そこには誰の姿もなかった。それでも二頭の愛馬はシャルルの意思を的確にくみ取り、道なき道を進んでいく。


    　蒼あお薔ば薇らの従者・アンティークは、窓から顔を突き出していた。月明かりすらない暗い森、後方に流れ過ぎていく大樹の幹にじっと目を凝こらしている。


    「どうだ、アンティーク。撒まいたか？」


    「はい。自動車ではこれ以上追ってこられないみたいです」


    　先ほどまで騎士警察のプリムローズ隊とデッドヒートを繰り広げていたのである。美少女オンリーの甘ったるい部隊だが、嫌になるほど執しゆう念ねん深い。人喰い帽子の天敵である。


    「今回の収穫は、愛あい玩がん人形が四体に決闘人形が四体、合わせて八体……いや、八人」


    「彼らは手はずどおり、別の馬車でクロウリー家の別邸へ向かっています」


    「工房で全員の精神機構を修理してやったら、ウィルソンに引き渡して今回の仕事は終わりだな。家族のもとへ帰してやれるのはいつになるやら……ぐっ」


    　気を緩ゆるめたら左胸が痛くなってきた。どろどろに溶けた鉄を流し込まれたみたいに、熱い。


    「はぁ、はぁ……！　魔術を使いすぎたか……！」


    「ご主人さま、無理をなさらぬよう。すこしお休みになってください」


    　アンティークが隣に腰を下ろして、ぽんぽんと、ストッキングに包まれた自分の膝ひざを叩たたく。


    　引力に導みちびかれるまま、シャルルはうつぶせに倒れた。滑なめらかなふとももに唇くちびるを埋める。


    「疲れた……」


    「おつかれさまです」


    「嫌なこと言われた……」


    「よしよし、です」


    　幼おさない指が髪を梳すく。その心ここ地ちよさに陶とう酔すいしながらも、思い出すのはやはり伯はく爵しやくの言葉だ。


    　奇怪者ジヨーカーと、彼は呼んだ。もう道化の演技をしていなかった、素すのシャルルに向かってだ。


    「オレは異端なのか……？」


    　そうかもしれない。シャルルは街を歩いているとき、誰かと話をしているとき、そう、人々の日常に溶け込んでいるときに、ふと言いようのない違和感に襲おそわれることがある。


    　なにかが間違っている。なにかがおかしい。なにかが異常だ──。


    　誰もが当たり前のような顔をしているなかで、自分ひとりだけが、確かに異い端たん。


    　だけれど、それが悪いことだとは、どうしても思えないのだ。


    「正されるべきは、オレか、世界か……」


    　あおむけになり、天井のランプを見上げる。まぶしさに目を眇すがめながら、手のひらを透すかす。


    「それでもオレは、この世界の歯車にはならない。なってやらない……！」


    　目線をずらせば、無表情の美び貌ぼうがじっとこちらを見下ろしていた。


    「いばらの道だ。ついてくるか？　アン」


    「そんな場所へはいきません」


    「えっ……」


    　思わず焦あせったが、蒼あお薔ば薇らの従者はすぐに、唇くちびるの可か憐れんさに似合わぬ決意を紡つむいだ。


    「なぜならシャルの障害になるものは、このアンがことごとくなぎ払うからです」


    「ははっ、それはそれは……頼もしいことだ」


    　アンティークの体温がじんわりと全身を包み込む。呪のろいも使命もなにもかも忘れ、今はただ彼女の甘さに心をとろかすように、シャルルはゆっくりとまぶたを閉じた。

  


  
    ＣＵＲＴＡＩＮ：Ⅰ　～腹ぺこ帽子が盗むもの～


    



    　重大な決断が迫っていた。シュヴェイク邸ていでの大仕事を終えてから、はや半月。まさかこのような難題にぶち当たるとは、さしものシャルルもまったく予想していなかった。


    　問題の現場は、列車内である。最後尾の一両を贅ぜい沢たくに区切った、貴族御ご用よう達たしの一等車両。ラウンジ付きの完全個室制でプライベートへの配慮も抜群。しかし、高級ホテルのような居い心ごこ地ちのよさも、今のシャルルにとってなんの慰なぐさめにもなりはしない。


    　テーブルを前に、ソファで脚を組む。眉み間けんに指を当て、重々しくうなった。


    「ブラックコーヒーにするべきか、カフェオレにするべきか、それが問題だ……」


    　空からのカップを凝ぎよう視しし、さらに頭を悩なやませる。


    「あえて飲めもしないブラックコーヒーをチョイスし、男おとこ気ぎを演出するか。あるいはミルクたっぷりのカフェオレで、午後のひとときを優雅に迎えるか……くっ、なんたる難題！」


    　とてもひとりでは決められん！　シャルルは勢いよく顔を上げる。


    「答えてくれメイドよ！　どちらがより、オレの名誉を守れると思う!?」


    「紅茶です」


    　かちゃん、と琥こ珀はく色を満たしたティーカップが置かれる。シャルルは喝かつ采さいした。


    「すばらしい！　紅茶ならばいくらでも飲めるうえに、紳士的な飲み物でもある！　さすがは我がメイド、アンティーク!!」


    「どちらでもよいですが、大声はご近所迷惑かと」


    　テーブルの脇わきには、眉まゆひとつ動かさないメイド・アンティークが控えている。


    　シャルルは「ふふん」と流し目を送った。


    「案ずるな、今は迷惑をかける近所などおらぬ。なんでもこの区画はあまりにも需要が少ないらしく、いつも乗客はまばらで、乗務員も必要最低限とのことらしい。……だからかな、ふたりっきりだと思うとつい、お前のあまりの可か憐れんさに気分が昂たかぶってしまうのさ」


    「可憐、ですか」


    「そうとも。怪盗用のドレスも捨てがたいが、やはりお前にはそのメイド衣装がよく似合う」


    　熱っぽいまなざしを向けると、彼女は無表情のままスカートの裾すそをつまんでみせた。


    　星ほし屑くずに似た光を放つ白銀の髪。まばゆい蒼あお薔ば薇らの宝石に、まるで天の川に橋を架かけるようにヘッドドレスが飾られている。ひかえめに膨ふくらんだ胸もとは大胆に露出し、ふりふりのパニエスカートは短すぎと言われても仕方がない。ちなみにシャルルの趣味丸出しオーダーメイドである。


    「回ってくれまいか、アンティーク」


    「……しょうがないご主人さまですね」


    　気のない返事をしつつも、アンティークは完かん璧ぺきにそれを実行した。


    　エナメルの靴くつをきゅっと鳴らし、清せい楚そに一回転。パニエがふわりと翻ひるがえる。ふとももの純粋なまぶしさと、ガーターにつられたオーバーニーソックスの妖よう艶えんさが、シャルルの意識を灼やく。


    「……感無量だな。知っているか、アンティークよ。そのニーソックスとスカートの挟はざ間まに映えるふとももを、[image: ]ちまたでは絶対領域と呼ぶらしい。──絶対的な領域だぞ！　その名称を知ったとき、オレは歓喜に震えたよ。まさしくその称号は、お前にこそふさわしい！」


    「はあ。どうせご主人さまの興味はこちらではないのですか？」


    　すげなく言って、アンティークはスカートをたくし上げた。無む造ぞう作さに過ぎる動作である。フリルたっぷりのランジェリーが視界に飛び込んでくる──寸前で、慌あわてて止めに入った。


    「よせっ、早まるな！　下着が見えた瞬間、絶対領域は崩ほう壊かいしてしまうのだぞ！　あくまで重要なのはチラリズム！　見えそうで見えないものにこそ無限のロマンがある！」


    「……よくわからないのですが」


    「愚おろかなメイドよ……よく聞くがいい。そもそも重要なのは下着そのものではない、恥じらう仕草だ！　まずスカートをまくるのなら頰ほおを赤く染め、上目遣いになれ。そしてわずかな怒りのまなざしをブレンドしながら、スカートの内側から色気を薫かおらせるように……」


    「ご主人さま、ちょっとキモイです」


    「キモイとはなんだ！」


    「アンのぱんつとふとももについて長々と語るご主人さま、心の芯しんから気持ち悪いです」


    「言い直すな、無礼者！　──ええいっ、罰としてお人形だっこの刑だ！」


    　両腕を広げると、アンティークのほほに桜さくらが色づいた。


    「……ヘンなところさわったら怒りますから」


    　ため息をつきつつ、シャルルの膝ひざによじ登る。身長と体格差があればこそ可能なお人形だっこスタイルのできあがりだが、彼女はこうした抱かれ方があまり好きではないらしい。


    　いわく、「子供みたいに見えるから嫌なのです」とのこと。


    「ところで、ふたりっきりなのをいいことにいやらしい命令ばかりするご主人さま。いいえ、シャル。こんなへんぴな線路をたどって、アンたちはいったいどこに、どんな用事があるのですか？」


    　親しげな呼び声と重なって、窓から潮しお風かぜが吹きこんできた。


    　少女の甘い香りと、潮の辛さとが、ふわりと混じり合う。


    　列車は海の上を走っていた。


    　ひとつの王都と十一の州からなるこの世界。人喰くい帽子として大陸中を旅してきたシャルルだが、まだまだ目にしていないものは数多い。この海上列車もそのひとつだった。


    　乗車前に目にした光景には心を奪われた。大陸の最西端ランズエンド、ブルターニュ州の海岸線から桟さん橋ばしが突き出していたのだ。石組みの橋は高波にも負けず、約五キロ沖合に存在する目的の島まで延々と海を貫つらぬいているというのだから、さらに驚きである。


    　世界の果てへ向かう列車のなか、シャルルは[image: ]かばんから新聞を取り出した。


    「仕事ヴイスクの情報をあさっていたら、このような記事を見つけてしまってな。見出しを読んでみろ」


    「人喰くい帽子……シャルル＝クロウリーの予告状……？」


    　一面にはでかでかとそのような文字が躍おどっている。なんでもこの列車の終着点、リオネ・ダユーなる街に人喰い帽子の犯行予告状が送りつけられ、一騒動を巻き起こしているらしい。


    　モノクロの写真が、掲示板に張られたカードの文面を大きく写し出していた。


    



    『諸君らが軟なん禁きんしている燃ゆる髪の令嬢を、この人喰い帽子の妻にお迎えする


    　式場の準備を怠おこたったならば、街の堤てい防ぼうが諸君らの墓ぼ標ひようとなるだろう！


    
      人喰い帽子シャルル＝クロウリー』

    


    



    「確かにシャルの言い回しに似てはいますが、これは……」


    「ああ、オレが送ったものではない。何者かが名前を騙かたっただけの、ニセの予告状だ」


    　新聞をまじまじと読むアンティーク。その後ろ髪をもてあそびながら、シャルルは嗤わらう。


    「おそらくは罠わなだろう。言うなれば本物の人喰い帽子への招待状、といったところか」


    「それがわかっているなら、引き返すべきでは……」


    「まあ、そう言うな。たとえなにが待ち受けていようと、オレたちにはリオネ・ダユーに向かわねばならない理由ができたのだ」


    　[image: ]から幾枚かの羊よう皮ひ紙しを取り出し、アンティークに手渡す。


    「かの街のことを調べていたらな、興味深い事実が浮かび上がってきたのだ。一枚目の十五行目を見ろ。リオネ・ダユーを支配している市長。女王のように君くん臨りんする妙齢の美女は──」


    「永遠の命を持つ……いわく、一○○年を生きる不老の魔女……？」


    「そう。彼女はもう何年も何年も、若く美しい姿を保ったまま年をとっていないらしい。おそらくこの先、何十年、何百年、美女の姿で永遠の時を生きるだろうと言われている」


    「永遠の、命……」


    「そうだ。オレたちの《旅の目的》に、重大なヒントをもたらしてくれると思わんか？」


    　ぎゅっと背中を抱き寄せると、雪のように白く幼おさない指が、手の甲を撫なでてきた。


    「……ですが、やはり危険ではないですか？　その女性は、間違いなくシャルと同じ魔術師のはず。ニセ予告状も、誰がなんの目的で送ったものか……」


    「そうだな。そもそもこの街、成り立ちからして奇妙な点がてんこ盛りなのだ。二枚目を見ろ」


    　ぴらり、ときゃしゃな指先がレポートをめくる。


    「アンティークよ。ブルターニュ州の沿岸地方について知識はあるか？」


    「……確かブルターニュの海は満潮と干潮の差が非常に大きく、また変化が急激であると記憶しています。二十年ほど前の高潮で、沿岸部の漁村が軒並み壊かい滅めつしてしまった……かと」


    「そのとおりだ。かつてのリオネ・ダユーは宗教の巡礼地として栄えていたそうだが、そのときの大洪水で壊かい滅めつしてしまった。聞けば、ブルターニュの州公はあまりやり手ではないようでな。再開発の計画を立てては無駄に資材を浪費し、結局はどれもうまくいかなかったらしい」


    「おやまあ、なのです」


    「そういったわけで、ブルターニュ沿岸部はもう長いこと、ほとんどスラムのような状態で放置されたままだった。ところが、だ。数年前のある日のこと、沖合へと船をこぎ出した冒険家が、水平線に浮かぶ島の上に立派な街と堤てい防ぼうが築かれているのを見たという！」


    「それが、魔女の統治するリオネ・ダユー……」


    「そういうわけだ。いったいいつ、誰が復興させたものやら、孤島にはかつての栄えい華ががよみがえっていた。もう何年も何年も、当たり前に存在していたかのようにな」


    「…………」


    　文面を左から右へ、上から下へとたどりながら、十五歳の従者は素直な疑問を口にする。


    「不思議な話なのです。ブルターニュ公は調査を命じなかったのですか？」


    「公こう爵しやくは強気に出られないのさ。かつて再開発に失敗し、その後ほったらかしにしてきたわけだからな。件くだんの魔女に爵位はないらしいが、領内での発言権は対等以上とも言われている」


    「……ですが、人知れず復興させるにしても、とんでもない額の資金が必要になるのでは」


    「それについてはいくつかの説がある。三枚目を見ろ」


    　ぺらり、と最後の一枚が掲かかげられる。


    「ブルターニュ州に伝わる有名な[image: ]うわさのひとつに、リオネ・ダユーはかのコンスタンツェ＝ベイクフィールドの没地である、というものがある」


    「コンスタン……誰ですか？」


    「かつて国中をまたにかけた大泥棒さ。老ろう衰すいで死を迎えたが、彼が最後に目撃されたのが、廃はい墟きよとなった孤島に向かう船の上だったという話だ。今でもリオネ・ダユーには彼の遺のこした莫ばく大だいな財宝が眠ると考えられていてな、一時期はならず者の来訪があとを絶たなかったらしい」


    「では、その遺産がリオネ・ダユー復興の資金源になった……？」


    「と、いう説が有力だ。かの街があまりに排他的なため、真しん偽ぎを確かめるすべはないがな」


    「そうなのですか？」


    　困ったものだ、とシャルルは首を振る。


    「リオネ・ダユー現在の住民数は約一○○○人。海産物と真珠加工品の輸出で生計を立てているらしい。観光地にしてもよさそうなものなのだが、住民があまり旅人を歓迎しないのだよ。どうやら遺産目当ての盗とう賊ぞくどもによって、散々不快な目に遭あわせられた過去があるようだな」


    　アンティークは、ほう、と息をつき、羊よう皮ひ紙しをテーブルに置いた。


    「今なお同業者を引き寄せる伝説の大泥棒。そのような人物がいたのですね」


    「よくぞ関心を持った！　彼の話を聞きたいか？　聞きたいだろう！　いいさ教えてやる！」


    　ソファを踏んづけて無理やりに立ち上がる。アンティークの目が冷たくなった。


    「……シャル、お行儀が悪いです」


    「なんと言っても彼の魅力は神秘性だ！　数々の悪あく行ぎようで民衆を震え上がらせたものの、その正体はまったくの[image: ]なぞのまま！　彼の姿を直接目にした者はひとりもいないと言われている！」


    「では、『廃はい墟きよとなった孤島に向かった』のはどこの誰だったのですか」


    「多くの画家が彼の想像画を描かいたが、オレの予想はどれとも違う。思うに橙だいだい色のバンダナで凶悪面を彩いろどり、厚い胸板に黄金のベルトを引っかけ、宝の山でサーベルを掲かかげながら、高らかに笑うのだ！　はーっはっはっはっはっは!!」


    　アンティークは諦あきらめたようにため息をつき、シャルルのティーカップから紅茶を含んだ。


    「シャル、しばらく冒険小説は禁止です」


    「無む体たいな！」


    「……では、今度はシャルがその大泥棒にのこのこ導みちびかれる、憐あわれな盗とう賊ぞくになるわけですか。どこの誰が出したものかもわからない招待状につられて、正体不明の魔女や予測不能の罠わなが待ち受けるであろう絶海の孤島へ……」


    「そう悲観的な見方をするな。これはチャンスだ！　前にも言ったろう？　我らの望みを叶かなえるためには、たとえそれがいばらの道であろうと進まねばならないときがある。それにこれは直感だが、どうやらこのニセ予告状の差出人は──」


    　新聞を取り上げ、すうっ、と嗅かぐ。紙とインクの知的な香りが胸を満たした。


    「女性だ。女性の香りがする。レディがこのシャルル＝クロウリーを呼んでいるのだ！」


    　ビシィ!!　……と、カップに亀き裂れつが走った。


    　あまり顔に出ないどす黒い嫉しつ妬と心しんが、従者の可か憐れんな指先に殺人的な圧力を与えている。


    「……なんと？」


    「勘違いであった!!　ふはは、オレとしたことがとんだ早とちりを！　ふっははは……！」


    「ならよいのです」


    　アンティークは薄い桃もも色の唇くちびるで、ぶつくさと毒を吐く。


    「シャルは国中のあまねく婦人から嫌われているのです。いつも惑乱の帽子ハートレス・ハツトをかぶって道化のふりなんかしているせいで、誰もかれもが煙のように避けて通ります。決して恋人などつくれるはずがないと、よくよく自覚してくださいますよう」


    「そこまでか！　我がメイドの慈悲の心はどこへいった！」


    「……アンだけでよいのです」


    　ぷいっと海に視線を移す。陽光の跳ね返りが、彼女の瞳ひとみに星くずのような輝かがやきをちりばめた。


    「……よい眺めですが、ずいぶんと海が荒れているのですね」


    「この辺りの海は年中こんな感じらしい。リオネ・ダユーはかつての悲劇を繰り返さぬよう、水門を築いて洪水を防いでいるのだが、それが潮流を乱れさせてご覧のありさまだそうだ。船も使えず、実質この線路が島への唯ゆい一いつの交通手段というわけだな」


    　ソファに座り直し、軽く背中を引き寄せる。白銀の髪に頰ほおをうずめ、一緒に窓を眺めて、


    「もう少しして飛行船が実用化されれば、空の旅も可能になるかもしれん。知っているか？　近々王都で試験飛行が行おこなわれるらしい。今回の仕事が片付いたら見物に行こうではないか」


    「ご主人さまの望むままに」


    「つれないな。もっと希望を言ってもよいのだぞ」


    「アンはどこへでも行きます。そこにシャルがいるのなら」


    「そ、そうか」


    　表情が無む垢くであれば、しゃべる声も純真だった。いったいどこまで本気で、どういう意図で言っているのか……十年来の付き合いだが、いまだに摑つかみかねるときがある。


    　胸がこそばゆくなる前に、話題を切り替えるに限る。


    「そ、そうだ、アンティークよ！　少し早いが食堂車へ行ってみるか！」


    「え？」


    「あそこは壁が一面ガラス張りだという。ここよりもはるかに壮観な景色を楽しむことができるだろう。海に囲まれながらいただくディナーは格別なものとなるはずだ！」


    「かまいませんが、ほかの乗客との接触はなるべく避けたほうがよいのでは？」


    「なに、案ずるな。今の我々は怪盗にあらず、諸国見聞の旅人さ！」


    　要するに変装中だった。でなければ堂々と列車のチケットを取れるはずもない。


    　大胆すぎるもののメイド服には違いないアンティークと、ドレスシャツと派は手ですぎない配色のタキシードに痩そう躯くを包んだシャルル。もちろん惑乱の帽子ハートレス・ハツトは脱いで[image: ]かばんのなかだ。今の自分たちは旅の富豪フェリシアン、そして世話係を務める愛あい玩がん用のヴィスクである。


    　シャルルの操る魔術のひとつ、《変装魔術》の恩恵だ。自分をまったくの別人に見せかけたり、周囲からの認識を阻害することができる。現在用いているのは後者。つまり誰かがシャルルの顔を見つめても、それが手配書の人喰くい帽子だとは気づけなくなっているというわけだ。


    　その効力を示すように、廊下に出てすれ違った客室長はにこやかに会え釈しやくを寄越してきた。


    「これはフェリシアンさま。乗り心ごこ地ちはいかがですかな？」


    「とても快適です。ありがとう」


    「それはなによりでございます。では私は少々、列車の前のほうへ……」


    　なんの疑いもなく二等車両へと去っていく。本当にこの区間は乗務員も少ないらしく、彼が去ってしまうと一等車はすっかり人ひと気けがなくなった。無人の廊下で、どうだ、と胸を張る。


    「見たか、アンティークよ。オレはやればできる子なのだ！」


    「きちんとした言葉遣づかいができることに、アンは涙を禁じえません」


    「もっと褒ほめるがよい！　ふっはっはっは！」


    　素顔をさらして、意い気き揚よう々ようと歩み出す。背後に続く従者が疑問を投げてきた。


    「では、万が一にもその変装が見破られる心配はないのですか？」


    「むっ。いや、残念ながらそこまで万能ではない。因いん縁ねんとでも言うのか……術者と深く関わるほど効果が弱まってしまってな、本当の正体が見破られやすくなってしまうのだ」


    「では、こんなところで友人にでも会ったら、アウトですか」


    「あっはっは！　心配性な我がメイドよ！　そんな偶然があるわけなかろう！」


    　がちゃり、と前方の客室が開かれた。


    　トランクを提げて出てきたのは、白地に朱しゆ刺し繡しゆうの騎士服をまとい、秀しゆう麗れいな剣と銃じゆうを装備した美少女ひとり。間違えようもなく、人喰くい帽子の天敵たる騎士警察の隊長だった。


    　いや、それどころか、チェリーピンクの髪をサイドテールに結い上げている彼女は──、


    「ポシェット＝ゲルシャール……っ！」


    　頭の中が真っ白になった。彼女の容姿に、視線が蝶ちようのごとく吸い寄せられる。


    　マシュマロのほっぺたに桃もも色の唇くちびる。キャンディーの瞳ひとみを彩いろどるのは、あめ細工のように艶つやめいたまつげ。世界最高のパティシエールが妖精を再現し、天使が祝福をまぶしたような女の子。


    　見栄えを意識したジャケットと、切り詰めたプリーツスカート。はちみつみたいに香る甘さを、編み上げのロングブーツがぴしっと引き締める。イメージはさながら、お菓子の国の軍人だ。


    　一等車両を使っていることからもわかるとおり、彼女も貴族だった。


    　我が国には絶対的な階級制度を定める崇すう血けつ法ほうなる秩序があり、高貴な特権階級とそれ以下の人民とを明確に区別している。大陸すべての州を不自由なく捜査するため、貴族のなかから選抜されて厳しい訓練と試験を通過したエリートたちが、騎士警察。


    　────と、いうのが表向きの形。


    　彼らの実態はさておくとして、ポシェットの所属する少女部隊プリムローズは、見習いの少女騎士のみで構成された特別部隊だ。見習いゆえに、彼女らはある特定の案件の専任捜査を行おこない、その案件に際してのみ発動される限定的な騎士権限を与えられているのだが……


    　その特定の案件というのが、他ならぬ人喰い帽子の捕ほ縛ばく、なのだった。


    「……シャル、どうするのですか？」


    「おおお落ち着くのだアンティークよ！　何食わぬ顔をしていれば気づかれることはない！」


    「ご主人さま、手と足が一緒に出ています」


    　ポシェットはよりにもよってこちらに向かって歩いてきた。引き返したところで突き当たりの展望デッキに追い詰められる。シャルルは覚悟を決めて、彼女とすれ違った。


    「ご、ごきげんようっ」


    「ごきげんよう」


    　会え釈しやくを交換し合い、距離が離れる。やり過ごした！　と安あん[image: ]どしたのもつかの間──。


    　ポシェットは数歩進んだ段階で立ち止まり、怪け[image: ]げんそうな顔で振り返った。


    「……シャル？」


    「ぎくっ！」


    　敏感に肩が反応してしまったのを、いったい誰が責められようか。


    「あれ、あなた……シャル、それにアン、よね……？」


    　ごしごしと目もとをこすり、やがて目の覚めたような確信とともに、叫んだ。


    「シャルル＝クロウリー！　やっぱり現れたわね！」


    　トランクを放り捨て、ポシェットはあろうことか、剣をさやから抜いた。


    　絨じゆう毯たんを蹴けり飛ばしながら、問答無用で斬きりかかってくる。


    「逮たい捕ほよ！　人喰くい帽子！」


    「『処刑』の間違いでは!?」


    　からくもかわせば、切っ先は壁を穿うがつ。無理やり振り抜かれると、木くずがはじけ飛ぶ。


    　ドン！　ドン！　という銃じゆう声せい。信じられないまなざしで振り返ったシャルルは、右手に剣、左手にリヴォルバーを突きつけている少女騎士の姿を見た。そして床ゆかに残された銃じゆう痕こんも。


    「むちゃくちゃだな！　騎士が列車を破壊してもいいのか!?」


    「うっ……う、うるさいわね！　嫌ならおとなしく捕まればいいじゃない！」


    　ビュッ、と切っ先を突きつけてくる。刃やいばを滑るぎらつきに、今度はシャルルがたじろいだ。


    　無人の廊下には扉とびらが並んでいるが、そのいずれにも人の気配はない。銃声に無反応であることからも明らかだ。横やりは期待できず、こんな海の上で逃げる場所などありはしない。


    「くっ……ポシェットよ、なぜそうまで執しつ拗ようにオレを追う!?」


    「ばっかじゃないの。それがわたしに与えられた……唯ゆい一いつの任務だからに決まってるじゃん」


    　今はこれしかないの、と。甘そうな桃もも色の唇くちびるから苦い心情が漏もれる。


    「わたしはあなたを捕まえる。それでその功績で、正式な騎士になるんだから!!」


    　トルマリンの瞳ひとみが揺るぎない意思を放ち、凄すさまじい信念が刃に伝わる。


    　踏み込みの前傾姿勢を取ると、あまりのプレッシャーに床ゆか板いたがみしりと軋きしんだ。


    「やれやれ。やるしかないか……！」


    「へえ、やっとその気になった？　いいわ、遠慮なくかかってきなさいよ」


    「ふんっ、後悔するなよ、騎士殿──」


    　シャルルもまたゆらりと構えを取る。腕をだらりと弛し緩かんさせた立ち姿は、さながら獲え物ものを狙ねらい定める[image: ]ひようのよう。そのまなざしがどこを貫つらぬいているのか……ポシェットの額ひたいにも汗が流れる。


    　一瞬の緊迫。


    「イッ──ヤアァ!!」


    　先に飛び出したのは少女騎士だ。床が踏み抜かれた瞬間、空気がはじけるような錯さつ覚かく。威力を存分に上乗せした最上段へと、剣がよどみなく振りかぶられ──


    　──た直後には、シャルルはあっさり背後へ抜けていた。


    「ふむ、ピンクか。なかなか色気づいてきたな、ポシェットよ」


    「へっ……？」


    　少女の横を風が吹き抜ける。見えない指にふとももがくすぐられる感覚がした、直後。


    　ふぁさっ！　……と。スカートが思いっきり翻ひるがえっていた。


    　ピンクのフリルがふりふりと、いたずらな風にダンスを踊らされた。


    「きっ──きゃああああああっっっ!?」


    　騎士は剣を放り出し、舞い上がったスカートの裾すそを押さえ込んだ。


    　なにが起こったのかは考えるまでもない。怪盗が目にも留とまらぬ速さで駆かけ抜けながら、指先でスカートをめくり上げていったのである。


    「しっ、し、信じられないシャル!!　もう子供じゃないのに、こんな……っ!!」


    「そうとも。もうお互いに子供ではない」


    「ひあっ……!?」


    　シャルルは隙すきだらけの背中に抱きつき、ノーガードの胸丘を手のひらでターゲティング。


    「これでチェックメイトだ。動けばどうなるかわかるな？」


    「くうっ……卑ひ怯きよう者もの！」


    「ふっはっは、心ここ地ちよい罵ば倒とうだ！　敗者の泣き顔以上の美酒もないな！」


    　シャルル好みの扇せん情じよう的な表情だった。怒りと恥じらいがせめぎ合いつつ、けれど抵抗もできずになされるがまま。[image: ]かつ藤とうが頰ほおを真っ赤かに染めて、悔くやしさが涙となってにじみ出す。

  


  [image: ]


  
    　イタズラ心が湧わき上がってきた。


    「しかし子供ではないと言いつつ、ちっとも成長しておらんではないか」


    「ひゃっ!?　ちょっ、やだっ……あっ！」


    　板チョコのような断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをモミモミすると、予想に反してグミのごとく弾だん力りよくを返す。あまりにも騎士服がまっ平らなので、摑つかむときに一瞬どこがバストなのか迷ったほどだ。


    「貧ひん乳にゆう騎士、ぺったんこピンク、絶壁のつぼみ──さあ、好きな称号を選ぶがいい！」


    「どれもイヤっ！　ていうか、もうっ、いいかげん、だめっ……やんっ！」


    「……しかし本当にないな。オレのメイドといい勝負か……いや、あいつより小さい気も」


    「──ッ!!　い、いいい言ったなああああああああ!?」


    　そのとき、がしっ！　と。背後から伸びてきた幼おさない指が、シャルルの乱らん行こうを止めた。


    「ご主人さま……なにをいちゃいちゃしているのですか？」


    　なぜだろう、摑んでいるのは首筋だ。転がる雪玉のごとく、加速度的に絞めつけが強まる。


    「おっぱいが触りたければアンのを触ればいいのに……ぱんつが見たければアンのを見ればいいのに……いつもいつも恥ずかしいことを命じておいて、別の女性が目に入ったらすぐにふらふらでれでれ。この前だって栗くり毛げの女の子にちゅーちゅーちゅーちゅー…………」


    「痛いだっ！　いだだだだだ!!　尋じん常じようじゃなく絞まってるアンティーク！　アンティーク!!」


    　つり上げられるような勢いで引き離される。シャルルの指の力など、半分ほどしかサイズのないメイドの握力にまったく及ばない。絞殺死体になる前に、頼るべきは国家権力である！


    「助けてくれポシェット！」


    「バカなの!?　少し反省すれば!?」


    　真っ赤かな顔でへたり込んでいた少女騎士は、荒い息を整えつつ、立ち上がった。


    「アン、その変態ダメ貴族を引き渡して！　牢ろう屋やのなかできっちりお仕置きするから！」


    「そういうわけにはいきません。こんな淫いん乱らんダメダメさんでもアンの主人ですので」


    　びしっと騎士は指をさす。怒りの矛ほこ先さきは白銀の髪、星空のように輝かがやく蒼あお薔ば薇らの宝石だ。


    「もうヴィスクのふりなんてやめなさい！　それ飾りなんでしょ!?　あなたは人間なの！」


    「いいえ、アンはヴィスクです。アンはもう……人間ではないのです」


    「……っ!!　シャル!!　あなた、いったいアンに何をしたの！」


    「オレの責任か!?」


    「ほかに誰がいるわけ!?」


    　三人は幼おさななじみだった。


    　アンティークは十年前からシャルル専属の従者であり、ポシェットはかつてクロウリー家と親交のあったゲルシャール家の令嬢。彼らは親友として、黄金の幼少時代を共有してきた。


    　──五年前のあの日までは。


    　かつてシャルルの背中にくっついてばかりだった気弱な少女は、数年越しに再会したとき、別人のように強気で攻撃的で、出世欲の塊かたまりたる騎士警察へと変へん貌ぼうしていた。


    　……いや、変わっていたのはこちらのほうだ。心を失い、人喰くい帽子という名の大犯罪者となってしまった幼おさななじみを、今、ポシェットはどんな気持ちで追っているのだろう？


    　……もう確かめるすべもないが、シャルルにとって譲ゆずれない想おもいが、ただひとつ。


    　それは大切な彼女を、血と欲にまみれた旅路に巻き込むわけにはいかない、ということ。


    「ふ……ふっはっはっはっは！　どうしたポシェットよ？　私の自慢のヴィスクが、よもや別の何かに見えているのか？　気をつけたまえ、悪魔は人の好む姿を借りて現れる！」


    「……っ」


    　道化の仮面をかぶり、胸を張る。しかし、幼なじみの少女からの返答は──。


    　真実と虚きよ構こうの隙すき間まから、的確にシャルルの心を貫つらぬいてきた。


    「シャルも……もうおかしくなったふりなんかやめてよっ!!」


    「────ッ!!」


    　桜さくら色の瞳ひとみから、涙の粒が散ったような気がした、その直後。


    



    　凄すさまじい震動が列車を揺るがした。


    



    　轟ごう音おんが吹き抜け、衝しよう撃げきが地を舐なめる。各おの々おのがバランスを崩し、床ゆかに転がり込んだ。


    「なっ、なんだ今のは……爆発か!?」


    　直感のとおり、それは爆発音にほかならなかった。


    「ポシェット！　まさかお前、爆薬まで仕込んでいたのか!?」


    「わっ、わたしのわけないし！」


    「発信源は……後方です！」


    　幼なじみ同士でもめている場合ではない。シャルルたちはメイドの感覚に従い、進行方向とは逆へ走る。列車最後尾の展望デッキまでたどり着くと、信じがたい光景が目に入った。


    「線路が……爆発している……!?」


    　桟さん橋ばしが吹っ飛ばされ、真っ黒な煙を噴き上げていたのだ。一○○メートルほどの範囲で凄せい絶ぜつな崩ほう落らくを起こし、荒々しい高波が石片を海中に引きずり込んでいく。


    「いったいなにが起こったのだ……！」


    「そんな、噓うそでしょ……!?　島への交通路ってこれ一本しかないのに……！」


    　茫ぼう然ぜんと見つめる先で……突然、黒煙の向こうから俊しゆん敏びんな影が飛び出してきた。


    「なんだっ？　あれは……オオカミ!?」


    　四足で疾しつ駆くするその姿は、まさしく狼おおかみと呼ぶしかなかった。しかし、体長は二メートルほども巨大だ。体毛は緑と紫むらさきのグラデーションがかかり、双そう眸ぼうは奇妙に裂けている。


    　まるで悪夢から飛び出してきたかのような禍まが々まがしさ、魔ま獣じゆうと呼称するよりほかにない。


    「まさか、今の爆発は奴やつの仕業しわざなのか!?」


    「下がって！」「下がってください！」


    　騎士とメイドから同時に引き倒される。ポシェットはリヴォルバーを抜き、アンティークは指先でパニエスカートを翻ひるがえす。ふともものホルダーに投げナイフが装備されているのだ。


    　一発の銃じゆう弾だんと二本のナイフ、計三つの攻撃線は、惜しくもレールに衝突し、火花を散らす。魔ま獣じゆうが一瞬早く跳躍し、シャルルたちの頭上を跳び越えたのだ。


    　そのまま屋根に着地し、荒々しい爪つめ音おととともに前方車両へ駆かけ去っていった……。


    「列車に乗り込んだ……？　奴の狙ねらいはいったいなんなのだ？」


    「ここで考えてたってわかるわけないでしょ」


    　リヴォルバーを収め、ポシェットはきびすを返す。


    「待て、ポシェット。どこへ行く気だ」


    「ほかの乗客の様子を見てくるの。邪魔しないでよ」


    「──いや、それはオレが行く。お前は人前に出るな」


    「はあ？　な、なんでよ……」


    「あとで話す」


    　首を捻ひねる彼女を引き止めて、早足で駆け出す。一等車を横断し、二等車へ。車両の中間部分には食堂車が設けられている。乗客と乗務員のほとんどはそこに集まっていたのだが──。


    「なんでもいいから列車を反転させろ！　本土に引き返すんだ！」


    「む、むちゃ言わないでくだせえ！　こんな海のど真ん中で無理な注文だ！」


    　そこでは乗客たちがパニックを起こし、乗務員との間で一いつ触しよく即そく発はつの火花が散っていた。


    　食堂車自慢の広い窓には、崩ほう落らくした線路の様子が大写しになっている。


    「引き返せないなら、せめて列車を止めてくれ！　俺おれは泳いででも本土に帰るぞ！」


    　言うなりひとりが駆け出せば、周りの者たちが慌あわてて羽は交がい絞めにする。


    「やめろ馬ば鹿か！　ブルターニュの荒波を知らないのか!?　おぼれ死ぬぞ！」


    「放せ！　放してくれ！　この列車は呪のろわれてる！　人喰くい帽子の呪いだあっ!!」


    「お、落ち着いてくださいませ！　お客さま方！」


    　客室長が進み出た。鷹おう揚ような口く調ちようだが、彼も深い戸惑いを抱いだいていることが見て取れる。


    「み、みなさま。当列車は現状、本土に引き返すことが不可能になってしまいました。ここはリオネ・ダユーに保護を求め、原因の解明と線路の復旧に努めさせていただければと……」


    「それはいつになるんだ！　あの街はよそ者を歓迎してくれるのか!?」


    「そ、それはわたくしが責任を持って交渉させていただきますゆえ……」


    　口論は果てしなく白熱し、いつまでも続きそうだった。


    　少し迷ったが、シャルルは口を出さないことに決めた。今ここで[image: ]なぞの魔獣が潜伏しているかもしれないなどと発言したら、さらなる起爆剤になりかねない。人垣の最後方、人目につかないようにタキシードを翻ひるがえし、扉とびらの前で待たせておいた幼おさななじみたちのもとへと引き返す。


    「ちょっとシャル、そこどいて。わたしは騎士警察として……」


    「いいから一緒に来い、ポシェット」


    「だっ、だからなんなの……！」


    　少女騎士の肩を抱いて、食堂車から遠ざける。腕力の差なのか、思ったほどの抵抗はない。


    　変わらず無人のままの一等車両まで戻ってくると、己おのれの私室に彼女を連れ込んだ。


    「今のうちだポシェット。さあ、服を脱げ」


    「は？」


    　ぽかんと口を開けた彼女は、聞き間違いかと首を捻ひねり、言葉のありかを探すように視線を巡らして……最終的に、シーツが乱れたままのベッドを見つけてしまう。


    　かあぁぁ……っと、乙おと女めのリンゴが焼き上がった。


    「ばっ、ばばばばかじゃないのっ!?　こんな状況で、そんなっ、どんなプレイよ！」


    「か、勘違いするなバカモノ！　問題なのは騎士服だ！　身分を隠せと言っているのだ！」


    　桃もも色頭の少女騎士とは裏腹に、ピュアホワイトの従者は的確にシャルルの意図を理解していた。ポシェットの放り出したトランクを回収してきて、こちらに手渡す。


    　とにかく時間がない。床ゆかに置いて、持ち主の許可も取らずにケースを開けた。


    「自分でも言っていただろう、ポシェット。騎士警察とはいえ、お前はまだ見習いだ。お前が捜査権限を持つのは人喰くい帽子が関与する事件にのみ。それ以外の立場は民間人と変わらん」


    「あ、あなたに言われなく、ても……。で、でもそんなこと！　今は関係がないわ！」


    「そうだ、ほかの者たちにはお前の事情など関係ない。見習いだろうとなんだろうと、騎士警察であると知られれば余計な責任を背負わされることになるやもしれん」


    　手を差し出し、急せかすように指を動かす。


    「剣と銃じゆうをよこせ。騎士服もだ。オレの魔術で隠いん[image: ]ぺいする。ほかに証しよう拠こになる物はあるか？」


    「……っ」


    　武器など似合わない可か憐れんな指を、ポシェットは白くなるほど握りしめる。


    　わたしにもっと力があれば……という蝶ちようのようなささやきを、シャルルはかすかに聞いた。


    「……わかった。とりあえずそうする。でも、必要だと思ったらすぐに身分を明かす。権限があろうがなかろうが、わたしひとりだって調査してみせる。……だから、シャル」


    「どうした」


    　ぐいっ、と頰ほおを押しのけられる。怒ってるのか恥じらってるのかわからない赤面で、


    「だから、わたしの荷物をぐちゃぐちゃにするのを、今すぐやめて……っ！」


    　……どうやら今手にしているポーチは、ファスナーを開けないほうがよさそうだ。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　リオネ・ダユーの堤てい防ぼうは海の真ん中から突とつ如じよせり上がり、城壁のように島をぐるりと包囲している。夕暮れ時が迫った今、水門に叩たたきつけられる波は敵軍の猛攻のごとく高く、荒い。


    　いまだ黒煙のたなびく桟さん橋ばしと、恐ろしいほどにかさを増していく海、それらに追い立てられるように、シャルルたちの乗った列車はリオネ・ダユー駅のプラットホームに滑り込んだ。


    　長旅を終えた列車が停車し、そこから下車した人々を出迎えたのは、


    「まっ……待ってくれえ!!　頼む！　見み逃のがしてくれよお!!」


    　切せつ羽ぱ詰まった男の悲鳴だった。


    



    　列車を降りた人々の視線が一斉に集まる。改札口のほうから、旅人に見えるひげ面づらの男が連行されてくるのだ。海色の制服をまとった衛兵が二人、脇わきをがっちり固めている。


    「ほんのちょっとの時間だ！　少しだけひとりで教会を見に行っただけじゃないか！」


    「例外は認められない。入市の際に何度も説明してあったはずだ」


    「み、道に迷ったんだ！　そうだ！　案内人のほうが勝手にいなくなったんだ！」


    「それはありえない。加えて、貴殿の言葉は先ほどから矛む盾じゆんばかりだ。信用に値あたいしない」


    「許してくれよ！　こんなときに放り出されて、どうやって本土まで帰れってんだ!!」


    「それについて当方は関与しない。繰り返す。これは規則である。例外は認められない」


    　乗客たちが啞あ然ぜんと見守る前で、ひげ面の男はずるずる引きずられていく。いったいどこまで連れていかれるのかと思えば、プラットホームの端っこで両側から抱え上げられ──。


    「うわああああッ!?」


    　なんと、そのまま放り捨てられてしまった！　行ゆき先は、荒波の猛攻激しい壁の外である。絶叫が尾を引いて、やがて……荒れ狂う波音にのみ込まれていった。


    「ちょ、ちょっとなんなの!?」


    　チェリーピンクの少女騎士が駆かけ出そうとしたが、その前に複数の人影が立ちはだかった。


    「旅行者のみなさま、リオネ・ダユーにようこそいらっしゃいました」


    　お[image: ]そろいのローブをまとい、髪に純白の羽根飾りをつけた、十歳前後の子供たちだ。男女四人ずつの計八人。中心に立つリーダーらしき男の子が、二十人の来訪者を見回す。


    「ぼくたちはリオネ・ダユーの案内人です。街に入っていただく前に、旅行者のみなさまには入市審査を受けていただくことになります。さあ、どうぞこちらへ……」


    「そ、そんなことよりそこどいて！　さっきの人はどうなったの!?」


    「残念ですが、彼は規律違反者として島外退去に処せられることになったのです」


    　島外退去？　ポシェットのみならず、ほかの乗客たちも首を捻ひねった。


    「リオネ・ダユーは、かつて洪水で滅ほろんだ廃はい墟きよを立て直した街です。そのため貴重な建物や、立ち入ってはならない危険な場所がたくさんあります。そこで旅人の安全と街の財産を守るために、みなさまの行動には必ず、ぼくたち案内人の同伴をお願いしているのです」


    「……つ、つまり、どこへ行くにもなにをするにも、あなたたちの許可がいるってこと？」


    「そういうことになります。先ほどの方は、この決まりを守っていただけなかったのです」


    　その結果、島外退去……容よう赦しやのないことだ。乗客たちもさすがにざわめきはじめた。


    「で、でも……そんなのって……っ」


    　シャルルは人垣から歩み出て、なおも食い下がろうとするポシェットの肩を抱いた。


    「いや、融ゆう通ずうの利かない連れですまないね、案内人諸君。僕のほうから言い聞かせておくよ」


    「そうしていただけると助かります。──さあみなさま、こちらへどうぞ」


    　あどけない少年少女たちはローブを翻ひるがえし、改札口のほうへと歩いていく。ほかの乗客たちは顔を見合わせて、気乗りしない足取りながらもそのあとをたどっていった。


    　肩を抱かれたまま、ポシェットは至近距離からかみついてきた。


    「シャル！　こんなのおかしいって！」


    「確かにおかしいが、今はのみ込んでおけ。見ろ」


    　ちらりと視線を送ると、プラットホームの端っこに海色の衛兵たちが見える。やや距離が離れてはいるが、騒ぎを起こしかけたポシェットに厳しい視線を注いでいるようだ。


    「自分の格好をよく思い出せ。さっき列車で話したことをもう忘れたか？」


    　彼女はもう騎士服ではない。流行を取り入れた可愛らしいショートパンツに着替えていた。


    　剣も銃じゆうも持たないただの都会娘に、街の決まりにケチをつけられるような権限は、ない。


    「…………わかったわよ」


    　ポシェットがしぶしぶ頷うなずいたのを見て取って、シャルルたちも案内人のあとを追った。自分たち以外の乗客一行はすでに、駅に併設された入市審査官の詰め所へと向かっている。


    　客室長を含む列車の乗務員たちは事情を説明したのち列車に留とどまるというので、彼らを除くと、旅行者はシャルルたちを含めて二十名ほどだった。その大半は地元新聞社の人間だ。薄汚れたチョッキやくたびれたスーツを着込んだ、中年の記者たちばかり。


    　彼らの目的はもちろん、傲ごう慢まんな予告状を送りつけた人喰くい帽子である。それぞれがスキャンダラスな記事と決定的な証しよう拠こ写真を収めてやるのだと、入市審査官へ熱弁を振るっていた。


    　──そのすぐ傍かたわらで、当の怪盗が何くわぬ顔で審査を通過していることなど知りもせずに。


    



    「うわあ、綺き麗れい……っ」


    　駅を出た瞬間、見晴らしのよい夕景色が広がり、ポシェットが感嘆の吐と息いきをこぼした。


    　リオネ・ダユーは沿岸から四○○メートルの沖に堤てい防ぼうを築き、海位を安定させている。堤防の内側の穏やかな海を《内海》、外側を《外海》と呼ぶそうだ。外海の荒々しさが噓うそのように、内海には見渡す限り、オレンジ色の情緒的な潮騒が広がっていた。


    　燃える海の真ん中で、いくつもの尖せん塔とうを空に伸ばしているのがリオネ・ダユーだろう。


    「素敵……隊のみんなに絵はがきでも買っていってあげようかなあ……」


    　傍かたわらで、ようやく元気を取り戻してきた様子のポシェットである。やはり彼女は剣など振り回しているよりも、年相応の少女でいるほうが可愛らしい──とは口に出しては言えないが。


    　駅からの長い階段をやっと下り切ると、その先は何台もの馬車が止まっている待合場所だった。舗ほ装そうされた橋が一直線に伸びていて、リオネ・ダユーの正門まで続いているようだ。


    　先ほどの案内人たちが男女ひとりずつ四組に分かれ、馬車の前に待機していた。


    「みなさま、街までお送りいたします。お近くの馬車へお乗りください」


    　そう指示されて、中年記者たちは困ったふうに顔を見合わせている。シャルルはいち早く、ざっと視線を巡らせて……夕景色のなかでひときわ目立つ、情熱的な火炎に目を留とめた。


    　案内人のなかに、見事な赤毛の少女がいるのだ。十一歳か十二歳くらいだが、早くも甘酸っぱい女性の魅力を芽生えさせはじめている。とはいえ、シャルルの関心はそれだけではなく、


    「燃ゆる髪の令嬢……か」


    　ニセ予告状の文面を思い出す。すかさず歩み寄り、彼女の前で恭うやうやしく膝ひざをついた。


    「おおっ、赤毛の君よ！」


    　慣れた仕草で手のひらを取り、唇くちびるをつける。その大おお仰ぎようさに、少女は面くらっている様子だ。


    「ああ、なんということだ！　門をくぐる前にして、僕はすでに目的を達してしまったようです。きみに出で[image: ]あえたことは、間違いなくこの旅で一番の収穫……」


    「えっ、え？　あの、な、なんのことですかっ？」


    　キスされた手の甲と絡められた指を見下ろして、顔を真っ赤かにしている。その初うい々ういしさに心を和ませつつ、シャルルはさらに甘いささやきで少女を捉とらえていく。


    「胡こ蝶ちようのようなレイディ、名前をお伺うかがいしても？」


    「パ、パステルともうします……」


    「パステル！　ぜひ、僕の旅路を照らす光になってくれたまえ！」


    　身長はこちらのほうがかなり高い。跪ひざまずいて腕を差し出すと、パステルは遠慮がちに手のひらを添えてきた。貴族の令嬢のような扱いに、初う心ぶなほっぺたがほんのりとはにかむ。


    　慌あわてたのが、彼女の隣にいた少年である。率そつ先せんして話をしていた案内人たちのリーダーだ。


    「お、おいパステル！　ぼくたちの仕事は……！」


    「ごめんねマルクス、御ぎよ者しや台だいにはひとりで乗って？　わたしは旅人さんたちを案内するから」


    　目もとを赤くした少女は、リーダーの少年のほうを見てもいない。マルクスと呼ばれた案内人の少年は悔くやしそうに歯がみして、キッとシャルルを睨にらみつけてくる。


    　かすかな優越感が胸に満ちたのもつかの間、そうも言っていられないオーラが後方から迫る。


    「シャル……もとい、フェリシアンさん？　いったいなにをしているのかしら」


    　凍いてつくような獄炎と、焼きつくほどの極寒。双そう壁へきの幼おさななじみたちである。声と視線で呪のろい殺さんばかりのポシェットに、無言の圧力をずびしずびしと突き刺してくるアンティーク。


    　──おろし金とのこぎり、どちらがいいですか、ご主人さま。


    　……要するに、そんな幻げん聴ちようが聞こえるぐらい殺人的なプレッシャーだったのだ。オロされるのもノコギられるのもまっぴらなので、シャルルはさっさと客車のドアを引き開けた。


    　しかしパステルの手を引いて乗り込もうとした矢先、先客がいるのに気がつく。


    　麦の穂のような金髪を揺らしている青年である。中年ばかりの来訪者たちのなかでは格段に若いが、シャルルたちよりはひと回りほど年上。簡素な旅装にたくましい筋肉を隠している。どうやらシャルルたちが遊んでいる間に、いち早く乗り込んでいたらしい。


    「どうもこんにちは。ご一緒しても？」


    「ああ？」


    　社交スマイルを向けると、迷惑そうな顔をつっ返してくる。青年はシャルルの背後を──彼が連れている三人の少女たちを見て、よりいっそう眉み間けんに深いしわを刻み込んだ。


    「……なんで俺おれがガキなんかと相乗りしなくちゃならねえ」


    「まあそう言わずに。年が近い者同士、親睦会といこうじゃありませんか！」


    「軽薄なナンパ野や郎ろうと親睦する気はねぇんだがな」


    「ああ、よかった！　それなら僕たちは仲良くできますね！」


    　いけしゃあしゃあと言い放って馬車に乗り込む。隣に腰を下ろすと、青年はこれ見よがしに「……チッ」と舌打ちした。続いてパステル、ポシェットにアンティークも乗り込み、最後までぐずっていた案内人のマルクスが、やがて諦あきらめたように御ぎよ者しや台だいへ登った。


    　慣れた手つきで鞭むちが振られ、馬の嘶いななきとともに、車輪が軋きしんだ。


    　四台の馬車は、内海を貫つらぬく橋を順々に渡りはじめた。太陽はすでに水平線に沈みつつあり、低すぎる夕日は堤てい防ぼうに遮さえぎられ、濃い影を内海に落としている。空だけが、燃えるように紅あかい。


    「幻げん想そう的な眺めだ」


    　シャルルはぽつりとつぶやいた。車内は六人掛け。シャルルの左隣にはパステルが座り、右隣には仏ぶつ頂ちよう面づらの青年。そして正面からはポシェットの、左前方からはアンティークの視線が槍やりのごとき鋭するどさで突き刺さってくる。それぞれの手荷物は、ポシェットの左側にまとめられた。


    　案内人のパステルが、たどたどしく話題を投げてきた。


    「あ、あのっ、みなさまのお名前を、お伺うかがいしてもよろしいですか？」


    　みなさまと言いつつ、視線はシャルルを見上げている。応こたえるように甘く微ほほ笑えんだ。


    「僕の名前はフェリシアンさ。見聞を広めるためにあちこち旅をしている。今回は、海の上にとても素敵な街があるという[image: ]うわさを聞いてやって来たんだよ。そして彼女は許婚いいなずけのポシェット」


    「は……はああああっ!?　──むぐむぐっ！」


    　素すっ頓とん狂きようなポシェットの声を、すかさず伸びた手が封じ込めた。ナイスだ、我が従者よ。


    　パステルは目をまんまるく見開いた。驚いているのと、ちょっとがっかりしている様子だ。


    「ご、ご婚約者さまがいらっしゃるのですか……？」


    「親同士が決めた結婚だけれどね。そのせいか、彼女はまだ納得してくれていないんだ。この旅行で少しでも僕のことを気に入ってくれればいいんだけれど」


    「……なら、とりあえずヨソの女にちょっかい掛けるのをやめることだな」


    　不機嫌な声は右隣からだ。最初からずっと仏ぶつ頂ちよう面づらの青年は、こちらのほうを見もしない。


    「そう言うあなたは？」


    「……名はユージーン。それ以上教えることはねえ」


    「あっ、わたし知ってます。ユージーンさまは旅のお医者さまです！」


    　パステルが身を乗り出してきた。入市審査の内容を記憶しているらしい。


    「確か、医療団ボランテイアみたいにけが人や病人を診ていらっしゃるんですよね？」


    「……別に、路銀のためにやってるだけだ。小村には医者がいないことも多いからな、心得のある旅人は歓迎されやすい。ただそれだけで、誇れるようなことじゃねえさ」


    「そんな！　すごいと思います！」


    　これに食いついてきたのがポシェットだ。


    「旅をしながら人助けなんて、誰にでもできることじゃないです！　ほんと、家のお金で遊び歩いてるだけの誰かさんにも見習ってほしいぐらい」


    　急角度を描えがきながら弾たまがすっ飛んできた。シャルルは真正面からポシェットに向き合う。


    「誰のことかな？　ハニー」


    「誰とは言わないけど、あなたのことよ？」


    　笑え顔がおと笑顔がぶつかり合い、ささやかなスパークを弾き出す。見ようによっては仲睦まじい《夫婦喧げん嘩か》に映るのかもしれない。パステルは気後れしたように視線を逸そらした。


    　彼女の正面に座るのは、きわどいメイド服のアンティークである。大人びているパステルとの体格差はさほどないが、神々しいまでの美び貌ぼうを前にして、細い肩を縮こまらせる。


    「あ、あの、あなたは……？」


    「僕のヴィスクだよ。とっても良くできてるだろう？」


    「え？」


    　パステルはきょとん、と目を丸くした。


    「……びすく、ってなんですか？」


    「は？」


    　今度は車内にいる全員が目を丸くして、視線をパステルに集中させた。


    　貴重で高価なそれは、基本的には貴族の持ち物である。だが宝石を咲かせるという身体的特徴から民間でも憧れの声は高く、雑誌で特集されたり写真が売り出されたりと、認知度は広い。いかに最国端ランズエンドの街とはいえ、存在自体を知らないということがあり得るのだろうか？


    　シャルルは数秒考えてから、慎重に言い直した。


    「ええと、要するに……身の回りの世話をさせている召し使いって意味なんだけれど……」


    「そ、そっか！　召し使いさんのことですか。ふぅん、こんなにすてきな婚約者さまがいて、お世話してくれる召し使いの方までいるのに、わたしのことを誘ってきたんですね……。そうやっていろんなひとを誘惑するのって、都会ではふつうのことなのかな……」


    　まったく別の方向を向いて、妙な納得をしているパステルである。シャルルが二の句が告げずにいると……馬車前方の覗のぞき窓から、別の声がかけられてきた。


    「分かっただろ、パステル。フェリシアンさまは本気でお相手しているわけじゃないんだ」


    「うっ、うるさいな！　マルクスは黙っててよ！」


    　手た綱づなを握る案内人である。シャルルは振り返り、窓越しに少年の後頭部を見た。


    「そう怖い声を出さないでくれよ、マルクスくん。別にきみの彼女を取りはしないさ」


    「ご心配なく。パステルはぼくの彼女ではなく、妹です」


    「おや、そうだったのかい。しかし兄妹そろって案内人だなんてすごいじゃないか。しかもその年で！　いったいいつから働いているのか、聞いてもいいかな？」


    　パステルはぷいっとそっぽを向いてしまったので、質問には彼女の兄が答える。


    「ぼくは三年前、パステルは二年前からです。魔女さまの《子》としてこの島の民となり、ぼくたちは兄妹になり、それ以来ずっとこの仕事をつづけています」


    　不可解な言い回しをして、車内に戸惑いがたちこめる。口をつく言葉は自然、疑問形だ。


    「子に、なって……？　すると、きみとパステルに血縁はないのかい？」


    「けつえん……血のつながりですか？　あるわけないじゃないですか」


    「……魔女さまというのは、失礼だけれど、例の通り名の？」


    「はい。我が街の市長、一○○年を生きる不老の魔女……。魔女さまもその名前を気に入ってらっしゃいますから、ふつうに呼ばれて結構ですよ？」


    　今いち要領を得ない。ふたりの案内人は、どう見積もっても十一歳かそこらだ。二、三年前に「子になった」とは、いったいどういう意味だろう？


    「……その、一○○年を生きるという話だけれど、さすがになにかの喩たとえだろうね？　おとぎ話の大魔女ゾフィでもあるまいに、そんな魔法みたいなことがあるはずがない！」


    　当の魔術で身分を隠されている少女騎士がギロッと睨にらんできたが、知らんぷりだ。


    　さて案内人はどんな反応をするかと思えば、兄妹で顔を見合わせてくすくすと笑ったのだ。


    「それは、どうかご自分の目でお確かめになってください。魔女さまのすばらしさを……」


    　はっきりしない返答である。三度、幼おさななじみ三人の頭上に疑問符が漂ただよった。


    　そのとき、シャルルの右みぎ脇わきがやや乱暴に小突かれた。


    「街に入るみたいだぜ」


    　話しこんでいるうちに、馬車は橋を渡り終えていた。開け放しの正門から、門前広場へ。ほかの三台はすでに到着しており、どうしたわけか、記者たちが荷物を手に下車していた。


    　マルクスもまた馬車を止めると、御ぎよ者しや台だいから降り、客車のドアを開けて淡たん白ぱくに命じた。


    「降りてください。ここからは歩きです」


    「な、なんだって？」


    「リオネ・ダユーは急な坂道や階段が多いので、馬車は走れないのです。さあ、お早く」


    　どうやら駅と門前広場の往復だけに馬車は用いられているらしい。広場からは放射状に街路が伸びていたが、奇妙なことに、立ち並ぶ家々や店の前には人っ子ひとり見当たらなかった。


    「リオネ・ダユーの住民は、日暮れとともに眠りにつくのかな？」


    「ご心配なく。今はみなが同じ場所へ出かけているだけです」


    「全員一緒に？　街をもぬけの殻からにして？」


    「月に一度の恒こう例れい行事です。さあ、ご案内します。あちらへ」


    　あちら、そう気軽な感じでマルクスが示したのは、街のてっぺんだった。


    　岩山のような多層構造をしたリオネ・ダユーの最上部──確かにそこから、煌こう々こうとした光が夜空に手を伸ばしていた。しかし、その前には数多の階段と坂道、灰色の石組みが立ちはだかり、複雑に絡み合う路地と背の高い建物が果てしなく行く手を阻んでいる。


    　中年の記者たちが軒並み嫌そうな表情を作った。シャルルもまた冷や汗を浮かべたが……胸ポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して、思い直す。３時12分。残量はまだまだある。


    「さあみなさま、参りましょう」


    　案内人たちに先導されて、旅行者たちは灰色の街路に一歩、重たい足を踏み出した。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「これは苦労したかいがあった！　そういえば、リオネ・ダユーはもともと巡礼地だったね」


    　開かれた城門の前に立って、シャルルは壮大な建築物を見上げていた。


    　円えん錐すい状に盛り上がった街は、当然ながら階を上がるごとに敷地面積が狭くなっていく。その最上階を占有しているのは、多様な建築方式がこれでもかと詰め込まれている大聖堂だった。


    　小さくひかえめな窓や半円を描えがくアーチは、古めかしいロマネスク様式。象徴的な尖せん塔とうやステンドグラスはゴティック様式だ。主義主張の違うそれらが、見事な調和を生み出している。


    「いつもなら旅人はもとより、街の住人でさえこの大聖堂カテドラルに立ち入ることはできないのですが、今日きようは月に一度だけ、全住民に開放されている重要な夜です。みなさんはとても運が良い」


    「いったいなにが催もよおされているんだい？」


    「我々が愛する《歌姫》さまのコンサートです。さあ、こちらへ」


    　聖堂の敷地内にはオペラ座が併設されていた。門前広場から見えた明かりが外壁を照らしている。幸いなことに、ここにきてようやく街の住人たちの気配を感じ取ることができた。


    　劇場内は、一○○○人分の客席がほぼ埋まっていた。つまりリオネ・ダユー住民の全員だ。屋根がなく、人々のざわめきが夜空へ吹き抜けていく。半野外劇場、とでも言ったところか。


    　シャルルたち旅行者は、上等な二階席へと案内された。分厚いカーテンを抜けると、四台のテーブルと座り心ごこ地ちのよさそうな椅い子すが用意されている。


    「ああ、間に合った。まもなく開演です。みなさま、どうぞテーブルのほうへ」


    　促うながされるまでもなく、散々くたびれていた旅行者たちは我先にと腰を下ろしていた。自然、同じ馬車で打ち解けていた集団のまま、四台のテーブルに分かれる。


    　傍かたわらに立った案内人のマルクスに、シャルルは密ひそやかに顔を寄せた。


    「いいかい？　《歌姫》というのは、いったい何者なのかな？」


    「魔女さまのまな娘、本当に特別なお子ということです。言葉どおり、リオネ・ダユーの姫君であらせられます。──さあ、そろそろ始まりますよ。お静かに……」


    　直後、場内の照明が眠るように落とされた。


    　深海を思わせるスポットライトが浮き上がり、舞台を蒼あおく照らし出していく。


    　シャルルは視線を向けて──そこに輝かがやく、黄金の少女を見た。


    　金色の髪だ。全体的にやや短めだが、襟えり足あしだけを長く伸ばして三つ編みにしている。人魚の尾のような金色が、海の光のなかで儚はかなげに揺れている。水みな底そこを再現したステージで、身にまとっているのはフリルやペチコートで裾すそを膨ふくらませたドレス……間違いない、彼女は姫君だ。悪魔に呪のろいをかけられ、深海に閉じ込められてしまった人魚姫なのだ。


    　見る者の感情に訴えかけるがごとく、金色の姫は歌いはじめた。波のように美声が広がり、コンサート会場を包み込んでいく。オペラらしく、叙じよ情じよう的で物語性を持った歌詞だ。目を閉じて聴いていれば、蒼い光のなかに情景が浮かび上がってくるようではないか。


    　白砂の海岸。彼方かなたには勇壮な船。舳へ先さきにたたずむ王子を想おもい、姫は深海から想いを奏かなで──


    　がたんっ！　と。


    　ぶしつけな物音が、シャルルの意識を引っ張り戻した。


    　同席の少女たちもまた目を丸くして、いきなり席を立った長身の医師を見上げている。


    「ど、どうかされましたか？　ユージーンさま」


    　ユージーンはすぐに額ひたいを押さえて、何度かかぶりを振った。しかし手のひらで隠す寸前、彼の瞳ひとみが空腹にあえぐ獣けもののごとくぎらついていたのを、シャルルは確かに見た。


    「……いや、なんでもねえ。その、歌があまりに見事すぎて、ついな」


    「そ、そうですよね！　わたしも思わず聞きほれちゃいました」


    「ああ……」


    　ポシェットのとりなしにも反応を示さず、そのまま座り直す。シャルルたちのテーブルは微妙な沈黙を漂ただよわせたまま、歌姫の奏でる一曲目を聞き流すことになった。


    　歌声の余よ韻いんが消えると、会場が割れんばかりの拍手に包まれた。


    「ブラボー！　ブラボーです！」


    　八人の案内人たちも、年相応の無む邪じや気きさを浮かべて手を叩たたいている。会場が一体となって歌姫を祝福していた。いやはや、たいした人気である。


    　旅行者たちが熱気に圧倒されていたそのとき、背後から女性の声が響いた。


    「楽しんでいただけていますかしら？　旅行者のみなさま」


    　一行が同時に振り返る。シャルルは誰よりも早く歓声を上げた。


    「黄たそ昏がれの真珠！」


    　カーテンの前には、妙齢の美女が現れていた。


    　十代のようにみずみずしく、三十代のようにたおやかな印象がある。ダイヤモンドのちりばめられた豪ごう奢しやな夜会服と、艶つややかな黒髪には金の飾り。六人の屈強な衛兵を背後に、ワインレッドの髪をなびかせた美青年を傍かたわらにはべらせ、女性は気品溢れるお辞儀をしてみせた。


    「みなさま、リオネ・ダユーにようこそいらっしゃいましたわ。わたくしはこの街の代表を務めております、メイル・ゴーティエと申す者。──恥ずかしい[image: ]うわさをご存じでしょうか？　街のみなからは《一○○年を生きる不老の魔女》などと呼ばれてしまっていますの、ふふっ」


    　シャルルは立ち上がり、彼女の前に膝ひざをついた。お決まりの仕草で手を取り、唇くちびるをつける。


    「ああ、あなたこそ西の海に隠された宝物。その光に照らされたリオネ・ダユーは、一○○年と言わず一○○○年と言わず、永久に美しく輝かがやくことでしょう……」


    「まあっ、お上じよう手ずね！」

  


  [image: ]


  
    　絵画のようなワンシーンの後ろから、轟ごう々ごうと湧わき上がってくるのは若者たちのブーイング。


    「おい、奴やつのアレはどうにかならねえのか！」


    「呆あきれました！　ほんとに女性なら誰でもいいんですね！」


    「いっぺんここから落ちればいいのに……」


    「上から下まで見み境さかいのない変態さんです」


    　ヴィスクすらもしゃべり出す不評ぶりだが、別にただのナンパ目的ではない。彼女が本当に魔術師であるのなら、じかに接触すれば魔力の気配を感じ取れるかもしれないと思ったまでだ。


    　しかし、触れ合っている手のひらに意識を集中しようとした、寸前。ワインレッドの美青年が割って入ってきた。穏やかな笑え顔がおながら、断固とした仕草でシャルルを押し返し、


    「申し訳ありません、フェリシアンさま。過度な接触は遠慮していただいておりますゆえ」


    「これは失礼。あなたは？」


    「ゴーティエさまの秘書を務めております、ファウルと申します。さあ、お席のほうへ」


    　その一瞬、彼の笑顔がチクン、と頭の片隅を刺激した──ような気がした。


    　違和感の正体を摑つかみ損なっているうちに、一階席の住人たちが市長の存在に気づいた。


    「我らがメイル！」


    　一○○○人が一斉にこちらを見上げ、会場中に笑顔と歓声が咲き乱れた。


    「ゴーティエさま！　本日もお変わりなく！」


    「偉大なるメイル！　メイルのお祈りのおかげで、こ～んな大きい魚が獲とれたんでさあ！」


    「メイル！　メイル！　ああ、いつまでも変わらずお美しい……！」


    　すっかり面食らっている旅行者たちのなか、ポシェットが小さくつぶやいた。


    「……メイル？」


    「伝統的な古語で、《大いなる母》という意味だ。我らの偉大な賢母メイル・ゴーテイエ、とでもいったところか」


    　隣席に座り直しながら、シャルルは答える。何気なく、背後に控える従者に唇くちびるを寄せた。


    「気づいているか？　アンティークよ」


    「はい。彼女、たくさんのガードマンを連れていますが……」


    「ヴィスクが一体もいない。要人の護衛は決闘人形が常識だというに」


    　岩のような能面で控える衛兵たちは、シャルルのひそかな視線に気づいたふうもない。ゴーティエが軽く手のひらを上げると、恐ろしいほど一瞬にして場内が静まり返った。


    「わたくしの愛いとしい子供たち！　今日きようは集まってくれてどうもありがとう。歌姫の演奏会、どうか最後まで楽しんでいってちょうだいな！」


    「メイル！　メ────イルゥ!!」


    　再び割れんばかりの拍手喝かつ采さい。にこやかに手を振っている彼女に、シャルルは訊たずねてみた。


    「ゴーティエ殿。先ほどマルクス少年もあなたの子だと言っていました。あなたが一○○年を生きると言われるほどの、永遠の命と若さを持っているのは本当なのですか？」


    「ええ。なぜなら、母はいつまでも若く美しい存在でなければならないからですわ」


    　ゴーティエはあらためて、約二十名の旅行者一行に向き直った。


    「お騒がせしましたわ。列車事故の件はお聞きしております。ああっ、みなさま、大変な不安を抱えていらっしゃることでしょう！　ですが、どうかご安心なさって？　帰る方法が見つかるまで、どうぞこの街でゆっくりしていかれるとよろしいですわ」


    「お、おおっ！　それはありがたい！」


    「住民一同、みなさまの来訪を心より歓迎しておりますの。ああ、でも、少々窮きゆう屈くつな滞在となってしまうことをどうかお許しになって？　今はあの人喰くい帽子から送られた予告状のせいで、みなが恐怖に震えているのですわ」


    　中年の記者たちはよほど安あん[image: ]どしたのか、本分を取り戻して市長に詰め寄っていった。


    「ゴーティエ殿！　お聞きしてよろしいですかな？　人喰い帽子の予告した《燃ゆる髪の令嬢》とはどういった宝なのでしょう？　防衛手段はどのようにお考えで？」


    「そうですわねぇ……聞けば、人喰い帽子は心を失った侯こう爵しやくさまであらせられるとのこと。ならば、わたくしはこのように提案いたしますわ。『ブギー・ドリーで遊びましょう』──と」


    　思いもしない返答に、記者たちは顔を見合わせる。シャルルは黙ったまま、耳を傾けた。


    　ゴーティエは水のように滑らかな仕草で、三本の指を立てる。


    「遊戯の内容は正解捜し。現在、この街には三つの正解がございます。それらをすべて見つけ出すことができれば彼の勝ち。島の秘宝《燃ゆる髪の令嬢》であろうと、望む宝をなんなりと差し出す所存ですわ。けれど、もしそれが叶かなわなかったときは──…………」


    　存分にもったいぶっておきながら、おどけたように舌を出す。


    「あら、それはここで言っても仕方のないことですわね。うふっ」


    「な、なるほど……」


    　記者たちは呑のまれたように体を引き、手帳にペンを走らせる。


    　ほぼ同時に、舞台のほうから二曲目の演奏が聞こえてきた。


    「さあっ、みなさま空腹でしょう。お食事をご用意しましたわ！」


    　ゴーティエがぱんぱんと手を叩たたくと、幾人もの侍じ女じよが香ばしい湯気を振りまくカートを運んできた。純白のプレートに、色鮮あざやかなシーフード料理がこれでもかと盛り付けられている。


    　貝の盛り合わせに、野菜のうま味たっぷりのスープ、オマールエビをまるごと一匹使った贅ぜい沢たくな一品まで……。緊張の糸が緩ゆるみ、忘れられていた空腹がぐうっと声を上げる。


    「おおっ、なんとも豪勢な！」


    「ありがたい！　わしはもうハラペコでハラペコで……！」


    　記者たちは我先にと、テーブルに並べられた料理に手を伸ばしていく。シャルルたちのテーブルにも料理が運ばれてきて、魚介の醸かもし出す風味が大いに食欲を刺激した。


    　ポシェットが左右に視線を送り、遠慮がちに笑みを浮かべた。


    「……わたしたちもいただきませんか？」


    「そうだな。食わなきゃやってらんねえ」


    　さっそくがっつきはじめたユージーンを皮切りに、シャルルたちもフォークに手をつける。


    　食事に熱中する旅行者たちのテーブルの合間を、エプロンドレスをまとった給仕たちが忙しそうに行き交かっていた。ひとりがボトルからカクテルを注ぎ、こちらに運んでくる。


    「どうぞ、お若い方々。ノンアルコールですわ」


    「ありがとう。──みんな、乾杯しますか？」


    　シャルルとポシェットが、差し出されたグラスに手を伸ばした──直後。


    　ばっ！　と。テーブルにすばやく手がかざされた。


    「待てお前ら！　口をつけるな！」


    「……ユ、ユージーンさん？　どうしたんですか？」


    　彼は答えず、いつの間にか椅い子すを立ちながら、厳しいまなざしを給仕に注いでいた。


    「おいあんた、さっきグラスになにか垂らしてたな？　ありゃなんの隠し味だ？」


    　強い語気に、別のテーブルからも視線が集中した。


    　しかし八方から見つめられて、なお、給仕はにこやかな笑え顔がおを崩さなかった。


    　──直後、彼女はにこやかな笑みのまま凄すさまじい速度で動いた。


    　煙るように右腕が消え、テーブルナイフを摑つかむと一いつ閃せんさせる。シャルルの眼前に迫った煌きらめきは、しかし寸前で跳ね飛ばされた。アンティークがそれ以上の速度で拳こぶしを振り上げたのだ。


    　上に振り切った腕を、稲いな妻ずまのように切り返す。給仕の後頭部を摑み、割れんばかりの勢いでテーブルに叩たたきつける。


    「よくもシャルに刃やいばを……────」


    　彼女が手刀を作ったのを見て、シャルルは反射的に叫んだ。


    「殺すな!!」


    「──っ！」


    　寸前で手刀を止め、代わりに逆の手で給仕を投げ飛ばした。彼女はおもちゃのように宙ちゆうを舞い、記者たちのテーブルへと激突。シーフードが無残にはね散らかり、シャツに染みをつける。


    「ひぃぃっ!?」


    　給仕はぐったりとテーブルに突っ伏したまま、ぴくりとも動かなくなった……。


    「なっ……なに!?　なに!?　なんなの!?」


    「いったい……これは……っ」


    　ポシェットとシャルルを含め、騒然となる旅行者たちだったが……。


    　驚くべきことに、ゴーティエたちの対応は淡々としたものだった。ワインレッドの美青年──ファウルと名乗った秘書が給仕の容体を確かめて、なんでもないことのように報告する。


    「眠っています。パペット症しよう候こう群ぐんを発症したものと思われます」


    「ああっ、痛ましい！　彼女には治療が必要ですわ。急いでカテドラルの拘こう束そく室しつへ！」


    「はっ。御ぎよ意いのままに」


    　衛兵たちがきびきびと動いて、給仕をいずこかへと運び去っていく。残された侍じ女じよたちは早くも、手際よく清掃に移っている。啞あ然ぜんとしたままの旅行者たちは完全に置き去りだ。


    　シャルルはさすがに鋭するどい口く調ちようで、街の代表者を問いただした。


    「ゴーティエ殿、説明をお願いできますか？　あの女性はいったいどうしてしまったのです？」


    「彼女はこの島特有の奇病を患わずらってしまったのです。その名もパペット症しよう候こう群ぐん。自分の意思とは無関係に体が動き、その後死んだように眠りについてしまうことからそう呼ばれていますの。決して悪意があっての行動ではございませんのよ？　許してくださいましね」


    　旅行者たちの視線を悠然と受け止めて、とりなすように手のひらを叩たたく。


    「ささっ、みなさま。代わりのお食事をすぐにご用意いたしますわ。彼女のことはどうぞお気になさらず、存分に楽しんでいってくださいましね？」


    「お、お気になさらずって言われても……まさか料理にも毒が混ざってるんじゃ……？」


    　ポシェットでなかろうと、誰もが不安に思うことだ。みなが懐かい疑ぎ的な視線をテーブルに注ぐなか、ゴーティエはおもむろに小エビを一匹取り上げて、がぶりと口に含んだ。


    　ソースをぺろりと舐なめ上げ、満足そうに笑う。


    「ああっ、美お味いしい！」


    　招待された二十人を啞然とさせたまま、夜会服を優雅に翻ひるがえす。秘書と衛兵を従えてカーテンの向こうに去っていく背中を、誰もが黙ったまま見送るしかない。


    　沈黙の数秒後。シャルルは大きく息を吐き、おおげさにかぶりを振って、着席し直す。


    　旅行者たちの視線を集め、やけっぱちのように肩をすくめた。


    「やあ、みなさん──楽しい旅行になりそうですね？」

  


  
    ＣＵＲＴＡＩＮ：Ⅱ　～深海に棲すむ天使～


    



    「それではフェリシアンさま、僕たちはこれで失礼いたします。なにか御用がありましたら、ラウンジのほうへ。くれぐれも、ご自分たちだけで出歩かないようにお願いいたします」


    　廊下にぴしりと姿勢よく立ち、マルクスは丁てい寧ねいにお辞儀をしてみせた。


    　オペラ座のコンサートが終わったあと、旅行者一行は街一番の高級宿だという建物に案内されていた。岩から削り出した煉れん瓦がで固めた、隠れ家的な魅力を放つホテルである。


    　リラックスして客室の扉とびらにもたれ、シャルルは案内人兄妹に挨あい拶さつを返した。


    「今日きようはご苦労さま。明日あしたもよろしく頼むよ」


    「…………」


    　頷うなずきを返すマルクスとは裏腹に、その妹はむすっと頰ほおを膨ふくらませたまま。馬車を降りてからずっとこんな調子で、シャルルと目を合わせてくれないのである。


    「そうむくれないでおくれ、パステル。きみに魅力を感じたのは本当だよ」


    　すると、ジトッと冷たいまなざしでシャルルを射抜いてくる。


    「……そうやって、いろんな女性に甘い言葉をささやいてるんですよね。いいかげんわかってきました。フェリシアンさまは、子供のわたしをからかってるだけなんだって」


    「誤解だよ！　きみに誠実でありたいと思ったから婚約者のことを話したんだ。もし適当に弄もてあそぶつもりだったら、都合の悪いことは黙ってるはずだと思わないかい？」


    「それは……そうかもしれません、けど」


    　シャルルはもういちど跪ひざまずいて彼女の手を取り、蜘く蛛もの巣のように指を絡めていく。


    「もっと自信を持つといい。きみはもう立派なレディなんだ。──そうだ、明日はふたりきりでデートをしないかい？　この街の秘密のスポットなんかを案内してもらえると……」


    「ちょ、ちょ、ちょっとよろしいですかフェリシアンさま！」


    　兄が慌あわてて割って入ってきた。早くもうっとりし始めていた妹を背中に庇かばい、


    「……フェリシアンさま、これ以上パステルをたぶらかすのをやめていただけませんか」


    「たぶらかすなんて人聞きの悪い！　僕はいつだって本気さ」


    「なおさら問題です！　あなたにはきちんとお相手がいらっしゃるじゃありませんか！」


    　びしっと扉を指差す。正確には、室内にいる婚約者殿を示しているのだろう。


    「……なるほど？　それで僕たちだけ《恋人用の部屋》があてがわれたというわけかい？」


    「とっ……とにかく！　これ以上街の風紀を乱すのはやめてください！　決まったお相手以外に色目を使うのも禁止です！　もしまた粗そ相そうをしたら、ぼくは本気で怒りますからね！」


    　粗相ときた。まるで聞き分けのない子どもを叱るかのように眉まゆを寄せ、マルクスは荒っぽくローブを翻ひるがえした。少し名残惜しそうに振り返るパステルの手を引っ張って、階下へと消える。あの兄が目を光らせている以上、パステルとの恋物語を紡つむぐことはできなさそうだ。


    　失われてしまった未来を嘆きつつ、私室のドアをぱたんと閉じた、瞬間、


    「ご主人さま」


    　雷いかずちのごとく伸びてきた腕が襟えり首くびを摑つかみ、殲せん滅めつ的なプレッシャーを放つ鼻先まで引っ張られた。


    「情報収集が過か剰じようではありませんか。あんなに手を触ったり、優しい言葉をかけたり、恋愛小説みたいなやり取りをする必要はあるのですか。アンがいるのに、アンがいるのに……」


    「わ、わかっているではないか！　情報収集だ情報収集！　そう目くじらを立てるな！」


    　氷漬けにされるほどの怨おん念ねんから逃げ出すと、今度は焼き滅ほろぼさんばかりの形ぎよう相そうが背後に迫っていた。ポシェットはシャルルの襟首を摑み、力任せにベッドへ投げ飛ばす。二人どころか三人でも寝られそうなほど巨大なベッドに、シャルルは背中から落っこちた。


    　ポシェットは傍かたわらに仁に王おう立だちした。怒りと羞しゆう恥ちで、毎度のことながら顔が赤い。


    「もうガマンの限界……！　なんで、なんで、なんでわたしとシャルが婚約者なのよ！　どこが恋人同士なのよ！　どうしてシャルとダブルベッドで寝ることになるのよ────っ!!」


    　幼おさななじみ三人に割り当てられた部屋は、最上階の西の端だった。リビングと寝室、バスルームやウォッシュルームに分けられた、豪ごう華かで快かい適てきで不自由のないプライベート空間である。


    　……ダブルベッドだということを除けば。


    「お、落ち着け。仕方あるまい、ほかに体ていのいい言い訳が思い浮かばなかったのだから」


    「ふぅ～ん、言い訳、ね。ならもう、ほかの人の目を気にする必要はないわけだ」


    　ポシェットの左手には剣が握られていた。シャリインと抜き放ち、鼻先に突きつけてくる。


    「列車での続きをしましょうか、シャルル＝クロウリー。まさかうやむやになったとでも思った？　おあいにくさま、わたしはあなたを見み逃のがすつもりなんてないの。あなたを牢ろう屋やに叩たたき込んで、わたしは正騎士の徽き章しようを手に入れる！　ありがたく私の出世街道の礎いしずえになりなさい！」


    「……はあ～、やれやれ」


    　まだそんなことを言っている彼女に、シャルルはこれ見よがしなため息をついてやった。


    「な、なによっ。聞いてるの!?」


    「聞いているさ。呆あきれて言葉も出ぬ」


    　無む造ぞう作さに切っ先をつまみ、顔の前からどかしてやった。うろたえる少女騎士に、問いかける。


    「ポシェット。今回リオネ・ダユーに派遣された騎士は、見たところお前だけのようだな？」


    「そ、そうだけどっ？　こんな国の端っこだし、どうせ今回は噓うその予告だろうって……それでもわたしはあなたが来るような予感がして、上のほうに無理言って……」


    「ほかの手て勢ぜいは？」


    「現地でブルターニュ州警察と合流する予定……だったんだけど」


    「この状況では、警官隊がたどり着けるはずもない、か」


    　にやり、と意地悪く口を曲げてやる。


    「どうするポシェット？　今この島にいる警官はお前ひとりだけだ。オレを捕まえたとして、どうやって本土に連れ帰る？　その間、どこにオレを閉じ込めておく？」


    「そ、それは……ううんっ、あのメイル・ゴーティエに突き出す手だってあるじゃない！」


    「ほう、よいのか？　それでは結局、お前の言うところの『手柄』にはならんぞ？」


    「え？」


    「騎士警察の方針はオレを牢獄に叩き込み、しかるべき裁きを下すことだろう？　あの魔女がそのように正当な手順を踏むと思うか？　おそらく奴やつに引き渡されれば最後、罪人は懺ざん悔げも贖しよく罪ざいの機会も与えられず、ブルターニュの深海に葬ほうむり去られてしまうだろうな」


    「そ、そんなの！　それこそ国法に違反してる！」


    「島外退去などという蛮ばん行こうがまかり通っているこの島で、国法が機能していると思うか？」


    　リオネ・ダユーについてのレポートを脳内に再現し、続ける。


    「この領内において、魔女ゴーティエの支配力は貴族以上なのだ。いわば一種の治ち外がい法ほう権けん……独立国家のようなものだろう。崇すう血けつ法ほうですら、この島では加か護ごを失っているはずだ」


    「そ、そんな……っ」


    「加えてだ」


    　言いながらベッドを飛び降りた。彼ひ我がの目線が変わり、少女騎士はさらにたじろぐ。


    「ポシェット。オレとアンティークを魔女に引き渡したとして、そのあとお前はどうする？」


    「え？」


    「本土に帰るすべはないのだぞ。めどがつくまで、ずっと独りで過ごさねばならんな。──ああっ、列車に出没した魔ま獣じゆうが窓から飛び込んでくるかもしれぬ……あるいは、住民がパペットなんたらを発症して襲おそいかかってくるかもしれぬ……憐あわれなポシェット！」


    「な、な、なにが言いたいわけ!?」


    「我々は協力できるかもしれん」


    「えっ？　──きゃっ！」


    　いきなり腕を摑つかみ、後ろに倒れ込んでやった。ポシェットが胸に飛び込んできて、もつれ合いながらベッドに転がる。もがく彼女をいなしながら、するりと視界を反転。


    「い、いきなりなにっ……きゃっ!?」


    　ポシェットがはっと気づけば、馬乗りになったシャルルが皮肉っぽい笑みを浮かべていた。


    「これでまたチェックメイトだ。相変わらず隙すきだらけだな、騎士殿」


    「やっ、やだ、噓うそっ、待って、こんな……っ！」


    　手首を押さえられて抵抗もままならないポシェットである。あいにくと剣は床ゆかの上。いくら体をくねくねさせようと、脚をじたばたさせようと、シーツがぐしゃぐしゃに乱れるだけだ。


    　うずうずとした欲求が湧わき上がってきたが、今の目的はセクハラではない。小ぶりな耳たぶに唇くちびるを近づけて、甘くささやく。ポシェットの背が、びくんっ！　と震えた。


    「取引をしないか、ポシェット」


    「ひゃう！　いっ、息かけるなぁ、ばかぁ……っ！」


    「まあ聞け。この島にいる間は騎士警察の身分を忘れ、オレとアンティークを見み逃のがしてくれるだけでよい。もしこの取引に応じるなら、代わりにオレがお前の──」


    　騎士になる、と続けようとして、はたと気づいた。


    　騎士はポシェットのほうだった。騎士が騎士を護まもるなど、侮ぶ辱じよくに近いかもしれない。


    　ポシェットはほんのりと我に返り、首を捻ひねっている。シャルルは少し考えて、言い直した。


    「オレがお前の……飼い主になる」


    「か、飼い主っ!?　なんで！　どういうこと!?」


    「い、いやほら、昔から警察官はよく犬に喩たとえられるではないか……」


    「今度は犬呼ばわり!?」


    「え……ええいっ、とにかくだ！」


    　無理やりねじ伏せた。プランが崩れかかってる気がするが、ここで放り出してはならない。


    「さあ選ぶがいい。犬になるか？　ぼっちになるか!?　二つにひとつだ！」


    「う、うぅぃぃ……っ、犬もぼっちもいやああ……っ！」


    「ならば『ワン』と鳴くか、『クゥ～ン』と鳴くかだ！　さあ選べ！　さあさあさあさあ！」


    「──ご主人さま」


    　ぴたっと額ひたいを押さえられた。


    　そう。まずはシャルルの額を押さえ、万が一の衝しよう突とつ事故も起こらないようにしてから、


    「やりすぎです」


    　ゴズッ！　と後頭部がどつかれた。


    「オゥッッップス……!!」


    　目玉が飛び出るとか息が詰まるとかそんなレベルじゃない。脳みそが爆ばく裂れつしたかのような未み曾ぞ有うの衝しよう撃げきを味わい、シャルルはベッドを転げ回った。転げ回ったすえ、端から落ちた。


    　脱落者には目もくれず、アンティークはポシェットを引き起こしていた。


    「ポシェット、あの、アンからもお願いします。今は見逃してくれませんか？」


    「え？　……アン？」


    「アンは、ご主人さまの障害となるものは取り除かなければいけません。……いけないのですけど、それがポシェットだと思うと、その、どうしたらいいのかわからなくて……だから」


    　ここまで歯切れが悪いのは本当に珍しい。それだけ悩んでいるのだ。


    　きゅうぅん……っ、と。ポシェットの胸から母性の締めつけられる音がした。もじもじと視線を下げる幼おさななじみの姿にときめいたのだ。十五歳と十六歳、一年の年齢差は意外と大きい。


    　まるでクレープで包むように、ぎゅうぅ～っとアンティークを抱きすくめる。


    「あぁ～っっっもう反則反則！　どうしてアンってばこんなに可愛いの！　そんなこと言われたらわたしだって闘えないし！　こんなに綺き麗れいな肌はだにキズなんかつけられないし！」


    「あ、あう……か、かわいくないです」


    「きゃ～っ!!　もう、カワイイカワイイ！　ほんとにお人形さんみたい！　ああもう、どうしてこんな子があんなド腐れ変態の従者なのかしら！　今日からウチの子になりなさい！」


    「あうあう……」


    　きゃっきゃうふふなベッドの上は、さながら華やかなスポンジケーキ。生クリームのシーツに囲まれ、ストロベリーとブルーベリーはみずみずしい彩いろどりを弾はじけさせる。


    　その一方、冷たい床ゆかに放り出されてすっかりパサついてしまったシャルルである。これはよくないと、なんとか存在感を主張する発言を考えてみた。


    「オレは《少女同士》もいけるクチだ！」


    「黙って」


    　さっくり切り落として、ポシェットはベッドから降りた。


    　床に転がっていた剣と[image: ]さやを拾い上げて、チン、と収める。


    「仕方ないわね。アンに免じて今回だけは見み逃のがしてあげる。光栄に思いなさい！」


    「どうも、騎士殿。では改めて、恋人同士の旅行を楽しもうではないか！」


    「……言っとくけどね」


    　ぶんっ、と[image: ]に収めたままの剣を突きつける。震えた風が、シャルルの前髪を揺らした。

  


  [image: ]


  
    「わたしたちが婚約者っていうのは演技！　もしまたさっきみたいなことしてきたら、人喰くい帽子じゃなくたってセクハラで突き出してやるから！　もちろんアンにもだからね！」


    「やれやれ信用のない。この節制の紳士シャルル＝クロウリーに向かってなんたる物言いか」


    「節制、ね。どの程度のものだか楽しみだわ」


    　ふんっと息を吐いて、ポシェットは剣を下げる。まるで信用されてないのは不服だが、ひとまずは、彼女に斬きりかかられるといった心配はなくなったものと見ていいだろう。


    　ふう、と。シャルルはようやく人ひと心ごこ地ちついた気分だ。


    「汗をかいてしまったな。──アンティーク、風ふ呂ろにするか」


    「はい。お供いたします」


    　どんがらがっしゃ────ん!!　とポシェットは大げさにひっくり返った。


    「話聞いてた!?」


    「ど、どうしたのだ」


    「セクハラ禁止って言ったでしょ!!　よりにもよってアンに、なんてことさせようと……！」


    「あ、ああ、そういうことか……」


    　シャルルは目を泳がせた。もうすっかり感覚が麻ま痺ひしていてうっかりしてしまった。


    　というのも……実はここ数年、とある事情により、シャルルとアンティークはバスタイムとベッドを毎晩ともにしているのだ。


    　断ことわっておくが、いたいけな従者にイケナイご奉仕を強制しているわけでは、決してない。


    　……いやまあ、百パーセントやましい感情ややましい行為がないか、と聞かれれば、残念ながら首を横に振らざるをえない。いかな紳士とはいえシャルルも年頃の男子である。


    　だがそれでも、桃もも色騎士が妄もう想そうしているようなこととは、まったく意味合いが異なるのだ。


    「アン、行っちゃダメよ！　あのオオカミになにされるかわかったもんじゃないわ！」


    「いえ、その、えっと……」


    　ポシェットは幼おさななじみをぎゅっと庇かばい、まるで宝石を護まもるリスのような風ふう体ていである。


    　オオカミ男にされてしまったシャルルは、[image: ]きばと爪つめを隠しながら、さらりと噓うそをつく。


    「なにか勘違いしてはいまいか、騎士殿。服を脱ぐのはオレだけだ。従者には着替えやタオルを取ってもらったりするだけだ。たまにサービスで背中を流してくれたりはするがな」


    「えっ、そ、そうなの……？」


    　見下ろせば、腕のなかの宝石少女はちょっとぎこちない動きで……こくこくと頷うなずく。


    　ポシェットに噓をつくのはつらかろう。シャルルだってつらい。でも我慢するしかない。


    　本当の理由を説明するには、シャルルとアンティークが抱えている《身体の事情》をつまびらかにしなければならない。それは五年前に起こった事件にまでさかのぼり、ゆくゆくは現在、シャルルたちが旅をしている目的をも話さなければならなくなる。


    　ポシェットを危険な旅路に巻き込まないと、列車で決意した矢先ではないか。


    　シャルルのまなざしから意思をくみ取ったのか、サファイアの瞳ひとみが切なげに揺れた。


    「……ほんとうです。ポシェットが心配するようなことはなにもないです。それにアンは嫌がってもいません。ご主人さまのお世話をするのは、従者として当然の務めですから」


    「そう、なんだ……」


    　ゆるゆると束そく縛ばくを解き、穢けがれのない少女をオオカミのもとへと送り出す。


    　アンティークはポシェットと目を合わせないようにしつつ、旅行[image: ]かばんの前にしゃがみ込んだ。入浴セットをそそくさと回収し、シャルルのもとへ……背中に隠れるように駆かけてくる。


    「では、先に風ふ呂ろをいただいてくるとしよう。またあとでな、ポシェット！」


    「はいはい。アンにヘンなことしたら許さないからね！」


    　お決まりの台詞せりふを最後に、ぱたんと洗面所の扉とびらが閉じられた。


    　ウォッシュルームへの扉と二つの洗面台、そして脱だつ衣い籠かご。奥にある扉がバスルームだろう。


    　ふたり分の着替えをきゅっと胸に抱きしめ、アンティークは少し心細そうにつぶやいた。


    「……やはりふつうに考えたら、おかしなものなのでしょうか」


    「かもしれないな。今からでもやめるか？」


    　すとん……っと。答え代わりに、スカートが落とされた。


    　まるで花びらが一枚一枚散るように、中心にある少女の裸はだかがあらわにされていく。シャルルの浪漫ロマンが込められたメイド服が綺き麗れいに折りたたまれ、そっと籠のなかに収められる。


    　純白のベビードール一枚になり、ショーツに指をかけた段階で、ジトッとこちらを見た。


    「……いつまで見ているつもりですか？」


    「ああっ……許されるならいつまででもお前のランジェリー姿を眺めていたい！」


    「えぐりますよ」


    　くるっと反転するシャルルである。短い警告は本気の証あかし。これ以上は本当にえぐられる。


    　しかしまあ、恥じらいのラインがわかりづらいメイドである。ランジェリーをちらっと見たり、ふとももや胸をちょっと触るぐらいは許してくれるのに、その奥まで手を伸ばした途端に小猫の[image: ]きばを剝むいてくるのだ。この防ぼう衛えい力りよくはどこぞのおマヌケわんこにも見習わせてやりたい。


    「……ポシェットなら見せてあげるのでしょうか」


    「ポシェットがなんだって？」


    「なんでもないです。はやく来てくださいね」


    　振り返ると、しっかりバスタオルを巻いたアンティークがバスルームに駆けていくところだった。ぺたぺたぺた、ぱたんっと、足音すらも可愛らしくシャルルを誘う。


    　シャルルはもどかしい気持ちでタキシードスーツを脱ぎ、メイド服の隣に添えた。一番上に置いたのは金の懐かい中ちゆう時計。目盛りは１時47分。


    　一日も終わりなだけあって、やはり補充が必要な頃合いだった。


    　そう思うと、やはり気持ちがはやる。ハンドタオルを腰に巻き、バスルームの敷居を越える。


    　扉とびらを閉じれば、むせかえる湯気が視界を隠した。


    　浴よく槽そうには乳白色のお湯が張られ、赤い薔ば薇らの花びらが漂ただよっている。棚にはいくつものボトルと入浴剤。上質な香水が満たされており、少女の柔やわ肌はだにバニラの香りを染み込ませていく。


    　視線に気づき、アンティークはもじもじとふとももを擦すり合わせた。頰ほおが赤らんでいる。


    「……洗ってあげますから、あっち向いてください」


    　照れ隠しみたいにうつむいて、シャルルの体を反転させる。手のひらにボディーソープを垂らし、わちゃわちゃわちゃとたっぷり泡を立ててから、背中を洗いはじめた。


    　すべすべのぬるぬるである。天使のような指遣いで、快楽の蜜みつを背筋にもみこまれる。くすぐったさが体の芯しんを刺激して、抑えようのない声が漏もれてしまう。


    　このしびれるような感覚は、単純に肌に触られただけで生じるものではない。


    　その証しよう拠こに、アンティークの手のひらと自分の背中、ふたりの肌が触れ合った場所から、かちん、と歯車の嵌まる音が聞こえる。それぞれが交わり、抱き合うようにかみ合う感覚。


    　回転する輪列は、まるでオルゴールの音ね色いろ。ひとつになれたことを祝福するかのように、あるいはそれが本来のカタチだと確かめるかのように、天に届くほどの喜びを奏かなでる。


    　その快感は、言葉にできるようなものではなかった。


    「うっ、く……はぁ……っ」


    　今の精神状態でアンティークのバスタオル姿など見てしまったら、確実に騎士警察の彼女がすっ飛んでくるような事態に陥おちいる。鏡を見ないよう、シャルルが必死で顔を背そむけると、


    「……さっきはいつまでも見てたいって言ったのに」


    　すねたウサギみたいな小さい声が、背中から聞こえた。


    「な、なんと言った？」


    「……シャルにお願いがあるのです」


    「ほう、珍しいな。こんなに世話になっているお返しだ、なんでも言うがよい」


    「アンの体を洗ってください」


    　思わず振り返ってしまった。アンティークはさっと背中に抱きついて視線から逃のがれたが、かろうじて肩は見えた。剝むき出しのきゃしゃな肩に、ミルクみたいな水滴がまとわりついている。


    「い、いきなりどうしたのだ？」


    「……今日きようはあとがつかえていますから。シャルにぼーっとしていられると時間がもったいないのです。アンが洗ってあげているあいだに、シャルも洗う。ごーりてきではないですか」


    「しかし、それなら自分は自分で洗うという選択肢も……」


    「それじゃ意味がないです。なんのために一緒に入っていると思っているのですか」


    　まったく正論だった。しかしなお躊躇ためらっていると、またウサギがぶつぶつ言いはじめた。


    「……なんなのですか。いつもはふとももとか、おっぱいとか、興味津しん々しんなくせに……」


    　つぶやくなり、いきなり正面に回ってきた。すでにたっぷりとお湯を吸ったバスタオルは透すけ透けで、肌はだ色のラインはほとんど裸はだか同然だ。


    「え、ええと、全部洗うのか？」


    「そっ、そんなのだめですっ！　バスタオル以外のところに決まってますっ」


    「裸のお姫さまはわがままだな……」


    　とはいえこれ以上ぐずっても仕方がない。シャルルもまたボディーソープのボトルを取り、手のひらに泡を広げる。裸の少女は、まるで最後の審判を待つように唇くちびるを引き結んでいた。


    　このうえなく扇せん情じよう的だが……アンティークが相手だと思うと、やはり罪悪感が先に立つ。


    　あまり見ないようにして、シャルルは指先をゆっくりと鎖さ骨こつに触れさせた。


    「──ふあっ!?」


    　妖精の羽を想起させる極上の手触りが広がり、可か憐れんな美び貌ぼうがぴくんっと震え上がった。


    　みっともなく口を半開きにしてしまい、その瞬間にシャルルと目が合う。かああぁぁ……っととろけるほどに頰ほおを上気させ、アンティークは慌あわてて口もとを手で覆おおった。


    　少し申し訳ない気がするが、ここでやめるわけにもいかない。ぬるぬると手を動かし、鎖骨のへこみから首筋、丸っこい肩に至るまで、隙すき間まを埋めるようにじっくり指を[image: ]はわせていく。


    「ふっ……やっ……ひんっ……あっ！　ふうぅっ……んん～っ……やああっ！」


    　……やっぱりアンティークの奴やつめ、まったく覚悟していなかったのだろう。いつも自分が洗う側だからわかっていなかったのだ。《歯車》の直接接続、それに伴う劇的な快感を。


    　別にきわどいところを触っているわけではないのだが、真っ赤かな顔でビクビクと跳ねまくる彼女を見ていると、どうにも悪いことをしている気分になってくる。気分を紛まぎらわせたい。


    「あ～……そ、そうだ！　そういえばポシェットのことだが……！」


    「──えっ？」


    　ぴくんっと我に返った。糖とう蜜みつの泉に浸つかっていた意識が、ゆっくりと引き上げてくる。


    「……ポシェットが、なにか？」


    「う、うむ。ずっと気になっていたのだ。あいつはなぜ、ああも手柄に固こ執しつするのだろうか」


    　アンティークの瞳ひとみが理性を取り戻したのを見て取って、シャルルは言葉を続ける。


    「昔のあいつを覚えているか？　ケーキと紅茶が好きな奴で、銘柄や茶器にとかくこだわっていたな。しかしあいつが本当に愛していたのは、みなでお茶をする時間のほうだった」


    　五年前の話である。五年も前だ。人は変わる。いつまでも昔のままではないだろう。


    　それでも、あのときクッキーを分けて笑っていた彼女が、今では名誉のみに固執する騎士になってしまったとは、どうしても思いたくない。──いや、信じたくないのだ、シャルルは。


    「ポシェットが好きだったのは、お茶やケーキを美お味いしそうに食べるシャルのほうですよ」


    「えっ？」


    「シャルは気づいていないのですね。ポシェットが出世にこだわる理由」


    　ということは、アンティークには心当たりがあるということだ。


    「な、なんなのだ、それはいったい。教えてくれ」


    「いやです。自分で考えてください」


    「なんだ？　いじわるだな」


    　すると、ぬれぬれのバスタオルに包まれる少女は、「はあ……」と深いため息をこぼした。


    「では言いなおします。──それはせめて、シャルが自分で気づいてあげてください」


    「むっ……」


    　そんな言い方をされたら、食い下がることもできなくなるではないか。シャルルが天井を見上げて考え込んでいると……ふいに、アンティークはタイル張りの床ゆかに視線を落とした。


    「……そんなにアンは魅力がないですか？」


    「なに？」


    　──いきなりだった。いきなりすべすべの肌はだが正面から抱きついてきた。


    　中途半端に洗いかけの肩が、まるで寒さに震えるみたいに小さくなっている。


    「アンがこんな格好してるのに……恥ずかしいことまでされてるのに……シャルはいつもいつもポシェットのことばっかり。さっきだって列車で[image: ]あった途端、ポシェットとだけいちゃいちゃいちゃいちゃ……もうアンなんかいらないみたいに、アンなんか見えないみたいに……」


    「そ、そんなことは……っ」


    　彼女は両腕をシャルルの首に、回すことができない。触れていいのかと、遠慮がちに肩に添えることしかできない。


    　どうしたらいいですか──と、声にならない声が胸もとをくすぐった。


    「もっとがんばりますから。優秀なメイドに、シャル好みの女の子になりますから、だから」


    「ま、待てアンティーク！　オレは──」


    「アンのことをもっと見──っ！」


    　瞬間、タイミングがバッチリぶつかった。──思いもよらない方向に。


    　シャルルは肩を摑つかもうとした。アンティークは身を乗り出そうとした。手の位置がずるりと滑り、狙ねらい澄ましたと言わんばかりの勢いで──ぽにょよんっ、とバストをわし摑みにした。


    「「────ッ!?」」


    　両方にとって予想外だった。「ああ、やはり騎士殿よりはあるな」というのがシャルルの素すっ頓とん狂きような感想だったし、アンティークにしてみれば服でも下着越しでもなくほぼじかに触られる感触というのは、一発で腰がとろけるほどの電でん撃げきだったらしく、


    「～～～～っっっ!!」


    　ぺたん、とタイルの床に崩れ落ち、ぎゅっと自分の体を抱きしめた。


    　前髪で隠されているが、ほっぺたのリンゴがなにを物語っているかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    「…………シャルの」


    「う、うん？」


    「えっち」


    　ずきゅん！　と桃もも色の弾だん丸がんがシャルルの胸を貫つらぬいた。えっち!?　そんな単語、自みずからスカートまくりするメイドからは今まで飛び出したことがない。アンティークの羞しゆう恥ち心しんがとうとう限界を迎えたのと同時に、思わずシャルルのなかのオオカミも理性を飛び越えそうに──。


    　なった、寸前。けたたましいノック音が響き渡った。


    「な、なんだ？」


    　啞あ然ぜんとドアを眺めやると、聞こえてきたのはぺったんこ幼おさななじみの声だった。


    『シャル！　シャル！　シャル！　大変大変大変!!』


    「少し落ち着け。どうしたというのだ」


    『それがっ、さっきの案内人の子たちが「明日あしたの予定を聞き忘れた」って言ってまた来たんだけど、シャルとアンが見当たらないから「どこへ行ったんだ」って問い詰めてきて、それでわたし、すぐに答えられなくて……っ！』


    「正直に『風ふ呂ろに入っている』と教えてやればいいだろう」


    『バカなの!?　じゃあ聞くけど、ほんとにアンにいやらしいことさせてないの!?　どうしてアンの服と下着がここにたたまれてるのか聞いてもいいの!?』


    「うっ……」
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    　さすがに言い返す言葉がない。シャルルの内側ではいまだ獣けものがかま首をもたげているのだ。


    「……すまない、白状する。アンティークと一緒に入っている。さて、どうしたものか……」


    『こっちが聞きたいよぉ！　マルクスくんも勘付いたみたいで、人に言えないようなことをしてるのか、それともまさか勝手に抜け出してるのか、って怒っちゃって！　わたしいちおう急いで鍵かぎかけたんだけど、合鍵取りに行っちゃって！　すごい勢いだったからきっとすぐに戻って────いやぁぁっ！　戻ってきた戻ってきた戻ってきたぁ!!』


    「まいったな……」


    　仮に、一緒に入浴しているのが婚約者ポシエツトだったらまだなんとかなったかもしれない。


    　だが実際にはメイドのほうである。どう考えてもあの真ま面じ目めそうな少年が見過ごしてくれるとは思えない。下へ手たに彼の神経を逆さか撫なでしたら、それこそ島外退去に処されかねない。


    　……仕方がない。この期ごに至って打てる手はそう多くない。


    　素直に頭を下げて──もというまいこと言いくるめて、許しを得るしかないだろう。


    「やれやれ、骨が折れそうだ。出ようか、アンティーク」


    「え……い、いやです」


    「は？」


    　振り返ると、雪ゆき肌はだのメイドはぺたんとタイルに座り込んだままだった。


    　……いや、ひょっとして腰が抜けているのだろうか。わかりづらいが、顔色が真っ青さおだ。


    「ど、どうしたのだ」


    「今出たら……見られちゃいます」


    「う、うん？」


    「シャル以外の男の人に見られるなんて……考えたくもないです……っ」


    　かた、ときゃしゃな肩が揺れた。


    　いや、がたがたがたと、痙けい攣れんするように震えはじめる。


    「ア、アン……！」


    　──考えてみれば、アンティークはまだ中等部年齢の十五歳である。すでに仕事に就ついて大人びているマルクスやパステルたちと、同年代という意識がどこかにあるのかもしれない。


    　いつも冷然とした無表情だろうと、彼女は感情のない人形ではないのだ。


    「……安心しろアンティークよ！　オレは確かに非ひ力りきだが、少女の純潔を護まもるぐらいのことはできるのだ！」


    　色を失ったように白い肩をしっかり摑つかむと、すがるような瞳ひとみがこちらを見上げた。


    「シャ、シャル……？」


    「そんな声を出すな、何も心配しなくていい。オレに全部任せてここにいろ。いいな！」


    　言い残し、ひとりでバスルームを出る。扉とびらの前にいたポシェットが全裸を目の当たりにして「きゃああっ！」などと悲鳴を上げたが、今は構っている暇がなかった。


    　リビングのほうからドアの解かい錠じよう音おんと、転がるような靴くつ音おとが響く。


    『い、今悲鳴がしませんでしたか!?　どこですか！　洗面所のほうですか!?』


    　シャルルは、まずしっかりと浴室の扉とびらを閉めた。ノブから手を離し、精神を集中する。


    「[image: ]テンｍｉｎｕｔｅｓミニツツ　ｒｅｌｏａｄリロード！　《スマイリング・チェシャ》!!」


    　完全に目もく算さんだったが、狙ねらいどおりの魔力量が体内に充じゆう塡てんされる。目を白黒させているポシェットの眼前に手をかざし、しゅっと振り抜く。


    「協力してくれポシェットよ！　今からお前はアンティークだ！」


    「えっ？　なに？　なにすればいいの!?」


    「黙って立っているだけでいい！　さあ来るのだ！」


    「ええええっ??」


    　手首を摑つかみ、無理やり引っ張っていく。カーペットにぼたぼた染みを落としながら洗面所を出ると、ちょうど駆かけ込んできたマルクス少年とはち合わせた。


    　ハンドタオル一枚のびしょぬれ姿を見て、清せい廉れんな瞳ひとみが「やっぱり！」とつり上がる。


    「フェリシアンさま、ご入浴中だったんですね！　きっとそうだと思いました！　婚約者さまを差し置いて、従者の方にいかがわしい命令をして…………って、あれ……？」


    　シャルルからその背後へと視線を移した少年は、拍ひよう子し抜けしたように声を鎮しずめた。


    「従者の方は……きちんと服を着ていらっしゃるのですね……？」


    「えっ？　わたし、あれ!?」


    　当の本人が声をひっくり返す。シャルルが手を握っていた少女は、白銀の髪に人形めいた美び貌ぼう、それに可か憐れんなメイド服をまとった、どこから見てもアンティークそのものだったのだ。


    《認にん識しき阻そ害がい》と対を為す《百ひやく面めん相そう》の効果──シャルルの変へん装そう魔術である。


    　目線で「口を閉じていてくれ」と訴えておいてから、シャルルはにこやかに振り返った。


    「タオルや着替えを取るのを手伝ってもらっていただけだよ。いけないことだったかな？」


    「そ、そうだったんですか……。ぼくはてっきり、いけないことをされているのではと……」


    「心外だな。僕がそんな不ふ埒らちな真ま似ねをするとでも？」


    「ふ、普段の行いが行いだからです！　さっきだってぼくのパステルに……っ」


    「きゃっ！」


    　小さい悲鳴が上がった。遅れてやってきたパステルが、裸はだか同然のシャルルをばっちり目撃してしまったのだ。慌てて目もとを覆おおったが、指の隙すき間まから好奇心の光が覗のぞいている。


    　悪い癖で、シャルルのイタズラ心がにやりと顔を出した。


    「どうしたんだい、パステル。もしかしてきみが僕の背中を流してくれるのかな？」


    「ふッ──ふざけるのもたいがいにしてください!!　フェリシアンさま!!」


    　潔癖症の兄が大噴火した。妹を死守せんと腕を引っ張り、一目散に逃げ出していく。ドアを閉め、律りち儀ぎに鍵かぎを掛け直してから、廊下をあわただしく駆け去っていった。


    　ふたりの靴くつ音おとが完全に消えるまで待ってから……シャルルはおおきく息を吐き、腰を落とした。レトロ意い匠しようの椅い子すが水に濡れたが、さすがに今は気にしている余裕がない。


    「シャ、シャル！　わたしこれ、どうなっちゃってるの!?」


    　アンティーク姿のポシェットがおろおろしていた。シャルルは苦笑しつつ、指を鳴らす。


    　白煙とともに魔術が霧む散さんし、チェリーピンクの髪とショートパンツ姿が帰ってきた。


    「──あっ、わたしだ！」


    「ポシェットよ、アンティークの様子を見てきてくれないか。──ああ、いや、できればそのまま一緒に風ふ呂ろに入ってやってくれ。オレはあとで入り直す」


    「い、いいけど……やっぱり一緒に入ってたんじゃない」


    「……すまん。しかし、これは決して強制しているわけでは……」


    「知らないわよ。そのへんのことはアンに聞くからいい」


    　ぷいっとそっぽを向いて、浴室へと足を向ける。シャルルとしてもそのほうがありがたい。


    　リビングにひとり取り残され、あらためて深いため息をついた。


    「監視が思った以上に厄やつ介かいだな……」


    　落ち着いて風呂に入ることさえできないとは……。調べたいことは山ほどあるのに、この調子では明日あしたも四し六ろく時じ中ちゆう、彼らの神経質な視線に悩まされることになるだろう。


    「なにか対策が必要か。とはいえ、まずは──」


    　くしゅんっ、とくしゃみを一発。


    　ずぶぬれの体を抱えて思う。まずはなにより、タオルと着替えだ。
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    　そのあとは何事もなく夜が明け、東の地平線から太陽が二日目を連れてくる。


    　同時に堤てい防ぼうの外側では、猛たけり狂っていた荒波が凄すさまじい勢いでかさを減らしていた。


    　なんでもブルターニュの海は半日周期で干かん満まんを繰り返し、日の出とともに十数キロ沖まで引いていった波が、日暮れと同時に物凄すごい勢いで押し寄せてくるのだという。その昔、まだ島までの線路が引かれていなかった頃には、巡礼者たちの海難があとを絶たなかったそうだ。


    　さて、あてがわれた宿の一室で朝日を浴びるシャルルは、本日は動きやすいベスト姿に懐かい中ちゆう時計を提げ、クラウンをかちりと押し込んでいた。


    「２トウーｈｏｕｒアワー　ｒｅｌｏａｄリロード」


    　針が二時間ぶん逆回転し、魔力の満ちた手のひらを、ぱん！　と打ち合わせる。


    「トウィー・トウィー・トウィンズ」


    　手のひらを離すと同時に、シャルルの体がぶれた。空間が歪ゆがみ、まばたきの間に修正される。


    　するとどうだ、傍かたわらにはもうひとり、うりふたつの怪盗紳士が立っていたではないか！


    「ふたりのシャルルで！」


    「華やかさも二倍だ！」


    　ぱしんっ、とハイタッチをして決めポーズ。


    「はっはっは！　成功だ！　よくできているではないか、シャルルよ！」


    「いやいや、シャルルよ！　お前こそ、今日きようもよくキマっているぞ！」


    「よせよせ、照れるではないか！」


    「事実を言ったまでさ！　あっはっはっは！」


    「楽しいですか、ご主人さま」


    　ぽそりと、つまらなそうな声。


    　傍かたわらに控えたメイドの周囲を、二人のシャルルは息の合ったコンビネーションで取り囲む。


    「どうした、アンティークよ！」


    「やあやあ、アンティークよ！」


    「可か憐れんな顔が台なしではないか！」


    「つんと澄ましているのも愛らしいがな！」


    「わかっているな、シャルル！」


    「お前こそな、シャルル！」


    「あっはっはっは！」


    「ふっはっはっは！」


    「うっとうしい……」


    　ぼそっと黒い本音をこぼして、アンティークはこちらに顔を向けた。


    　こちら──つまり、本体のシャルルを一目で見抜いて、手を握ってくる。


    「……どうしても、お供してはだめですか？」


    　本体とそっくりの写し身を創り出す、分身魔術。実に二時間分トウーアワーもの膨大な魔力量を要求されるそれを使ってまで、シャルルがなぜアリバイ工作をしているのか──。


    　それはもちろん案内人たちの監視をごまかして、リオネ・ダユーや魔女ゴーティエに関する情報を調査してくるためである。隠おん密みつ行動を取るのは、なるべくひとりのほうがいい。


    「さすがにオレたちふたりともが写し身では、いざというときに対処しきれないだろう。もし不正がばれたらどうなるかは、昨日きのう島に着いたときに目の当たりにしたはずだな？」


    「アンが未熟なばっかりに……」


    　バスルームでの醜しゆう態たいを思い出してしまったのか、きつく唇くちびるが結ばれる。


    　健けな気げでいじらしい従者の頭に、シャルルはぽんと手のひらを置いてやった。


    「そうではない。お前はこれ以上ない働きをしてくれているさ」


    「ほんとうですか……？」


    「ああ。だからこそお前に頼みたい。写し身は魔術を使えないのだ。オレが離れているあいだに万が一のことがあったら──どうかポシェットを護まもってやってくれ」


    　シャルルを見つめていた上目遣いの瞳ひとみが、ほんの少し揺らいで……伏せられた。


    　そのとき、コンコンと、扉とびらが廊下側からノックされた。


    『ねえ～っ、もういーい？　いつまで着替えてるのよ～？』


    　ポシェットの声だ。さすがにシャルルがふたりもいるのを見られたら卒倒しかねない。すぐさま身を翻ひるがえすと、つないだ指がほどけるのと同時に、引き止めるような声が聞こえた。


    「あっ……」


    　振り返るが、アンティークはなにかを言いかけたまま口をつぐんでいる。星空を閉じ込めたような彼女の瞳、そこからなんらかのメッセージを受け取るには、この一瞬は短すぎる。


    「心配するな、行ってくる！」


    　写し身のシャルルにもチャッと敬礼を送っておいて、窓から颯さつ爽そうと身を翻す。


    　屋根に降り立ったのとほぼ同時に、室内から写し身の声が聞こえてきた。


    『やあ、すまない！　待たせたな、ポシェット！』


    『あなた相変わらず、ひとりじゃ服も着替えられないんだね……って、どうかした、アン？』


    『……なんでもないです。いきましょう』


    　ポシェットに疑いの様子は見られない。幼おさななじみを欺あざむけるなら、案内人など余裕だろう。


    「さて、問題はこちらのほうか……」


    　早さつ急きゆうに身を隠して行動する必要がある。懐かい中ちゆう時計を取り出して、目盛りを確認する。


    　──５時47分。


    　針は正しい。この時計は時刻を表しているのではないのだ。


    　これはシャルルの体内を循じゆん環かんする魔力量の計測機だった。彼は己おのれの使う魔術と必要魔力量を時間の単位に換算し、時計の調速機に連動させて残りの魔力を把握しているのである。


    　とはいえ、この時計の真価はむしろ、シャルルが単独行動をとっているときに発揮される。


    　室内からドアの施せ錠じよう音おんがして、ポシェットたちの気配が遠ざかっていく。そして、その瞬間から──かちっ、かちっと、針が一秒ごとに、逆回転を始めた。


    　アンティークとの接続が完全に断たれてしまったからだ。


    　一秒分に換算した魔力が、砂時計のように体からこぼれていく。魔力枯渇ロスト・リミツトは12時00分。すなわち、なんの魔術も使わなくても六時間後にはからっけつになってしまう計算だ。


    　これが通常の魔術師であれば──たとえば先日闘ったシュヴェイク伯はく爵しやくもそうだったが、逐ちく一いち魔力と時間の配分を考える必要もないのだろう。しかし、シャルルの場合は……。


    「……考えても仕方ないな。そのための旅だ。そのための調査だ」


    　見上げる最上層には、複合様式のカテドラル。中腰になって、クラウンを押し込む。


    「──ｒｅｌｏａｄリロード」


    　遠い尖せん塔とうを映す視界に、蒼あお白じろい光が舞った。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　──と意気込んだはいいものの、調査は難航を極めた。


    　旧リオネ・ダユーの始まりとなったのは、岩山のてっぺんに築かれた小さな教会だったという。それがのちに神聖視され、人が集まるにつれて規模の拡大に迫られていった。


    　増築に必要なのは、平地である。そこでまずは、山の斜面に土台となる地下室を設置し、その上に九○メートルの身しん廊ろうを持つ大聖堂カテドラルを完成させたのだ。島に活気があふれ、建物が老ろう朽きゆう化かするごとに取り壊しと増築が繰り返された。新しい土台と建物をどんどん付け足していくうちに……街が今こん日にちのような、迷宮じみたありさまになっていったのだという。


    　なにが言いたいのかというと、そんな全容の不確かな迷宮であれば、どこかにひとつくらいカテドラルに通じる、抜け道のような扉とびらが存在しているのではないかということなのだが……。


    「さすがに、そう都合よくはないか……」


    　正面口である[image: ]しよう戒かいの門はもちろんのこと、石塀にこしらえられた地下室への扉とびらは、もれなく海色制服の衛兵たちに巡回されてしまっていた。


    　隠おん密みつ魔ま術じゆつで姿を消すという手も、あるにはある。けれど、なるべくなら魔力の消費を抑えていきたかった。侵入したはいいが魔力が尽きて帰れなくなった、ではさすがに笑えない。


    「とは言え、出し惜しみしていても仕方がない、か」


    　懐かい中ちゆう時計の目盛りは３時12分。ここまでの道程ですでに半分近くを消費してしまっている。帰り道のために一時間分魔力は残しておくとして、そろそろ本格的に動き出さなくては時間切れになってしまうだろう。


    　──そうとも。覚悟がすべてだ。


    「[image: ]フイフテイーンｍｉｎｕｔｅｓミニツツ　ｒｅｌｏａｄリロード……バニシング・チェシャ！」


    　ぱん！　と合わされた手のひらの隙すき間まから、大量の光が飛び散った。白とも黒とも呼べないうつろな輝かがやき──無色の光とでも呼ぶべき矛む盾じゆんが、全身を塗りつぶしていく。


    　スラックスの黒、シャツの白、ベストの翡ひ翠すいに金のカフス。果ては髪と肌はだに瞳ひとみの金色まで──すべての色が消失し、風景と完全に同化する。これこそが隠密魔術の絶大な加か護ご。これでもう誰も、シャルルの姿や音、香水の匂においすらも認識することができなくなったはずだ。


    　物陰から出て、階段を上る。三人の見張りが立つ城門へと、大胆な足運びで近づいていく。


    「無意味な[image: ]戒ごくろう、衛兵諸君」


    　余裕しゃくしゃくで敬礼まで送り、彼らの脇わきを素通りする。まんまと侵入の第一段階を突破し、さて内部へと一歩目を踏み出そうとした──瞬間だった。


    



    　脚に、なにかが触れた。


    



    　バチイィィィ!!　という雷らい鳴めいのような轟ごう音おんとともに、シャルルは後方へ吹っ飛ばされた。


    「なにッ!?」


    　危あやういところで体勢を立て直し、たたらを踏む。門の右から左、上から下までびっちりと、魔力によって紡つむがれたなにかが張り巡らされているのに、遅まきながら気づく。


    「──糸!?」


    　間違いない、対魔術用の結界──いや、トラップだ！


    　その証しよう拠こに、隠おん密みつ魔術が徐々に綻ほころびはじめた。全身を包む無色の光に亀き裂れつが入り、粒りゆう子しとなってはじけ飛んでいく。このままでは、ものの数秒で正体があらわにされてしまうだろう。


    「おい！　今の音を聞いたか？」


    「やはり気のせいではないな。どこからだ？　近いぞ！」


    「人喰くい帽子が現れたのではないか!?　警戒せよ！」


    　衛兵たちが銃剣を手に殺気立つ。シャルルの色彩がうっすらとあらわになっており、いつ気づかれてもおかしくはない。下へ手たをすれば敵陣の真っただなかで丸まる裸はだかという最悪の状況に──


    　──なる前に、すぐさま懐かい中ちゆう時計を握り込んだ。


    「イート・ミー!!」


    　かちん！　と。針が数倍の速度で逆回転を始めた。同時に、体の中心から末端まで蒼あお白じろい魔力が一気に充満し、筋肉から神経、反応速度に至るまでが爆発的に引き上げられる。


    　隠密魔術がついに限界を迎え、四方に爆ばく散さん──した直後、シャルルは地を蹴けった。目覚ましい《強きよう化か魔術》の助じよ勢せい。衛兵たちの反応を上回るスピードで跳び退すさり、視界の外側に逃のがれる。


    「また音がしたぞ！　今度はどこだ!?」


    「姿が見えぬ！　おのれ、人喰い帽子め！」


    「くまなく探せ！　必ず近くにいるはずだ!!」


    「まずいな……っ」


    　踊り場に着地したシャルルは、すぐさま身を翻ひるがえした。消耗の激しい強化魔術をいつまでも強化魔術を使い続けていたらあっという間に魔力が空からになってしまう。迷路のような石塀をぐるりと回り、とにもかくにも衛兵たちの怒声から遠ざかっていく。


    　やみくもに走り続けてたどり着いたのは、最上層の端っこも端っこ、ブルターニュの荒海が見通せる外階段だった。リオネ・ダユーの上層ともなれば外縁部から見下ろす景色はまさしく断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。遥か眼がん下かで、波の打ち寄せる岩場が霞かすんで見える。


    　人ひと気けがないのはいいことだが、ああなんたることか、床ゆかがところどころ崩ほう落らくしていてこれ以上進めそうにない。行き止まりである。どうやら老ろう朽きゆう化かし、破棄された区画らしかった。


    「戻るしかないのか……」


    　うんざりしつつ、諦あきらめ悪く周囲を観察する。


    　ひとつ明らかになったのは、カテドラルに結界魔術を張った人物がいるということだ。やはり、メイル・ゴーティエが魔術師であるという予想は正しかった。


    　しかし、たったそれだけの情報で退しりぞくことはできない。彼女がいかなる魔術で永遠の命を得ているのか、それは他者にも応用可能なのかどうか、知りたいことはまだまだある。


    「石塀を越えるか……？」


    　門や扉とびらが封じられているのなら、それもひとつの手だ。高さは二○メートルほどか。やれなくはないが……よく見れば壁すらも朽くちかけている。下手に登るのは危険かもしれない。


    「……ん？」


    　と、上空を見上げていた視界に、奇妙なものが映り込んだ。


    　壁の上から、なにかが生えてきたのだ。


    　まるで目を覚ました花のように、にょき、にょき、にょっきりと少しずつ生長していく。


    　はじめに芽を出したのは、パンプス。サファイアのちりばめられた豪華なデザイン。それを履くのは、茎のようにみずみずしい肌はだ色の脚。続いては、何重ものペチコートで膨ふくらんだロングスカートが、オーシャンブルーの花びらを広げる──。


    　まあ、つまるところ、少女の下半身が壁を乗り越えてきたのである。


    「な、なんだ？」


    　真下に駆かけ寄ろうと思ったが、残念ながら階段が崩れていて叶かなわなかった。


    　壁を越えようとしている彼女は、見るからに危なっかしい。重心が前後に揺れ、体重を支える腕は花糸のように頼りなく、パンプスのつま先がありもしない足場を探している。


    「な、なにをしているのだ、あのオテンバ姫は……！」


    　シャルルは彼女の金髪に見覚えがあった。誰あろう、昨夜のオペラ座で見た歌姫だ。


    　しかし、だいぶ印象が違う。オペラでの彼女は足かせをはめられた人魚姫で、彼方かなたの想おもい人に歌を届けることもできなかった。ましてや、城壁を越えて脱走するなんてもってのほかだ。


    「う、う、うぅ～～……っ！」


    　オテンバ脱獄姫は、半身を乗り越えた段階でとうとう身動きがとれなくなってしまった。当たり前だ、むちゃが過ぎる。まるでクモの巣に引っかかった蝶ちようみたいに、ドレスの裾すそが揺れる。


    　とにかく、このまま捨て置けはしない。なんとか救う方法はないかと首を巡らせて──。


    　見つけてしまった。希望の光ではなく、最悪の捕食者を。


    『グルルルッ、グルル……ッ！』


    　よりにもよってこんなときに、と頭を抱えたくなった。


    　不気味な体毛に、裂けた双そう眸ぼう。そして巨大な体たい躯く──見間違えようもない。昨日きのうの列車に出没した[image: ]なぞの魔ま獣じゆうが、オオカミめいたしなやかな動きで少女に迫っていたのだ。


    　決して幅広とは言えない石塀の上を器用に渡りながら、じわりじわりと距離を縮めていく。


    「くそッ……止まれ！」


    　シャルルは懐ふところからリヴォルバーを抜いた。撃げき鉄てつを上げて銃じゆう口こうを突きつける。


    「貴き様さまの目的はなんなのだ！　その少女から離れろ！」


    『…………』


    　魔ま獣じゆうの興味がこちらに向けられた。まるで人間のような、意思を宿した視線。


    　それをじっと向けられて……シャルルはふいに、気づいた。


    　──害意がない？


    　引き金から、思わず指が離れる。その、直後だった。


    「わきゃっ、ひゃ、ひゃああああ～～～～っ!?」


    　がらっ！　と。塀自体がついに限界を迎えた。歌姫を中心に亀き裂れつが広がり、一気に崩れる。


    『グルッ、ガァ！』


    　魔獣すらも崩ほう落らくに巻き込まれた。風に翻ひるがえるオーシャンドレス、紫むらさきと緑の体毛、そして鋭えい利りな突起を備える石いし礫つぶて。下へ手たくそなキャンバスみたいな色彩が、空いっぱいに降り注いでくる。


    　考えるよりも速く、シャルルは手のひらを打ち合わせた。


    「４フオーｈｏｕｒアワー　ｒｅｌｏａｄリロード!!」


    　変へん装そうや隠おん密みつなどの幻げん術じゆつを得意とするシャルルだったが、その反面、実体を生み出すのには途方もない魔力量を要求される。目まぐるしく逆回転した懐かい中ちゆう時計の針が、12時00分まで減少した段階でギチッと急停止。それ以上の魔力供給が不可能なことを訴える。


    「くッ！　──半身だけでよい！　来るのだ、クラウン・オブ・ザ・ナイトメア!!」


    　両手の指が、異次元の扉とびらをこじ開けた。空間が虚きよ無むにのみ込まれ、ほんのわずかに開いた闇やみの穴から腕が飛び出してくる。巨人の腕だ。腐ふ肉にくにぼろ布をかぶせた異様の巨きよ拳けんが煙るように振り回され、降りかかる石せつ塊かいを的確にはじき飛ばす。


    「次は姫を……!!」


    　指をタクトのごとく振るい、魔力を最後の一滴まで絞り出す。足もとに闇が凝ぎよう集しゆうし、巨人の指先だけが召しよう喚かんされた。思いっきりはじいて、シャルルは弾だん丸がんのごとくすっ飛んだ。


    　少女の落下軌き道どうへ完かん璧ぺきなタイミングで割り込み、


    「──わひゃあっ!?」


    　布面積が広いドレス姿を、空中でかっさらう。ロマンチックにお姫さま抱っこなどとは到底いかず、なりふり構わず両脚を抱きしめるような格好になった。


    　直下は床ゆかが崩落している。このままの勢いで対岸まで跳べると踏んだのだが、ドレスの空気抵抗なのか、予想外に速度減げん衰すいが著しい。あわやもろとも転落という寸前で、シャルルの革靴のみがかろうじて足場を捉とらえる。このまま歌姫も引っ張り上げれば──と思った直後。


    「おわっ!?」


    　またも予想外なことに、歌姫の体重に引っ張られて転落しかかる。とても小柄な少女とは思えない重量感。慌あわてて両脚を踏ん張り、眼がん下かを見下ろして……シャルルは状況を悟った。


    「その毛皮を離せ！　歌姫！」


    　脚を摑つかまれて宙ぶらりんの歌姫は、あろうことか両手に魔ま獣じゆうを抱きかかえていたのだ。どおりで重たいわけだ。落ちなかったのが奇跡である。とはいえこのままでは末路は同じだ。


    　だというのに歌姫は、決して魔獣を手放そうとしない。


    「け、毛皮じゃないよっ！　ワンちゃんだよ！　このままじゃ落っこっちゃうぅ～！」


    「だからそいつを離せと────ええいっ、もういい！」


    　言い争っている時間と体力すら惜しい。歌姫の華きや奢しやな両脚をしっかりとホールドし直し、自身の足腰を盤石に固定する。全身の力を総動員し、引き上げ体勢に入った。


    「せいぜいしっかり摑まえておけ！　いくぞ！」


    　一歩、一歩と、床ゆかに杭を打ち込むようにして後ずさる。レディの名誉を鑑かんがみなくとも、両腕にのしかかってくる圧力の大半は体長二メートルを超す魔獣のものだろう。それをずっと抱え続ける歌姫の根性もなかなかのものだ。


    　下半身から腰、上半身を経へて、ようやくオーシャンブルーの全身が階段の上まで引き上げられる。結局歌姫は最後まで、緑と紫むらさきの毛玉を手放さなかった。


    　ほとんど感覚の失せてしまった腕を投げ出し、シャルルはどさっと腰を落とす。


    「はぁ、はぁ……っ！　まったくなにを考えているのだ、お前は！」


    「えへへ、ごめんなさぁい～。助けてくれてありがとぉ、おにぃさん！」


    　にへにへと緊張感のない声で謝って、歌姫は魔獣をもふもふと撫なで回した。


    「きみも助かってよかったねえ。もうあぶないことしちゃダメだぞ～？」


    「どの口が言うか……っ、はぁ……！」


    　まったく呑のん気きなものである。おかげでこっちは完全に予定が狂ってしまった。


    　今ので魔力は完全にゼロ。ステッキは怪盗衣装とともにホテルの部屋だし、最後の頼みの綱といえば、愛用のリヴォルバー一丁だけだ。ついでに言えば、魔術の反動で胸が痛い。仮にここで魔獣が恩知らずにも[image: ]きばを向けてきたら、シャルルにはまったくなすすべがない。


    　だが幸いにも、魔獣の興味は別のところにあるようだ。ぴくん、と鼻が上がり、おもむろに駆かけ出す。ところどころ崩れている階段を器用に渡り、いずこかへ去っていってしまった。


    「あっ……行っちゃった。あの子はなんだったの？」


    「さあな。放っておけ。奴やつには奴の事情があるのだろう」


    　どのみち、のんびりしていられないのはこちらのほうだった。魔獣が去っていったのと入れ替わりに、吹き抜ける風が敵の接近を報せてきた。


    『……さっきの轟ごう音おんが聞こえたか!?　今度はこちらのほうだ！』


    『近いぞ！　間違いない！　何者かが入り込んでいる！』


    　衛兵たちの怒鳴り声である。侵入者の影を追ってこんなところまでやってきたのだ。


    「チッ。しつこい連中め……っ」


    　すると、なぜか歌姫までもが一緒になって慌あわて始めた。


    「たいへんだたいへんだっ！　見つかっちゃうよう！」


    「そう思うなら歌姫よ！　どこか安全に隠れられる場所はないか！」


    「あるよっ！　ちょっと遠いけど、こっち！」


    　手がぎゅっと引っ張られる。歌姫はシャルルを連れ、外階段をぱたぱたと駆かけ登っていく。


    「ここだよ！　このなかに入って！」


    　彼女が示した場所には幅の狭い穴が開けられていて、薄暗い下り階段が続いていた。


    「カテドラルの地下室につながってる扉とびらなの。ほかの場所はぜんぶ衛兵さんたちが見張ってるから、出入りができるのはここだけだよっ」


    「それは結構だが……まさかこのコンディションで敵地に乗り込むことになるとは……」


    　とはいえ、ためらってばかりもいられなかった。床ゆかが崩れているため衛兵たちがここまで来られるとは思えないが、こちらから引き返すことも到底叶かなわない状況である。


    　戻れないとなれば、選べる道はひとつだ。


    「ほらおにぃさん、はやくはやくっ！　こっちだよ？」


    　金髪の歌姫に手を引かれ、シャルルは予期せぬ形で潜入を果たすことになった。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　カテドラルはその複雑な構造上、建物の内部と外を目まぐるしく往復して進むことになる。


    　まず石塀を越えると、カテドラルの下層階である通称[image: ]しよう戒かいの間へとつながる。昨夜、案内人たちに連れられてきた区画がここだ。ここから中庭へ続く通路を通ればオペラ座へたどり着くのだが、今回は、幅が広く段数が多い大階段を上ってさらに上層を目指すことになる。


    　引きずるほどに長いスカートを器用にたくし上げ、歌姫はさくさくと段を飛ばしていき、


    「もう、おにぃさん！　はやくはやく！　見つかっちゃうよう！」


    「ぜえっ、はあっ、ぜえっ、はあっ……！」


    　シャルルはそのはるか後方で、息をあえがせながら手すりにすがりついていた。


    　いやはや自慢ではないが、悪名とどろく人喰くい帽子の素すの体力は平均を大きく下回り、実は最底辺と言っても過言ではない。魔術の恩恵があればこそでかい顔ができるのだが、時計が12時を指している状態でのマラソンなど地獄以外の何ものでもなかった。


    「実はな、はあっ、歌姫よ……っ、オレの脚は生まれつき、労働に不向きなのだ……はあっ。神がそのように、造りたもうたのだ……っ」


    「ええっ！　そうなの!?」


    「もちろん冗談だがな！」


    「も～うっ！　ふざけてないではやくはやくぅ！」


    　腕を引っ張られるが、無理なものは無理である。魔力同様スタミナも底をついているのだ。


    　仕方なく、シャルルたちは踊り場から通じるバルコニーで小休憩をとることになった。四方を壁に圧迫されているため見つかりにくく、すり抜ける風が心ここ地ちよく疲労をさらってくれる。


    「おにぃさんってば、さっき助けてくれたときはすっごぉ～っくかっこよかったのにい」


    「まあ、よいではないか。幸いなことに人っ子ひとり通りすがりはせぬ」


    　というか、外と比べて警備が薄すぎるような気がした。その辺りのことを訊たずねてみると、


    「う～んと、あのね？　カテドラルは門も扉とびらもたくさんあるし、街のほうも見張らなきゃいけないしで、人手がぜんぜん足りないんだって。入り口を固めるので精いっぱいなんだって」


    「衛兵は全部で何人ぐらいなのだ？」


    「何人だろ……？　五十人もいないんじゃないかなぁ」


    　考えてみれば総人口が一○○○人である。治安維持に割さく人数としてはそのぐらいか。昨晩のオペラ座では余裕たっぷりに見えたが、あれでゴーティエも苦心しているのかもしれない。


    　脳内に魔女の戦力をメモしていると、歌姫が残念そうに愚ぐ痴ちをこぼした。


    「今はカテドラルのみんなが大忙しだから、抜け出せるかなあって思ったのに……」


    「そういえば歌姫よ、お前はなぜ──」


    「ぼく、メイツェルだよ！」


    「そうか。ではメイツェル、お前はなぜあのようなむちゃをしてまで逃げ出そうとしたのだ？」


    「ん～っとねえ……もうちょっとだけナイショ！」


    「なんだ？　気になるではないか」


    　すると歌姫は、しっとりと肩にもたれかかってきた。なんだか猫みたいな妖よう艶えんさである。


    「そう言うおにぃさんこそ、ほんとうはここにいちゃいけない人なんじゃないの？」


    「うぐっ……た、確かにそうだが、オレにはここでなさなければならない目的があるのだ！」


    「おおっ、なんだかかっこいい！　それじゃあさ、ぼくとランプの精霊ごっこしない？」


    「なにごっこだって？」


    「ランプの精霊ごっこ。ぼくたちがふたりして、絵本に出てくるランプの精霊になるの」


    　彼女にかかれば、今の状況もかくれんぼみたいなものなのだろうか。無む邪じや気きに続けてくる。


    「ぼくがおにぃさんの、おにぃさんがぼくの精霊。ぼくはおにぃさんになんでもお願いごとを聞いてもらえるけど、代わりにおにぃさんの言うことをぜんぶ叶かなえてあげなきゃいけないの」


    「ど、どんなことでもいいのか？」


    「なんでもいいよ？」


    　きょとんと首が傾かしげられると、白く眩まぶしい首筋のラインが強調される。


    　歌姫がまとっているのは、コルセットで強調されたイブニングドレス。スカートはふんわりとボリュームがあるが、上半身はセクシーラインを際立たせるために露出度が高い。肩や背中が大きく開いており、年不相応に大きなバストがもにゅん、と魅惑の谷間を覗のぞかせている。


    　ごくっ、とシャルルの喉のどが鳴った。


    　その圧倒的な引力に、シャルルの興味はあらがいようもなく吸い寄せられた。あからさまな視線は、当然メイツェルにも気づかれているはずだ。しかし、それを知ったうえで、なお、


    「……いいよ？」


    　なんて耳もとで甘くささやかれてしまった日には、反射運動で首を上下させるしかなかった。


    「ま、ままま、まあ、そこまで言うのなら？　暇つぶしに付き合ってやらないことも……」


    「ほんとっ!?　やったやったぁ！　それじゃあちゃんとお話しできるところに行こっ？」


    　かくっ、といきなり重心が崩れた。メイツェルがバンザイをしながら立ち上がったからだ。


    「ほらほらおにぃさん！　いつまで休んでるのっ！」


    　身を翻ひるがえすと、ドレスの裾すそが花びらのように広がった。休憩はもう終わりということらしい。


    　……目先のニンジンにつられて、早まった返答をした気がしなくもない。歌姫メイツェル。清純で子供っぽい印象とは裏腹に、とんだ悪魔だ。天然印の小悪魔である。


    　シャルルは自分の未熟さに嘆たん息そくしつつ、揺れる金色のしっぽ髪を追いかけた。


    　大階段を終えた先の中層階には、大まかに三つの分ぶん岐き路ろがある。教会へ続く通路、迎げい賓ひんの間やテラスへと続く通路、そして上層階へ向かうために礼拝堂を経由する通路である。


    　先導するメイツェルは迷わず中央の通路を選択し、粛しゆく然ぜんとした無人の礼拝堂に靴くつ音おとを響かせる。二階部分まで吹き抜けになっている高い天井や、美しいアーチ型の柱などに思わず目を奪われてしまう。カテドラルの要所だけあって、相当に広々とした空間だ。


    　そこを越えれば、いよいよ上層階である。すなわち、リオネ・ダユーという街の最上部までたどり着いたわけだ。軽い情報収集のつもりがとんだ一大ミッションになってしまった。


    　上層階にあったのは庭園と、それを囲む回かい廊ろうと、さらにその最奥にたたずむ──一本の塔とう。


    　どうやらあの塔が、メイツェルの心当たりである安全な場所らしい。


    「最上階がぼくのお部屋なの。ほんとうはね？　ぼく、あそこから出ちゃいけないんだぁ」


    　扉とびらには鍵かぎがかけられていたが、脱出方法は至ってシンプルだった。庭園に面した窓から結んだシーツを垂らしていたのだ。さすがにこれ以上の肉体労働は勘弁願いたかったのだが、ここまで来て泣き言ばかりも言ってはいられない。金髪少女の愛らしい声援を頭上に浴び、シャルルは汗まみれになりながらロープ・クライミングを達成した。


    「とぉちゃ～っく！　ここなら衛兵さんはぜったい来ないし、安全だよっ！」


    　自室の絨じゆう毯たんに降り立ち、メイツェルは満足そうに腕を広げる。続いて窓枠を越えたシャルルは、まるで山頂の朝日のごとく広がった光景に、たまらず歓声を上げた。


    「おおっ、驚嘆に値するラ・メルヴエイユ!!　ここだ！　オレはまさにこの部屋に用があったのだ！」


    　シャルルを圧倒したのは、壁際を隙すき間まなく埋めた本棚。そして、整然と背表紙を並べる本、本、本……。フロアをまるごとぶち抜いているらしく、相当に広く豪勢な空間だった。


    「これは絶版になったウッド冒険記！　こっちは文豪ダ・ケイドの戯ぎ曲きよく！　おおっ、幻まぼろしと言われた『善悪を知る樹』の写本まで！　実に趣味のよいラインナップではないか！」


    　本の森を踊るように回り、やがて、ひときわ目を引く一冊へとたどり着く。


    　濃緑の装丁に『リオネ・ダユー町史』との金文字がある。街の歴史が綴つづられた情報の宝箱だ。喉のどから手が出るほどの勢いで飛びついたが、背表紙を引き抜いた直後に手首を押さえられた。


    　メイツェルは両手でシャルルの手を握って、ちょっぴりいじわるな声で問いかけてくる。


    「おにぃさん、そんなにこの本が読みたい？」


    「読みたいね。ぜひ読ませてほしい」


    「それじゃあ、それがおにぃさんの最初のお願いね！　でもまずは、ぼくのほうのお願いを聞いて？　だってそういう順番だもんっ」


    「なんだ？　ちょっとズルイではないか」


    「ずるくないもんっ。そ～ゆ～決まりなんだもんっ」


    「ふ～ん、ほ～う？」


    　シャルルもつられておどけたような声を出してしまう。


    　なんだか彼女といると、少し子供に戻ったような感覚がする。不思議な気分だ。


    　でも悪くはない。紳士然と順番を譲ゆずると、彼女はお姫さまらしくぺこりとお辞儀した。


    　──なにを要求してくるかは、だいたい予想がついていた。


    「それじゃあおにぃさん、ぼくからのお願いです。ぼくを、ここから盗み出してください」


    「……まあ、それ以外にあるまいな」


    　でなければ危険を冒して逃げ出そうとしたり、見知らぬ男を招き入れたりはしないだろう。


    「だが、なぜだ？　お前はリオネ・ダユーの姫だろう？　ここの生活に不満があるのか？」


    「ぼくはお姫さまなんかじゃないよ。お姫さまじゃなくて、たぶん、きっと……────」


    　言いづらそうに、続きを口ごもってしまう。シャルルはふむ、と室内を見回した。


    　本ばかりに注意を引かれるが、それ以外は生活感のない、殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。


    　女の子らしいものといえば天てん蓋がい付きのベッドに、宝石みたいな化粧品の置かれた鏡台ぐらいのもの。クローゼットすらないのは、彼女のまとうものすべてを「おかぁさん」──すなわち魔女メイル・ゴーティエが用意しているからだろうか。


    　魔女と歌姫。数えきれない書物と、出口の閉ざされた高い塔とう──。


    　深く考えなくてもわかる。


    　暮らしているのではない。メイツェルはここに監かん禁きんされているのだ。


    「『助け出せ』ではなく『盗み出せ』ということは、オレの正体も勘付いているのだろうね？」


    「しってるよ！　手配書のあの人だよねっ！　こわ～い帽子ととっても綺き麗れいなお顔の──」


    　興奮気味の彼女を押しとどめる。とっくに変装魔術も切れているのだ。いっそ派は手でにいこう。


    　今は外がい套とう姿すがたではないが、仮想の裾すそを勢いよく翻ひるがえす。よどんでいた空気をばさりと舞い上げた。


    「拝はい聴ちようせよ！　我こそはイカした手口のイカれた怪盗！　悪夢を振りまく人喰くい帽子！　その名もシャルル＝クロウリーである!!」


    「ふわああ～～……っ！」


    　メイツェルは目をきらきらと輝かがやかせた。


    　まるで夢見る子供に奇跡が起こり、あこがれた物語の登場人物が目の前に現れたかのように。


    　抑えきれない感情のまま、メイツェルはがばっ！　と抱きついてきた。


    「いらっしゃい!!　泥棒さんっ！」


    「うわっとと！　……まったく妙な挨あい拶さつだな、泥棒に『いらっしゃい』とは！」


    「えへへっ！　だってだってうれしいんだもんっ。泥棒さん……泥棒さんっ……！」


    　すりすりすり～～っと溶けるような頰ほおずりを繰り返してくる。まったく妙な娘だ。


    　しかし不思議と心ここ地ちいい。なぜか、ずっと昔から彼女の体温を知っていたような気がする。


    　背中に腕を回そうとしたら、ぱっと体を離された。今さら照れたように話題を変えてくる。


    「あっ、ご、ごめんなさい！　つぎ、泥棒さんのばんだねっ！　はい、本、ど～ぞ！」


    「えっ、う、うむ……」


    　まだ彼女の願いを叶かなえるとは答えていないのだが、あっさり順番をパスしてきた。


    　とはいえまたとないチャンスではある。シャルルは勧すすめられるままにベッドへ腰を下ろし、分厚くて重たい町史を膝ひざに広げた。


    「これは……本当に事実なのか……？」


    　──実に興味深い史料だ。ざっと目を通しただけで、いくつも不ふ可か解かいな点が浮かび上がった。


    　まず、新生リオネ・ダユーの歴史は今年で十五年。現在の総人口は約一○○○人だが、奇妙なことにその間、新生児の出しゆつ生しよう記録がひとつたりとも見当たらなかった。


    　要するに、魔女ゴーティエがこの街を治めて以来、赤ん坊が生まれていないのである。


    　だというのに、住民数は年を経へるごとに微増している。


    　そのカラクリは、移民だった。リオネ・ダユーでは、新しい住民はすべて移民というかたちで本土からやって来る。案内人のマルクスたちが「二、三年前に子になった」と言っていたのはこういう意味だ。付け加えれば、住民たちはそれぞれ気の合う者同士で暮らしているものの、そこに姻いん戚せき関係はこれまた一例として存在しない。


    　これらすべての情報は、たったひとつの不ふ文ぶん律りつを物語っていた。


    　それは一○○○人の住民全員が、魔女ゴーティエの養子であるという事実。


    　この奇妙な体制を敷いている当のメイル・ゴーティエは、昨夜のオペラ座での様子を見る限りでは、住民たちからの絶大な支持を集めているように思える。


    　それは彼女のカリスマ性のなせる業わざなのか、あるいは──。


    　それ以外の《魔力》が、この島を支配しているかの、どちらかだ。


    　一○○年を生きる不老の魔女、メイル・ゴーティエ……奴やつはいったい何者なのか……。


    　ぺらり、と。はやる気持ちのままページをめくる。


    　先ほどからこうして腕を動かすたびに、肘ひじの先が極上のマシュマロに潜り込んでいた。メイツェルが腕にじゃれついているのである。無防備な姫はバストをこねまわされるのも構わずに、シャルルの肩に頭をすり寄せてくる。小動物のように愛くるしい懐きっぷりだ。


    　なんとはなしに頰ほおをくすぐってやると、町史を覗のぞき込んでいた彼女はふいに、言った。


    「──あっ。見て見て泥棒さん！　ここ、ぼくが写ってる」


    「なんだって？」


    　すらりと、華きや奢しやな指がページを差した。そこには大きくカラー写真が掲載されており、瓦が礫れきの散乱する広場に数人の人間が並んでいる様子が写し出されている。中心で赤子を抱いている黒髪の美女は、昨夜のオペラ座と寸すん分ぶん違たがわぬ微笑をカメラに向けていた。


    「この金髪の赤子がメイツェル？　……ということは、十年以上前に撮られた写真だな」


    「えへへ、なんだか恥ずかしぃかも」


    「撮影場所は門前広場だな。察するにリオネ・ダユー復興の初期メンバーといったところか。本当に魔女は年を取っておらんのだな……この隣の男は誰だ？」


    　魔女の傍かたわらには、ワインレッドの髪色をした中年紳士が寄り添っている。立派な身なりといい、ゴーティエの夫に見えなくもない。


    「あっ、この人はねえ、秘書のおじさんだよ？」


    「秘書？　昨晩紹介されたファウル氏とは別人のようだが」


    「おじさんは、ファウルさんのおとぉさん！　もう島にはこなくなっちゃったんだけどね」


    「ファウルの……」


    　言われてみれば、端整な顔の造りや、ワインレッドの奥深い赤みがよく似ている。年月が経たち、秘書の役割が父から子へ受け継がれたということなのだろう。


    　なぜだろうか。彼の存在が、シャルルの頭の片隅をちくりと刺激する。


    「ファウル……彼はいったい、どんな人物なのだ？」


    「どんな？　う～んと……わかんない！　ぜんぜんお話ししてくれないんだもん。いつもおかぁさんとひそひそ話してて、ぼくがそばに行こうとすると逃げちゃうの」


    「そう、か……。まあともかく、先代ファウル氏はゴーティエの夫ではないのだな？」


    「ちがうよ～。ぼくにおとぉさんはいないもの」


    「すると、お前もまたゴーティエの養子ということか……」


    　てっきり彼女だけはゴーティエの実子、ゆえに特別扱いの愛娘なのだと思っていたが、どうやら違うらしい。だとするなら、なぜ？　なぜメイツェルはリオネ・ダユーの姫君に祭り上げられているのだろうか？　単に復興初期から暮らしている古参だから？


    　ほかの子たちとの決定的な違いと言えば、容姿だ。


    　全住民が集まっていた昨夜のオペラ座で、確信していた。メイツェルはこの島で、一番美しい輝かがやきを放っている。太陽の届かない深海からですら、その歌声で闇やみを照らす宝石なのだ。


    　そのとき、メイツェルがぽつりと思い出した言葉が──。


    　思考の海に、鮮せん烈れつな光明をもたらした。


    「そういえば、おかぁさんとファウルさんがこそこそ話してたんだけど、」


    



    「じゅえりー・びすくが、そろそろ作れるようになる、とかなんとか」


    



    「────ッ!!」


    　全身が総そう毛けだった。精神機構が軋きしみを上げ、細さい胞ぼうという細胞がいっぺんに目を覚ました。


    「それは本当か!!」


    「きゃっ!?」


    「奴やつらがそう言ったのだな！　ヴィスクを作ると！　確かに宣言したのだな!!」


    「ど、泥棒さんっ、ちょっとこわいよう……っ」


    　メイツェルは怯おびえているが、こちらはそれどころではなかった。探し求めた製作者……ヴィスク製法に精通する人物。それがまさか、このような西の果てに隠れていようとは！


    「だが、待て……だとするのならここは、リオネ・ダユーという島は……！」


    「泥棒さん？」


    「……歌姫よ。外の世界に出たいというお前の願い、存外に正しいかもしれないぞ」


    「どういうこと？」


    　彼女は美しい。容姿も声も。深海に護まもられた金色の歌姫──。


    　まさしく、うってつけの素そ体たいになることだろう。


    「リオネ・ダユーは……お前を捕らえ、清純に育てるための檻おりだ」


    「檻？」


    「間違いない。お前は、ヴィスクの素体にされるために囚とらわれているのだ！」


    　ベッドを立ち、部屋をうろうろと往復して、思考をなんとか整理させていく。


    「まさかゴーティエは、はじめからそのために復興を計画したのか？　外界から隔かく絶ぜつされたこの島を箱庭にして、ヴィスクの素体にする者を教育し、年頃まで成長させる……。愛あい玩がん人形はとんでもない値がつくからな。体制さえ整ってしまえば、これほど稼かせぎのいい商売もない」


    「びすく？　そたい？　あいがん人形？」


    「だとするなら街の住人は？　奴らも全員共きよう謀ぼう者しやなのか？　……いや、ゴーティエは魔術師だ。洗脳して操あやつっているというほうがまだしも可能性が高いな。不老の[image: ]なぞといい、いったい奴はどんな魔術を用いているのだ……？」


    「まじゅつ？　せんのう？　──ねえねえ！　泥棒さん泥棒さんっ！」


    　視界に入り込んできた金髪少女が一いつ生しよう懸けん命めいバンザイをする。考えごとに夢中になりすぎて、うっかり彼女がいることを忘れていた。思考が口からだだ漏もれしていた気もする。


    「さっきから言ってる、びすくって？　それに魔法って、本のなかの作り話じゃないの？　おかぁさんが魔法使いってほんとうなの??」


    「あ……」


    　今さらながらに口を押さえたシャルルは、断固として顔を背そむけた。


    「お前は知る必要のないことだ。いま聞いたことは忘れるがよい」


    「むぅ～っ！　あっ、じゃあランプの精霊さんへのお願い！　おしえておしえてっ？」


    「そ、それとこれとは……さすがに叶かなえられる願いとそうでないものがあってだな……」


    「ふぅ～ん……」


    　冷た～い目になったメイツェルは、窓に歩み寄りながら、妙なリズムを口ずさんだ。


    「約束やぶりのどろぼうさ～んは～えいへいさ～んに～首ちょんぱ～に～っ」


    「よしわかった教えよう！　だからそのよく響く歌声を収めたまえ、メイツェル！」


    「はぁ～いっ！　泥棒さん、だい好きっ！」


    　現金に喜ぶお姫さまだが、こちらは深いため息を禁じえない。


    　まあ、彼女自身に危険が及ぼうとしているのだから、完全に無関係とも言いがたいか……などと自分をごまかすことで罪悪感から逃避しつつ、本棚を散策。


    　やがて、国中の童話が収められた一角で足を止めた。


    「メイツェルよ。お前は《大魔女ゾフィ》のおとぎ話を知っているか？」


    「ゾフィ？　しってるよ！　『うそつき、ねぼすけ、なまけ者～優しくない子に片付けない子～お前のベッドにゾフィが来るぞ～お前の頭を喰くらいに来るぞ～！』って！」


    「そうだ。ゾフィはあらゆる物語に登場させられる有名な悪役。人でありながら人の体と心を持たないと言われる怪物……では、もしそれが作り話ではなく、実在していたとしたら？」


    「え？」


    「歴史の話をしようか」


    　唐突に話を変え、本棚を移動する。


    「我々の国は昔、数えきれないほどの小国が覇はを競う戦乱の大陸だった。昼も夜も剣けん戟げきの音が鳴りやまず、流れ落ちる血は戦場に池を作った。なにがそこまで彼らを駆かり立てていたのか……各国の指導者たちは、大陸を自みずからの手で統一するという妄もう念ねんに取りつかれていた。そんなときに現れたのが、ゾフィという正体不明の災さい厄やくだ」


    　カツンッと靴くつ底ぞこを鳴らして立ち止まる。


    「ゾフィはいかなる技術、理論でも説明のつかない不ふ可か思し議ぎな力によって、世界を破壊した。目的はまったく定かではない。まさしく、無差別な災厄として大陸を蹂じゆう躙りんしつくしたのだ。それぞれの国は自分たちの戦争を棚上げにして、ゾフィ討とう伐ばつのために手を取り合わねばならなくなった。そして同盟のなかで、もっとも偉大な働きをした十一の国が、こんにちまで続く各州とそれを治める公こう爵しやく家けの一族というわけだな」


    「ゾフィは……やっつけられたの？」


    「でなければ、世界はとっくの昔に終わっているさ。だが奴やつを滅めつするまで、被害は目を覆おおいたくなるほど甚じん大だい。いくつもの国がのみ込まれ、実に世界人口三割という恐ろしい数の人間が犠ぎ牲せいになった。戦いの爪つめ跡あとによって、人じん跡せき未み踏とうの魔境となってしまった地域も数知れず……」


    　メイツェルは剝むき出しの肩を抱えて、寒そうにしている。……ふむ、この辺りの詳細をあまり聞かせる必要もあるまい。シャルルは口く調ちようを切り替えた。


    「さて、一大戦争を経へた各国は、再び戦乱に突入するよりも、このまま連邦としてまとまったほうが合理的だという結論にようやくたどり着いた。だが……それでなにもかもが平和に収まったかと言えば、そうではなかった」


    「今度は……なにがあったの？」


    「権力争いだ」


    　メイツェルはピンと来ていないらしい。箱庭の姫ならば無理のないことか。


    「貴族たちの血脈をさかのぼれば、旧きゆう国こくの支配層にたどり着く。国法によって軍が解体され武力衝しよう突とつこそ起こらなくなったものの、彼らの《領土争い》は絶えることなく続いていたのさ」


    「具体的に、どんなことをしたの？」


    「怖い話をするぞ。暗殺や脅きよう迫はくだ。邪魔な者を排除し、欲しい物を奪い取る、貴族どもの忌いむべき悪習……。対立者に毒を盛った翌日、自分が背中から刺されていたという話も珍しくはない。州公たちは頭を悩ませた。領地を任せている配下が殺し合っていたら、いつまで経たっても国が発展しないからな」


    　ここまでは、調べる気になれば一般人でも知ることができる。


    　ここから先は、血塗られた世界の闇やみだ。


    「そんな彼らに、解決策を持ちかけた者たちがいた。『人形遊びをしませんか？』と」


    「人形遊び？」


    「彼らは魔術師と名乗り、人間そっくりの機械人形を提供した。人形に値段をつけ、競わせ、優ゆう劣れつをつけることで、貴族たちの代理戦争を行おこなわせようという試みだ。それは瞬またたく間に貴族階級に浸透し、成功を収めたと言ってよい。美しい人形と財産を交換し、強い人形に地位を[image: ]かけて戦わせる。直接的に手を穢けがすようなやり方は、水面下の深いところに鳴りを潜ひそめたのだ」


    「それは……いいこと、だよね？」


    「上流階級にとっては、な」


    　含みのある言い方をして、少女の首をさらに捻ひねらせる。


    「歌姫よ。国法の最上位原則、崇すう血けつ法ほうを知っているか？　身分制度を厳格に示したそれは、下層階級にとある税を課している。その名も《永えい久きゆう従じゆう属ぞく税ぜい》だ」


    「な、なに、それ？」


    「州公の要望した人材を家族から奉ほう公こうに出さなければならないという決まりだ。召し上げられた者は州公の所有物となり、家族との関わりを金こん輪りん際ざい断たなければならない」


    「ひど～いっ！　みんな嫌じゃないの？」


    「ところがそうでもない。この税が課されるのは身分制度の最下層だからな。公こう爵しやくに奉ほう公こうともなれば、それまでの暮らしとは比べものにならない待遇が約束されている。それが家族の負担を減らすことにもなるのなら……と。ほとんどの者が進んで召しよう喚かんに応じているようだな」


    「そ、そうなんだ……」


    「ところが、だ」


    　鋭するどい声で釘くぎを刺す。雰ふん囲い気きの変化に、メイツェルが息を呑のんだ。


    「妙な事実がある。従じゆう属ぞく税ぜいで奉公に出された者はそれ以来、公爵の屋敷にも、領地にも、どこにも姿を見ることがなくなる。いったい彼らはどこで働かされているのか？　そして人間そっくりに作られた人形の材料は、いったいどこから調達されているのか？」


    　メイツェルはきょとん、と翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見開いた。


    「え、えっと、じゃあ……『びすくの素そ体たい』っていうのは、つまり……？」


    「そう、お前の想像どおりだ。ジュエリー・ヴィスクは機械人形などではない。生身の人間だ！　人としての尊そん厳げんを奪われ、記憶と感情を封じ込められた憐あわれな人間なのだ！」


    　声が部屋中に反響した。太陽が雲に遮さえぎられ、薄暗い影が空間を満たす。


    　潮風がカーテンを翻ひるがえし、粘ねばりつくような空気をまとわりつかせてきた。


    「人間を人形にするなんて……できるの？」


    「魔術師ならばな。彼らは、そうだな……《ゾフィの子孫》と言えばわかりやすいか」


    「ゾフィの!?」


    　これだけでは説明が足りないだろう。すぐに補足してやる。


    「大魔女ゾフィが倒されたとき、奴やつの力をこのまま葬ほうむってしまうのは惜しいと考えた集団がいた。彼らはゾフィの力をほんの一部でも受け継ぐため、その死肉を……喰くったのだ」


    「たっ……食べちゃったの!?　ゾフィを!?」


    「ゆえに魔術師は家系なのだよ」


    　自分の左胸に手を当てて、続ける。


    「魔術師が魔力を使うとき、体のどこか一部分が、常人とは明らかに奇異な変化を見せる。その血に流れるゾフィの一部──ゾフィの魔ま骸がいが、異い形ぎようとなって顕あらわれるのだ」


    「ゾフィの、マガイ……異形って、どんなふうなの？」


    「たとえば耳が尖とがったり、鼻が異様に長くなったり、指が六本に増えたり……ああ、そういえば、この前闘った魔術師などは蛇へびのような尻しつ尾ぽが生えてきていたな」


    「……ねえ、それじゃあもしかしなくても、さっきふしぎな力を使ってた泥棒さんも？」


    　ここまで話しておいてごまかす必要もあるまい。左胸をとんとん、と親指でつついた。


    「いかにも、オレもまた魔術師の一員。そして要となる魔骸はここ──《魔女の心臓》さ」


    「心臓？　心臓が、ふつうの人とちがうの？」


    「そうとも。一見するとなんの変哲もないのだがな、こう、表面に奇妙な筋や瘤こぶがいくつも浮かんできて、まるで悪魔の手のひらが心臓を────ガッ!!　と」


    　びくっ、とメイツェルが跳び上がった。話しながら、握ったこぶしを勢いよくわし摑づかんでやったからだ。にんまりと笑いながら、続きの言葉をこぼす。


    「今にもつぶしてやろうと、握りしめているように見えるのだよ」


    「ほぇぇ……っ」


    　メイツェルは感心したように口を半開きにしたが……すぐに矛む盾じゆんに気づいた。


    「あれ？　でもでもおかしくない？　泥棒さん、どうして自分の心臓の形なんかわかるの？」


    「気づいたか。それはな、オレが博識の紳士シャルル＝クロウリーだからだ！」


    「おお～っ！　すごいすご～いっ！」


    　うれしそうに跳びはねるが、これで騙だまされるのは世間知らずのお姫さまぐらいだろう。


    　深く突っ込まれる前に、さっさと話題を戻した。


    「これで、この世界のシステムは理解したか？　公こう爵しやくは領りよう民みんから素そ体たいを集め、魔術師がヴィスクへと変える。貴族どもはそれらを用いて権力争いに没頭する……。お前が知らなかったように、魔術の存在は公爵をはじめとした、国のごく一部の人間によって隠いん[image: ]ぺいされている。奴やつらが明かすはずはない、貴族どもは興味がない、領民に気づくすべはない……」


    　シャルルは背中を向け、窓から壮大すぎる海を眺める。


    「この世界は歪ゆがんでいる。しかし、誰もそれにあらがうことができない。なぜなら、歪ゆがみはシステムそのもの、巨大かつ形なきものだからだ。それでも…………誰かが変えねばならない」


    「誰か、が？」


    「誰かが」


    　それをオレがなす──とは、さすがに軽々しく口にできなかった。その言葉は岩より重く、それでいて空気に触れた瞬間から、幻まぼろしのように儚はかないものになってしまう気がするから。


    「ねえ、泥棒さん。びすくにされた人を、元に戻してあげることって、できるの？」


    「可能だとも。人形の正式名称はジュエリー・ヴィスクというのだが、これは皮ひ膚ふに宝石が埋め込まれていることに由来している。この宝石は魔術師が霊的実体……精神機構……いや、心だな、心の働きを阻そ害がいするために打ち込んだ《楔リユーズ》なのだ。それを除去してやればよい」


    　あるいは……と、シャルルはシャープなあごに指を添え、思考を深めた。


    「リューズは魔力の結晶体だ。つまり製作者本人の魔ま骸がいを破壊できれば、分化された魔力もいっぺんに霧む散さんさせられるのかもしれないが……ううむ」


    「ふ～ん……ってことは、ぼくもいつかびすくにされちゃうのかなあ……」


    　振り返れば、歌姫はベッドで脚をぷらぷらさせていた。実感がないのかもしれない。


    「……お前は今、何歳だ？」


    「え？　もうすぐ十五歳だよ？」


    「あいつと同い年、か……」


    　シャルルの脳のう裏りに、十年前の情景がよみがえった。


    　ある日突然、父に連れられてきた白い髪の女の子。ブルーの瞳ひとみを不安そうに揺らして、ウサギみたいに首を縮めて、今日きようから主人になるシャルルの顔を、ぎこちなく見上げたのだ。


    　彼女も目の前の歌姫と同じだった。過去も家族もなく、美しさだけを求められた、器うつわ──。


    　ゴーティエは、探し求めたヴィスクの製作者。奴やつを問い詰めれば、システムの根こん幹かんに迫ることも可能だろう。ただし、彼女が「そろそろヴィスクにできる」と宣言している以上、下へ手たを打てば、美しく成長した年頃の歌姫は愛あい玩がん人形として売りに出されてしまう可能性が高い。


    　果たしてどうすることが、シャルル＝クロウリーにとって気高い生き方だろうか。


    　──決まっている。シャルルはベッドに歩み寄り、きゃしゃな肩に手を置いてやった。


    「メイツェルよ、最初のお願いの答えがまだだっただろう。今こそはっきり答えてやる」


    「え？　……泥棒さん？」


    「そうだ。オレは泥棒だ。ゆえに、お前の願いを聞き届けよう！　人喰くい帽子シャルル＝クロウリーは、歌姫メイツェルを盗み出し、この鳥かごから解き放って自由にしてやる!!」


    　大おお仰ぎように腕を広げる。まるでスポットライトのように、部屋に日差しが差し込んだ。


    「どろ、ぼう、さん……っ」


    「きっとそのためにオレはこの島へ導みちびかれ、きみに出で[image: ]あったのだ、メイツェル」


    　身に染みついた貴族の仕草で、淑しゆく女じよを誘うかのようにお辞儀をする。


    　するとどうしたことか、メイツェルのほっぺが、かああぁぁっと真っ赤かに染まった。


    「あっ、そっか……これが、そうなんだ……」


    「ど、どうかしたか？」


    　メイツェルは胸もとで両手を握りしめた。まるでそこに大切な宝物が生まれたかのように。


    「今までね、どれだけ本を読んでもわからなかったことがあるの。物語の女の子はみんな持ってるのに、ぼくだけは誰にももらえなかったの。それをいま、泥棒さんがくれたんだぁ」


    「そ、そうか？　特になにもやった覚えはないが……まあ、なによりだ」


    「うんっ！　ありがとね、泥棒さんっ！」


    　ベッドをぴょんと跳び下りて、シャルルの胸に飛び込んでくる。


    　ともかく元気を取り戻したようだ。それがなにより。この笑え顔がお以上に、望むものはない。


    　などと安心し、シャルルが肩を抱き寄せようとした──寸前。


    　かつんっ、かつんっ、と。


    　唐突に扉とびらの外から靴くつ音おとが聞こえてきて、ふたりは慌あわてて体を離した。


    「お、おい！　この塔とうに衛兵は来ないのではなかったのか！」


    「衛兵さんは来ないよ！　ファウルさんも来ないし、ここに来るのは……っ」


    「メイル・ゴーティエか！」


    　冷たい戦せん慄りつが背筋を貫つらぬく。悠然とした靴くつ音おとは、着実なリズムで部屋に近づいてきていた。


    「ど、泥棒さん！　とにかくどこかに隠れて！」


    「この部屋のどこに隠れる場所があると言うのだ！」


    　室内は広いが、身を隠す場所などありはしない。壁際を埋める本棚、きらびやかな鏡台、ベッドの下にスペースがあるならまだいいが、あいにくと寝台は短足だ。


    「こちらの窓は……っ」


    　部屋には窓が二か所ある。中庭に面したほうと、もう一つ。


    　しかし、そちらはカテドラルの背面側だった。窓の外は切り立った崖がけである。


    「駄目だ！　くそっ、このさい身を隠せればどこでもいいのだが……！」


    　そのときメイツェルが、はっとなにかに気づいた顔をした。


    　頰ほおがじわじわ染まり、やがて耳の先まで真っ赤かになる。決意したように、こぶしを握る。


    「ぼくが……ぼくが泥棒さんをまもらなきゃ……っ！」


    「メ、メイツェル？」


    「え、えいっ！」


    　なにを思ったが、彼女はスカートを思いっきりまくり上げた。


    　何重にも重ねられたペチコートまで、すべて。ふとももからショーツにかけて、これまでずっと大事にかくまわれていたセクシーラインが、今、怪盗の無遠慮な視線に蹂じゆう躙りんされる。
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    「ど、泥棒さん！　ここっ……入っていいよっ！」


    「な、なに……っ!?」


    「あっ……こ、こうしたほうが、もっと隠れやすい、かな？」


    　見とれていると、メイツェルはさらに大胆な行動に出た。なんと膝ひざを立てて、大きく脚を広げたのだ。まくりあげられたスカートは蝶ちようを誘う花のように、意識を陶とう酔すいさせるほど甘い香りを振りまく。シャルルの視線は、その魔ま性しようの花の中心に釘くぎ付けになった。


    　硬直するほどに観察してしまっていると、メイツェルが、がうっと吠ほえた。


    「みっ、見てばっかりいないで早くしてよぅ！　すっごく恥ずかしいんだからっ！」


    「い、いや待てっ！　確かにそのスカートのボリュームならば可能かもしれないが……」


    「おかぁさんに見つかっちゃってもいいのっ!?」


    　確かにほかの選択肢も、時間もなかった。ゴーティエの靴くつ音おとはもう扉とびらの目前である。


    「くっ、やむをえんか……お邪魔する！」


    　メイツェルの下半身に抱きついて、腰に腕を回す。ロングスカートがふわっと背中にかぶせられてきたが、本当にこれで隠れられているのか、外側の様子はさっぱりである。


    「ど、どうだメイツェルよ！　不自然ではないか？」


    『はひゃあっ！　そ、そんな、とこで、しゃべったら……だめぇぇ……っ！』


    「み、妙な声を出すなっ！　わかった、待て。なんとか無難なポジションを見つけて……！」


    『やぁぁっ！　だめだめだめっ！　あんまり見ちゃだめだよぅ！』


    　薄暗いなかでスカート越しに言い争っていると、ついに、こんこんと扉がノックされた。


    『入ってよろしい？』


    「は……はぁ～い！　どうぞ～！」


    　やたらと重じゆう厚こうな音がして、次いで閉まる音。やはりメイル・ゴーティエがやって来たのだ。


    「まあっ、どうしたのです？　お顔が真っ赤かですよ、メイツェル！」


    「な、なんでもないのっ。面白い本を読んでたら、つい……っ」


    「あらあら。相変わらず心の豊かな子ね！　メイツェルったら！」


    「えへへ～」


    　なんだ？　ずいぶん仲むつまじい母娘だな。と、シャルルは眉まゆをひそめた。


    　メイツェルはあの性格だからわからなくはない。しかしゴーティエにとっては？　メイツェルは、ただ大金に換わるだけの商品ではないのか？


    「先ほど、正門で騒ぎがあったようです。いよいよ人喰くい帽子が動き出したのかもしれません。いつどこから潜もぐり込んでくるかわかりませんから、決して油断してはいけませんよ？」


    　まさかその人喰い帽子が自分のスカートに潜り込んでいるとは言えないメイツェルである。緊張か羞しゆう恥ちか、むっちりと汗ばんだふとももがシャルルの頭を左右からロッキングしている。


    「ね、ねえおかぁさん。やっぱりお外に出かけちゃいけない？」


    「いけません。いつも教えているでしょう？　塔とうから出ていいのはコンサートの夜だけだと。特に今は、よそからのお客さまが島にお見えになっています。彼らがあなたにどんな心ないことをしてくるかわかりません。あなたに噓うそを教えて、騙だますかもしれません。この高い塔のてっぺんだけが、あなたが幸せに生きられる世界でたったひとつの場所なのですよ」


    「でも、でもっ……島の外にも、やさしい人はいるような気がするな」


    　歌姫の無む垢くな手のひらが、スカート越しにシャルルの背中を撫なでた。


    「その人は、ちょっとヘンだけど、とっても勇ゆう敢かんなの。少し悲しそうで、どこかつらそうで……それなのにぼくが困ってたら、「オレが助けてやる」って約束してくれたんだよ？」


    「……メイツェル、目を覚ましなさい。ここは空想の世界ではないのよ」


    　シャルルの全身がこわばった。魔女が身を乗り出したらしく、ベッドが軋きしむ音がする。


    「お母さんはね？　あなたのことが心配なの。あなたが元気で、いつまでもお母さんのそばにいてくれること、それだけをず～っと願っているの」


    「ほんと……です、か？」


    「本当よ。いい子のメイツェルは、お母さんのことを疑ったりはしないはずよね？」


    　魔力の気配がした。


    　シャルルの背筋がすっと冷たくなる。母娘の声こわ音ねが、がらりと色彩を変える。


    「は、はい……ぼくは……わたしは、お母さまのことを……疑いません」


    「素敵よ、メイツェル。外の世界のことなんか、忘れてしまえるわよね？」


    「忘れます……お母さまのいるこの島だけが……わたしの生きる場所なのです……」


    　なんだ？　なにが起こっている!?


    　メイツェルの声からは感情が抜け落ちている。明らかに正気を失っている様子だ。まさかゴーティエからなんらかの……洗脳か催さい眠みんに類する魔術でもかけられているのだろうか？


    　奴やつの魔術を見極めるチャンスだ！　少しでも外の状況がわからないだろうか……。


    　シャルルは精いっぱい首を捻ひねろうとした。するとどうだ。持ち前の黒髪が、ふとももからレディのもっとも敏感なラインまでをしゃわしゃわしゃわしゃわっとなぞり上げてしまい──。


    『ふにゃああっ!?』


    　メイツェルの声と体が跳びはねて、ベッドが盛大に揺れた。


    「ど、どうしたのですか!?　突然おかしな声を上げて……！」


    「ななっ、にゃ、なんでもないのっ！　そ、それよりねっ、おかぁさん！」


    　無む邪じや気きな娘の声が、母親の体を押し返す。


    「そろそろお昼だよっ？　ぼく、おなかすいちゃった！　おかぁさんのご飯が食べたい！　おかぁさんの作ってくれるご飯、とってもおいしいもの！」


    「あらあら、甘えんぼうね？　それじゃあ……下の階でお昼ご飯の準備をしましょうか。可愛いメイツェル、お母さんの手を厨ちゆう房ぼうまで引いていってくれるかしら？」


    「は、はぁ～い！」


    　ベッドが二、三度、大きく軋きしんだ。ゴーティエと、続いてメイツェルがベッドを下りようとしているらしい。もはや恥もためらいも後回しなのか、ふとももやヒップがむぎゅぎゅ～っと顔中に押しつけられてくる。スカートが全身を撫なでていき、やがて視界に外の光が戻ってきた。


    　床ゆかへ降り立つや否いなや、メイツェルはすばやく母の背中に取りつき、


    「まあまあ、そんなに押さないでちょうだいな。お母さんが転んでしまうわ？」


    「えへへ～っ、だっておかあさんのごはんが待ちきれないんだもんっ！」


    「あらあら、困った子ね。ふふっ」


    　ぐいぐいと押して、部屋から出ていく。シャルルをゴーティエの視線から隠すようにすばやく扉とびらを閉めようとして、その寸前、ほんのわずかに開いた隙すき間まから目が合った。


    　かああっ……と頰ほおを上気させ、スカートを押さえ込む。まるで、まだそこに甘いしびれが残っていると言わんばかりの色っぽい仕草を見せて、慌あわてた様子で扉を閉じる。


    　ふたり分の靴くつ音おとが階段を下っていって……シャルルはようやく体を起こすことができた。


    「ふ、不ふ可か抗こう力りよくというやつだ。わざとではない……」


    　いもしない相手に言い訳してから、ぶるぶると頭を振る。雑念をしっかりと払い落とし、あらためて、先ほど聞いたやり取りを思い出した。


    　言い聞かせるような母の声と、それに妄もう信しん的に従う娘の声。もしやメイツェルは、催さい眠みん術じゆつかなにかで心を惑わされているのかもしれない。


    　心の抑よく圧あつ、自由な思考の制限、その行き着く果ては…………。


    「……急いだほうがいい。準備が必要だな」


    　決意を新たに、庭園に面した窓に歩み寄る。


    　ここから街へ戻るには、オテンバな姫のやり方に倣ならうしかあるまい。ゴーティエは塔とうの階下にしばらく留とどまるだろうから、あと注意すべきは点在する巡回の衛兵たちだ。


    　ベッドの下から結むすんだシーツを引っぱり出し、ビシッと音を立てて握り込む。気力は充分。脱出ルートもだいたい頭に入っている。──しかし、どうしても看過できない問題がひとつ。


    　そう、いくら汗水たらして塔を降り、衛兵たちの監視をくぐり抜け、決死の思いで唯ゆい一いつの脱出路、地下室から廃棄された外階段までたどり着いたところで──。


    「さて、そこからはどうしたものか……」


    　床が大きく崩ほう落らくしていて、市街地のほうへ戻れないのである。


    　いや、よしんばこの障害を越えられたとしても、街には人目があふれている。本来は案内人抜きで行動してはならない旅行者の身。見とがめられずに宿までたどり着けるかどうか……。


    「とは言え、手をこまぬいてばかりもいられぬな……ぐずぐずしていたら日が暮れてしまう」


    　意味はないが、ついつい懐かい中ちゆう時計を確認してしまう。もちろん時刻を知らせてはくれず、針は無情にも12時で固定されたまま──だと思っていたのだが。


    　きちっ……と。十分の一秒にも満たないが、秒針がわずかに動いたではないか。


    「な、なに？　まさか、ということは、近くに──」


    「ご主人さま！」


    　想像どおりの声が響いた。見下ろせば、先ほどの魔ま獣じゆうもかくやという敏びん捷しようさで、銀髪の少女が崩ほう落らくした足場を駆かけ上がってくるではないか。


    「アンティーク！　お前っ、なぜこんなところに──うおっととっ！」


    　メイド服がひときわ大きく跳躍したかと思うと、着地する勢いのままシャルルに飛び込んできた。頼りない体力でからくも受け止めたが、思いっきり抱きすくめる体勢になる。


    　抱き合うふたりの挟はざ間まで、少々荒っぽくがちんっ！　と、歯車のはまる幻げん聴ちようがした。


    　よどんでいたなにかが洗い流されるような快感を抱きしめながら、愛いとしの従者を見下ろす。


    「アンティーク？　どうした？　どうしてこんなところに来たのだ？」


    「……う」


    「う？」


    「うぅ……う、ぅっ……うぅ～～……」


    　……非常にわかりづらいが、このうなり方は、おそらく。


    「……すまない、心配をかけてしまったな」


    「いなくなっちゃ、やです……もうぜったいに離れませんから……っ」


    「よしよし。わかってるさ。何時間もほったらかしにして悪かった」


    　あらためて懐かい中ちゆう時計を掲かかげてみる。こうしてアンティークとの接続を果たし、秒針は少しずつ増加していた。ややペースが速いのは、彼女の鼓こ動どうが高まっているからか。


    　気分を和なごませてやろうと、シャルルは明るい口く調ちように切り替えた。


    「しかし、いくら心配だったからといってむちゃをする！　黙って監視を抜け出してきてしまったのか？　ははっ、マルクス少年の憤ふん慨がいする顔が目に浮かぶな！」


    「……いいえ、ご主人さま。監視はすでに外れています。今はそれどころではないのです」


    　ぎゅっと、いっそう強く首が抱かれた。さすがのシャルルも態度を改める。


    「……どういうことだ？　街でなにか起こったのか？」


    「殺人事件です」


    　びゅう、と強い風が吹く。潮の香りに混じって、どこか鉄[image: ]さびの臭においが漂ただよう。


    「……誰が死んだ？」


    　慎重な声こわ音ねで訊たずねると、耳もとにある桃もも色の唇くちびるが、ナイフのような言葉を紡つむいだ。


    「来訪者の──半数以上です」

  


  
    ＣＵＲＴＡＩＮ：Ⅲ　～鳥かごを血に染めて～


    



    　事件現場は市街地より四○○メートルの沖、堤てい防ぼうに設しつらえられたリオネ・ダユー駅だった。馬車は動いていなかったが、すでに住民たちが人だかりを作っている。若い女性や子供の姿は見えないが、それでも一○○人近い規模だ。それら全員が、改札前でせき止められていた。


    「そこどいてください！　事件現場をよく確かめないと……！」


    「許可できません。それは我々の役目であります」


    「まだ助かる人がいるかもしれないじゃないですか！　あそこには知り合いもいるんです！」


    　最前列で衛兵に詰め寄っているのは、正義感あふれる我が幼おさななじみだった。ひとまず彼女の無事にほっと安あん[image: ]どしつつ、シャルルとアンティークは人波を縫ぬって近づいていく。


    「──ｒｅｌｏａｄリロード」


    　小声でつぶやき、アンティークのおかげで回復した魔力を、わずかに解放。


    　ほのかな青白い輝かがやきをすべて両眼に集中し、ポシェットの肩に手を伸ばした。


    「やあ、ポシェット。そんな大声を出してどうしたんだい？」


    「シャ、シャル！　どこ行ってたのよ！」


    　彼女の肩を抱いておいて、衛兵に視線を移す。瞳ひとみの動きに連動し、青白い軌き跡せきが走る。


    「僕の連れが、なにかご迷惑をおかけしましたか？」


    「ご心配なく。我々は現場を保守せよとの命令を受けているだけです」


    「それはご苦労さま。しかし、さすがにお疲れでしょう。お眠りになってはどうです？」


    「え？　……あ…………？」


    　直後、衛兵の膝ひざが崩れ落ちる。視線を介し、誘眠魔術が脳に飛び込んだのだ。


    　流れるような足取りで、シャルルは人垣から飛び出した。


    「あっ!?　お、お待ちを……っ！」


    　ほかの衛兵たちの制止を無視して走る。アンティーク、ポシェットがそのあとに続いた。


    　プラットホームに近づくにつれ、血の臭においが際限なく濃くなっていく。それもさもありなん、と思わせる光景が、たどり着いた先に広がっていた。


    「これは……ひどいな……っ」


    　線路にはシャルルたちを運んできた長距離列車が停車していた。その先頭車両が……おびただしい血にまみれている。乗降口付近に死体が山となっているのだ。ほとんどは鉄道会社の制服やツナギ姿だったが、ひとりだけ動きやすそうな旅装に身を包んだ青年が混じっていた。


    「ユ……ユージーン!?」


    　昨夜までの、彼の無事な姿がフラッシュバックする。乗り合わせた同じ馬車、同席したオペラ座……決して友好的だったとは言いがたいが、このような惨さん状じように冷静ではいられない。


    　急いで傍かたわらに膝ひざをつき、鼓こ動どうを確認する。


    　──心臓は動いていなかった。


    「そんな……どうして……こんなことに……っ」


    「ご主人さま、ほかの死体を見てください」


    　顔を青ざめさせているポシェットとは対照的に、アンティークは粛しゆく々しゆくと事件現場を確かめていた。乗務員たちの手のひら、そして傷口を指さしている。


    　奇怪なことに、死体の手にはそれぞれ、テーブルナイフやスコップなどが握られていた。


    「凶器はこれらです。状況的に見て、同士討ちを行おこなったとしか考えられません」


    「同士討ちだと……？　バカな！　なぜそんなことが起こりえるのだ！」


    　叫びはむなしく、吹き抜ける潮風にさらわれていく。日暮れが近いため、満潮が迫っている。粘ねばつくような湿り気を帯びた風が、構内には渦巻いていた。


    「き、きっと奴やつら、もう帰れねえって、絶望したんだ……！」


    　振り返ると、中年の記者たちをはじめ、ほかのやじ馬たちも追いついてきていた。


    「もう俺おれたちゃ、どうすりゃいいんだ……っ。車掌も、機関士も、運転士も、みんな死んじまった！　これじゃ線路が直っても、本土に帰れねぇじゃねえか!!」


    「いや、きっとあれだよ……パペットなんちゃらに感染しちまったんだ……！」


    「そっ、それじゃ俺らも、いつかああなっちまうってのか!?」


    「やめてくれ！　やめてくれ！　想像もしたくない!!」


    　パニック寸前である。記者たちの恐きよう慌こうはさざ波のように、他の野や次じ馬うまたちにまで伝でん播ぱしていく。騒ぎがプラットホームを満たそうとした、そのときだった。


    「──みなさま。どうかお静かに」


    　人垣が割れ、ワインレッドの髪を持つ美青年が歩み出てきた。


    　ゴーティエの秘書、ファウル氏である。鷹おう揚ように構内を見回す彼の姿に、シャルルの脳がまたちくりと刺激された。うきあしだつ記者たちに向き合い、


    「魔女さまの代理として申し上げます。住民のみなさんは、直ただちにそれぞれの家にお戻りなさい。そして旅行者のみなさま。みなさまもどうか、宿のほうへ」


    「こっ、こんな状況でのんきに寝てろってのか!?」


    「今夜はみなさまの護衛に衛兵をお貸しいたします。ご希望であれば、医師による診察も可能です。可能な限りの配慮をいたしますゆえ、どうか……」


    「むっ……そこまで言うのなら、まあ……」


    　しぶしぶ頷うなずく記者たち。ファウルも頷き返し、最後は衛兵たちに顔を向ける。


    「衛兵諸君、職務を果たしなさい。駅を閉鎖し、死者のみなさまを共同墓地へ埋まい葬そう。列車の清掃も手分けして行うのです」


    「えっ!?　ちょ、ちょっと待ってください！」


    　衛兵が了解する前に、ポシェットが食ってかかった。大量の死体を示し、


    「これは明らかに異常事態です！　死体を含め、調査をするべきじゃないんですか！」


    「必要ありません。なぜなら理由は明白……彼らはパペット症しよう候こう群ぐんに侵おかされてしまったのです。ああっ、わたくしどもにできるのはただ、冥めい福ふくをお祈りすることのみ……」


    　どこか芝しば居いじみた態度である。ポシェットは取り合わず、ポケットから徽き章しようを取り出した。


    「それなら、わたしに調査を任せてください！　わたしは──」


    「やめろ！　ポシェット！」


    「わたしはこれでも騎士警察なんです!!」


    　ざわっ！　と。騒然となったのはやじ馬と、中年の記者たちだ。


    　ファウルは──その超然とした美び貌ぼうを、わずかたりとも動かさなかった。


    「……ええ、もちろん存じ上げていますとも。プリムローズ隊の筆頭騎士殿」


    「えっ？」


    「確かあなた方が騎士権限を発動できるのは、人喰くい帽子が関与する事件のみにだったはず。要するにあなたは、愛いとしのシャルル＝クロウリーさまがこれを行おこなったのだとお考えで？」


    「か、彼は絶対にこんなこと……っ！」


    　したり、と。ファウルは優雅に微ほほ笑えんだ。


    「では、今のあなたはなんらの権限も持たないひとりの少女というわけですね？　どうかこのような事件など気にせず、素敵な旦だん那なさまと旅行の続きをお楽しみになってください」


    「……っ」


    　言い返せなかった。肩を震わせる彼女と並び、シャルルはワインレッドの秘書を見み据すえる。


    「失礼ですが、我々はどこかでお会いしたことは？」


    「ないはずです。あなたの美しい金色の瞳ひとみ、ひと目見たら決して忘れる気がしません」


    「……そうですか」


    　やはり気のせいである。自分がリオネ・ダユーを訪れるのは、間違いなくこれが生まれて初めてだ。ゴーティエの秘書と関わる機会など、これまでありえたはずがない。


    「行こうか、ポシェット……顔色が悪そうだが」


    「ほっといてよっ……ひとりで帰れる」


    　差し伸べられた手を無視して、彼女はひとりで歩いていってしまう。やじ馬が自然に割れて道を作ったが、一○○人近い視線がすべて、揺れるチェリーピンクの髪に集中していた。


    　孤島の民、本土の記者たち、彼らはそのまなざしにどんな思惑を込めているのだろうか？


    　──胸騒ぎがする。もう一刻の猶ゆう予よもないと、胸の内側でなにかが急せかしている。


    「ああっ、僕の可愛いヴィスク！　悲しい事件に胸を痛めているんだね！」


    「は？」


    　シャルルは大おお仰ぎように腕を広げ、アンティークを抱きすくめた。白銀の髪に唇くちびるを埋める。


    「……ちょっと、なんなのですか」


    「今夜、歌姫を盗み出す」


    「──っ」


    　ぴくっと反応し、アンティークも抱きしめ返してくる。人波が過ぎていくのを待ち、衛兵たちの視線を確認する。甘えるような演技で、シャルルの耳に唇くちびるを埋めてきた。


    「ご主人さま、意味がわかりません。不老の魔女の[image: ]なぞを探るという目的はどうなったのですか」


    「わけはあとで話す。準備しておけ。仕事を終えたらすぐにこの島から脱出するぞ」


    「……仰おおせのままに」


    　ぱっと体を離し、手をつないで歩き出す。


    「さあ、帰ろう！　許婚いいなずけ殿をひとりきりにはできないからね！」


    　駅から出ると、空の彼方かなたからねずみ色の雲が押し迫っているのが見て取れた。


    　今夜は雨が降りそうだ。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　雨雲は日暮れ過ぎには空を覆おおい尽くし、石畳にぱらぱらとした水滴を降り注がせた。灰色の街並みが雨にぬれ、どこか物悲しい景色をつくり出す頃……ポシェットは宿に帰還してきた。


    「あっ！　か、帰ってきた！　あの女の子だろう!?」


    　途端に聞こえた声に、足を止める。宿は一階がバーとレストランを兼ねており、そこにたむろしていた中年の記者たちが次々に詰め寄ってきたのだ。


    「おいあんた、騎士警察なんだってな！　この状況をなんとかしてくれよ！」


    「本土の警察に連絡は取れねえのかい!?」


    「俺おれたちゃあ、もう不安で不安で仕方ねえんだ！　騎士さまなら助けてくれ!!」


    「えっ……えっと、その……」


    　まるで壁のように行ゆく手をふさがれ、思わず後ずさる。しかし背後は閉じられた扉とびらだ。


    「……ごめんなさい、お力になれません。わたしはプリムローズ隊という、見習いで……」


    「見習いだからなんだ！　俺たちゃあそんなことを聞いてんじゃねえんだ!!」


    「で、ですからっ。わたしも捜査をしたいのはやまやまなんですけど、その権限が……！」


    「どうかしたかい？　ポシェット」


    　声は、いつの間にか背後に立っていたシャルルである。いつドアを開けて帰ってきたのか、誰ひとりまったく気づかなかった。記者たちが気け圧おされたように後ろへ下がる。


    「な、なんだいお前さんは!?」


    「ご存じでしょう？　彼女の許婚です。僕の恋人になにか御用ですか？」


    「か、関係ねえ奴やつはすっこんでろい！　俺たちゃ騎士のお嬢ちゃんに話があるんだ！」


    　ふう、とため息をついて、シャルルは胸ポケットから徽き章しようを取り出した。


    「黙っていたのですが、実は僕は爵しやく位いを頂いているのです。そして騎士警察であるということは、もちろん彼女もね。あまりみなさんの不ふ敬けいが過ぎるようであれば、この場で独裁権を行こう使しすることもできるのですが……どうしますか？」


    「ぐっ……」


    　記者たちは押し黙った。手のひらをシッシと振ってやると、おとなしく道を譲ゆずる。


    　ポシェットの肩を抱いて、歩き出す。途中でカウンターに寄り、バーテンダーに金貨をじゃらじゃらと渡してやった。


    「記者のみなさん、僕のおごりです。好きなだけ飲み食いして溜りゆう飲いんを下げてください」


    　それでは、と気き障ざったらしくウインクをして、身を翻ひるがえす。すでにレストラン中の視線を集めてしまっていた。記者たちはまだぶつくさと愚ぐ痴ちっていたが、引き止めようとはしない。


    　最上階の自室に引っ込んだ直後、ポシェットは堪こらえ切れなくなったように駆かけ出した。ダブルベッドに飛び込んで、枕まくらに思いっきり顔を押しつける。


    　うつ伏せになったまま、しばらく動かなかった。


    「……う………ぅぅっ……！」


    「……泣いているのか？」


    「泣いてないし!!」


    　ぎゃうっとうなって、ポシェットは顔を上げた。そうは言いつつ、目もとが赤い。


    「やれやれ……だから言ったではないか、身分を明かせば面倒なことになると」


    「でも、だからって！　こんな大変なことが起きてるのに隠れてなんかいられない！」


    「しかし、そうやって飛び出していったところで何もできなかったではないか」


    　うぐっ……とポシェットは喉のどを詰まらせた。涙を隠すように、再び枕に顔を押しつける。


    「こんなんじゃわたし、いつまでたっても…………」


    　聞き取りづらい声で、何かつぶやいている。これはもう、下手になだめるより好きなだけ愚痴らせたほうがいいかもしれない。シャルルは持参したボトルをグラスに傾けた。


    「とりあえず起きろ。水を飲むか？」


    「……のむ」


    　泣き腫はらした赤い顔で起き上がったポシェットは、差し出されたグラスをひと息にあおる。


    　そして盛大にせき込んだ。


    「けほっ！　こほっ！　……ちょっとこれ、シャンパーニュ・ポルカじゃない！」


    「よく気づいた！　そうとも、つい懐かしくなってしまってな。カウンターに寄ったついでに購入してきてしまったのだ」


    　シャンパンの一種である。アルコールは一切含まれていないが、原材料の蜜みつ葡ぶ萄どうがほんの微弱な酩めい酊てい効果を引き起こすのだ。「ジュースのような口当たりで酔いに似た感覚を味わえる」として、背伸びしたい年頃の子供たちに愛あい飲いんされているシャンパーニュ・ポルカだが……なかには蜜みつ葡ぶ萄どうの効果が強烈に作用してしまう者もいるようで。


    　ピンク髪の彼女にはシャンパーニュ・ポルカを舐なめさせてはいけない、というのが、幼おさななじみたちの共通認識だった。


    「信じらんない！　サイアク！　いっひゃい、どういうつもりじぇ……ひっく！」


    　ポシェットは早くもろれつが回らなくなってきていた。目つきも危あやうい。


    「ふふっ……あいかわらず弱いな。もう酔ってきたのか」


    「あなたの、しぇいでしょぉ！　にゃに、考えてんのよ……っ」


    「別になにも企たくらんでなどおらぬ。オレはただ、このさい言いたいことは遠慮なく吐き出してしまったほうがいいと思っただけさ。──ほら、どうだ。もう一杯」


    「いらないわよっ！」


    　二杯目を注そそいだグラスから、ぷいっと顔を背そむけてしまう。


    「やれやれ、強情だな」


    　代わりにグラスに口をつけながら、シャルルは気を引き締め直す。どうやらこの勝負、かなりの長期戦になりそうだ、と。うまいこと彼女を泥でい酔すいさせられるか、どうかが──。


    　人喰くい帽子の仕事が成功するか否いなかの、最大の鍵かぎなのだから。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「──というような勝負が、宿では今まさに繰り広げられているわけだ！」


    　シャルルの声が、高い天井にこだました。


    　無人の礼拝堂に、踏み出すブーツが歩幅の広いリズムを刻んでいる。外がい套とうに飾られた金細工がしゃらんしゃらんと歩みを彩いろどり、シルクハットには鮮せん血けつの毒花が咲き誇っている。


    　隣を歩くのはもちろん、蒼あお薔ば薇らのゴシックドレスをまとったアンティークだった。


    「はあ。その勝負にいったいどのような意味があるのですか」


    「無論、ポシェットを眠らせたら、無抵抗のうちに本土まで連れ帰ってやろうという魂こん胆たんだ！　名付けて、『気になるあの子をお持ち帰り』大作戦！」


    「ネーミングが最悪かと」


    　宿にいるシャルルは、分身魔術で創り出された写し身だった。本体はこうして、照明の絞られた夜のカテドラルに潜入中。侵入経路は昼間メイツェルに教えてもらったとおり。加えて隠おん密みつ魔術を使っているため、巡回の衛兵を気にする必要もまったくない。


    　従者のありがたみを嚙かみしめていると、当の本人が冷たいまなざしで言った。


    「お持ち帰り作戦は結構ですが、肝心の島から脱出する方法について、なにか考えはあるのですか？　ご主人さまとアンと、ポシェットと歌姫で、四人もいるのですよ？」


    「ふむ。しかし線路が崩れているといっても、せいぜい数十メートル程度だったろう？　レディの三人ぐらい、このシャルル＝クロウリーがなんとかしてみせるさ」


    「アンたちはなにより、魔女ゴーティエを追い詰めることに専念すべきではないですか？　予想が正しければ、彼女はようやくたどり着いた旅の目的……ヴィスクの製作者なのでしょう？」


    「たいして手間は変わらんさ。大事な商品が盗まれたとなれば、ゴーティエも動き出さざるをえないだろう。奴やつから情報を貰もらうのは、メイツェルの安全を確保してからでも遅くはない」


    「……ですか」


    　ふいとそっぽを向いて、ささやく。


    「案内人の子と縁が切れたと思ったら、あっという間に別の女の子と……」


    「ひ、人聞きの悪い言い方をするな！　人を年中発情期みたいに」


    「どこが違うのですか？　歌姫ばかりか、ポシェットまでお持ち帰りしようとしてるくせに」


    　雪のように静かな彼女の声に、ときおり雹ひように似た痛々しさが混じる。


    「おかしな話ではないですか。ポシェットはシャルを逮たい捕ほしようとしているのに、シャルのほうはポシェットを守ってあげようだなんて」


    「何を言う。たとえ敵対していようとあいつはオレたちの大切な幼おさななじみではないか、なあ？」


    「そう……ですね」


    　また歯切れが悪くなる。ポシェットのことになると、彼女はたまに明めい朗ろうさを失うのだ。


    「前々から気になっていたのだが……お前、ポシェットに対してどこか遠慮がないか？」


    「……アンは、どうしてもポシェットのことを好きになれないのです」


    「えっ……」


    　わりとショックである。思わず足を止めてしまう。


    「な、なんだと？　つまり、今まで嫌々付き合っていたということか？」


    「いいえ、ご主人さま。勘違いなさらぬよう。アンはアンなりにポシェットのことを愛しています。……それでも、素直に好きとは言えないのです。もやもやが邪魔をするのです」


    「……よ、よくわからんな。だが少なくとも、ポシェットのほうは純粋にお前を大事に想おもっているはずだ！　あいつはそういう表裏を使い分けられる奴ではない」


    「そうでしょうね。だから余計にです。……ポシェットのほうは、アンのことを敵とも思っていない。昨夜のホテルではっきりしました。……それがとても、悔くやしいのです」


    　声はどんどん小さくなり、鈴虫の鳴き声よりも聞き取りづらくなる。


    「……ふたりは貴族で、アンはどこの何者とも知れないただの召し使いで、並んでるふたりはとってもお似合いで。ポシェットが本気になったら、きっとアンはすぐにお邪魔虫で……」


    「ア、アン？　大丈夫か？」


    「アンはポシェットの妹じゃありません」


    　突然はっきりと宣言して、こちらを見み据すえてくる。


    「シャルの妹でもありませんから」


    「う、うむ。よくわからんが……」


    「わかりませんか。だからご主人さまはぷっぷくぷーなのです」


    「ぷっぷくぷーとは何事か！」


    　靴くつ音おとが響いた。ランタンを掲かかげた制服姿が上層階から降りてきて、隠おん密みつ中の怪盗に気づくそぶりもなく素通りしていく。いよいよシャルルたちの目的地が近づいてきたのだ。


    「話の続きは仕事を終えてからだ。行くぞ」


    　礼拝堂を越えれば、いよいよ上層階である。ここにあるのは庭園と、回かい廊ろうと──扉とびらの閉ざされた一本の塔とうのみ。根もとに立って最上階を見上げ、指先で狙ねらいをつける。


    「アンバースデイ」


    　ぱちんっと指を鳴らすと、白煙とともに銀製のハーネスが出現。窓枠にがちりと固定される。


    《存在しない誕生日アンバースデイ》のプレゼントはあくまで一時限りの模造品だが、侵入には充分だろう。


    「さあ、仕事も大詰めだ。イート・ミー」


    　かちん！　と針が忙せわしく逆回転を始め、身体能力が跳ね上がる。軽く地面を蹴ければ、翼が生えたように空へと舞い上がった。外壁の出っ張りを蹴り飛ばし、飾りの彫刻に足を乗せ、外がい套とうを翻ひるがえしながらさらに跳躍。十秒もかからずに最上階までたどり着き、ハーネスを捉とらえる。


    　アンティークといちど頷うなずき合い、ステッキでこんこんと窓をノックした。


    　すぐに内側から物音がして、かちんとロックが外された。窓を開き、室内に降り立つ。


    　部屋にはなぜか灯りもなく、闇やみが満ちていたが、この奥にメイツェルがいるはずだ。


    「待たせたな、オレの人魚姫！　泥棒さんが迎えにきたぞ！」


    「お待ちしておりましたわ、シャルル＝クロウリーさま。お[image: ]うわさどおり素敵な帽子ですこと」


    　返ってきた声は──歌姫のものではなかった。


    　成熟さとみずみずしさを備え、けれどある種の老ろう獪かいさをも潜ひそませる、アンバランスな響き。


    「メイル……ゴーティエ!?」


    　目が闇に慣れてくる。魔女は毒々しい紫し紺こんのカクテルドレスで着飾り、優雅にベッドへ腰かけていた。その傍かたわらで肩を抱かれているのは、叱しかられた幼おさな子ごのようなメイツェルだ。


    「ごめんなさい、泥棒さん……ぼく……っ」


    「愚おろかですわ、かの人喰くい帽子ともあろうお方が。このわたくしが、まな娘の悪わる巧だくみに気づかないとでもお思いでしたかしら？」


    　メイツェルのあごを摑つかみ、無理やりに上向けさせる。


    「いけない子ね、メイツェル。お母さんが大事に育ててきたっていうのに、男をたぶらかして家出を企くわだてるなんて。いったいあの男を籠ろう絡らくするのに、どんな手を使ったのかしら？」


    「やめろッ！」


    　反射的に口を出してしまってから、ぐっと押し黙る。一度身を引き、呼吸を落ち着かせた。


    「──ふっ、ふっはっはっはっは！　黄たそ昏がれの君、なにをそういきり立っているのかね？　ごらん、今夜は満月だ！　亡霊すら寝静まるなか、散歩としゃれこむのも一興じゃないか！」


    「そのくだらない演技は結構ですわよ、シャルル＝クロウリー」


    　確信を込めた声が、剣のように突きつけられた。


    「ひと目で気づきましたわ。あなたは心を失ってなどいない。目的に応じていくつかの仮面を使い分けているだけ。そのような真ま似ね、切れ者でなければできるはずがありませんもの」


    「くっ……！」


    「フェリシアンか、ユージーンか。人喰くい帽子はどちらかだと思っておりましたの。片方は勝手にくたばって、本命がこうしてのこのこ姿を現してくれたんですもの。リオネ・ダユーの平へい穏おんのため、これで心置きなく……ぶっ殺せるというものですわ!!」


    　四方から殺意が押し寄せてきた。部屋の暗がりから、次々と新たな影が出現したのだ。


    『ガルルッ……ガルルルアァ!!』


    　獣けものたちである。しかし、体の構造が異常だ。馬車並みの体格を持つライオンに、かぎ爪づめが鎌かまのように伸びた大おお鷲わし。筋肉がはちきれんばかりの熊と、見上げるほどの大きさの大だい蛇じや。どいつもこいつも理性を失った血色の瞳ひとみをしていて、体毛や体表が見る影もなく変色している。


    　ルージュを引いた唇くちびるを引き上げ、ゴーティエは妖よう艶えんに脚を組んだ。


    「うふふっ、衛兵たちをやり過ごして安心しておりましたかしら？」


    「とんでもない。列車であなたの魔ま獣じゆうを見てから、何か切り札があるはずだと思っていたよ」


    「……？　列車？」


    　訝いぶかしげに、小首を傾かしげる。演技でもなさそうだ。


    　知らないのか？　と内心で眉まゆをひそめる前に、魔女はすらりと腕を振り上げる。


    「まあ、よいですわ。これであなたはチェックメイト。島の平穏が守られるのです！」


    　直後、窓から人影が飛び込んできた。


    　蒼あお薔ば薇らのドレスが翻ひるがえり、小柄な少女が着地する。手のひらがシャルルを押しとどめた。


    「メイル・ゴーティエ……ご主人さまには指一本触れさせません」


    「……あなたは……」


    　ゴーティエの柳りゆう眉びが、怪け[image: ]げんそうにひそめられた。


    「ヴィスクではない……？　ではあの身体能力と、頭部の薔薇はいったい……」


    「ご主人さま、抜ばつ剣けん申しん請せいいたします」


    　アンティークは軽くこちらを振り返った。シャルルはうむ、と頷うなずき返す。


    「いいだろう、お前の全武装を許可する。肉を裂き血を飛ばし、思うまま暴れ回れ」


    「仰おおせのままに」


    　ゆらり、と彼女は前を向く。青白い戦意が立ち上り、まとうオーラは氷点下まで下降する。人形めいた全身から極限のプレッシャーがほとばしり、みし、みし、みしと塔とう全体を軋きしませた。


    　さすがのゴーティエもぞくりとしたものを感じたようだ。慌あわてた様子で腕が振り上げられ、


    「わたくしのしもべたち！　罪人どもを食いちぎりなさ」


    



    　ゴッ!!　と。


    



    　言い終わらないうちに、アンティークは初しよ撃げきを叩たたき込んでいた。ポジションはこのときすでに、剛ごう腕わん熊ぐまの懐ふところ。神しん速そくを発揮して、矢のように肘ひじをえぐり込む。


    「……はッ」


    　かすかな気勢に重なり、猛烈な打撃音。分厚い胸板にこぶしがはじけ、衝しよう撃げきが内部で爆ばく裂れつする。とどめの蹴けりを突き刺してやれば、ビリヤード・ショットのごとく壁まで吹き飛ぶ。


    　巨体に応じた、物凄すごい激突音。冗談じゃなく部屋がぎしぎしと揺れ、何冊もの本が棚から落下する。剛腕熊がうつぶせにぶっ倒れれば、地震のような衝撃が床ゆかを舐なめた。


    　さすがにゴーティエは腰を浮かせていた。天てん蓋がいの支柱にすがりつき、


    「なっ……なな、なんですの、この力は……！」


    「ああ、ゴーティエ殿。ひとつ言い忘れていたがな」


    　悠然と窓枠に腰かけ、シャルルは告げる。


    「オレのメイドはめちゃくちゃに強いぞ」


    　ビュッ──と空気が揺れた。蒼あおい風が二、三度壁を蹴り、鎌かま爪づめ鷲わしの背後を取る。


    「──堕おちて」


    　稲いな妻ずまのような轟ごう音おん。垂直に叩きつけられ、床が放射状に砕ける。アンティークは蹴りを振り抜いたまま回転し、軽やかに天井を蹴る。瀕ひん死しの鷲は、苦し紛まぎれに爪を振り上げる。


    　ゴシックドレスの袖そで口ぐちから、銀光が飛び出した。左右の手に短剣が握られ、剣けん閃せんが流星のごとく奔はしる。薄うす闇やみに銀と灰が交こう錯さく。着地と同時に、かぎ爪が粉々に砕かれた。


    「残念ですが、今のアンはすべての武装許可をいただいていますので」


    　右手の剣を、ずるりと引き抜く。鎌爪鷲は首を貫つらぬかれ、とうに絶命していた。


    　周囲を丸太のような何かが蠢いた。巨大蛇へびが果敢に動き、長大な尾で取り囲んだのだ。


    　巨大になっても俊敏さは失っていない。ちろちろと舌を振り、目にも留まらぬ速度で襲おそいかかっ──た瞬間には、すでに頭部を真っ二つにされていた。標的の姿が搔かき消えている。


    「遅いかと」


    　左を順手、右を逆手に握り、二本の剣を構えて踊るように回転。蛇の巨体が頭から尾まで間断なく斬り裂かれ、雨のような血ち飛沫しぶきが舞う。


    　最後の一体、王おう獅じ子しは攻めることもできなかった。アンティークがおもむろに剣を投げつけると、柄つか頭がしらから鎖くさりが伸びる。ドレスの袖口につながっているのだ。左右の剣が獅子の前脚に絡みつき、鎖がびんと張る。人形めいた少女と象並みのライオンが、二本の鎖を引っ張り合う。


    　ゴーティエは虚きよ勢せいを張った。


    「お、お～っほっほっほ!!　お馬ば鹿かさん！　綱引きなら体格差というものを考えなさい！」


    「えい」


    　ぶわっ……と、面白いぐらい簡単に獅子の巨体が浮いた。腕を引けば、空中をゆっくりと吹っ飛んでくる。アンティークはタイミングよく脚を引き、雷らい閃せんのように振り抜く。


    　つま先が頰ほおにえぐり込み、頭部を粉ふん砕さいする。凄すさまじい破壊力が全身の骨を砕き、回転しながら吹き飛んだ王おう獅じ子しは本棚に激突。木こっ端ぱみじんにはじけ飛び、憐あわれな亡なき骸がらに瓦が礫れきが降り注ぐ。


    　空中に二本の銀線。鎖くさりが高速で巻き取られ、短剣とともに袖そでのなかへ消える。アンティークはきゅっとエナメルを鳴らして振り返り、スカートをつまんでお辞儀した。


    「ご主人さま、お掃除が終わりました」


    「見事だ！　アンティークよ！」


    　喝かつ采さいし、ようやく腰を上げた。ゴーティエは戦慄おののき、壁際まで後ずさっていた。


    「なっ……なんなんですの、あの娘っ……!?　人間？　それともヴィスク!?　あ、ありえませんわっ……まさか本当に、神の創り出したものだとでも……!!」


    「ふふっ。そういえばゴーティエよ。人喰くい帽子とブギー・ドリーで勝負がしたい、などとぬかしていたな。いいだろう、受けて立ってやる」


    　腰を抱くと、アンティークもまた首を寄せる。黒銀の主従は、芝しば居いがかった視線を送る。


    「美しさで競うか？　強さで競うか!?　オレのアンティークは何者にも負けんぞ!!」


    「くッ……！」


    　ゴーティエは腰の後ろに手を回した。何か仕掛けられてはまずい。シャルルはすぐさま床ゆかを蹴けり飛ばし、ステッキを跳ね上げた。ぴたり、と先端を首筋に突きつけ、動きを封じる。


    「ふん。とんだ間抜けだな、ゴーティエよ。罠わなにはめたつもりがこのざまだ。我々との格の違いを思い知ったのではないかな？」


    「……ふ、うふふっ。まったくですわね……」


    「結構。貴き様さまには聞きたいことが山ほどある。永遠の命の秘密に、ヴィスクの製造法……情報をたっぷり搾しぼり取ってから牢ろう獄ごくへ送り込んでやろうぞ」


    「泥棒さん……」


    　そのとき、背後にふらりと人影が近づいた。


    　太陽のような金髪と、バストを強調したイブニングドレス。歌姫メイツェルである。そういえばゴーティエを追い詰めるのに夢中で、彼女のことを気遣ってやれていなかった。


    「悪いな、メイツェル。順番が逆になった。まずはこの機会にゴーティエを徹底的に問い詰めたい。準備が整うまで、今しばらく待っていてく」


    



    　ドスッ──。


    



    　一瞬、腹をえぐられたのかと思った。それほどの激痛が、右みぎ脇わき腹ばらから広がった。


    「なっ……ぐッ!?」


    　メイツェルが、背中に体当たりしていた。彼女の手には、テーブルナイフが握られている。


    　簡素な先端が、外がい套とうの背中に根元まで埋め込まれている。


    「お母、さまに……────」


    「がふっ！」


    　ナイフをいっそう突き込まれ、激烈な痛みが神経を貫つらぬく。がむしゃらに腕を振り抜くと、メイツェルは後ろへと飛びのいた。引き抜かれたナイフから、鮮せん血けつが飛び散る。


    「シャル!!」


    　床ゆか石いしがはじけ飛び、従者姿がかき消える。白銀の髪と殺意を込めた蒼あおい瞳ひとみだけが、メイツェルの背後に浮かび上がる。空中で身を捻り、あらん限りの速度を乗せた蹴けりが撃ち出される。


    「──アァッ!!」


    　鮮せん烈れつな気勢。だがしかし、白銀の攻こう撃げき閃せんは[image: ]しやく熱ねつの鞭むちに遮さえぎられた。空中で真っ向から激突し、白火の閃せん光こうとともに壮絶な音を撒まき散らす。


    　鞭の正体は──髪だった。三つ編みからほどかれ、紅ぐ蓮れんに色を変えた、燃える、髪。


    　意志を持つように足首に巻きつき、アンティークを床へ叩たたきつけた。


    「──きゃうっ！」


    「アン!!」


    　髪はそのまま手足と胴を拘こう束そくし、彼女を完全に封じ込める。歌姫はぴくりとも動かず、血の滴したたるナイフを下げてぼんやりしている。余剰のしっぽ髪が、オーロラのように広がっている。


    「ごめんね、泥棒さん……ぼくは、ぼくはきっとお姫さまなんかじゃなくて……」


    　いつか彼女が言いかけた言葉が、うつろな声で繰り返された。


    「ぼくは高い塔とうに棲すむ、悪い魔女なの…………」


    　直後、背後から蹴り飛ばされた。シャルルはなすすべなく床に転がり、うめく。その傍かたわらを、すっかり優勢を取り戻したゴーティエがドレスを揺らして通り過ぎる。


    「すばらしいわ、メイツェル！　燃える髪の姫……その姿こそが、わたくしの誇るまな娘！」


    　ゴーティエは手て板いたを取り出していた。大道芸人が糸いと繰くり人形を動かすときに使う、細長い板を組み合わせた小道具である。魔力によって紡つむがれたと思おぼしき糸が八本伸びており、メイツェルの全身につながっている。肉体のみならず、精神をも支配しているのだと察した。


    「ゴーティエ、貴き様さま……!!　今までそうやってメイツェルを操あやつってきたのか……！　彼女の魔術を無理やりに引き出し、永遠の若さを得て、この島を支配するために……ッ！」


    「ふふっ。簡単なフェイクに引っかかりましたわね、クロウリーさま。そのとおり、このわたくしが、忌いまわしいゾフィの血を受け継ぐ魔術師などであってたまるものですか」


    　魂たましいの抜け落ちたようなメイツェル。その金髪は、しっぽ部分だけが紅ぐ蓮れんに変色している。ゴーティエはまな娘の背を抱きすくめ、燃え広がる髪を愛いとおしそうに撫なでた。


    「魔女の頭髪……ああっ、この世界でかけがえのない、わたくしだけの宝ですわ!!」


    「ぐっ……！」


    　──懐かい中ちゆう時計は、３時17分。


    「１ワンｈｏｕｒアワー……ｒｅｌｏａｄリロード!!」


    　針がきっちり一時間逆転し、引き出されたはずの魔力は──直後にむなしく霧む消しようした。


    「なッ……!?」


    「魔術がうまく使えないでしょう？　魔力の通り道に妨害をかけておきましたわ」


    　言われてみれば、腹の傷に魔力的な違和感がある。ナイフに術が込められていたのだ！


    「ご、主人、さま……っ！」


    　床ゆかに拘こう束そくされたまま、アンティークは力を振り絞っていた。しかし、手首に赤い髪が食い込むばかりでびくともしない。ゴーティエは蛇へびのようなまなざしで、傍かたわらに膝ひざをついた。


    「……興味深いですわぁ。ここにもまた、貴重な宝がひとつ」


    「ゴーティエ！　何をッ」


    「うふふっ、ブギー・ドリーの敗者はペナルティーを負わなくては。そうでしょう？　侯こう爵しやく。あなたがわたくしにしようとしたように、わたくしもまた……」


    　言葉を区切り、人形のようなまな娘を見上げる。


    「メイツェル！　あなた、前々から『姉妹が欲しい』と言っていましたね？　よろしいわ、この白銀の娘を、あなたの十五歳のバースデイプレゼントにしてあげましょう！」


    「なんだと……ッ！」


    「ご安心なさって？　この子はわたくしのふたり目のまな娘として、大事に育てて差し上げますわぁ。記憶を奪い、メイツェルの最強の護衛に仕立て上げるのもいいかもしれませんわね!!」


    「ふざけるな!!　貴き様さまッ、アンに手出しをしたらただでは済まさんぞ!!」


    「ふふっ」


    　ゴーティエはおもむろに立ち上がると、優雅な足取りで近づいてきて──。


    　顔を蹴けり飛ばした。


    「クソガキが!!」


    「がぐッ！」


    　血が飛び散り、口内に鉄の味が広がる。魔女は休む間を与えず、ヒールを腹に押し込んできた。傷口から血が噴き出し、ドレスシャツを真っ赤かに染める。


    「格の違い？　ただでは済まさない？　ハッ！　たかだか十数歳の若造が、でかい口を叩たたいたものですわね。己おのれの非ひ力りきさを刻み込んであげましょうか、ほら、ほらァ！」


    「ぐッ……ああああッ!!」


    「やめてっ!!」


    　叫んだのは、アンティークではなかった。


    　もうひとりの姫、しっぽ髪を紅ぐ蓮れんに染めたメイツェルが、苦しそうに頭を抱えている。


    「お願い……やめて、おかぁさんっ……！　泥棒さんに、ひどいことっ、しないで……っ！」


    「……なんですって？」


    「泥棒さんは、いい泥棒さん、なのっ……ぼくを信じて、くれて、やさしくしてくれて……！」


    「お母さんの言うことに……逆らうのですか!!」


    　激情が手て板いたに送り込まれる。赤黒い光が空中を奔はしり、メイツェルの全身に注ぎ込まれた。


    「ああああっ!?」


    「さあっ、答えてみなさい！　お母さんの賢い娘は、このコソ泥をどうしてやるのかしら!?」


    　メイツェルは肩を搔かきむしった。白い肌はだに赤い爪つめ痕あとが引かれ、唇くちびるからは血のような苦く渋じゆう。


    「ああっ、ううぅ……か、かんがえる、までも、なく……平へい穏おんを乱すものには、死を……！」


    「そうよ、そう！　さあ、いい子のメイツェル。愚おろかしき怪盗に断罪を!!」


    　再びゆっくりと顔を上げたとき、メイツェルの翡ひ翠すいの眼めに光はなかった。枝分かれした紅蓮の髪がシャルルに伸び、足首を絡め取る。


    　直後、視界が大きくぶれた。思い切り放り投げられ、窓から捨てられたのだ。


    「くッ！」


    　冷たい潮風が、竜巻のように全身をなぶる。よりにもよって中庭ではなく、カテドラル背面の窓から放られた。その先は崖がけのように直滑降。はるか下方で岩場が[image: ]きばを剝むいている。


    「くそッ、頼む……！　ｆｕｌｌ‐ｔｉｍｅフルタイム　ｒｅｌｏａｄリロード!!」


    　残りの魔力がいっぺんに解放され、その大半が霧む散さんする。しかしわずかばかりでも、掌しよう握あくすることができた。うなりを上げて迫る地面に、突きつける。


    「アンバースデイ！　クラック……クラック!!」


    　立て続けに発動される贋がん作さく魔術。風船とも雲ともつかない緩かん衝しよう材ざいが、大量に着地点に創造される。しかし、贋作魔術で創り出された物体は、あくまで贋作。


    　流星のような落下物が、大量のクッションに突き刺さる。魔力の塊かたまりはいとも簡単にはじけ飛んでいき、衝しよう撃げきを最後の最後まで受け止めたひと欠片かけらが──ばんっ！　と破裂。


    　岩場に叩たたきつけられた瞬間、ゴキッ、とおぞましい音ね色いろが響いた。


    　見下ろせば、右足が奇妙な方向にねじ曲がっていた。


    「ぐッ……げほっ！　えほ！」


    　……がはッ


    　ステッキを杖つえにして、どうにか立ち上がる。斜面を見上げたが、最上階の窓ははるか上空に霞かすみ、とても手が届きそうにない。降り注ぐ雨が、視界をぬらす。


    「これからどうする……アンティークと合流しなければ……っ！」


    　だがどうやって？　手傷を負い、魔力の尽きた今の自分に、もう一度カテドラルに潜入することなどできるのか？　それ以前に、何事もなく市街地を横断できるのかすら怪しい。


    　そのときだ。唐突に聴覚が混線した。脳内に、ノイズがかった声が響いてきたのである。


    『……ル！　シャ……！』


    「な、んだ？　ポシェットの声か……？」


    『嫌……!!　しっか……して！　……ャル!!』


    　宿に残してきた写し身の知覚が、こちらに流れ込んできたのだ。声はそれっきり途絶えてしまったが、明らかにただごとではない。あちらでなにが起こっているのか……。


    「やむをえんか……っ」


    　もう一度空を睨にらんでから、外がい套とうを翻ひるがえす。どのみち、態勢を整えなくては始まらない。いったん宿に戻り、ポシェットの状況を確認するのだ。


    　腹部から垂れた血が、岩場ににじむ。去り際に、もう一度つぶやいた。


    　──なんてぶざまな!!


    



    　　　　　†　†　†


    



    　雨はいよいよ勢いを増していた。弾だん丸がんのような雨粒が石畳ではじけ、雨あまけむりが灰色の街並みを覆おおい隠している。街灯がちかちかと、心細そうに明めい滅めつしている。


    　豪雨の影響か、通行人の姿が見当たらないのが幸いだった。外套をずぶぬれにしながら帰路をたどったシャルルは、宿の扉とびらに背中を預ける。その手には、愛用のリヴォルバー。


    　息を鋭するどく吸って、止める。勢いよく扉を破り、銃じゆう口こうをフロントへ突きつけた。


    　だが──。


    「誰もいない……？」


    　文字どおり、宿泊客も従業員も、人っ子ひとり見当たらなかった。ラウンジやバーカウンターばかりか、フロントにコンシェルジュの姿すらないのはどうしたわけか。


    　奇妙なのはそれだけではない。レストランを覗のぞいてみて、ぎょっとした。


    「なんだこの惨さん状じようは……っ!?」


    　テーブルがひっくり返され、割れた食器や料理の残ざん骸がいが散らばっている。当然ながら、ここでくだを巻いていたはずの中年記者たちの姿もなくなっている。


    　こぼれたワインに混じって、さび臭くさい血の色が広がっていた。


    「……ポシェット！」


    　負傷など構っている場合ではない。鉛なまりのような激痛を抱えたまま、最上階までの階段を[image: ]はい上がる。自室に駆かけ込んだが、やはりそこにも誰の姿もなかった。


    「ポシェット！　ポシェット、どこだ！　返事をしろ!!」


    　洗面所やバスルームにも姿はない。彼女ばかりか、写し身のシャルルもだ。窓際のテーブルにシャンパーニュ・ポルカが放置されており、床ゆかにグラスの破片が散らばっている。


    　ボトルは一、二杯分しか量を減らしていない。写し身は籠ろう絡らくに失敗していたのか？


    「……どうかなさいましたか？」


    　いきなり声をかけられた。振り返れば扉とびらの前に、ぶかぶかローブの少年が立っている。


    「ま、マルクス……」


    　リオネ・ダユーの案内人──という名の、旅人たちの監視役である。本来ならば、シャルルは彼の監督なしに行動してはいけない決まりになっている。


    　どれだけ叱しかられるかと思いきや、マルクスはずぶぬれのシャルルを眺め、静かにぽつりと。


    「……怪け我がをなさっていますね」


    「あ、ああ、これは、その……階段で転んでしまってね！　いま婚約者たちが薬を買いに行ってるのだけど、慌あわてていたのできみに知らせるのをうっかり……忘れて…………」


    　──待て、なにかがおかしい。


    　もはや監視がどうのという話ではない。変装魔術が解けた今のフェリシアンを彼が認識できるわけがないのだ。わけがないのに……少年は疑うそぶりも、不思議がるそぶりもなく、


    「それは大変でシタね」


    「……マルクスくん？」


    「ソれハ大変デシタね」


    　直後、姿が消えた。


    　いや、いきなり体当たりをかましてきたのだ！　駆かけ寄りざまに腕を引き絞り、思いっきりぶん殴ってくる。折れた右足に激痛が響いた。


    　シャルルを床に押し倒し、指を骨折部分に食い込ませてくる。


    「ぐあっ！　な、何をする……っ！」


    「足を取ってしまエば、楽になりマスか？」


    　容よう赦しやない神経の痛み。懸けん命めいに悲鳴をのみ込み、シャルルはステッキを握る手に力を込めた。


    「くッ……許せよ！」


    　少年のこめかみを痛打。彼はいとも簡単に吹き飛び、床に転げ落ちた。


    　それっきり、ぴくりとも動き出さない。死体のように気絶している。


    「い、いったい……なにが、どうなって……っ」


    　ズズッ……と、マルクスの体に異変が訪れた。


    　手の甲がゆっくりと割れ、皮ひ膚ふの下から何かがせり上がってきたのだ。


    　宝石だ。透すけるように薄い一枚一枚が折り重なって、薔ば薇らに似た花びらを開かせている。


    「楔リユーズだと!?」


    　思わず傍かたわらに跪ひざまずく。間違いない。これはヴィスクの精神機構を封じている魔力の結晶体──リューズだ。つまり、これを肌はだから咲かせているということ、すなわち。


    「この少年は……ヴィスクだったのか……!?」


    　だが……バカな！　聞いたことがない！　リューズを皮ひ膚ふの内側に隠し、人間のような感情で振る舞うヴィスクなど……。世界でたったひとつの例外を除いて、存在するはずがない！


    「ゴーティエ……奴やつはいったい……!!」


    　だが、考える時間さえろくに与えてもらえなかった。部屋の入り口に次々と人影が現れる。


    フロントマンやバーテンダー、ボーイにウエートレス。それにマルクスの妹──パステルまで。例外なく瞳ひとみはうつろで、幾人かの肌で薔ば薇らの宝石が妖しい光を放っている。


    「くッ、マルクスだけではないのか！」


    　シャルルは身を翻ひるがえした。退路は窓しかない。危険だが、雨どいを伝って降りるのだ。


    　だが、窓を開いてみて啞あ然ぜんとした。降りられない。


    　なぜなら──道の端から端までびっしりと、黒いなにかが蠢うごめいていたからだ。


    　シルエットのそこかしこが光っている。まるで蟲むしの目のような、赤に、黄色、緑に紫むらさき……色とりどりの薔薇。この雨のなかで傘かさも差さず、街の住民たちは最上階の窓を見上げていた。


    「メイル……我らがメイルのためニ……リオネ・ダユーの平へい穏おんノためニ……」


    「宝を狙ねらうモノは……たとえ侯こう爵しやくであろウと……排除しなければならナイ……」


    　数百の鋭えい利りな視線に耐えきれず、後ずさる。


    「なんという……ことだ……っ」


    　自分はとんでもない勘違いをしていた。衛兵五十名が魔女の戦力？　なにを馬ば鹿かな。最初に会ったとき、奴は言っていたではないか。『正解捜しをしよう』と。つまり、裏を返せば。


    《人間アタリ》以外は、すべて《ハズレ》だということだ。


    「リオネ・ダユーの住民一○○○人すべてが……ヴィスクだったというのか……!?」


    『ご明察ですわ』


    　突然、老ろう獪かいな女性の声が響いた。慌あわてて振り返るが、もちろん彼女自身がここにいるわけがない。シャルルが目にしたのは、似ても似つかぬ声こわ音ねでしゃべるパステルが──。


    　頭上高く、椅い子すを振りかぶっている光景だけ。


    『ブギー・ドリーは、わたくしの勝ちのようですわね？』


    　ガツッ！　と脳に衝しよう撃げきが走り、そこで思考は断ち切られた。
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    　目を覚ますと、これでもかと言わんばかりの不快感がいっぺんに押し寄せてきた。


    　外傷も体内の傷も、もはや尋じん常じようではない。腹を刺され足を折られたのがまだ序の口とでも言わんばかりに、ありとあらゆる暴行の痕あとが上塗りされていた。


    　頭が割れるように痛い。目の粗い石いし床どこが、肌はだをずるずると削っている。


    「……ど、こだ。ここは……」


    「牢ろう獄ごく塔とうデスよ、人喰くい帽子」


    　思いがけず返答があった。視線を上げるとマルクスがシャルルの襟えり首くびを摑つかみ、引きずっている。周囲に複数の足音が反響しているが、顔を見上げる気力もない。


    「これから貴方あなたサマには、我が街の誇る水すい牢ろうに入っていタだきマス。酸さん素そを失っテいく苦シみを存分に味わっていタダいたのちニ、溺でき死ししていただくのデス」


    　牢獄塔の水牢……確かリオネ・ダユーの町史には、堤てい防ぼうの要所に塔が設しつらえられているのだと記されていた。そのうちのひとつが牢獄塔。満ち潮に応じて塔内に海水が流れ込み、下層階は罪人の処刑所として使用されるのだと記憶している。


    　体はすでに動かない。魔力はとうに尽きている。言葉を出すのすらおっくうだ。


    　死ぬのか、ここで。こんなところで。


    　なにも為なせぬまま──!!


    　あらん限りの意思を振り絞っても、指先をぴくりとさせるのが精いっぱいだった。その間に死刑執行人たちは突き当たりの部屋にたどり着き、重たい鉄てつ格ごう子しを床ゆかから持ち上げた。


    「それデはシャルル＝クロウリーさま。ごきげんヨウ、ごきげんヨウ、ごきげんヨウ。願わくば貴方サマの魂たましいが、暗い海ノ底を永えい劫ごうに彷徨さまよいマスように……」


    　どぼんっ──。


    　なんともあっけない処刑だった。暖だん炉ろに薪まきを放るように、彼らは無む造ぞう作さに手を離す。穴に転げ落ちたシャルルは、部屋にたっぷりと満たされた海水のなかに沈んだ。


    「げぼ……っ、ごぼ！」


    　水を搔かく余力もなく、一気に酸素を失う。装飾過多な衣装がたっぷりと水を吸い、なにもせずとも底へと落下していく。まるで見えない腕に、奈な落らくへ引きずり込まれているような感覚。


    　だんだんと意識がちぎれ……思考がまとまらなくなってきた。脳が活動を止めようとしている。体の感覚が末端から失われていき、死神の足音だけが耳もとで聞こえる。


    　その死神は、今は亡き父であり、姉たちであり、そして──《あの人》であったりした。まるで水みな底そこからシャルルの背を抱くようにして、死神が耳もとでつぶやいた。


    　忘れるな──お前の抱いだいた疑問を、世界への失望を──決して色あせさせてはならない──。


    　復ふく讐しゆうせよ！　復讐せよ──復讐せよ──!!


    　今わの際きわに語りかけてくるのが愛いとしの幼おさななじみたちでなく、よりによって《あの人》だとは。シャルルは皮肉っぽく唇くちびるを曲げ、かすれゆく最後の意識で、頷うなずきを返した。


    　──もちろん、忘れるものか。五年前のあの日に誓ったのだ。それまで自分が信じてきたいっさいを消し去り、ただその日の出来事とあなたの言葉だけを、この胸に刻みつけておくと。


    　とうの昔に……誓った、のだ……────。

  


  
    ＣＵＲＴＡＩＮ：Ⅳ　～唄うた声ごえよ空へ届け～


    



    「ね、姉さま。ほんとうにこんなことをして、アンは大丈夫なのですか？」


    　十二歳のシャルルが聞いた。現在よりもさらに高い、天使の声楽隊のような声だった。


    　目の前には作業台があった。平へい坦たんでいっさいの装飾のない、寝ね心ごこ地ちの悪いベッドみたいな台座だ。施せ療りよう院いんの診察台に似ているが……いま横たわっている少女は、健康そのもののはずだ。


    　いや、問題は肉体ではない。彼女が《調整》されているのは精神だった。


    　九歳の幼おさななじみはいつもの侍じ女じよ服ふくではなく、厳おごそかな雰ふん囲い気きのローブを着させられていた。シャルルはこうした衣装をどこかで見た覚えがあるのだが、思い出せない。


    　薄い胸の上には、完かん璧ぺきな輪を描えがく円えん環かんが浮かんでいた。


    　物理的な存在ではない。それは人間の──正確には万ばん物ぶつの精神構造を、《歯車の集合体ムーブメント》という形で表現した霊的な実体だった。それをシャルルは、魔術師の知覚で感じ取っているのだ。


    　いや、ただ視みるだけに留とどまらない。


    　工具を手に、いじくっていた。


    　歯車、ゼンマイ、調速機テンプに脱進機アンクル。これらは一○○分の一ミリかみ合わないだけで正常に動作しなくなるという。それだけ奇跡的なバランスで成り立っているのだ。


    　一度動かしてしまえば、もう二度と元に戻せなくなるだろうという予感があった。


    「だい、じょうぶなのですよねっ？　アンは、アンはっ、また、元に……！」


    「大丈夫。大丈夫よシャル。とっても上じよう手ずよ？」


    　するり、と背中に蛇へびのような感触が絡みついた。一番上の姉が、シャルルの試験を監督、もとい補佐しているのだ。


    　もっとも甘やかしの彼女の場合、後者の役割のほうがずっと大きかったのだけれど。


    「ここからはちょっと難しいわねえ。お姉ちゃんが手伝ってあげるわ、シャル……」


    「あっ」


    　姉の魔力が流れ込んできた。怨おん念ねんじみた勢いで指先まで伝わる。


    　すくむ心とは裏腹に、シャルルの指はたちまち達人のような精密さで工具を動かしはじめた。自分の意思ではない。姉の魔力がシャルルの精神機構に介入し、肉体を操作しているのだ。


    　精神と肉体、心と体は密接に関係する。


    　仮に精神機構をいびつにされてしまったら、体のほうだってただでは済まないはずだ。


    「アン……！」


    　幼なじみは瞳ひとみを閉じていた。驚くほど長いまつげがほんのりと艶つやめいている。


    　可愛い女の子だ。シャルルの大好きな、シャルルだけの従者だ。彼女と見つめ合ったり手をつないだりすると、魔女の心臓がからかうように熱く茹うだり、どきどきと暴れ回る。


    　特に、星空を閉じ込めたような瞳ひとみが好きだった。


    　作業に必要とされる魔力の結晶体リューズを、シャルルは彼女の瞳の色を模して造り出した。出来栄えを自慢したら、彼女も同じ色の瞳を細めて、恥ずかしそうに微ほほ笑えんでくれた。


    　でもその目は今、眠るように閉じられている。


    　最後に見つめ合ったのは、試験が始まる直前。そのときは思いもしていなかった。


    　もしかしたらもう、彼女の蒼あおい瞳を見ることはできなくなるのかもしれない、なんて──。


    「もう合格は目前ね……シャル、あとはひとりでできる？　さっき作ったリューズを」


    「……めだ」


    「え？」


    「だめだっ!!」


    　心臓が爆発するような魔力が、全身に炸さく裂れつした。


    　それは姉の妄もう念ねんをはじき飛ばすことに成功したが、同時に、多すぎる魔力が指先からほとばしった。芸術的な歯車集合体ムーブメントにぶち当たり、かき乱し、蹂じゆう躙りんし尽くして──飛散する。


    　ガッシャ──────────ン!!　と、ぞっとするほど壮麗な音が響き渡った。


    　ムーブメントを構成していた一部のパーツが、ごっそり宙にはじけ飛んだ。それらのいくつかは円えん環かんの内側に落下して、残りは作業場の床ゆかに落っこちる。


    　歯車の形をした心のカケラたちが、シャルルの足もとできらきらと光った。


    「アン……？」


    　シャルルは尻しりもちをついていた。目の前でなにが起こったのか理解できていなかった。


    　理解していたのは周りの大人たちだ。特に父の混乱ぶりはただごとではなかった。


    「ばっ……馬ば鹿か者ものめ!!　とんでもない失態を犯しおったな！」


    　けばけばしい長上衣ジユストコールを振り乱しながら、監督役の姉に唾つばを飛ばす。


    「素そ体たいの状態を確かめろ、ミュララ！　まだ使えるか!?　作業は続行可能か!?」


    「無理ですわね。心臓が潰つぶれてしまっていますもの」


    　姉の言葉は、まるで現実感のない声だった。


    　耳に入っても受け止めることができず、虚きよ無む感かんだけを残して、通り過ぎていく。


    「それにムーブメントの損そん壊かいが……目も当てられませんわ。このレベルの修復が可能なのは、それこそ、ミステティカのなかでもローゼンクロイツさまぐらいのものではないかしら？　非常に残念ですけれど……今回の試験は不合格とせざるをえませんわね」


    「なんということだッ……なんということだ！」


    　頭を抱える父を、二番目の姉がなだめていた。


    「まぁまぁパパ、シャルはまだ十二歳じゃないの。もう少しゆっくり見てあげましょうよ」


    「黙っていなさいリリアナ！　待望の男子だぞ……！　手塩にかけて教育してきたというのに、ここ一番で醜しゆう態たいをさらしおって！　クロウリー家の恥さらしめが!!」


    「どうか落ち着いてください、おじさま」


    　今度は少年の声だった。


    「幸い、素そ体たいにはまだ心当たりがございます。シャルルにも心の準備が必要でしょう。《ミステティカ認定試験》は、また日を改めて執とり行おこなうということにしては……？」


    「う……む、そうだな。今回は息子の愚ぐ鈍どんさを把握できなかった私の失態だ。円卓にどう報告するべきか……。できれば、きみの父君にも口添えしてもらえると助かるのだが……」


    　彼らがこれっぽっちもアンの死を悼いたんでいないということは、幼おさないシャルルにもわかった。


    　家族の興味は、シャルルが試験に合格し《ミステティカ》の人形技師になれるかどうか、たったそれだけだ。シャルルもそれしか考えないで、本当に考えるべきことを無視していた。


    　シャルルは今さらながらに、アンが着せられているローブがどういうものか気づいた。


    　これは化け物に献上される生贄の服だ。


    『試験の素体にはお前の従者を使う』と言われた時点で、しっかりと確認するべきだった。


    　──ヴィスクの材料はゼンマイや歯車ではないのですか？


    　──試験が終わったあと、アンはどうなってしまうのですか？　元どおりになるのですか？


    　シャルルは家族が怖くて聞けなかった。期待を裏切りたくなくて聞けなかった。


    　周囲の輪を壊すことを怖れて、シャルルはアンティークを殺した。


    「アン……」


    　半はん壊かいした霊的機構が、溶けるように消えた。彼女を抱きしめると、父が言った。


    「お前の後始末だ。そのガラクタを廃はい棄き場じように持っていけ」


    



    　シャルルのなかで、何かが決定的にぶっ壊れた。


    



    　決壊した内側から魔力が噴火して、体が破裂するほどの勢いで作業場を染め上げた。


    「なッ……!?　何をしているのだ愚息よ！」


    「クラウン・オブ・ザ・ナイトメア、拘こう束そくしろ」


    　合図ひとつで、縦じゆう横おう無む尽じんに闇やみの孔あなが開いた。腐ふ乱らん死体のような腕が何本も飛び出してきて、台座を吹き飛ばし、壁の大理石をえぐり、悲鳴を上げる家族たちを縛りつけた。


    「夢む現げん魔術だと……!?　血迷ったのか、シャルル!!」


    　喚わめき立てる父に目もくれず、シャルルはアンを抱き上げると、右の手のひらを掲かかげた。


    　その指先が目を焼くほどの爆光を放った。左胸に当てると、剣よりも鋭するどく皮ひ膚ふを破る。肉を貫つらぬき、肋ろつ骨こつを砕き、その奥で破裂するほど脈動する──魔女の心臓を摑つかみ取る。


    「やめろシャルル!!　その行為の意味がわかっているのか!!」


    　シャルルがなにをしようとしているのか、家族たちも気づいた。だが、もう間に合わない。


    「うああああああっ!!　アアッ……あああァあアアア──────────ッッッ!!」


    　直後、シャルルは自分の胸から魔女の心臓を引きずり出した。


    　臓ぞう物もつは血の筋を引きながら、悪夢のような産うぶ声ごえを世界にとどろかせた。
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    　──許して。


    　──許してくれ、アンティーク。


    　シャルルは眠りのなかで、何度も何度も許しを請こうていた。返事はない。どうして答えてくれないのだろう。……ああ、自分が殺してしまったからか。


    　ちがうよ、と。


    　そのとき、誰かが言った。とても安心する声だ。


    　まぶたの裏に、懐なつかしい光景が浮かび上がった。春の空、花の風、緑の丘に大樹の木陰。


    　暖かい陽ひに包まれながら、幼おさないシャルルは寝転んでいた。ドレス姿の女の子が覆おおいかぶさっていて、ゆっくりと顔を近づけてきた。人目から隠すみたいに、そっと唇くちびるにキスする。


    　桜さくら色の瞳ひとみを細めて、可愛らしくはにかんだ。


    「へんなシャル、みんなでお昼寝してただけじゃない。おはよう」


    



    　……まぶたを開けると、その女の子は桜色の瞳を潤うるませて、泣きそうな顔をしていた。


    「ポシェ、ット……？」


    「シャル！　よかった、気がついた!?　初めてだったから失敗したらどうしようって……！」


    「げほっ、げほっ！　……なんだ、なにが、どうなったんだ……？」


    　記憶が混こん濁だくしている。夢と現うつつ、過去と現在の境目がごっちゃになっている。


    　十六歳に美しく成長した幼なじみを見て、シャルルは先ほどまでの光景がすべて夢だったと悟った。そして同時に、現在の自分が置かれていた状況をいっぺんに思い出した。


    　カテドラルから敗走し、ヴィスクたちに捕ほ縛ばくされ、水すい牢ろうに落とされてから──。


    　……どうなったのだろう？　上半身を起こし、シャルルは辺りを見回した。


    　自分が横たえられていたのは簡素なベッドだった。マットレスがぐっしょりとぬれているのは、シャルルはもちろんポシェットも全身がずぶぬれだからだ。


    　石造りの部屋は狭く、しとしとと雨音が反響している。だが、暖だん炉ろで燃える炎が暖かい熱と光を振るまっていて、居い心ごこ地ちはいい。取っ手の外れた戸と棚だなと朽くちたチェストが並び、そして簡素な物書き机には……、同じくシャツをずぶぬれにした金髪の青年が腰掛けていた。


    「おう、よく生き返りやがったな。死んだと思ったぜ、ナンパ野や郎ろう」


    「そっ……それはこちらのセリフだ！　お前こそ死んだはずだろう、ユージーン！」


    　シャルルはもう一度、自分が夢のなかにいるのか疑う羽は目めになった。なにせ目の前で平然としている青年医師は、夕刻のリオネ・ダユー駅で起きた猟りよう奇き事件で命を落としていたはずだ。


    　だというのに彼は、なんでもないことかのようにかぶりを振って、


    「あんなもん、死んだふりに決まってんだろ。監視役がうっとうしかったからな。事件に巻き込まれたふりをして、自分を仮か死し状態にして、連中のマークを外したんだよ。それからこの島のことをいろいろと調べてたってわけさ。それよりお前こそ、体の具合はどうだ？」


    「え？　……あっ！」


    　言われてようやく気がついた。ヴィスクたちに散々痛めつけられた傷がすべて、綺き麗れいさっぱり消えているではないか。あざや切り傷どころか、右足の骨折すら元どおりだ。


    「ど、どういうことだ……!?　仮死能力といい、この常識外れの治ち癒ゆ力りよくといい、まるで……」


    「いろいろと混乱してるだろうから教えてやる。まずここは堤てい防ぼうの一角にある、今は使われてない見張り塔とうさ。俺おれたちは処刑寸前だったお前を牢ろう獄ごく塔からかっさらってきて、ここにかくまったんだ。怪け我がは俺がひととおり治してやったんだが……心臓がどうやっても止まったまんまでな」


    　ここで「ふう」と、これ見よがしなため息とともに肩をすくめる。


    「俺が心しん肺ぱい蘇そ生せいしてやろうとしたら、お前のフィアンセが横取りしやがったんだよ。『わたしとシャルの唇くちびるはお互いの専用なんですう～』とか頭の緩ゆるいノロケまで聞かされてな」


    「ユ、ユユユユージーンさんやめて!!　必死だったんです！　混乱してたんですっ！」


    　ポシェットがあたふたと腕を振って、こちらの顔に水滴を飛ばす。だんだん頭が冴さえてきた。


    「そうか……なんとなく状況が摑つかめてきた。ポシェット、それにユージーンよ。ひとまずは感謝しよう。だが、よくオレが危機的状況に陥おちいっていると気づいてくれたな」


    「それはノイシャに言えよ。お前たちのことを報しらせてきたのはそいつだ」


    「ノイシャ？」


    『ガウッ！』


    　突然左側から吠ほえられて、シャルルは飛び上がるほど驚いた。マットレスに巨大なオオカミじみた鼻はな面づらが乗っているのを見れば、なおさらだ。


    「魔ま獣じゆうっ！　……そうか、お前はユージーン殿の連れだったのか」


    「この子がわたしのことも、シャルのことも気にかけてくれたんだから、感謝しなさいよ？」


    　優しいまなざしをしたポシェットに倣ならい、シャルルも魔獣の頭を撫なでてやる。クゥン、と気持ちよさそうに喉のどを鳴らす獣けものは、飼い主によればノイシャという名前らしい。


    「ということは、ポシェットよ。お前もノイシャたちに助けてもらったわけか」


    「うん……部屋にいたらいきなりホテルの人たちが押し入ってきたんだけど、ほとんど同時にこの子が窓から飛び込んできてくれてね。わたしは怪け我がひとつなく助かった……んだけど」


    「そうだ、それでも遅すぎた。助けられたのは、お前のフィアンセひとりだけだった」


    　首を振り、ユージーンの精せい悍かんな眉み間けんに苦く渋じゆうのしわが寄せられた。


    「あとはもう、全ぜん滅めつだ。列車の乗務員たちは埋まい葬そうされることもなく海に落とされちまったし。宿にいた記者のおっさんらは衛兵に引っ立てられていって、安否はわからん。……だから来訪者で確実に生きてるって言えるのは、もう、ここにいる俺おれら三人だけだ」


    「そう、か……。しかしだからといって、よくもオレまで助ける気になったものだ。……もうわかっているのだろう？　オレは人喰くい帽子、シャルル＝クロウリーだぞ」


    「ハハッ。あの胸くそ悪わりィ演技よりかは、そっちのほうが万倍マシだな」


    　せせら笑いつつ、どこかばつが悪そうに視線を逸そらす。


    「……まあ、仕方ねえだろ。ノイシャが言ってたんだ、お前がメイツェルを助けてくれたってな。いくら人喰い帽子だろうが、その借りは返しとかなきゃ気が済まねえんだよ」


    「お前たちとメイツェルに、いったいどのような関係が……」


    「……もう正体を隠す必要もねぇだろうな」


    　紅ぐ蓮れんが翻ひるがえった。金髪の末端が、魔力を帯びた赤い輝かがやきを放つ。


    　ゆらゆらと揺らめく火炎は、塔とうの上の歌姫とそっくり同じ、燃ゆる髪──。


    「俺の名はユージーン＝ハバード。魔女の頭髪と神医カムイの秘ひ儀ぎを受け継ぐハバード家の長男。そして──この島に囚とらわれたメイツェル＝ハバードの、実の兄貴だ」


    「メイツェルの、兄……!?」


    「そこまで意外か？　この島にいる連中は、どいつもこいつも外から連れてこられた奴やつらばっかだ。姫だなんだと祭り上げられてるメイツェルだって例外じゃねえ」


    　真しん紅くの輝きが収まり、金髪がふわりと落ちる。　


    「もうわかってんだろう？　この島の住民は全員がヴィスク。どんなカラクリを使ってんだか知らねえが、ゴーティエを女神と崇あがめるように作られてる、気味悪ィ箱庭さ」


    「では、その箱庭世界の、最初のひとりであるメイツェルは……」


    「そうとも。妹は魔女のくだらねえ欲望を実現させるために……誘ゆう拐かいされたんだ！　十五年前！　まだあいつが生まれて間もない赤ん坊だった頃に!!」


    　ガツッ！　と壁が叩たたかれる。今まで見たことがないくらい感情が昂たかぶっているようだ。


    「俺はずっと旅を続けてきた！　あの忌いま忌ましい魔女に復ふく讐しゆうし、妹を取り戻すために！　かすかにしか昔の面おも影かげのない金髪の少女を求めて、世界の果てから果てまで……くうっ！」


    「そ、それは大変な旅たび路じだったな……」


    「だがようやく捜し当てた！　昨日きのうこの街にたどり着いて、オペラ座で彼女の姿を見つけたときに確信した！　ああっ、俺のメイツェルだ!!　その感動がお前にわかるか!?」


    「うむ、まあ、赤ん坊の頃の写真を見たが、彼女は立派に美しく成長し──」


    「お前になにがわかる!!」


    「ええええっ!?」


    　いきなり怒鳴ったかと思えば、情じよう緒ちよ不安定みたいに瞳ひとみを潤うるませる。


    「ああ、メイツェル……！　可か憐れんに育ったなメイツェル……！　お兄ちゃんは、お兄ちゃんはうれしいっ！　今すぐお前を、この胸にぎゅっと抱きしめてやりてえ!!」


    　自分で自分を抱きしめて悦えつに入いっている。シャルルは幼おさななじみと、ひそかに顔を寄せ合った。


    「……シスコンって面倒くさいな」


    「聞こえてんぞクソ帽子！」


    　シャルルはやれやれと肩をすくめつつ、表情を引き締める。


    「ではユージーンよ。奴やつは……メイル・ゴーティエとは、いったいなに者なのだ？」


    「性しよう悪わるのババアさ。世間的にはこう言ったほうが通りはいいだろう。奴の正体は、伝説の大だい盗とう賊ぞく──コンスタンツェ＝ベイクフィールドだ」


    「ベイクフィールド!?」


    　ポシェットの声がひっくり返った。かつて国中をまたにかけ、リオネ・ダユーに骨を埋うずめたと言われる伝説的な大泥棒。その名前は、騎士警察の資料にも残されているのだろう。


    「あ、ありえません！　ベイクフィールドはとっくの昔に亡くなったはずでしょう!?　仮に生きてたとしても、とんでもない高齢のはずです！」


    「というか女性だったのか……。しかも美人で、巨きよ乳にゆう……ふむ」


    「そこはどうでもいいっ！」


    　すぱんっと頭をはたかれる。半怪け我が人にんに対してなんたる仕打ち。

  


  [image: ]


  
    「愚ぐ問もんだぜガキども。数いる魔術師のなかで、なぜゴーティエが俺おれたちハバード家に目を付けたと思う？　《神医カムイ》の魔術が理想的だったからだ。奴やつの楽園を作り上げるためにはな」


    「カムイって……？　魔術師って、みんながおんなじ力を使えるんじゃないんですか？」


    　首を捻ひねる幼おさななじみに、隣から解説してやる。


    「騎士警ではそこまで教わっておらんか？　答えは《ノー》だ。魔術師の家系には──いや、正確にはゾフィの魔ま骸がいには、それぞれ異なる系統の魔術が受け継がれている。たとえばオレのクロウリー家であれば《奇術》。幻げん覚かくを得意とするが、反面、物質化は苦手な系統だ」


    「そして俺のハバード家は《神医》。体内操作に長たけ、体外放出に劣おとる系統。専門分野は生き物の肉体構造に関する全般、だ。たとえば魔女が細さい胞ぼう内の末端染色体テロメアでも復元しているなら……永遠の若さを保つことも、そう不可能な話じゃねえだろう」


    　医療の専門的な話はともかく、シャルルはあごに指を当て、考え込んだ。


    「だが待て。永遠の命はそれで達成できるとしても、それだけでは楽園は為なせない。そうだ、街の住民に仕立て上げる一○○○人もの人間を、奴はどこから調達してきたのだ？」


    「よい子のガキどもは、ブルターニュ州沿岸部について、歴史のお勉強はしているか？」


    「え？　……あっ！」


    　傍かたわらのポシェットも、ほぼ同時に気がついたようだ。


    「ま、まさか……洪水で壊かい滅めつしたまま、スラムみたいな状態で放置されてた沿岸部の漁村……そこに暮らしていた人たちを、まるごと誘ゆう拐かいしたっていうことですか!?」


    「復興初期に投入した人員については、まあ、まず間違いなくそうだろうな」


    「……だが、なぜ？　なぜゴーティエはこんな手の込んだことを？　ベイクフィールドとしての過去を抹まつ消しようし、奴はこの島でいったいなにを為そうとしているのだ……？」


    「そこは知らねえし、興味もねえ」


    　だが、とユージーンは続ける。


    「どうも奴は、こっちの想像以上に固こ執しつしているようだ。魔術師メイツェル＝ハバードと、その魔術によって作り出されるリオネ・ダユーを。だからこそ、どこぞのクソ帽子が送った予告状にひどく恐怖した。楽園の要かなめとなる燃ゆる髪の令嬢を奪われるのではないかってな」


    　数日前にリオネ・ダユーへと送られた人喰くい帽子の予告状は、何者かが名前を騙かたっただけのニセモノなのだが……余計なことは言わず、話を合わせる。


    「だからか。奴は線路を爆破してまで容疑者を島に閉じ込め、次々にプレッシャーを与え……」


    「人喰い帽子が正体を現し、自みずから動き出すのを待っていた……ってとこだろうな」


    　ちらりと、ユージーンはこちらに視線を送ってきた。


    「……気に食わねえが、お前には半端な恩義もあった。お前が予告状で騒ぎを起こさなきゃ、俺もこの島に目を向けることもなく、メイツェルの存在に気づけなかっただろうしな」


    「そうかい。それはなにより」


    「だが、それはそれだ。俺おれはメイツェルさえ取り戻せれば他のことはどうでもいいが、メイツェルのことだけは、絶対に誰にも譲ゆずるつもりはねえ。ゴーティエにも、もちろんお前にもだ」


    　体を起こし、颯さつ爽そうと金髪を翻ひるがえす。扉とびらの前で足を止め、強い口く調ちようで釘を刺してくる。


    「さて、これでもう貸し借りはナシだ。慣れ合いも終わりだ。クソ帽子、お前が何のためにメイツェルを狙ねらってんのか知らねえが……死にたくなけりゃ、今すぐ本土へ引き返すことだな」


    　ドアノブに手をかける。しかし、どうしたことか。相棒たるノイシャは動かなかった。


    「何やってるノイシャ。行くぞ」


    『クゥ～ン……』


    　巨体に似合わぬ可愛らしい声を出して、シャルルを見上げる。飼い主は頭を抱た。


    「おいおい、マジか、噓うそだろう……どんだけ節せつ操そうがねえんだクソ帽子……！」


    「お、オレが何をしたというのだっ」


    「お前が心配だから離れたくねえんだってよ……ったく、勝手にしろ！」


    　まるで喧けん嘩か別れしたカップルだった。金髪が翻り、ばたん！　と決別のドア音が響く。


    　部屋に残された幼おさななじみふたりは顔を見合わせ、やがて片方がジトッとした目になった。


    「ほんとに節操ないよね、シャル」


    「オレか？　オレのせいか？　心外だな……」


    　せめてポシェットにも紳士的なところをアピールすべく、気遣わしげな声を投げる。


    「ポシェットよ、よく無事でいてくれた。オレの手で助けてやれなくてすまなかったな」


    「なに、急に……別にシャルがわたしを助ける必要なんてないじゃん」


    「なにを言う。お前が心配だったからこそ、そばに写し身を置いて……」


    「写し身って、やたらワインばっかり勧めてきた、あの偽にせ者ものシャル？　特になにもできずに殴り倒されちゃって、砂糖細工みたいにさらさら消えてっちゃったんだけど」


    「うぐっ……面めん目ぼくない」


    　ポシェットはちょっと笑って、すぐに首を振った。一転して、急に弱々しい声になって、


    「ううん、ウソ。シャルは最後まで一いつ生しよう懸けん命めい護まもってくれてたんだよ？　なにもできなかったのは……わたしのほう。この島に来てからわたし、本当にだれの役にも立ててない……」


    「そ、そんなことはない！　お前がオレを蘇そ生せいしてくれたのだろう？」


    「聞いたでしょ、ユージーンさんがしようとしてたのを、わたしが横取りしたの。もしわたしがここにいなかったとしても……誰にも、なんの影響もなかったんだよ」


    「…………」


    　どうやら、思った以上に弱っているようだ。昼間の猟りよう奇き事件で騎士警察の身分を明かし、記者たちに責められてから、ずっと無力感にさいなまれていたのだろうか。


    　返す言葉のなくなってしまったシャルルだが、ポシェットはあっさりと口調を変えてきた。


    「ね、このままじゃ風邪ひいちゃうと思う。服脱いで乾かそうよ」


    「そ、そうだな。そうだが……」


    　あっさりしすぎではないだろうか。すなわちお互い裸はだかになるということである。


    　ためらいの理由に気づいたのか、ポシェットは胸もとを抱いた。ちょっと色っぽい仕草だ。


    「……じろじろ見なければ、許す」


    「光栄だな。ノイシャよ、お前もその勇ましい毛並みを休ませてやれ」


    　一匹を伴ってベッドを降り、シャルルとポシェットは服を脱ぎはじめた。


    　外がい套とうやドレスシャツ、スラックスに、ごてごてとくっついた装飾品。懐かい中ちゆう時計やステッキまで[image: ]そろっていたのは、まったくもってユージーンたちに感謝するしかない。


    　なにより代名詞とも呼べるシルクハットが傍かたわらにあって、シャルルは心から安あん[image: ]どした。


    　そんな愛用品たちを、暖だん炉ろの火がよく当たる場所へと広げる。ポシェットもまた、すぐ右隣で同じようにしていた。ちらりと見える二の腕は、当然ぬれた素す肌はだだ。


    　思わず彼女の、ぬれた全身像を想像しそうになってしまって──。


    「あっ！」


    　と、今さらながらに気づいた。


    「ど、どうしたのシャル？」


    「しまったな……もう全部脱いでしまったか？」


    「ぬ、脱いじゃった、けど、それがなに？」


    「いや、よく考えたら、服を乾かしているあいだ、代わりに着るものがなにもないではないか」


    「あっ……あちゃぁ～、そういえばそう、だね。どうしようかな……」


    「仕方ないな」


    　せっかく広げた外套を拾い上げる。当然ぬれているが、裸でいるよりはマシだろう。


    　前触れもなく振り返ってやると、ポシェットは慌あわてて体を隠した。


    　が、半はん裸らである。バストはかろうじて腕で守れても、ピンクのショーツはまる見えだった。


    「きゃっ！　み、見るなって言ったでしょお！」


    「恥ずかしがってる場合か。少しは我慢しろ」


    　有う無むを言わせず近づいて、背中に抱きつく。ふわりと、自分ごときゃしゃな少女を包み込んだ。


    「死ぬほど嫌とでも言うなら離れるが、どうする？」


    「……死ぬほどは嫌じゃないから……いい」


    　密着した状態で、ポシェットの頭が前後に動く。シャルルも頷うなずき返して、ともに座った。


    　するとノイシャも近寄ってきて、暖炉の前でふたりと一匹、ひとつの影を作り出す。


    　ここまで肌を密着させるのは、本当に何年ぶりだろうか。


    　雨に打たれて弱さに打たれ、ポシェットの心はいつになくしおれているように見える。


    　……切り出すなら、今がチャンスかもしれない。


    「騎士警察をやめたらどうだ、ポシェット」


    　ピクッと肩が震えたのは、吐と息いきが耳をくすぐったからか、心になにかが触れたからか。


    　騎士警察が領州の壁を越えて捜査を行おこなうエリート組織──というのは表向きの話。


    　その実態は、《魔術犯罪に対処するための世界的組織》だった。


    　構成員が貴族に限られるのは、魔術に関する情報を制御・管理するため。なぜ人喰くい帽子を騎士警察が管かん轄かつしているのかは、彼が侯こう爵しやくだからではなく、魔術犯罪者だからである。


    　今はまだポシェットは人喰い帽子専任捜査官として目の届くところにいる。だがこの先彼女が望むように地位が向上すれば、より危険で凶悪な事件に対処する機会も増えてくるはずだ。


    　──今回のように。


    　それがわからないほど愚おろかではあるまい。つまり、それがわかったうえで、彼女は。


    「イヤよ。わたしは騎士をやめない。やらなくちゃいけないことがあるんだから」


    「それはなんだ？　ずっと考えているがわからない。オレに手伝えることはないのか？」


    「シャルはなにもしなくていい」


    　突き放しておいて、入れ替わりに問いを突きつけてくる。


    「そういうシャルこそ、どうして心を失ってるふりして、泥棒なんてするの？」


    「……お前には関係ない」


    「ふ～ん…………」


    　まるで会話にならなかった。双方に受け止める気がないのだから、当たり前だ。


    　二人して沈黙してしまったので、残るひとりに──いや、一匹に視線を下ろす。


    　クゥン？　と首を捻ひねる彼女──間違いなくメスだ──に、どう思う？　と目線を送る。


    　──このままじゃラチがあかないね、とノイシャの瞳ひとみは物語った。


    「まったくそのとおりだな」


    「え？」


    「ポシェットよ、生まれたままの姿とはよく言ったものだな。今のオレたちはなんの立場も肩書きも羽織ってはおらんのだ。……今だけは、ただの友人として接してもいいだろう」


    「教えてくれる……ってこと？」


    「取引と考えてもよい。お互いにすべてを話す。応じるか否いなか？」


    「…………」


    　迷っていたのは、演技だったのかどうか。沈黙の数秒後、


    「いいよ。今だけは昔みたいに、ね」


    「ではさっそくだが、なぜお前が騎士警察の身分にこだわるのかを」


    「だ～め。まずはシャルからヒミツを話すの。そういう順番なんだから」


    　論理もへったくれもないむちゃくちゃな理屈である。どうしてレディというのは、こう……。


    「やれやれ……まあいい。オレが狂人のふりをする理由、泥棒をする理由、だったな」


    「うん。って言ってもわたし、たぶん知ってる。ヴィスクを助け出すためなんでしょ？」


    「なに？」


    　ヴィスクを『助ける』──そのような表現を用いるということは、彼らの真実を知っているということにほかならない。しかしポシェットは、いったいどうやってそれを知ったのか？


    「……騎士警察でそこまで情報をばら撒まくのか？　しかもまだ見習いのお前に？」


    「ううん、騎士警察じゃないよ、パパから」


    　彼女の父は、ゲルシュ・コンテ州を治める州公の弟だ。当然その立場上、魔術やヴィスクに関する知識も持ちえていたに違いない。なにせクロウリー家との縁もその筋である。


    「三年ぐらい前に、シャルが人喰くい帽子を名乗って泥棒を始めたでしょう？　みんなはあなたが変になったってしまったんだって騒いだけど、わたしにはすぐにわかったの、あなたは心を失ったふりをしているだけだって。でもどうしてそんなことするのかわからなくて、調べたの」


    　どこか懐なつかしむように、桜さくら色の瞳ひとみを閉じる。


    「シャルが変わったのは、きっと五年前、ご家族のみんなが亡くなってしまった事件が原因。わたしはそう思ってクロウリー家についていろいろと調べて、知ってしまったの。伯お父じさまのゲルツ公こう爵しやく家けとクロウリー家が、召し上げられた領りよう民みんを使ってなにをしていたか……」


    　見せたくなかったものを見られてしまった気分だ。シャルルは無意識に肌はだを離す。


    「パパを問い詰めて、しらばっくれられても食い下がり続けたら、ようやく教えてくれた。この世界はおかしいって。みんな、おかしいってことに気づかないふりをしてるんだって」


    　ポシェットは振り返り、シャルルが離した距離を、ずいっと埋めてくる。


    「それからパパはこうも言った。『きっとシャルルは、ヴィスクが歯車にされるこの世界を変えるために、無知な道化のふりをして彼らを助けているんだろう』って。ちがう？」


    　シャルルはくすっと笑った。自じ[image: ]ちよう的な笑みだ。


    「──五○点だ。いや、二○点かもしれぬし、一○点かもしれぬし、一点かもしれん」


    「な、なによ。どういうこと？」


    「そんなご大層なものじゃないのさ、オレの動機はな」


    　床ゆかからシルクハットを取り上げる。目の前に掲かかげると、さすがに裸はだかの少女はたじろいだ。


    「案ずるな。確かにこの帽子には劇薬メルキュールが用いられているが、『気化して周囲に精神汚染を引き起こす』など、[image: ]うわさに尾ひれのついたデタラメに過ぎない。花のほうも毒は抜いてある。いい香りだろう？」


    「そ、だね……キレイ」


    　間違いなく、世界に残るたったひとつの惑乱の帽子ハートレス・ハツト。シャルルは口く調ちようも鋭するどく言い放った。


    「オレの目的はただひとつこの帽子の本当の持ち主を捜すことだ」


    「え……？　どういうこと？　これ、もともとシャルのじゃないの？」


    「違う。この帽子に関してはオレもわからないことだらけさ。なぜこのような時代錯さく誤ごの危険物が存在しているのか。いったい誰が、どこから運んできたものなのか……。ただひとつ確かなのは、オレにこの帽子を授さずけた人物は、オレとアンにとっての命の恩人だということだ」


    「命の、恩人？　……よくわからないんだけど」


    「すべて話すとも。それが誓いだ」


    　もう噓うそはつきたくない。心を還かえすのだ。五年より前、黄金の午後を共有していたあのころに。


    「始まりは……やはりそうだな、十二歳のオレが臨のぞんだミステティカ認定試験だろう」


    「みすててぃか、ってなぁに？」


    「魔術師の家系分類さ。我々は大きくふたつに分けられるのだ。ひとつは魔術の研けん鑽さんに重きを置き、世俗とは距離を置く黙もく示し派は。ユージーンたちのハバード家はおそらくこちらだな。そしてミステティカは逆に、権力にすり寄ることで爵位を得た家系のことさ」


    　腕を伸ばし、ポシェットの体の左右から二本の指を立てる。


    「オレのクロウリー家も元はこちらだ。ミステティカこそが公こう爵しやくと契約を交わし、ヴィスク製作を担になっている存在。彼らには強力な横のつながりがあり、とある機関を設立してヴィスクの製作・調整・流通・販売、素そ体たいの調達から情報の隠いん[image: ]ぺいまで。体制を固めているという」


    　情けないことに、今のシャルルが摑つかんでいるミステティカの情報はこれぐらいのものだ。彼らは人間社会に巧たくみに溶け込み、容易に尻しつ尾ぽを摑ませない。


    　苦味をかみつぶしつつ、ひとまず今は話を戻す。


    「オレが臨んだ認定試験は、ミステティカの人形技師として認められるためのものだった。その日まで、オレは一流の職人になることを、その後の華々しい未来を信じて疑わなかったよ」


    　だが、と弱々しく首を振る。


    「その日、オレは初めて知らされたのだ。ヴィスクの材料がゼンマイや歯車ではなく、生きた人間だということを。あろうことか大切な従者を素体にすることによって！」


    「それって、アンのこと……!?」


    「そうとも。昔疑問に思ったことがあったな？　なぜ身元不明のあいつがオレの従者になったのか。簡単さ。なにもかも認定試験のためのお膳ぜん立だてだったんだ。前途洋々たる少年技師の心にヴィスクの真実を刻み込むためそのためだけに、オレたちは出で[image: ]あわされたんだ!!」


    　ポシェットは声を失っていた。なにを思っているのかはわからない。知らずとはいえミステティカに属していたシャルルを軽けい[image: ]べつしているのかもしれない。それでも告白はやめない。


    「……取り返しのつかないことをしていると気づいたのは、試験の終盤も終盤さ。オレはアンの心を好き勝手にいじくったあげく、最後の最後で臆おく病びようになって、強引に作業を中断。その結果、精神機構をめちゃくちゃに傷つけて……彼女の心臓をつぶしてしまったのだ」


    「えっ、え!?」


    　さすがにこれは聞き逃のがせないとばかり、ポシェットは体ごと振り返ってきた。外がい套とうがずるりとはだけて裸はだかの胸もとがあらわになったが、気にしている余裕もないらしい。


    「心臓をって……それじゃあ、今のアンはいったい誰なの？　まさか本当に別人なの!?」


    「そんなわけがあるか。オレたちの愛する幼おさななじみは、あいつただひとりだけだ。……ポシェットよ、先ほど牢ろう獄ごく塔とうから救出されたとき、オレの心臓は止まっていたと言っていたな？」


    「え？　う、うん……」


    「もう一度確かめてみるがいい」


    　後頭部に手を添え、ぐいと引き寄せた。裸の胸に、幼なじみの頰ほおが密着する。


    「ひゃっ！　ちょ、ちょっと、急に……っ！　…………って、え？」


    　慌あわてかけたポシェットだが、数秒後、見る見るうちに顔が青ざめていく。


    「ま……まだ動いてない……？　動いてない！　し、心臓止まってるよ、シャル!?」


    「落ち着け。止まっているのではない。オレの心臓は、ここにはないのだ」


    「どういう、こと？」


    「オレの心臓は今、アンティークの胸のなかにある」


    　手を離してやったが、ポシェットはまだ不安そうに、鼓こ動どうのない胸を撫なでていた。


    「……試験でアンティークを殺してしまったとき、オレは彼女を救うにはその方法しかないと思った。すなわちオレの魔ま骸がい魔女の心臓を彼女に移植したのだ」


    「魔骸って……騎士警察で聞いたことある。魔術師の魔力の源みなもとなんでしょう？」


    「そうだ。その強大な恩恵ならば、あるいは……アンティークの命をつなぎ留めてくれるかもしれない。成功するかはわからない。したとしても精神機構ココロは壊れたままだろう。そして当然、心臓を喪うしなったオレは生きてはいられないはずだ。だがそれが唯ゆい一いつ彼女に償つぐなえるすべであるのなら、と。オレは周りの者たちが止めるのも聞かずにそれを実行したのだ」


    「それで……どうなったの？　ふたりとも、今はちゃんと生きてるじゃない」


    「わからない」


    「は？」


    「覚えていないのだ。それからどうなったのか」


    　意識を深く潜もぐらせてみても、やはりあのときの情景はシャルルが魔女の心臓を引き抜いたところで終わっている。その次にある明めい瞭りような記憶は、暮らしていた州都の庭園。シャルルは眠りにつく従者と寄り添い合って、高々と燃え盛る自身の邸てい宅たくを見上げていた──。


    「オレが気を失っているあいだになにかがあったのだ。いや、何者かがいたのだ。その人物はオレとアンティークを救い出し、おそらくは屋敷を焼き払った。目的はまったくわからん。姿も定かではない。オレが覚えているあの人の印象は、ただひとつ──」


    　シルクハット。舞い散る火の粉このなか、奇妙なほどの光沢を放っていたのを覚えている。


    　それをかぶっていた何者かは傍かたわらに跪ひざまずき、脱いだ帽子をシャルルの胸に置いて、言った。


    　復ふく讐しゆうせよ──と。


    　それきり姿を消してしまった、あの人の言葉の意味を、シャルルは今も追い求めている。


    「じゃあ、シャルとアンはその人に助けてもらったの？　今はどうなってるの？」


    「……オレとアンがどのようにして、ふたり一緒に生き永らえることができたか。それは人間としても魔術師としても、人形技師としてもぶっ飛ぶような手段によるものだった。いや、ある意味単純か。心臓がひとつしかないのなら、ひとつの心臓を分けあって生きよう、と」


    「えっ……!?」


    「今のオレとアンはな、半分つながっている状態にあるのだ」


    　わかりにくいかもしれないが、身ぶり手ぶりを加えて説明を続ける。片手を自分の胸に、もう片方をポシェットの胸に当てて、


    「我々魔術師は、生物の精神を歯車の集合体ムーブメントとして知覚する。信じがたいことだ。眠りから目覚めたあと、オレとアン、ふたりの精神歯車は──」


    　反転させ、ぱしんっと指を組み合わせる。


    「ふたつでひとつとして完かん璧ぺきに組み合わさるよう、設計し直されていたのだ」


    「ふたりで、ひとつ……？」


    「自然界にあってはならない異質な存在だ。人工物としても聞いたことがない。だが確かに合理的だった。これならオレは心臓がなかろうと、アンと霊的につながっている以上は生き続けることができる。アンもまた、欠落した精神部分をオレから補完することができる」


    　魔術師としての驚嘆と畏い怖ふで、シャルルはふるふると首を振った。


    「再構築されたムーブメントを見て、オレは恐怖に近いものを感じたよ。すばらしい！　と。どれほど人智を超えた技術の持ち主なのだろう、と。オレはもう一度その人と[image: ]あいたい。深く礼を言い、教えを請こいたい。どうか、このオレにアンを助けるすべを授さずけてくれ、と」


    「アンを助ける……？」


    「見ていればわかるだろう？　ふたりで生き延びただけ奇跡だが、やはり元どおりというわけにはいかなかった。オレが破壊してしまった精神部分はそのまま、アンの感情表現はごっそりと欠落してしまっている。覚えているか？　昔のあいつはもっと感情豊かな奴やつだった」


    「それを言うなら、シャルだって昔と比べてだいぶ変わってるけど」


    「そ、そうか？」


    　自覚がない。まあ、幼おさななじみだから変化に気づくこともあるのだろう。


    「とにかく、オレはこのシルクハットの持ち主にもう一度[image: ]わなければならない。オレたちの体をいや、アンティークだけでも元に戻してやるために。オレたちの旅たび路じはすべてそのため……ヴィスクを解放するのも、ミステティカの実態を探るのも。なぜならあの人は間違いなく高名な人形技師つまりはミステティカの一員であろうからだ」


    「アンを助けるために、世界のシステムさえ敵に回す……かあ」


    　歌うように口ずさみ、ポシェットはうっとりと頰ほおに手のひらを当てた。


    「はあぁ～～いいなあ……っ。アン、シャルに愛されてるなぁ～～っ」


    「こっ、こそばゆい言い方をするな！　これは償つぐないだ。するべきことをしているだけだ！」


    　途端に頰ほおが熱くなってきてしまって、ふんっとそっぽを向いてごまかした。


    「とにかく、これでわかったろう。オレの行動はすべてエゴだ。世界を変えるだのヴィスクを救うだの、そんなものは全部ついでに過ぎない。たとえば今日きようアンティークを元に戻すことができたら、明日あしたからはヴィスクの解放などやめてしまうかもしれない。自分勝手なものさ」


    「ちがうよ」


    　春の木こ漏もれ日びのようなぬくもりが、首筋に抱きついてきた。


    　ポシェットはぬれた裸はだかのまま、ほんの少しはにかみながらも体をいっぱい押しつけてくる。


    「それじゃあもうひとつ聞くけど、シャルはどうして心を失なくしたふりをしているの？」


    「そ、それは……」


    「話を聞いてて、やっとわかった。シャルはみんなを護まもろうとしてるんでしょ？　いろんな真実を覆おおい隠して、貴族も、平民も、魔術師もヴィスクも、みんなを助けようとしてるんだ」


    　シャルルはすぐに言い返せなかった。


    　そう──もし仮に今、ヴィスクの真実が暴かれたなら、間違いなく世界は一度崩ほう壊かいする。


    　予想されるのは、平民の暴動、貴族の抵抗。勃ぼつ発ぱつする武ぶ力りよく衝しよう突とつに、投入される警察と騎士たち……。時計の針は巻き戻され、かつて大陸を覆った大戦乱が再現されるだろう。


    　そのとき血を流すのは……目の前にいる愛いとしい幼おさななじみかもしれないのだ。


    　首筋に顔を埋うずめ、ポシェットは愛情いっぱいに頰ずりを繰り返してきた。


    「優しいシャル。わたしは知ってるよ。どんなにごまかしたってわたしにはわかるんだから」


    「……さて、なんのことだかな」


    「ふふっ、素直じゃないの」


    　いいかげん……心をさらけ出しっぱなしでこそばゆくなってきた。


    　そろそろ交代の番だ！　今度は相手の本音を容よう赦しやなく暴き出してやるのである。


    「さあっ、よくも根掘り葉掘り聞いてくれたな。次はお前の番だぞ、ポシェット！」


    「えっ、と……パス」


    「却きやつ下かだ！」


    　パスしたところで手番は自分しかいないだろうに、ポシェットは諦あきらめ悪くぐずついている。


    「シャルの話を聞いちゃったあとだと、なんだか……シャルたち、ものすごいドラマチックだったし……う～ん、聞いても笑わない？　っていうか、真ま面じ目めに聞いてくれる？」


    「当たり前だろう」


    「わかった。実はね？　わたしも世界を変えてやろうと思ってるの」


    　笑うつもりはなかった。だが真面目に受け取ることもできなかった。


    　できたのは間抜けに聞き返すことぐらいだ。


    「な、なんだって？」


    「今の世界がおかしいって思ってるのはシャルだけじゃないのよ。わたしだって、人間が人知れず使い捨ての人形にされちゃうなんて異常だと思う。でも見習いのわたしがいくら吠ほえたところで誰も聞いてなんかくれない。大勢の人に言うことを聞かせるには、権力が必要なのよ」


    「ほ、ほう……」


    　思った以上にまともな答えが返ってきて、なぜだかほっとした。


    　だが安心している場合でもない。昔は温おん厚こうだった彼女にそこまで決意させるということは、なにかシャルルやアンティークに比ひ肩けんするほどの壮絶な事情があるに違いないのだ。


    「同じということは、お前もヴィスク制度撤てつ廃ぱいが最終目的ではあるまいな？　答えろ、この世界からヴィスクという歯車を失なくし、お前はいったいなにを得ようとしているのだ？」


    「う～んと、さすがに恥ずかしいな……笑わない？」


    「だから笑わん」


    「あと、ほんとのほんきだからね？」


    「言ってみろ」


    「シャルのお嫁さんに……してほしいな」


    　もちろん笑わなかった。だが真ま面じ目め顔も間抜け顔もできなかった。


    　シャルルはなぜか、怒った。


    「は、はああああああっ!?」


    「ひうっ！　な、なんで怒鳴るのようっ」


    「意味不明だ!!　なんでそうなる！　オレを振り向かせるのになんで世界変革なのだ！」


    「だっ、だって犯罪者のままじゃ結婚できないじゃない！　世界中からヴィスクがいなくなれば盗むものもなくなるじゃない？　っていうかシャルがわたしに捕まってくれれば、シャルは牢ろう屋やで安全だし、わたしは昇進できるし、いいことずくめじゃないっ？」


    「頭が痛い……！　オレの幼おさななじみはバカだったのか！」


    「ば、ばかじゃないもんっ！」


    「いーやバカだね！　お前みたいなバカが世界を変えるなんてできると思ってるのか！」


    「できるわよっ！　わたしはシャルと結ばれるためだったら、世界だって変えてみせるんだから────っっっ!!」


    　大声で宣せん誓せいした。やっっっぱりバカだ。


    「……無理だね」


    「ムリじゃないっ」


    「引っこんでろ。オレが人喰くい帽子として世界を狂わせる。お前のやり方じゃ無理だ」


    「シャルこそ引っこんでてよ！　わたしが騎士警察のなかで偉くなって世界を正すの！」


    「そんな回りくどいやり方で世界が変わるわけないだろう！」


    「シャルみたいな危ないやり方が長続きするはずないじゃん！」


    「わからず屋め！」


    「どっちがよ！」


    　ほんの数分前まで抱き合っていたはずなのに、今はフーフーッと息も荒くにらみ合っている。わからんものである。わからんものであるが……。


    　互いの格好と位置取りぐらいは、少しぐらい考慮すべき事柄だった。


    「あっ……」


    　思いっきり裸はだかで向き合っていることを自覚して、ポシェットはかああっと頰ほおを染めた。このさいピンクショーツが大サービス状態なのは仕方がないと、胸もとだけを抱きかかえる。


    　ハァ、と逆にクールダウンした気持ちで、シャルルは外がい套とうを脱いだ。暖だん炉ろを背にぺたん、とへたり込む少女の前に跪ひざまずき、裸の肩にふわりとはおらせてやる。


    「……強情だな。どうしてもやめるつもりはないのか」


    「絶対にやめない。わたしだってシャルやアンに危ないことしてほしくないし。ふたりの体がそんなふうになってるんだったら、わたしが助けてあげたい。それに、だって……」


    「だって？」


    「だって……わたしシャルのこと、好きで好きでしょうがないんだもん……っ」


    　泣きそうな顔になって、彼女は混ざりっけのない告白を繰り返した。


    「もう離れてるのが耐えられない……！　毎日、ずっと一緒にいたい……わたしの話聞いてほしいし、シャルの声をいつでも聞いてたい。あなたがみんなから『奇怪者ジヨーカー』なんてののしられたり、追いかけていってもすぐに逃げられちゃったりなんて、もう嫌なの……!!」


    「……本当に、ただただそれだけか。バカな奴やつだな」


    　チェリーピンクの頭を引き寄せた。まぶたにキスすると、にじんでいた涙が、はたとやんだ。


    「シャ、シャルっ？」


    「……すまない。今は考えなければならないことが多すぎて、お前の気持ちにどう答えを出したらいいかわからないんだ。その代わりに約束しよう。お前がもし本当に騎士警察として世界を正すことができたなら、そのときは結婚でもなんでも、オレのことを好きにするがいい」


    「ほ、ほんと……？」


    「シャルル＝クロウリーの名に誓って。だがな、ポシェット」


    　外套越しに、ぎゅっと肩を握る。きゃしゃで、今にも壊れてしまいそうだ。


    「お前はオレのやり方を危険だなんだと非難したが、内側からシステムを変えるのだって途方もない苦労を強いられるはずだ。お前が本当にそれに耐えられるのか……覚悟を見せてくれ」


    「覚悟？」


    「先ほど、『自分はなんのためにここにいるのか』などと言っていただろう？　愚おろかな奴め、お前は何者だ？　ほかに代わりなどいない、お前にしかできないことがここにはあるのだ」


    　シャルルは首を巡らせた。壁を透すかし、はるか遠くにそびえ立つカテドラルをにらみ据すえる。


    「オレはメイツェルを助けたい。あいつはオレやアンティークとおなじ、運命を狂わされた者だ。捨て置けん。オレはアンティークを救い出し、メイツェルをこの島から解き放つ」


    「ユージーンさんに協力するってこと？」


    「いや、ユージーンのやり方ではだめだ。オレも勘違いしていた。メイツェルが本当の意味でこの鳥かごから羽ばたくためには、ただ単に檻おりを壊すだけでは不充分なのだ」


    『クゥン……』


    　そのとき、足もとにまだら模様の毛玉がすり寄ってきた。


    「ふふっ、そうだな。オレたちなら彼女を笑え顔がおにできる。協力するか？　ノイシャ」


    『バウッ！』


    「いい返事だ」


    　予期せぬ戦力の参さん入にゆうである。シャルルの思い描いたビジョンが着々と実現に近づきつつある。が、作戦の要かなめとなる少女は外がい套とうの前を合わせ、まだ首を捻ひねっていた。


    「き、協力はいいけど……シャル、いったいこの状況からなにをするつもりなの？」


    「愚ぐ問もんだな。オレを何者だと？」


    「えっ……きゃっ！」


    　するするりん、と。外套の内側に両手を滑り込ませた。裸はだかの少女はビクンッと跳ね上がる。


    「セ、セクハラ魔人！」


    「失敬だな。用があるのは内ポケットだ。少しじっとしていろ」


    「そっ、そんなのムリ……ひゃんっ！」


    　外套を握りしめてもじもじ動いているために、一向に目的地までたどり着けない。迷子になった手のひらがあらぬところにたどり着いて、ぺったんこプリンをもみもみもみもみ……。


    「うきゃああああっっっ!?　ちょっと、やンっ、ほんとっ、どどどどこ触って……っ！」


    「おかしな奴やつだな。オレのことが好きなのではないのか」


    「好きだけどっ、えっちなのはだめ！　ていうかっ、直接は、あンっ、だめだってぇ……！」


    「よくわからんな。ふんっ、ありがたみのない貧ひん乳にゆうのくせして」


    「ま、ままままたちいさいって言ったあ!!　シャルが五年もほっとくからでしょお!?」


    　またアウトコースぎりぎりを攻めてくる幼おさななじみである。さすがに少し気恥ずかしくなってしまったシャルルはため息をつき、イタズラを中断。内ポケットから目当ての品を回収する。


    　幾枚かのカードだ。当然水にぬれているが、比較的無事な一枚を選び出した。


    「はぁ、ふぅ……っ。な、なんなの、それ？」


    「前回は少々、地味すぎた」


    「え？」


    　カードを唇くちびるにかざす。軽くキスマークをつけると、表面に鮮あざやかな血の色が広がった。


    「観客をたくさん招待しよう。パーティは派は手ででなければな!!」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　翌日──まだ朝日が顔を出してもいない頃。


    　一○○○人の住民は、一睡もせずに島の見回りを行おこなっていた。女子供も関係ない。今はゴーティエの支配力が強化され、彼女の命令なら妄もう信しん的に従うようになっているのである。


    　そのうちのひとりが、門前広場で奇妙なものを発見した。日焼けした体に投げ槍やりを掲かかげた漁師。広場の掲示板に目を留とめた彼は……事の重大さに気づき、全身を大きく戦慄おののかせた。


    「ゴーティエさま……アアっ、我らのメイル！　大変デス！　奴やつはっ奴はまダ！」


    　槍を投げ出し、転びそうな勢いでカテドラルを目指していく。薄い朝霧が漂ただようなか、門前広場に静寂が戻り……掲示板に留められていたカードが、白くくっきりと浮かび上がった。


    



    『歌姫メイツェルに旅支度をさせ、日没までに駅へ送り届けよ


    　もし彼女がお見えにならない場合は、檻おりをこじ開けてでもお迎えに参上する！


    
      人喰くい帽子シャルル＝クロウリー』

    


    



    　このニュースは瞬またたく間に島中を駆け巡り、大だい胆たん不ふ敵てきな予告状をじかにその目で確かめたメイル・ゴーティエは、眉まゆをひそめ……ついで、ルージュの唇くちびるをニィィとつり上げた。


    「素敵ですわ、クロウリーさま。何度も何度も──ぶざまな姿を見せてくださるのね!!」


    　その背後で、武装した衛兵たちが一斉に武器を鳴らす。


    　予告された決戦は、夕刻──。


    



    　太陽が水平線に沈むまで、ゴーティエが飛ばした指示は至し極ごく単純なものだった。衛兵を指揮官として、住民たちをいくつかの部隊に分けて島中に配置する、これだけだ。たったこれだけで、人喰い帽子がどこから現れようとも身動きが取れなくなるはず。


    　彼がなにを企たくらんでいようとも、一○○○人の守りを突破できるとは思えない。──否いな。たとえ突破できる力があったとしても、自分の指揮ですぐさま封じ込めてみせよう。


    　その後は、昨夜の再現……彼の捕ほ縛ばく場所が、そのまま鮮せん血けつの処刑場となるのだ!!


    「現れマシた！」


    　その報告が飛ばされてきたのは、日没とぴったり同時だった。ゴーティエにとって少々意外だったのが、彼が出没したのは予告したまさにその場所──つまり門前広場だったのだ。


    「隠れる気もない、ですか……真正面から踏みつぶされたいみたいですわね」


    　組んでいた腕を解き、歩み出る。正門に向かえば、目標は正面だ。


    　人喰くい帽子は奇妙な生き物を駆かっていた。広場から駅へと伸びる橋、そこをオオカミじみた獣けものにまたがって疾しつ走そうしてくる。シルクハットに毒花が踊り、外がい套とうが亡霊のごとくたなびく。


    　衛兵が五人、横一列に並んで銃じゆう剣けんを構えた。充分に引きつけてから、鋭するどい声で号令を放つ。


    「撃ちなさい！」


    　連続した発はつ砲ぽう音おん。銃剣から煙がたなびき、シャルルの姿がかき消えた。


    　魔ま獣じゆう・ノイシャである。凄すさまじいスピードで左右に回避し、弾だん丸がんはむなしく石畳にはじける。二度目の一斉射が放たれる前に大きく跳躍。城壁を駆かけ上がり、物見台へとシャルルを運ぶ。


    　外套を翻ひるがえしながら、シャルルはふわりと降り立つ。


    　ノイシャはさすがの働きをしてくれた。ここからは自分の役割である。ブーツを踏み出し、一○○人ほどの私兵に守られた漆しつ黒こくの女王を、不敵な笑みとともに見下ろしてやる。


    「は────っはっはっはっはっは!!　盛大な出迎えごくろう！　昨晩ぶりだなゴーティエ殿。私がそばにいなくて、姫君は安心して眠れているかね？」


    「……相変わらずふてぶてしい男。わたくし嫌いじゃありませんわ。粋いきがった男を叩たたきつぶすのが、実はわたくし大好きなんですのよ？」


    「そうか、安心してくれ。我はすべての性せい癖へきを愛す者シャルル＝クロウリー！　受けも攻めも両方こなしてみせよう！　ふーっはっはっは！」


    「……読めませんわ。演技なの？　それとも…………まあ、どちらでも構わないこと！」


    　すらりと手をかざし、配下に命じる。


    「シャルル＝クロウリー畏おそれるに足らず！　今すぐひっ捕らえなさい！」


    「「「ハッ！　我らがメイル!!」」」


    　武器を手にしたすべての民が城門に殺到する。塔とうを駆け上がり、すぐさまシャルルを包囲することだろう。猶ゆう予よは数十秒だ。それでもシャルルは悠然と、欄らん干かんに腰かけてやった。


    「さすがだな、ゴーティエ殿。自みずからは一歩も動かず、合図ひとつで目的を達するか。きっとあなたのように大勢の人間を従えた者だけが、大それた野望を実現できるのだろうな」


    「ふふっ……」


    「しかしてゴーティエよ。そんな強大な組織に一匹狼おおかみが戦いを挑いどむには、いったいどのような手段を用いればよいかわかるかね？」


    「……なんですって？」


    　魔女は眉まゆをひそめる。シャルルは答えず、すらりと腕を掲かかげ、


    「それは組織に迎げい合ごうするか──個人で圧倒的な力を行こう使しするか、だ」


    　ぱちんっ、という合図とともに。


    



    　その瞬間、リオネ・ダユーは壊れた。


    



    　それにふさわしい轟ごう音おんが八方から響き渡る。まるで地面から発せられた雷かみなり。とどろきは空に突き抜け、燃えるような茜あかね色にこだまする。


    　爆発じみた音ね色いろだが、煙はどこからも上がっていない。魔女は目に見えてうろたえた。


    「なっ、なに!?　あなたいったい今……なにをしましたの!?」


    　広場の住民たちも浮き足立っている。音の発生源も正体も、判然としないのだろう。


    　優雅に脚を組む。ここからが偽いつわりの道化シャルル＝クロウリーの腕の見せどころだ。


    「この街は風通しが悪すぎる！　人喰くい帽子は繊せん細さいなのだ。もう少し配慮してくれたまえよ」


    「あなた、なにを言って……ッ！」


    「窓を開けたのさ！　少々苦労したがね。おかげでずいぶん快適になった。ほら、見ろ！」


    「ゴーティエさま!!」


    　同時に伝令が駆かけ込んできた。広場の全員が注目する。


    「た、大変デス！　水門が……水門がすべテ開け放たれテいマス!!」


    「なんですって!?」


    「外海はもう満潮デス！　流れ込む勢いが激しすぎテ止められまセン！」


    「くッ……!!」


    　ゴーティエは門を駆け抜け、自分の目でそれを確認した。リオネ・ダユーをぐるりと囲む堤てい防ぼう、その要所に構えられた水門。上下開放式のそれが、ひとつ残らず大開帳となっている。


    　滝のような海水が、恐ろしい勢いで内海へ押し寄せていた。


    「馬ば鹿かな……ッ！　まさか、このようなことが……!!」


    「オレを《あちら側》へ閉じ込めたのは失敗だったな、ゴーティエ」


    　ゴーティエの顔が跳ね上がる。狼ろう狽ばいした敵を見下ろすのは実に気分がいい。


    「もう崩ほう壊かいは止められんぞ。押し寄せた波はリオネ・ダユーをのみ込み、すべてを海の底へと沈める！　二十年前の大洪水の再来だ！　あ──ッはッはッはッはッは!!」


    「若造……!!　どこまでふざけた真ま似ねをすれば気が済むんですの!?」


    　すぐさま腕を振り、指示を飛ばす。


    「ボサボサするんじゃありませんわ！　早くあの男を引きずり下ろしてきなさい！」


    「デ、デスが、ゴーティエさま……！　このままデは我々モ……！」


    「──っ!?」


    　くるぶしが水に包まれる。急激に海位が増し、広場をのみ込みかけているのだ。住民たちは誰ひとりゴーティエの指示を聞いていなかった。武器を捨て、恐きよう慌こうを起こしかけている。


    　城壁の上からは、冷然とした悪魔の声。


    「感情を持つジュエリー・ヴィスクか……非常に興味深いが、欠点はそこだ。いかに自分を崇すう拝はいさせようと、感情がある以上は人間の最も根源的な本能──死の恐怖にはあらがえない!!」


    「ぐッ！」


    「それがお前の限界だよ、ゴーティエ」


    　むしろ残念そうに、首を振ってやる。


    「一○○○人もの人間を操あやつり人形にして女王気取りか？　笑わせてくれる。この島にお前のものなどなにひとつない。民も地位も、富も愛情も！　すべて誰かから奪ったまがいものに過ぎん。簒さん奪だつの王。ハリボテの玉座に座る裸はだかの王！　あっはは！　滑こつ稽けいなものよ！」


    「黙れええええェ!!」


    　鬼の形ぎよう相そうである。彼女が必死で隠している本来の年齢が、垣かい間ま見えたような気がした。


    　とはいえ、挑ちよう発はつするだけが狙ねらいではない。すっくと立ち上がり、喝かつを飛ばしてやる。


    「借り物の王！　せめてその筋を通せ！　貴き様さまの民が嘆いているぞ！」


    　ばさっと外がい套とうを翻ひるがえす。この場でするべきことはすべて終わった。あとは彼女が……。


    「あなたに言われなくとも！　──みなさん！　速やかに避難を！　島中の民に伝令を！　高台までは海水も届きませんわ！　全住民[image: ]そろって、オペラ座へ避難するのです！」


    「「「仰おおせノままニ！　メイル・ゴーティエ!!」」」


    「──見事だよ、魔女」


    　かすかな賛辞を贈おくり、魔ま獣じゆうの背にまたがる。待ちくたびれている鼻先を、ぽんと叩たたいてやる。


    「さあ、オレたちも行くぞ！　メイツェルが待っている！」


    　猛たけ々だけしい雄お叫たけびに続いて、勇ましく床ゆかが蹴けり上げられた。
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    　島中で巻き起こっている騒ぎは、遠いこだまとなってカテドラルまで響いていた。上層階の高い塔とう、そのてっぺんの部屋で膝ひざを抱えるメイツェルは、ぼんやりと窓に視線を向ける。


    「なんだろう……？」


    　しかし、カーテンの閉め切られた窓からは、一筋の夕日が差し込んでくるだけ。やがては太陽も沈み、部屋は真っ暗くら闇やみに閉ざされた。明かりをつけることもせず、再びうつむく。


    　室内には、昨夜の壮絶な戦闘の痕あとが残されたままだった。今は人喰くい帽子を捕らえることが最優先とされていて、こっちはほったらかしにされているのだ。こびりつく血けつ痕こんも生々しい。


    「泥棒さん……」


    　暗い部屋、舞う埃ほこり、閉ざされた深海のような闇のなかで、健けな気げに輝かがやく金色の髪──。


    　ふわりと、揺れた。風が吹く。


    「──メイツェル」


    　ぱっと、顔が跳ね上がった。


    　いつからだろう、窓が開いている。星空が光を招き、カーテンが心ここ地ちよさそうに揺れている。


    　初恋の人は、その傍かたわらに立っていた。


    「ど……泥棒さんっ!!」


    　転がるようにベッドを下りた。しかし駆かけ寄る寸前で、広げた腕をぎゅっと止めてしまう。


    　迎える気でいたシャルルは眉まゆをひそめた。


    「どうした？　約束どおり、泥棒さんが迎えにきたぞ？」


    「……ありがと。泥棒さんが無事で、ほんとうにほんとうによかった……！　だからね？　もうそれだけでいい。やっぱりおかぁさんの言うとおり、ぼくはこの塔とうから出ちゃいけないんだ」


    　可か憐れんな顔をくしゃっと歪ゆがめている。こぼれそうな涙を瞳ひとみの端でこらえている。いばらのトゲが胸を締めつける、その痛々しい音をシャルルは確かに聴いた気がした。


    「そうか……では、今度はこちらがお願いする番だな」


    「え？」


    　跪ひざまずき、彼女の左手を取った。心だけは騎士のように、金色の姫を見上げる。


    「歌姫メイツェル。どうかこのシャルル＝クロウリーに誘ゆう拐かいされてはもらえませんか？　私はどうしても見たい。その金色の髪が太陽の下で輝かがやくのを。それが私の希望となるのです」


    「泥棒、さん……」


    「ふふっ、断ことわる権利はないぞ？　それこそが、オレときみとの誓約ブギー・ドリーなのだからな！」


    　立ち上がり、ぐいっと引き寄せる。今度こそ遠慮なく抱きすくめてやると、メイツェルも力いっぱいすがりついてきた。涙はあふれるままに、外がい套とうへ吸い込まれる。


    「泥棒さんっ……泥棒さん！」


    「もうなにも心配はいらない。約束したはずだ。オレがきみを自由な空へ連れていく」


    　しばらく思う存分に泣きじゃくり、やがて落ち着いたのか、歌姫はふいに手を引っ張った。


    「泥棒さん、こっち」


    　連れていかれた先では、書物と本棚の瓦が礫れきが散乱していた。その一角で、蒼あお薔ば薇らのドレスを着たお人形が壁にもたれかかっている。前髪からこぼれる光は、夜空の星くずのようだ。


    「アンティーク！」


    　すぐさま駆け寄り、頰ほおに手を[image: ]はわせる。メイツェルが申し訳なさそうに眉を寄せていた。


    「……ごめんね、ぼくが魔術をかけちゃったみたいなの。あれからずっと眠ったままで、いくら呼んでも揺すっても、ぜんぜん目を覚ましてくれないんだ」


    「そういえば、魔女が『娘にする』などとのたまっていたな。ほかにはなにかされていたか？」


    「ううん。人喰くい帽子がまだ生きてるかもしれないって報告がきて、この子を眠らせてから、おかぁさんもすぐどこか行っちゃって……それっきり。塔には誰も来てないよ？」


    「ならば問題ないな。起きろ、アンティーク」


    　目の前でぱちんと指を鳴らしてやると、彼女を捕らえていた催さい眠みん魔術が霧む散さんする。


    　長いまつげがゆっくりと持ち上げられ、サファイアの煌きらめきがシャルルを射抜いた。


    「シャル……」


    「遅くなってすまなかったな、アンティーク。怖くなかったか？」


    　腕を広げると、アンティークは反射的に飛びついてこようとした。


    　それを寸前で、ぐっとこらえ、幼おさないこぶしを胸もとで握りしめる。


    「……シャルは優しすぎです。アンは取り返しのつかない失態をしたのに、そんなふうに甘やかされたら……甘えたくなってしまうではないですか」


    「よいではないか。こうして、お互いに何事もなく無事だったのだ。そう深刻に考えるな」


    「シャルがそんなことだからアンはちっとも成長できないのですっ。お願いですご主人さま、どんなことでもいいです。アンをめいっぱいお叱しかりになってください」


    「え、ええ……っ？」


    　ものすごく気乗りしない。こんないじらしい従者に、ちょっと失敗したからって叱しつ責せき？


    　考えられない話だが……いや、ちょうど頼みにくい事柄が、あると言えばあるのだった。


    「……そう、だな。ではこれはお仕置きというか、お願いなのだが」


    「なんなりと」


    　目の前に懐かい中ちゆう時計を掲かかげる。針は、もう何度も確認した12時で固定されたままだ。


    「詳細はあとで話すが、オレたちはこれから魔女ゴーティエと対決せねばならん。しかし肝かん心じんの魔術が使えなければ話にならないのでな。……その、お前さえ嫌でなければ」


    「……いやなわけないです」


    　するっと首に腕が回されてきた。途端、溶けるような熱さで互いの精神歯車ムーブメントが結合される。


    　この時点で少し魔力が回復しはじめたが、短時間で決戦の準備をするとなると、やはり圧倒的にペースが遅い。もっとダイナミックに注ぎ込んでもらう必要がある。


    　あえて言うまでもないことだが、《魔女の心臓》を預けている今のシャルルは、もう独りでは魔術を使えない。アンティークと霊的に結合し、疑似的な肉体結合を行おこなうことで明け渡される限定的な魔力を、残量を意識したうえで計画的に運用しなければならない。


    　魔力の供給量は、ポンプである《心臓》の活性化具合に依い存ぞんする。つまり、普段ならべったりと抱き合っているだけでもいい。だがそれ以上の効率を求めようと思ったら、物理カラダと精神ココロを接続させた状態でアンティークの鼓こ動どうを高く、強く、速める必要があるのだ。


    　……考えるだけでも茹ゆだりそうである。シャルルたちが毎晩一緒にお風ふ呂ろに入り、同じベッドで寝ているのはこれが理由だ。そして何を隠そう、それらと同等の意味を持つ行為を──


    　今からこの場で、行う必要があるのだから。


    「ではアンティークよ唇くちびるを差し出せ」


    「……キス、ですね。ご主人さま」


    　確かに供給効率は凄すさまじいが、めったにしない特別な行為である。魔力目当てで唇を吸う罪悪感と、彼女の純潔を大事にしたい気持ち。もちろん気恥ずかしさもあるのだが──。


    　できればキスを避けたい一番の理由は、ひとえに効率がよすぎるからだ。


    「……目を閉じろ」


    　腰を抱き寄せると、少女はすっと唇くちびるを差し出した。言げん外がいに「好きにしていい」と言われているようなその仕草に、シャルルはまるで飢えたオオカミの勢いで、桃もも色の果実に吸いついた。


    　──瞬間、ふたりのムーブメントがひときわ深く重なり合った。


    　もう二度と離れられないのではないかと思うほど、情熱的に絡み合い、回転を始める。


    「んん～～っっっ!!」


    　アンティークの背筋がのけぞった。ほんの少しのキスが、甘い電流となって駆かけ巡った。


    「あっ！　はぁっ……あっ、あぁぁ……っ！」


    　耐え切れずに唇を離し、アンティークはあえぎはじめる。普段の無表情からは考えられないほど、真っ赤かな顔はとろとろにとろけて──唇からみっともなく蜜みつを垂らし、扇せん情じよう的にあえぐ。


    「……ッ！」


    　直視できずに、シャルルは顔を背そむけた。これだからキスによる魔力の供給は避けたいのである。アンティークの鼓こ動どうを高めることにはこれ以上なく成功しているが、同時にシャルルのなかのオオカミもどんどん調子づいてきて、抑よく制せいを失っていく。


    　さすがに二回目は無理かと離れようとしたら──きゅっと、細い指が襟えり元もとを摑つかんできた。


    「やめ、ないでください……っ」


    「む、無理をするなアンティーク。これ以上は……」


    「だいじょうぶ、です……がんばり、ますから……シャルの、役に立てるよう、もっと……っ」


    　ぎゅっと首に腕が回る。どこかいやらしくぬれた唇が近づき、今度はアンティークから、


    「アンだって、おんなのこなんです、から」


    　ぶつかるようにキスしてきた。再会を待ち切れなかった歯車たちが踊り狂うように回転し、桃色の火花を体中にはじけさせた。あまりの衝しよう撃げきに、シャルルの脚がぐらっとふらつく。


    　ましてや、同じだけの電流を体の芯しんに直撃させられた少女の感覚は、どれほどのものか。


    「んんっ!!　あっ──ああぁっ!?　……ああああっっっ!!」


    　壊れてしまうんじゃないかと思うほどの音ね色いろを響かせて、少女はぐうっとのけぞった。上弦のようにしなった背筋を電流が貫つらぬいているのが手に取るようにわかる。足腰がとっくに砕けていて、シャルルが抱いていなければ立っていられないようなありさまだった。


    　……ようするに、あられもない乱れっぷりである。オオカミもさすがに罪悪感で萎い縮しゆくしてきた。芸術品のように美しいアンティークをこんな淫みだらな姿にさせていると、なぜか申し訳ない気持ちになってくるのだ。理由は自分でもよくわからない。これが、可か憐れんさでいえば[image: ]そん色しよくないお菓子少女が相手ならば、嬉き々きとしてむしゃむしゃするぐらいの余裕はあるはずなのだが……。


    　と考えたとき、とろけていたサファイアの瞳ひとみが、理性を取り戻してシャルルを射抜いた。


    「……いま、ポシェットのこと考えましたか？」


    「超感覚者エスパーかなにかなのか？　いや、その、ちらっとだけ……」


    「そうですか。アンとキスしているときに……」


    　自分の脚でしっかり立つと、シャルルの腕をぺしぺし払いのける。背中を向けてしまった。


    「ア、アンティーク？」


    「もう魔力は充分ですね。魔力だけが、シャルのお目当てですからね」


    「ええと……ああっ、アンティークよ！　お前の唇くちびるの甘さが忘れられない！」


    「もうだめです。おあずけです。しばらくキスしてあげませんから」


    　すっかりむくれてしまったウサギはドレスの背中を向けたまま。シャルルがやれやれと頭を振ると……ふと、視線を感じた。傍かたわらで、ふたつのエメラルドが爛らん々らんと光っている。


    　好奇心いっぱいのメイツェルがこちらを観察していたのだ。


    「な、なんだ、そのうずうずした眼めは」


    「ん～？　えへへ、やっぱり王子さまへのお礼はちゅーなんだなあって！」


    「妙なことを覚えるな！　よいかメイツェル、本と現実をごっちゃにしてはいかんぞ！」


    「えへへ～、はぁ～い！」


    　にまにまと笑っているメイツェルである。シャルルはため息のあとに、手を叩たたいた。


    「さあっ、気分を切り替えろ！　ここからは仕事の時間だ！」


    　あらためて、アンティークとメイツェルが集まってくる。まずは金色の歌姫に目を向け、


    「メイツェルよ。実は今この島に、本当の家族がお前を迎えに来ている」


    「えっ、そうなの？」


    「ああ。しかしすまないが、お前を今すぐ彼に引き渡したくはない。お前が真の意味でここから羽ばたくために、やってもらいたいことがあるのだ。付き合ってはもらえないだろうか」


    「うん、いいよ」


    　まるで悩みもせずに、メイツェルは笑う。


    「だって、ぼくは泥棒さんに誘ゆう拐かいされるんだもん。ぼくの全部、泥棒さんにあげるねっ」


    「感謝する。必ずきみの信頼に応こたえてみせよう」


    「シャル、いったいなにをするつもりなのですか？」


    　小首を傾かしげる白銀の従者には、にやりと、不敵に口の端をつり上げてやる。


    「──芝しば居いだ」


    「お芝居、ですか？」


    「協力者がすでに動いてくれている。ふふっ、役者は続々と集まりつつあるぞ？」


    　ふたりの姫を連れ、外がい套とうを翻ひるがえす。漆しつ黒こくの裾すそが、ばさりと広がった。


    「さあっ、我らも急ごうではないか！　フィナーレを飾る舞台へ!!」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　計画を打ち合わせたあと、シャルルたちは手早く塔とうから脱出した。


    　やはり大半の衛兵は市街地に配置されていたらしく、城内の警備は手薄になっている。先陣をアンティークに任せ、シャルルはメイツェルの手を引いて無人の回かい廊ろうを、駆かけ抜ける。


    　その先は中層階の礼拝堂。ここにもやはり人の姿はない。


    「作戦はどこで実行するのですか、シャル」


    「オペラ座が理想的だな！　ゴーティエもそこにいるはずだ！」


    「危険ではないでしょうか。こちらはタイミングを待たなければいけませんし……」


    「しかし入り口に近く、それでいて充分な広さがある場所というと、ほかに候補がない！　状況が流動的なのは覚悟のうえさ。ある程度はこちらでアドリブを利かせる必要が」


    「止まって！」


    　アンティークが急ブレーキをかけた。大階段まであと一歩というところで、扉とびらが向こうから開かれたのだ。メイツェルを押しとどめ、シャルルは歯をかみしめる。


    「ここまで来たか……不老の魔女！」


    　扉を越えてきたのは、予想どおりと言うべきか、夜会服をなびかせたメイル・ゴーティエだった。肩に懸けん章しようを回し、流麗なサーベルを提げている。


    「うふふっ……まさか、このまま逃げられるとお思いでしたかしら？」


    「お早い登場だな！　住民たちの避難は終わったのかい？」


    「ご心配なく。衛兵たちに任せてきましたわ。ひとまずはわたくしひとりで充分。すぐに増ぞう援えんが大たい挙きよして押しかけ、生意気なドブネズミを踏みつぶしてご覧にいれることでしょう!!」


    「おおっ、恐ろしい！　ネズミくんが憐あわれでならぬ！」


    「よくも」


    　軽口に応こたえず、ゴーティエは秘めていた憤ふん怒ぬを爆発させた。


    「シャルル＝クロウリー!!　あなた、よくもわたくしのリオネ・ダユーをめちゃくちゃにしてくれましたわね！　この楽園を作り上げるのに、わたくしが今までいったいどれだけの労力を！　資金を！　時間を費やしてきたと思っていますの!?」


    「失うは刹せつ那なだったな！　不老の魔女メイル・ゴーティエいや、この期ごに至ってはこう呼ぼうか。盗とう賊ぞくの女王、コンスタンツェ＝ベイクフィールドよ！」


    　叫びが礼拝堂を突き抜ける。ゴーティエの眼光から、猛もう禽きんじみた殺意が放射された。


    「……そんなことまで調べていましたのね。ますますもって、あなたを生かして帰すわけにはいかなくなりましたわ。さあっ、おいでなさい!!」


    　壁がぶち抜かれた。ゴーティエの後方、大階段へと続く扉が壁ごと吹っ飛ばされ、猛烈な土煙が膨ふくれ上がる。その内側から進み出てきたのは二体の獣けもの、ゴリラとワニ。当然のように《神カム医イ》の魔術で強化されており、内包されたパワーで筋肉がはちきれんばかりだ。


    　──とまあ、野獣のプレッシャーは大いに結構なのだが、二匹を両りよう脇わきにはべらせるメイル・ゴーティエは、なにかお忘れではないだろうか。


    「やれやれ、こいつは苦労しそうだ。四匹を一いつ蹴しゆうするのに昨夜は何秒かかったかな」


    「お、お黙りなさいっ！　以前と同じと思ってもらっては困りますわ！」


    　ペットの主あるじは胸を張り、さも自慢げに熱弁を振るう。


    「反省を活かし、この子たちには更なる強化を施ほどこしましたのよ！　その力はもう、昨夜とは比べものになりませんわ！　子供騙だましの魔術など、頭から叩たたきつぶして差し上げますとも！」


    「てめぇがそれを」


    　声は上から。飛来してくる姿とともに、弓のように引き絞られるこぶし。


    「言うかッ!!」


    　激げき昂こうの一撃、イカズチのごとく。ワニの真上から突き刺さり、鋼はがねよりも硬い鱗うろこをぶち破る。床ゆかが放射状に爆ばく砕さいし、巻き上がる突風。黒髪をかき乱され、ゴーティエは思わずのけぞる。


    「なッ……!?」


    　当然のことながら、強化ワニはすでに絶命。げんこつを引き抜き、舞い降りた戦士は──いわゆるシスターコンプレックス・ユージーン殿は、ゴーティエをにらみ据すえる。


    「人ン家ちの魔術を好き勝手に使っておいて、子供騙しとは畏おそれ入るぜ。ちょうどいい、メイツェルを散々利用してくれた礼だ。その子供騙しを存分に味わわせてやろうか」


    『グオオオオオオオオオッ!!』


    　けたたましい咆ほう哮こう。強化猿が胸むな板いたを乱打し、太たい鼓このようなプレッシャーを撒まき散らす。長身のユージーンをもってしても、体格差は一・五倍。けれど、心も体も退ひくことはなく。


    「──飢身カシン・闘王輪廻バラカグラ!!」


    　金髪が燃え盛り、存在感が膨ふくれ上がる。大猿と青年、両者が鏡合わせのようにこぶしを引き絞り──空気を爆ばく裂れつさせながら、発射。


    「剛ゴウ！」


    　激突の直後、撃ち負けたのは大猿のほうだった。難なく振り抜き、ユージーンは反対側のこぶしを腰に据える。隙すきだらけの胴体に、強烈な一発。巨体がぐわりと宙に浮く。


    「刹サツ！」


    　ユージーンの全身が、霞かすんだ。秒間三十発。おぞましい速度の連打を叩き込み、最後の蹴けりで大階段まで吹っ飛ばす。大猿は泡を吹きながら宙を飛び、階下まで転げ落ちていった……。


    　常人であるゴーティエは口を震わせるしかない。シャルルは素直に喝かつ采さいを送る。


    「さすがだユージーン殿！　神医カムイの強化魔術はほかの魔術師とは一線を画するな！」


    「……クソ帽子。俺おれは忠告しといたはずだがな」


    　こちらに腕を突きつけ、ぐっ！　とこぶしを握る。


    「俺おれの宝に手出しをする奴やつは、誰であろうと容よう赦しやはしねえ。おとなしく帰りやがれ！」


    「うむ。確かに聞いたが、素直に従うと答えた覚えもないのでな！」


    　メイツェルの腰を抱き、引き寄せる。彼女は逆らわず、むしろ気持ちよさそうに胸にすり寄ってくる。それを見るシスターコンプレックス殿の額ひたいが、ぴくぴくと青筋を立てた。


    「い、いい度胸だぜ……！　ならもう義理もクソもねえ。俺は邪魔する奴やつらを片っ端ぱしからぶちのめし！　愛するメイツェルをこの手に取り戻すだけだ!!」


    「くっ……わたくしの宝を狙ねらうネズミどもが、こうも次から次へと……っ！」


    　ゴーティエも、まだ気持ちは負けていなかった。サーベルをシャラアンと抜き放ち、


    「この不老の魔女の娘を狙うなど、不届き千せん万ばん！　全員返り討ちにして差し上げますわ!!」


    「なに勝手なこと抜かしやがる！　メイツェルは俺の妹だ！」


    「まあまあ。ここはあいだを取ってオレが嫁に貰もらうというのはどうだ？」


    「「絶対に許さん!!」」


    　ステンドグラスがぶち抜かれた。七色の破片が飛び散り、二階部分に強きよう化か獣じゆうの大群が飛び込んでくる。種族も体格もさまざまだが、例外なく全身から闘気を立ち上らせている。


    　荘そう厳ごんな礼拝堂で、決闘者たちの熱気が天井知らずに跳ね上がっていく。


    「ふふっ、ふふふふ！　なるほど……これで役者は出そろったというわけだ！」


    　存在しない心臓が躍おどる。外がい套とうを翻ひるがえし、シャルルは腕を突き上げた。


    「さあっ、お集まりのみなみなさま！　魔女も道化も、ケモノもシスコンも！　どうかなじみの武器をご用意くださいますよう！　こぶしに闘志を！　心に名誉を！　我ら一同、それぞれの抱いだく大たい望もうのため！　手足もげるまで踊り狂おうではありませんか!!」


    　ぱちんっと指を鳴らす。天井から合図が外れ、落下してきた。


    　シャンデリアである。重力に引きずられながら、もたつくような速度で迫る。圧縮された時間の中で超重量の先端が床ゆかへと接地。きらびやかな衝しよう撃げきが四方にはじける、その、一瞬──。


    「ショータイムだ!!」


    　全員が一斉に、動き出す！


    『グルルオオオオォォォォッ!!』


    　強化獣たちが鼻息も荒く跳び下りてきた。地面を揺らし、放射状に亀き裂れつを走らせる。全部で二十体ほどか。囲まれてしまう前に、シャルルはメイツェルを抱き上げて走りだした。


    　そんなふたりを追ってくるのは、ドレスをなびかせた不老の女。


    「はっ！」


    　気勢とともにサーベルが一いつ閃せん。からくもかわしたが、二閃、三閃が立て続けに打ち込まれる。上体を捻ひねり、床を蹴けり、外套を翻しながら宙返り。紙一重を刈り取り、サーベルが凜りんと鳴る。


    　着地と同時にバックステップを踏み、なんとか距離を取る。


    「もう諦あきらめろゴーティエよ！　いくら姫を取り返したところで、リオネ・ダユーは終わりだ！」


    「ならこの街を捨てるまでですわ！　新しい土地で！　またわたくしだけの楽園を！」


    　ゴーティエは例の手て板いたを取り出した。妄もう念ねんが注ぎ込まれ、空中を赤黒い軌き跡せきが奔はしる。一直線にメイツェルへ向かい──途中でむなしく四散した。糸が切れているのだ。


    「なッ……!?」


    「愚おろか者め。種がわかればそんなもの。とっくに断ち切っているに決まっていよう」


    「くうッ……！　わたくしの娘になんということを！」


    「てめえは少し！　己おのれの行おこないを省かえりみろ！」


    　隕いん石せきが吹っ飛んでくる。両者が跳び退すさった中間点に、裂れつ帛ぱくのこぶしが突き刺さる。派は手でに床ゆかをえぐりながら、ユージーンは陽かげ炎ろうのような魔力をまとう。


    「会いたかったぜ、ベイクフィールド……！　妹を奪われて十五年！　俺おれはこの日のために心を殺し、体を鍛きたえ、魔術を練り上げてきた！　すべては貴き様さまに復ふく讐しゆうするためにな!!」


    「妹……？　なるほど、思い出しましたわ」


    　にまぁ、とルージュの唇くちびるがつり上がる。彼女の瞳ひとみが、遠い日の情景を映す。


    「懐なつかしいですわねぇ……小村の外れで医者を営んでいた田舎いなか者もの。憔しよう悴すいした老婦人を親切に迎え入れたはいいものの……まんまと催さい眠みん薬やくを盛られ！　生まれたばかりの赤子を盗まれた！」


    「くッ……」


    「ふらふらの足取りで息子が追いかけてきましたけれど、年老いた盗とう賊ぞくに手も足も出せず、何度も蹴けっ飛ばされていましたっけ！　うふふっ、あの泣き顔は傑作でしたわ！」


    「……覚えているならいい。せいぜいその記憶をかみしめろ」


    　ぶるぶる震える手のひらを、ぎゅっと握りしめる。殺意とともに、真正面から突きつける。


    「すぐに後悔させてやる。貴様の血で穢けがし！　恐怖の象徴に書き換えてやるぜ!!」


    「おほほっ！　あなた、物好きですわね！　また惨みじめに[image: ]はいつくばりたいだなんて！」


    　電でん撃げきのような敵意が衝しよう突とつし、まばゆいスパークが撒まき散らされる。両者が竜りゆう虎このごとく対たい峙じする傍かたわらで、シャルルはさっさと外がい套とうを翻ひるがえした。


    「うむうむ、存分にやり合うがよい。それではオレはこれにて！」


    「あっ、おいこら！」


    「お待ちなさい！」


    　すたこらさっさと[image: ]とん走そうする背中を、魔女の号令が射抜く。


    「わたくしの可愛い番犬たち！　そのコソ泥を喰くいちぎって差し上げるのです！」


    『グオオオオオオッ!!』


    　猛もう獣じゆうの敵意がいっぺんに浴びせかけられる。数匹のハイエナが狩りのように追いすがり、いっせいに床を蹴り砕く。鈍にび色いろの爪と[image: ]きばが、四方八方から襲おそいかかった。


    「ならば、オレの可愛い小猫よ！　意地汚い獣けものをしつけてやれ！」


    　答え代わりに、ビュッと風がうなった。先頭にいたハイエナが、蒼あおい影に強きよう襲しゆうされる。


    「にゃあ、です」


    　蹴り飛ばすと同時に宙返り。空中にドレスが翻る。まるで翼が生えたように、アンティークは宙を飛び回った。長椅い子すを蹴り、跳びかかってくる鼻はな面づらをつま先でえぐり、胴体を足場にする。蒼そう風ふうがアクロバティックなうなりを上げ、縦じゆう横おう無む尽じんのラインを描えがき出す。


    　押し寄せる端から吹き飛ばされ、強きよう化か獣じゆうたちはみるみる数を減らしていった。最後の一匹を思いっきり蹴け飛ばしてやれば、凄すさまじい勢いで石せき柱ちゆうに激突。直径二メートルが激震し、床ゆかから天井まで一気に亀き裂れつを走らせた。


    　蒼あお薔ば薇らのドレスがらせん状に翻ひるがえる。エナメルでギャリッと床石を削りつつ、急停止した。


    「調教完了、です。ご主人さま」


    「今ふと思ったのだが、ネコミミご奉仕というのもありかもしれんな、メイドよ！」


    「それしか言うことはないのですか」


    　アンティークはため息交じりにこちらへ駆かけ込んできた。シャルルの首に腕を回し、背面から踵かかとを蹴り上げる。死角から襲おそいかかろうとしていたユージーンは、瞬間的にこぶしを放つ。


    　壮絶な打撃音。衝しよう撃げきが拡散し、ユージーンは器用に空中を飛び退すさる。


    「聞いたかメイツェル！　今のが帽子野や郎ろうの本ほん性しようだ！」


    「えっ？」


    　きょとんとするメイツェルは、シャルルにお姫さま抱っこされている。彼女は嫌がりもせず首にすり寄ってくるのだが、その光景が兄貴の逆げき鱗りんを激しく攻め立てるらしい。


    「そいつはどうしようもないスケベ野郎だ！　ロクデナシだ！　今すぐこっちへ来い！　そいつと一緒にいてもろくなことにならねえぞ!!」


    「そんなことないよっ！　ぼくは泥棒さんといっしょがいいの！　だって泥棒さんといると、おなかの奥のほうがきゅんきゅん、ってするんだもん！」


    「貴き様さまアアアアッ!!　俺おれのメイツェルに何をしたアアアアアアアアアアッ!!」


    　くるりと振り返り、脱だつ兎とのごとく逃げる！　歪ゆがむ空間、押し寄せる殺意。後ろのアレはもう、言葉が通じる生き物ではない。


    「あっ、まちがえた。おなかじゃなくて、胸の奥だった。えへっ」


    「殺人的な天然だなメイツェルよ！　アンティーク！」


    　頼りになる従者が、石柱を蹴って駆けつける。矢のように突とつ貫かんし、赤黒いオーラをまとう獣けものに遠慮のない蹴りをぶちかます。


    「うっ……!?」


    　だが、なんということか！　あのアンティークが力負けし、はじき返される。ドレスを翻し、傍かたわらに着地した彼女は、さすがに少し表情を険けわしくしていた。


    「並のシスコンではありません。抜剣許可を！」


    「許可する！　どうせ奴やつの皮ひ膚ふは刃など通しはせぬ！」


    「なにものなの、あのひと……？」


    　お前の兄だ、とはさすがに言いづらい状況である。アンティークは床を蹴り、果か敢かんに突撃する。両袖そでからジャラッ！　と銀線が拡散する。


    　鎖くさりは石せき柱ちゆうに絡みつき、礼拝堂中に張り巡らされる。五体を存分に使い、飛び回る蒼そう風ふうはすでに目で追うことすら叶かなわないスピード。姿なき流星が縦じゆう横おう無む尽じんに瞬またたき、ユージーンの周辺で剣けん戟げきと火花を咲き散らす。凄すさまじい反応速度で攻撃をさばきながら、


    「チィッ……なんなんだこのチビは。ヴィスクなのか？　人間なのか？」


    　ぼやきつつも、わずかな一瞬に床を蹴る。敵の剣が空ぶり、その隙すきに石柱を蹴っ飛ばす。根もとから吹っ飛び、鎖が安定を失う。


    「──っ！」


    　ぐら、とアンティークの空中姿勢が崩れた、その隙に蹴りをもう一発。二本の折れた石柱を、なんと両手に一本ずつわし摑づかみ、力任せにぶん投げる。


    「うおりゃアアアア!!」


    　一本目は回避したが、二本目が蒼あお薔ば薇らのドレスをのみ込み、壁に激突する。城中を襲おそう冗談のような衝しよう撃げきと、土煙、ぱらぱらと舞い落ちる石片。


    　さすがにシャルルの背にも、ひやりと汗が落ちた。


    「アンティ────クッ!!」


    　凜りん、と鳴る剣けん閃せん。答え代わりに石柱を斬きり飛ばし、白銀の従者が飛び出してくる。


    「問題ない……かとっ」


    「気をつけろ！　奴やつは魔術師だ！」


    　時間を稼かせぐだけでいい、と言げん外がいに命じておいて、シャルルも再び床を蹴った。ピィッ、と指笛を吹くと、大階段から鋭するどい影が駆かけ込んでくる。メイツェルを抱えたまま背に飛び乗り、


    「ノイシャよ、準備は整ったか？」


    『ガウッ！』


    「上等だ。作戦はこの場で決行する！　行くぞ！」


    　裂れつ帛ぱくの雄お叫たけびを上げ、魔ま獣じゆうは床を蹴り飛ばす。向かう先は豪ごう奢しやな夜会服──ゴーティエだ。


    「くッ！」


    　苦し紛まぎれに振られてくるサーベルを、紙一重でくぐり抜け、すれ違いざまにかっさらう。腹を抱き上げられ、ゴーティエはあからさまに狼ろう狽ばいした。


    「な、なにをッ！」


    「ダンスを踊ろうか、魔女殿！」


    　ノイシャはそのまま石柱を駆け上がった。吹き抜けの二階部分まで到達し、宙に飛び出す。ひと塊かたまりの影は、途中で三つに分散した。


    　ひとつはゴーティエ、ひとつはシャルル、ノイシャはメイツェルを護まもりつつ、後方に。


    　さすがの体たいさばきで難なく着地し、ゴーティエは[image: ]いぶかしげなまなざしを向けてくる。


    「なるほど……わたくしと一対一の決闘をご所しよ望もうかしら？」


    「そういうことだ。ふふっ、クライマックスにふさわしいステージではないかね？」


    　傍かたわらでは、巨大なステンドグラスが青い光を透すかしている。さながら深海の決闘場。景品は囚とらわれの人魚姫。シャルルはステッキを握り、左右に抜き放つ。


    　シャラアン！　と優美な片刃剣が現れ、ゴーティエは感嘆の吐と息いきをついた。


    「仕込み杖づえ……なかなか粋いきなものをお持ちですのね」


    「紳士たるもの、剣のひとつも仕込んでこそ！」


    　左手の[image: ]さやを前に、右手の剣を添えるように構える。一見、ヴァイオリンを弾いているように見える優雅なスタイルだ。ゴーティエは応こたえるように左こぶしを腰の後ろに、右手の剣を顔の高さで構える。切っ先はぴたりと、シャルルの眉み間けんを捉とらえる。


    「うふふっ、楽しませてくださいましね？　……はッ！」


    　鮮せん烈れつな踏み込み。初しよ撃げきを外し、手首の返しで二発目を斬きり下ろす。シャルルは[image: ]と、剣を取り回してはじき、反撃に転ずる。上段フェイントの、下げ段だん突き。先読みしていたゴーティエは身を翻ひるがえし、肘ひじ鉄てつを放ってくる。こちらもあえて背中を向け、肘で受ける。


    　両者の背中が密着し、剣けん戟げきとともに離れる。まるで、剣術の教本のようによどみない手合いである。──いや、言うなればダンスだ。ゴーティエのドレスが踊り、シャルルの外がい套とうが舞う。撃ち合わされる金属がワルツを奏かなで、示し合わせたように攻守が入れ替わる。


    　見る者を魅了するような剣けん舞ぶであるが、ゴーティエの心中は穏やかでなかった。


    「あなたさえ現れなければ……！」

  


  [image: ]


  
    　一撃げきごとに、熾し烈れつな敵意がはじけ飛ぶ。


    「あなたがこの島を訪れさえしなければ……なにもかもがうまくいっていたのに！　メイツェルも、わたくしも、街のみなも！　平和な毎日をずっとずっと享きよう受じゆできたはずなのに！」


    「……本当にそう思うか？」


    　キィン！　と刃やいばがかみ合う。つばぜり合いの均きん衡こうを崩さず、至し近きん距離から問いかけた。


    「この状況の引き金を引いたのがオレだと、本当にそう思っているか？」


    「なにをぬけぬけと！　あなたこそがすべての元げん凶きよう！　あなたさえいなければ、リオネ・ダユーに破は綻たんなど起こりえなかったのですわ!!」


    「ではひとつ、真実を教えてやる。メイツェル！」


    　きゃしゃな少女が、びくんっと震えた。


    「今回の騒動のそもそもの発ほつ端たん……一枚目の人喰くい帽子の予告状……燃ゆる髪の令嬢を狙ねらうと宣言したあの予告状は、いったい誰が送ったものだ!?」


    「──っ！」


    　見開かれた瞳ひとみが雄弁に、真実を物語る。申し訳なさそうに、肩を縮こまらせた。


    「……ぼくです」


    「なッ……なんですって!?」


    「そういうことだよ、ゴーティエ。彼女は人喰い帽子の予告状騒ぎに便びん乗じようして、この島から脱出しようとしていた。これでも本当に、破綻はなかったと言えるのか？」


    「くぅ……ッ！」


    「でもぼくっ、ちゃんと帰ってくるつもりだったよ！」


    　メイツェルは母に訴えかけた。彼女の心は純真で無知で、幼おさなく、噓うそはつかない。


    「ちょっとだけ、外の世界を見てみたかったの！　ほんとうのお父さんとお母さんに会ってみたかったの！　そしたらちゃんとこの島に戻って、おかぁさんにごめんなさいして、それからおかぁさんの言うことちゃんと聞いて！　いい子でいるつもりだったよ！」


    「メイ、ツェル……！」


    　サーベルの圧力が、ほんの少し弱まる。主あるじの迷いが、刀身を震わせる。


    「なぜ……？　もうすべてを聞いているのでしょう？　わたくしはあなたを利用するために誘ゆう拐かいし、十五年間も閉じ込めてきた！　なのになぜ、また『ここに戻る』などと言えるのです!?」


    「だって、ぼくおかぁさんがだい好きなんだもん！　おかぁさんのやさしい手のひらが好き！　おかぁさんのきれいな声が好き！　おかぁさんの作ってくれるごはんが……だい好きなの!!」


    「…………くッ!!」


    　サーベルが跳ね上がる。金属音がはじけ、ゴーティエは後ずさった。


    　左手で顔を押さえている。苦悩の美女へ、シャルルは純然な疑問を投げかけた。


    「……ゴーティエ。お前はなぜこのようなことをしていた？　最初は利益のためかと思った。だがそうではなかった。過去を捨て、お前はこの島でいったい何を為なそうとしていたのだ？」


    「……あなたにはわかりませんわ」


    　憎しみと悲しみがない交ぜになった、まだら模様の声が絞り出される。


    「従者に愛され、友人に愛され、そして今度はメイツェルの心までをも……！　わたくしはっ……わたくしは盗んで手に入るものなど、すべて手に入れてきた!!」


    「……ゴーティエ」


    　もう一声、踏み込もうとした。しかし間に合わなかった。


    　大階段から押し寄せてきた靴くつ音おとが、礼拝堂にけたたましく響き渡る。


    「我らがメイ──────────ル!!」


    「み、みなさん！」


    　衛兵を筆頭とした、リオネ・ダユーの住民たちである。どうやら高台への避難が完了し、女王の加勢に駆かけつけたらしい。手に手に武器を持った男衆が、見える範囲でも一○○人前後。


    　ゴーティエは、迷いを振り払った。冷酷な魔女に戻り、高らかに胸を張る。


    「お────っほっほっほっほっほ!!　ドブネズミのみなさま！　時間切れですわ！　わたくしの合図で一○○○名の兵が一斉になだれ込んできます！　いくら化け物じみたあなた方でもどうにかできる数ではありません！　わたくしの力の前にひれ伏しなさいな!!」


    「いいや！　お前はもうゼロだ！」


    「なんですってッ？」


    　シャルルは距離を取っていた。メイツェルと頷うなずき合うと、ぎゅっと首に抱きつかれる。


    　三つ編みがほどけ、しっぽ髪が燃え上がる。踊る金髪を透すかし、最後の宣告。


    「思い出せ！　人喰くい帽子の予告状を！」


    　長く伸びているのは襟えり足あしのひと房だ。まとめて握り、刃やいばを当てる。魔女の頭髪は、髪とは思えない強きよう靭じんさで侵入を阻はばんだが、ぎちっ、ぎちっと、火花を散らしながら押し進める。


    　ゴーティエの目が見開かれる。だが、もう遅い。


    「よく見ていろ……貴き様さまの欺ぎ瞞まんを！　今ここで！」


    「まさかッ」


    「暴く!!」


    　刃が振り抜かれた。


    　解き放たれた紅ぐ蓮れんの髪は、ひときわ高い炎を天井に噴き上げる。これこそが、ゾフィの魔ま骸がいの断だん末まつ魔まか。魔力が光となってほとばしり、火花を散らして消えていく。


    「あぁっ……ああアあアアあああァアアアア──────────ッッッ!?」


    　絶叫し、ゴーティエは手を伸ばした。奈な落らくの底から天界を求めるかのように、決して届かない光。紅蓮は次々と最さい期ごの輝かがやきを放ち、宙ちゆうに溶けていく。


    　そして、同時に──。


    　ぱきん、と。楔リユーズがはじけた。


    「あ……？」


    　始まりはひとり。衛兵の咲かせていた薔ば薇らの宝石が砕け、精神機構に熱が戻る。続いてひとり、もうひとり、ぱきん、ぱきんっ。礼拝堂に駆かけつけた数十人に連れん鎖さして──いや、その瞬間、リオネ・ダユーに暮らしていた一○○○人の心すべてから、一斉に。


    　ぱきぃんっ！　──と、メイツェルの魔力が解き放たれる。


    



    　仮に今この瞬間、荒れ狂う外海から島を眺めている者がいたとすれば、世にも奇妙で幻げん想そう的で──一生心に焼きつくような光景を目にしたことだろう。


    　暗くら闇やみの海に沈む島のてっぺんから、光の粒が舞い上がるのだ。ひとつ、ひとつ、またひとつ。数えきれないその光は、まるで天に昇る死者の魂たましいにも似て、十五年の栄えい華がを誇った新生リオネ・ダユーをまばゆいほどに照らし、そして、消える。


    



    「──うあぁああアアあアァあアッ!?」


    　ゴーティエの姿は、凄せい絶ぜつのひとことだった。黒髪を振り乱し、まさしく魔女そのもの。


    　シャルルはすくみそうになる心を抑え、切り取った魔女の頭髪を突きつけた。


    「燃ゆる髪の令嬢……この人喰くい帽子が確かに頂ちよう戴だいしたぞ」


    　ぱっと宙に放る。ひと房ひと房がすぐに紅ぐ蓮れんに呑のまれ、火の粉こを散らして消えていく。


    「メイ……ル……」


    　どさっ──と、元リオネ・ダユーの住民たちが倒れ込んだ。彼らは心を封じられたヴィスクだった。楔リユーズから解き放たれて人間に戻り、その負担から気絶してしまったのだろう。


    　武器と膝ひざが崩れ落ちる音が続けざまに連なり、立っているのはアンティークとユージーン、そして二階部分にいるシャルルとメイツェル、魔ま獣じゆうノイシャ、ゴーティエだけになった。


    　またひとつ、膝が落ちる音。ゴーティエのうつろな体が、震える。


    「すべて、喪うしなった……わたくしの街も、民も、不老も、なにもかも…………」


    「お、おかぁさ」


    「黙りなさい!!」


    　びくっ！　と肩が震える。ゴーティエの瞳ひとみはいまだ、力を失ってはいない。


    「もう二度と！　わたくしをそのように呼ぶな！　魔力を失ったお前など……娘などと認めませんわ！　用済みの小娘！　わたくしの前から消え失うせなさい!!」


    「……うっ」


    　メイツェルの足がふらついた。長いしっぽ髪がなくなっただけで、見た目にはほとんど変わっていない。それでも彼女は確かに、大事なものを喪そう失しつしている。心痛は大きいだろう。


    　きゃしゃな肩を抱き寄せ、すぐに離す。あとのお守もりをノイシャに任せ、歩み出る。


    「ゴーティエよ、オレが憎いか？」


    「にく、い？」


    　ことん、と魔女の首が傾く。サーベルの柄が、ぎしっと軋きしむ。


    「……ええ。ええ、憎いですとも。憎くて憎くてたまりませんわ。でもね、少しうれしくもあるんですのよ？　なぜなら」


    　切っ先が床ゆかを滑る。ゴーティエは立ち上がった。


    「なぜならあなたへの憎しみだけが！　わたくしに残された最後のものだから!!」


    「ならばうつろなる女王よ！　決着をつけようぞ！」


    　リィン、と剣の切っ先を突きつける。この剣が憎かろう。自みずからの宝を奪った象徴である。ゴーティエの瞳ひとみに闘志が燃え上がり、烈火の勢いで床を蹴ける。


    「──ェェェェイ!!」


    　剣同士が小細工なしの、正面衝しよう突とつ。火花が四方に拡散し、金属音が響き渡る。もはや階下で戦闘は行おこなわれていなかった。誰もが息を呑のみ、シャルルたちの決闘を見守っている。


    　ゴーティエはフェイントを使わなかった。真正面に一直線。頼るは純粋な技巧のみ。数十年の盗とう賊ぞく生活で培つちかわれた剣術が、激烈な重みを伴って撃ちつけられてくる。防御に徹しても、シャルルは徐々に後ろへ追い込まれていった。


    　左手の[image: ]さやが、力任せにはじき飛ばされた。ゴーティエの哄こう笑しようが響く。


    「盗みはじめたばかりのひよっこが！　わたくしに剣術で勝とうなど笑しよう止しですわ！」


    「さすがだよベイクフィールド！　実はオレはな、あなたの武勇伝にあこがれていたのだ！」


    「結構！　では大先輩のわたくしが引いん導どうを渡して差し上げますわ！」


    　サーベルが足もとから跳ね上がり、剣をはじき飛ばす。シャルルはすぐさまリヴォルバーを抜き、サーベルを撃ち抜く。ゴーティエの手が雷かみなりのごとく閃ひらめき、リヴォルバーを押さえつけた。


    「一手！　わたくしの勝ちですわね!!」


    　空いた手が、隠し持っていたピックを抜き出す。極細の先端、流星のような一いつ閃せんが──。


    　シャルルの左胸に、突き込まれた。


    「ど……泥棒さんっ!!」


    「お────っほっほっほっほっほ!!　死になさいシャルル＝クロウリイイイイ!!」


    　前髪が垂れ、シャルルの表情を隠した。ぶるぶると震える手を持ち上げて──。


    　がしっ！　とピックごと彼女の手を押さえ込む。平然と顔を上げた。


    「いやお見事！　さすがだよゴーティエ殿！」


    「なッ──!?」


    「邪魔な骨や臓器を避けて、ピンポイントに急所をひと突き！　オレでなければ死んでいたところだ！　あっはっはっはっは！」


    「馬ば鹿かなッ……確実に心臓を貫つらぬいているはず！　なぜ生きていますの!?」


    　信じがたいし、予想もつくまい。理由はオレが、シャルル＝クロウリーであるからだ！


    「なにせ心臓は大事なのでね。金庫に預けてきた！」


    「相変わらず……ふざけた男！　くっ……手を離しなさい！」


    　もがくゴーティエだが、両手を駆く使しして絶対に離さない。そして、この絶好の瞬間に──。


    　響き渡る、勇いさましい声。


    「そこまでよ、人喰くい帽子！　今日きようこそあなたを逮たい捕ほするわ！」


    　礼拝堂に新たな集団が駆かけ込んできた。白地に朱しゆ刺し繡しゆうの騎士服。規律正しいプリーツスカート。最前線で指揮を執とるチェリーピンクのサイドテールは、愛いとしの幼おさななじみである。


    　ゴーティエはますます、夢でも見ているような面おも持もちになった。


    「き、騎士警察ですって……!?　馬鹿な！　あの荒波のなか、どうやってこの島まで……!?」


    「ふふっ。忘れたのか？　ゴーティエよ。水門を開け放ったのだ。それにより乱されていた潮流が元に戻り、船が使えるようになったのだよ！」


    　というのは、まあ噓うそである。実際はあそこにいるプリムローズ隊の騎士たちは、先頭のポシェットを除いて全員が幻まぼろしなのだ。シャルルがこの瞬間のために仕込んでおいた、最後の魔術。


    　──頼んだぞポシェット！　と、シャルルは信頼のまなざしを送った。


    「やあっ、隊長殿！　あいにくだが、今殺されかかっている！」


    「まあまあ大変！　そんなことをする犯人はいったいだぁれ？」


    　へったくそな演技だったが、当の殺人犯は目に見えてうろたえた。


    「そ、そんなっ、いえ、これは……！」


    「これは一大事ですね、メイル・ゴーティエ。わたしはあなたを、殺人容疑の現行犯で逮捕しなければいけません！」


    「……た、たかが見習いのそのような権限があるとお思い!?」


    「ええもちろん。なぜならそれこそがわたしの任務被害者は人喰い帽子なのですから！」


    「ぐっ!!　…………く、く。ふふふっ」


    　ゴーティエの体が、震えた。腕がだらりと弛し緩かんし、シャルルが力を緩ゆるめると、ピックが引き抜かれていく。二、三歩後ずさり、すべてを悟ったような声をこぼした。


    「完かん璧ぺきにはめられましたわね……生意気なコソ泥に未熟な見習いと侮あなどっていましたわ……」


    　花か柄へいが手た折おられるように、肩が落ちた。シャルルもまた、リヴォルバーを懐ふところに収める。


    「……あなたはひとりでも、気高く闘った」


    「そうかしら。鈍にぶったものですわね……一○○年の人生で、最後にして最大の屈くつ辱じよくですわ」


    「ならば、オレはそれを名誉と呼ぼう」


    「……つくづく、口の減らない男」


    　からん、とピックが落ちる。ゴーティエは背中を向けた。


    　もう戦意は薄れている。シャルルは階下の少女騎士と視線を合わせ、頷うなずき合う。ポシェットが一歩踏み出そうとした──その、寸前だった。


    



    　銃じゆう声せいが──。


    



    　発射音と、余よ韻いんが、重なり合いながら礼拝堂を突き抜けた。


    　空気が震え、肌はだを突き刺す。体の中心がシンと冷え、胸に膨ふくれ上がるのは、おぞましい予感。


    　礼拝堂の全員が凍りつき、視線だけを交こう錯さくさせるなか、


    「あ……？」


    　苦く悶もんの声を漏もらしたのは──ゴーティエだった。夜会服の中心、へその上辺りから鮮せん血けつがにじみ、見る見るうちに広がる。とっさのことに行動できず、思考を凍結させていると……おもむろに響いたのは、春のうららかさを思わせる美声。


    「残念。負けちゃったね、ゴーティエさん。もうあなたとは遊べないみたいだ」


    　上層階から、タキシードの男が降りてくる。風になびくワインブラッドの髪。高貴と優雅さの織り交ぜられた、美び貌ぼう。ゴーティエの秘書ファウル氏は、主あるじの負傷を悠然と眺めている。


    　その手には、まるで玩がん具ぐのように、気安い仕草でリヴォルバーが握られていた。


    「あなたが騎士警察に捕まるといろいろ面倒なんで……ここで死んじゃってくださいね？」


    「貴き様さまッ！　なにをしている！」

  


  [image: ]


  
    　彼はシャルルを見上げた。なぜかうれしそうに顔がほころぶ。


    「後始末だよ。遊んだあとはきちんと片付けないとって教わったでしょ？」


    　銃じゆう口こうが、わずかに左へ動いた。照準線の貫つらぬく先は──金色の歌姫。メイツェルの全身がびくっと震える。シャルルがとっさに動き出すより先に、立て続けに引き金が絞られ──。


    　ばしゅっ、ばしゅっ！　と噴き出す鮮せん血けつ。


    「お……おかぁさん!!」


    　メイツェルには、母が覆おおいかぶさっていた。背中に穿うがたれた複数の銃じゆう創そうから、容よう赦しやなく血がほとばしる。ゴーティエは足をもたつかせ、柵さくのない二階部分から、踏み外す。


    「くそッ！」


    　シャルルも続いて跳び下りた。空中で夜会服を捕まえ、強化魔術の恩恵で荒々しく着地。


    「あはっ。娘のほうは失敗しちゃったな」


    　撃ち尽くしたリヴォルバーを、ファウルは無む造ぞう作さに床ゆかへ落とした。その両指が、淡い光を放ちはじめる。血色を失っていき、枯れ枝のように節ふしくれ立ち、爪つめはナイフよりも鋭するどく伸びる。


    「お前は……ッ」


    「ふふっ」


    　微笑を残し、タキシードを翻ひるがえす。上層階へ去っていくその背中を、シャルルは追いかけた。


    「待て！」


    　シャルルが通過した直後、階段にバリケードが張り巡らされる。目に見えないほど細く紡つむがれた魔力──《糸》だ。追つい随ずいしようとしていた従者は、もどかしそうにたたらを踏んだ。


    「ご主人さまっ、ひとりでは危険ですっ」


    「いばらの道だろうと……進まねばならぬ！　あとから来い！」


    「ご主人さま！」


    　奴やつは視界から外れた瞬間に姿を消し、ようやく追いついたのはカテドラルの最上部だった。


    　回かい廊ろうに囲まれた、華やかな庭園。高い塔とうを背負い、ワインブラッドの髪色がシャルルを待っている。身に余る広大な星空の下、シャルルはひとり、一歩を踏み出す。


    「最後の最後でとんだ邪魔をしてくれたな。貴様は、まさか」


    「言葉遣いが悪いね、シャルル」


    　ヒュッと腕が振られ、一筋の閃せん光こうが飛んできた。とっさにはじくと、手の甲に衝しよう撃げきが残る。


    　空中を奔はしる魔力の糸と、それを紡ぎ出す異い形ぎようの指先。ワインブラッドの青年は言った。


    「僕の本当の名はＪ・Ｆ・ファウスト。ゾフィの魔ま骸がい──魔女の指先を宿す魔術師。傀く儡ぐつの魔術を生なり業わいとする、ファウスト家の当主さ」


    「傀儡の魔術師……ファウスト家……！」


    「うん。ごめんね、ゴーティエさんの秘書っていうのは噓うそなんだ。彼女とは協力関係でさ、ジュエリー・ヴィスクの新型、演劇人形の実験で一緒に遊んでただけなんだよ」


    「ヴィスクの……新型だと!?」


    「シャルルも見たでしょ？　ヴィスクでありながら感情を持ち、主あるじの求めるままに役割を演じる彼らの姿を！　あっはは！　すばらしいと思わなかったかい？」


    　取り合わず、シャルルは脳内で考えを巡らせた。


    　これで疑問がひとつ……いや、ふたつ解消された。このリオネ・ダユーにちりばめられていた[image: ]なぞのうち、メイツェルの神医カムイだけでは説明しきれないものがあったのだ。


    「なにがパペット症しよう候こう群ぐんだ……すべて貴き様さまの仕し業わざだったのか！　オペラ座でオレたちを襲おそったのも、列車の乗務員たちをみな殺しにしたのも、この島の人々も、すべて……！」


    「いやだな、協力って言ったでしょ？　僕がやっていたのは半分だけだよ」


    「なに？」


    「考えてもみてよ。ヴィスクを人間のように振る舞わせる複雑な術を、一○○○人分？　僕ひとりでできると思う？　もう半分は、ゴーティエさんの愛まな娘の魔術によるものなのさ」


    「メイツェルの……────オペラ座のコンサートか!!」


    　ファウストは子供みたいに嗤わらい、ぱんぱんぱんと手を叩たたいた。


    「賢いぞシャルル！　よくひとりで気づいたね。そのとおり、月に一度のコンサートは、島の住民たちに魔術を上書きする儀式の日なんだ。体外放出が苦手な神医だけれど、歌声を媒ばい介かいにして対象が無抵抗に受け入れれば話は別……。僕の傀く儡ぐつの魔術とヴィスクの知識、そして歌姫の神医の魔術。これらが合わさって、魔女の箱庭リオネ・ダユーを創り出していたんだよ」


    　シャルルはもう一歩踏み込み、にらみつける瞳ひとみに力を込めた。


    「……疑問には思っていた。常人であるゴーティエが、どうやって魔術やヴィスクについての知識を得ていたのか。それを与えた人物がいたということか……！」


    「ふふっ」


    「ようやく……ようやく捜し当てたぞ！　ミステティカの人形技師よ!!」


    　風が吹き、庭園の草花をざわめかせる。鮮せん烈れつな月明かりが、対たい峙じする魔術師に降りそそぐ。


    　ファウストは腰を折り、優雅な礼をよこした。


    「そこらの凡ぼん俗ぞく技師と一緒にしないでよ。僕はミステティカの最高幹部マエストロの称号を背負いし者。気軽にマエストロ＝ファウストって呼んでくれていいからね？」


    　顔を上げ、すっと手を差し伸べてくる。


    「きみを迎えにきたんだ」


    「なに？」


    「忘れちゃった？　きみのクロウリー家ももともとはミステティカの一員だった。唯ゆい一いつの生き残りであるきみには、空席のマエストロを引き継ぐ資格があるんだよ」


    「オレを誘い込んで……なにをたくらんでいる？」


    「別になにも？」


    　にっこりと笑みを浮かべるファウストである。これほど信用ならない言葉もほかにあるまい。


    「気に喰くわんな。断ことわったら？」


    　閃せん光こうが奔はしる。


    　一筋の魔ま糸しがうなり、塔とうの一片をたやすく斬きり飛ばした。砲ほう弾だんのごとく、シャルルめがけてすっ飛ばされてくる。からくもかわした後方で、盛大に土がえぐり散らされる。


    「台詞せりふが違うよ、シャルル」


    　指先から幾筋もの魔糸をたなびかせ、ファウストは優雅に微ほほ笑えんでいる。


    「きみはこう言うんだ。『はい。僕を機関のしもべにしてください』さあ、言ってごらん？」


    「ふざけるな」


    「……少し遊ぼうか、シャルル」


    　オーケストラの指揮者のように、ファウストはダイナミックに腕を振り乱した。


    　魔糸が縦じゆう横おう無む尽じんにほとばしる。歌姫の暮らした塔を木こっ端ぱみじんに切断し、石片を飛ばしてくる。巨きよ塊かいが雨あられと押し寄せ、シャルルはすべての魔力を解き放った。


    「ｆｕｌｌ‐ｔｉｍｅフルタイム　ｒｅｌｏａｄリロード!!　クラウン・オブ・ザ・ナイトメア!!」


    　背後の空間が虚きよ無むにのみ込まれた。絶叫が聞こえてくる。世界中のすべてを呪のろうようなおぞましい音ね色いろ。前触れもなく飛び出してきた巨腕が、飛来した石せつ塊かいを粉ふん砕さいする。


    「ギィヤアアァアオォォオアアァアアァアアァア────ッ!!」


    　悲鳴をとどろかせているのは、上半身だけの巨人だった。ぼろ切れで腐ふ肉にくを隠し、血のこびりついたマントを羽織っている。[image: ]さびついた王冠をかぶり、手には超重量のメイスを掲かかげる。


    「なぎ払え!!」


    　命令に従い、幽王は凄すさまじい速度でメイスを取り回した。石塊の流星雨をひとつ残らずさばき、払い、叩たたき落とす。むちゃくちゃに振り回しているように見えて、精密にして的確な対処。金属と石塊が間かん断だんなく激突し、衝しよう撃げきと礫つぶてを撒まき散らす。


    「やるじゃないかシャルル！　強くなったね！」


    　指揮者は演奏を終えた。とうとう、高い塔を解体し尽くしたのだ。あとには瓦が礫れきが散乱し、ほじくり返された庭園では花々が下敷きになっている。


    　シャルルは反撃に転じた。山のような背に飛び乗ると、幽王はメイスを大だい上じよう段だんに振りかぶり、


    「──オオォ!!」


    　主あるじの闘志と同調し、裂れつ帛ぱくの気合いで打ち下ろす。突き立てられた先端から、けた違いの破壊力が地面に炸さく裂れつ。途方もない衝撃が、ドーム状に爆ばく散さんした。


    「──くッ！」


    　ワインブラッドの艶つやめきが閃光に押しつぶされる。塔の瓦礫どころではない、庭園、回かい廊ろう──カテドラルの最上部そのものを吹っ飛ばし、猛烈な土煙が膨ふくれ上がる。


    「はぁ……はぁ……ぐっ！」


    　左胸に痛覚が突き抜ける。幽王の全身にノイズが走り、溶けるように消しよう滅めつ。


    　着地し、膝ひざを折る。周囲はもはや更地になっていた。土煙の向こうから、響く声。


    「……キツイなあ。ずいぶんむちゃするね、シャルル」


    　ファウストもさすがに無傷とはいかなかったようだが、まだ余裕を残している気配なのが空恐ろしい。なにせこちらは、懐かい中ちゆう時計の目盛りが12時──もう魔力がからっけつなのである。


    「苦しそうだね、シャルル。そんな乱暴な魔力の使い方をしたら、きみの大事な心臓に負担がかかっちゃうんじゃないの？」


    「なにッ？」


    「もう一発いくよ」


    　異い形ぎようの指を振り上げた。幾本もの魔ま糸しが、上空に螺ら旋せんを描えがく。


    「次はどうする？」


    「くッ……!!」


    　二発目など、防ぐ方法はなかった。ファウストは腕を振り下ろす。ワイヤーのごとき縦じゆう横おう無む尽じんの軌き跡せきが全身に殺到し、信じがたい衝しよう撃げきが炸さく裂れつ。肉を叩たたき、骨を軋きしませる。


    「ぐッ！　あ、ああッ!!」


    　竜巻のなかに放り込まれたような錯さつ覚かく。右腕に糸が絡みつき、つるし上げられた。


    「ふふっ、もっと遠慮なく魔力を吸い出してればいいのに。優しいよね、シャルルは」


    「……貴き様さまッ！　なぜオレの体のことを知っている！」


    　ファウストは明らかに、シャルルとアンティークの身体の事情を知っている様子だ。だがなぜ？　五年前の事件で、クロウリー家の人々は使用人もろとも全ぜん滅めつしたはず……。


    「どうしてかって？　直接この目で見ていたからだよ。きみがあのとき何をしたのか」


    「なんだと……!?」


    　シャルルの意識が五年前、認定試験の夜にまでさかのぼる。儀式を監督していた姉。殺してしまったアンティーク。激怒する父に、それをなだめる二番目の姉と、もうひとり──。


    『落ち着いてください、おじさま。幸い、素そ体たいにはまだ心当たりがございます』


    　過去の少年の声が、目の前の男の印象とぴたり重なった。


    「お前はッ……あのとき試験場にいた……!?」


    「うれしいな、シャルル！　ああっ、ようやく思い出してくれたんだ！」


    　感極まった声を上げ、ファウストは大げさに腕を広げる。


    「ファウスト家とクロウリー家は、昔からずいぶん仲良くしていたんだよ？　お前がもっと小さかった頃はね、僕のことを『にいさま、にいさま』なんて呼んでいたこともあったんだ」


    「そんなことはどうでもいい!!　待て、お前もあの事件の生き残りということは」


    　強引に身を乗り出すと、惑乱の帽子ハートレス・ハツトのバンドに飾られた毒血花が、揺れた。


    「お前はあの日なにがあったのか知ってるのか!?　この帽子の本当の持ち主を見たのか!?」


    「……それも、きみがぼくと一緒に来るなら教えてあげるよ」


    「ぐッ……!!」


    　正直、ぐらりと心が揺らいだ。悪に身を染めてでもあの人を追うべきだろうか、と。


    　とっさに答えが出せずにいると、あごを締め上げられた。とんでもない握力だ。


    「どうしてわからないかな、シャルル。きみの台詞せりふはこうだよ？　『はい、兄さま。僕を正しく導みちびいてください』。思いどおりに動いてくれないお人形は、兄さんは嫌いだな」


    　……そうだ。このまま首しゆ肯こうするということは、ファウストに服従することにほかならない。


    　たとえあの人の足跡を追うためであっても、人喰くい帽子としての誇りと慈悲を──。


    　忘れてはならない!!


    「来い!!　アンティーク！」


    「はい！」


    　飛来する、蒼そう風ふうの乱舞。剣けん閃せんがうなりを上げ、魔ま糸しを微み塵じんに斬きり刻む。同時にネクタイを刈り飛ばしたが、ファウスト本人は一瞬早く後方へ跳び退すさっていた。


    　その直後、上空から予想外の影。


    「──どっせェい!!」


    　踵かかと落としで地面をえぐり、ユージーンは息もつかせぬ連続攻撃を繰り出す。ファウストは巧たくみな体たいさばきで回避していくが、こぶしの一発がチッと腹をかすめた、瞬間、


    「縛バク！」


    　接触部分から魔力が炸さく裂れつ。軽く一○メートルは吹っ飛ばす。ファウストは空中で姿勢を制御し、軽やかに着地。欄らん干かんを背に、ぴりぴりと震える手のひらを見下ろした。


    「これは……」


    「筋きん弛し緩かんだ。かすっただけだが、満足に動けねえだろう」


    「ふふっ。厄やつ介かいだね……黙もく示し派はの魔術師か」


    　さらに別の影が上層階に駆かけ込んでくる。魔ま獣じゆうノイシャはアンティークと並び、シャルルを護まもろうと立ちはだかって、うなる。ファウストは困ったように苦笑した。


    「やれやれ、さすがにこれはちょっと、分ぶが悪いのかなあ？」


    「お前には聞きたいことが山ほどあるが……」


    　ちら、とシャルルは後方を振り返る。礼拝堂の状況のほうが、今は切迫している。


    「失うせろ。貴き様さまを問い詰めるのはまた今度にしておいてやる」


    「ふふっ……また遊ぼうね、シャルル」


    　ファウストは一歩、二歩と下がり、唐突に欄干を乗り越えた。ユージーンが「あっ！」と叫んだときにはもう遅く、タキシードは欄干の向こう側に翻ひるがえり、消える。


    　急いで見下ろしてみても、あのワインブラッドの髪色は、忽こつ然ぜんと姿をくらませていた……。


    「あの野や郎ろう、逃げやがったか……！」


    「ご主人さま、おけがを……っ」


    　アンティークの心配性な手のひらと、ノイシャの気遣わしげなまなざしに首を振り、


    「オレのことはいい。それよりも今は……メイツェルとゴーティエだ！」


    　休む間もなく立ち上がり、外がい套とうを翻ひるがえす。


    　礼拝堂では、メイツェルが瀕ひん死しの母を抱えて泣きじゃくっていた。血が止まっていない。ドレスや頰ほおに血をこびりつかせながら、彼女は何度も何度もゴーティエに呼びかけている。


    「おかぁさん！　おねがい目を開けて！　おかぁさんっ!!」


    「メイツェル！」


    　シャルルが駆かけつけると、メイツェルはすがりつくような視線を向けてきた。


    「泥棒さんっ……！」


    「すまない。邪魔者を追い払うのに手間取った。ゴーティエの容体は……」


    　跪ひざまずいて確かめる……までもなく、ひどい状態だった。痛ましい銃じゆう創そうと流れ出る血はもちろんのこと、顔色が……もはやほとんど血の気を失って、真っ白である。


    「ケッ……魔女め。あっけねえ末まつ路ろだな」


    　冷淡に見下ろす《神医カムイ》の魔術師に、シャルルは一いち縷るの望みを託す。


    「頼む、ユージーンよ！　お前の魔術で治療してやれないか!?」


    「そっ、そんなことできるの!?」


    　愛する妹にまでまなざしを向けられたが、さすがに彼にも割り切れない思いがあるようだ。


    「……ふざけんな。なんで俺おれがそんなことしなくちゃならねえ。その女が俺たちハバード家に……メイツェルに何をしたか！　見張り塔とうで話して聞かせたろう」


    「……あなたは、誰なの？　おかぁさんと、ぼくと、どんな関係があるの？」


    　歩み寄ってきたのは、ともに話を聞いていたポシェットだ。メイツェルの肩に手を置き、


    「ユージーンさんは、あなたの本当の家族よ？　赤ん坊の頃にさらわれてしまった妹を助けたいって、危険な旅を続けてここまで迎えにきてくれたの」


    「妹……え、じゃあ……ぼくの、お兄ちゃんっ!?」


    　すぱこーんっ！　と。アッパーカットがシスコンのあごを直撃した。信じがたい衝しよう撃げきに脳を揺らし、ユージーンはあっちへこっちへふらふらしながら何度も繰り返している。


    「おにっ、おにっ、お兄ちゃん!!　お兄ちゃん!?　お兄ちゃんだって!?　今、俺のことを呼んだのか!?　俺のことをお兄ちゃんと呼んだのか!?　メイツェルが俺をお兄ちゃんと呼んだのか!!　イ、イ、イ、イヤアァッホォ──────────ゥ!!」


    「お、落ち着けユージーンよ。浮かれるのはまだ早いのではないか？」


    　内心では若じやつ干かん引きながらも、シャルルはここぞとばかりに攻め立てる。


    「メイツェルのよき兄でありたいのなら、彼女の願いを叶かなえてやるべきではないだろうか。なにせこれが、彼女の生涯初めての兄へのおねだりなのだ。もしここで断ことわったら、メイツェルは兄という存在をどのように記憶することだろうな？」


    「おねがいですっ、お兄ちゃん！」


    　メイツェルも手を組み合わせて、祈る。


    「おかぁさんを助けてくださいっ。本に書いてあったの、お兄ちゃんは妹を護まもってくれるものだって！　お兄ちゃんは、ぼくのお兄ちゃんなんでしょう？」


    　連続『お兄ちゃん』の三連コンボはたやすく防壁をぶち破り、きらきらとした上目遣いがシスコンのハートをノックアウトする。ユージーンはがくっと膝ひざをついた。


    「ちくしょう……！　覚えていやがれクソ帽子……！」


    「なぜオレ？」


    「だが勘違いするんじゃねえぞ！」


    　やけっぱちのように、ゴーティエの上に手のひらをかざす。魔力の輝かがやきが集まり、ゆっくりと患部へ押し当てられていく。金髪が、気高く燃え上がった。


    「この女は……最後の最後にメイツェルを守った。それは借りだ。そいつを返すだけだ！」


    「見事だ、ユージーン＝ハバード。メイツェルの立派な兄よ」


    　傷口はあっという間にふさがり、ゴーティエはみるみる顔色を快かい復ふくさせていく。偽いつわりの母を囲む、娘と、兄と、魔ま獣じゆうノイシャ。ここは任せて大丈夫だろうと、シャルルは外がい套とうを翻ひるがえした。


    　充分に距離を置いてから、適当な石せき柱ちゆうにもたれかかる。


    　ずるずるとへたり込み、濁にごった息を大きく吐き出しながら、片翼を呼んだ。


    「……アンティーク」


    　音もなく寄り添ってきたメイドが、正面から抱きついてくる。首にぎゅうっと腕が回されれば、互いの歯車がカチンと結合する。服越しとはいえ、彼女との接続はこのうえなく心ここ地ちいい。


    「疲れた……なにもかも計画どおりというわけにはいかんな」


    「おつかれさまでした、ご主人さま。アンがきちんと手当てしてさしあげるのです」


    　石柱の陰でいちゃいちゃしていると、桃もも色わんこが幼おさななじみの嗅きゆう覚かくで捜し当ててきた。


    「……お隣い～い？」


    「なにを遠慮している。お前も見事な働きだったぞ、ポシェットよ」


    「えへへっ……そかな」


    　シャルルの右みぎ脇わきに座り込んで、隙すき間まを埋めるようにぴっとりとしなだれかかってくる。


    　……ああ、三人でこうしていると、昔、大樹の木陰で昼寝をしていた頃のことを思い出す。人目がないからだろうか、ポシェットは唇くちびるが触れるほどの距離まで頰ほおをすり寄せてきて、夢見るようなささやきを吹きかけてきた。しかし言葉の内容だけは、さすがの騎士警察らしく、


    「でもさあシャル、これからどうする？　わたしたちもそうだけど、リオネ・ダユーに暮らしてた人たち、どうやって本土へ帰してあげたらいいのかな……」


    「ふむ、頭の痛い問題だ。リオネ・ダユーにはもちろん、電話線など通っておらんかったしな……ああ、そもそも、街はもう大半が海に沈んでいるのだった！　わっはっは！」


    「そ～れ～は、あなたがしでかしたんでしょう？　まったくもう！」


    　見渡す礼拝堂は惨さん憺たんたるありさまである。今はただ、少女たちのぬくもりにまどろんでいたい……などと、さすがに少し疲れてしまった頭を抱え、シャルルは高い天井を振り仰あおいだ。


    「まあ、天から助けが降ってくるのを待つしかないか」


    「あのねえ、ばか言ってないの！」


    　ポシェットはぷすんっと呆あきれ混じりに怒ったが……。


    　翌日。夜が明けたら、本当に助けは空からやってきた。
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    　飛行船──というのが、ブルターニュ州警察の導みちびき出した答えだった。


    　実のところ、線路の崩ほう落らく事故についてはかなり早い段階で発覚していたのだという。というのも、ポシェット＝ゲルシャール特務騎士と合流する手はずだった警官隊が、あとを追うかたちでリオネ・ダユーを目指していたからだ。


    　しかし海路を使おうにも線路を補修しようにも、怒り狂う荒波と、半日おきに押し寄せる高潮がこれでもかという障害になる。結論として、早急なリオネ・ダユー到達を実現するためには、海の路みちを放棄するしかなかった。


    　そこで引っぱり出されてきたのが、王都で試験飛行を控えていた大型飛行客船である。最新鋭の硬式飛行船は見た目以上の速度で大陸を横断し、その性能を遺い憾かんなく証明。ブルターニュの州都で燃料を補給し、警官隊を乗せたのちにリオネ・ダユーへ向けて再さい出しゆつ立たつ。


    　そうして無事に救助の手が差し伸べられたのが、翌日の朝という話。


    



    　複雑な機構のリオネ・ダユーは、飛行船を止める平地にすら難なん儀ぎするありさまだった。カテドラルの中庭にどうにか係けい留りゆうロープを渡し、乗務員や警官隊が住民の回収、帰還準備を整えている最中。一○○○人近い人々は、充分な広さを持つオペラ座に集められていた。


    　その前庭では紺色制服が人だかりとなり、夜会服姿の妙齢美女を油断なく連行していた。


    　ゴーティエである。無事に一命は取り留とめて何よりだが、さすがに無罪放免というわけにはいかない。彼女はいち早く飛行船に連行され、警官たちの監視のもと拘こう束そくされることになる。


    　その最後を、シャルルも見送っていた。隣ではメイツェルが声をかけるかかけまいかで迷っている様子だ。そばに寄り添っているユージーンは、にらみつけているだけでなにも言わない。


    「あの……おかぁさん…………」


    　続く言葉をのみ込んでしまう。ゴーティエは無言で立ち止まり、振り返りはしないまま、


    「……外の風は冷たいわよ」


    「え……」


    「風か邪ぜ……引かないようにしなさいね」


    　それだけをぽつん、と言い残して、歩き去っていく。その背中がカテドラルに消えるまで、メイツェルは最後の言葉を、ぎゅっと胸に抱きしめていた。


    「ああ、メイツェル……つらい目に遭あったな。お兄ちゃんの胸で遠慮なく泣いて……」


    　伸ばした腕は、すかっと空ぶる。一瞬早かったシャルルの手が、きゃしゃな肩を引き寄せたのだ。


    「泥棒さん……っ」


    「泣くな、メイツェル。きっとまた[image: ]あえるさ」


    　メイツェルは外がい套とうの胸もとにすがりついて、泣く。兄は別の意味で泣いていた。


    「ぐぬぬぬぬぬ……っ!!」


    　そんなシスコンは放っておいて、シャルルとメイツェルは手をつないで歩き出した。オペラ座のエントランスをくぐり、天井が吹き抜けの観客席へ。


    　道すがら、白地に朱しゆ刺し繡しゆうの騎士服が大勢から感謝されている光景を横目に見た。


    「いやあ、さすがだよお嬢ちゃん！　俺おれぁ、お嬢ちゃんは立派な騎士さまだとわかってた！」


    「期待の新星ってやつだな！　騎士警察も安あん泰たいだ！」


    「いいえっ、そんな、わたしは……っ」


    　慣れない注目に戸惑っているのがポシェット。現金な賛辞を送っているのが、ともに長距離列車でやって来た中年の記者たちだった。二日目の夜にカテドラルに連行され、監かん禁きんされていたものの、あの時点で人喰くい帽子の正体が判明していたために殺されずには済んだようだ。


    　さすがに人喰い帽子が事件解決に尽じん力りよくしたとは公おおやけにできないため、今回の事件はすべて、ポシェットが独力で解決したということにしていた。大きな功績を挙げた彼女にはブルターニュ警官隊から羨せん望ぼうのまなざしが向けられていたが、当の本人は内心、複雑な心境のようだ。


    「わたしは今回たいしたことは、なにも……全部シャルが……」


    「シャ……？　そいつぁ誰のことだい？」


    「え、えっと！　こっ、婚約者が！　心のなかで、力を貸してくれたんです……っ」


    「ヒュ～ゥ！　こいつはいい記事が書けそうだ！　期待しててくんな！」


    　やんややんやとはやし立てる声が、またやかましい。シャルルたちの散歩は、さらに奥へ。


    　客席の最前列までやってきた。仕切りの設けられたオーケストラ・ピット。その向こうに、メイツェルがいつも歌っていたステージがある。遠い世界のようにその場所を見つめ、


    「ぼくね？　泥棒さんにお礼をしなくちゃって考えてたの。だって、こんなにたくさん助けてもらったんだもん。なにかお返しをしなくちゃだめだなあって」


    「そんなもの、気にする必要はない。すべて、オレが自分の意思でやったことだ」


    「だめだよっ。それじゃぁ、ぼくの気が済まないのっ」


    　ぷんぷんっと可愛らしく怒り、はにかみながら、上目遣いになる。


    「……でもね？　ぼくは誰にあげられるものなんて、そんなに持ってないから……あの、あのね？　ぼくをあげる！　ぼくを泥棒さんのものにしてい～よ！」


    「な、なんだってっ？」


    「メイツェ──────────ルっっっ!?」


    「ぼくっ、泥棒さんといっしょに行く！　泥棒さんの助手になって、ぼくも泥棒になるの！」


    　アポカリプス的な形ぎよう相そうで、シスコンが割って入ってきた。


    「だ、駄目だ駄目だ駄目だ!!　何を考えてるメイツェル！　こいつが何者か知ってるのか!?　世界的犯罪者だ！　色しき欲よくにまみれた淫いん魔まだ！　身を委ゆだねたらとんでもないことにされるぞ!!」


    「ぼく、泥棒さんにだったらどんなことされたっていいもんっ！」


    「ふげぎぎゃっ!?」


    「それにっ、泥棒さんはいい泥棒さんだよ！　やさしくってすてきな人だもん！」


    「くッ……あ、頭から否定はしねえが……！　おいクソ帽子！　お前もなんか言いやがれ！」


    　促うながされるまでもなく、シャルルは自分から手をほどいた。ふるふると首を振る。


    「だめだ、メイツェル。オレたちは一緒には行けない。ユージーンとともに帰れ」


    「えっ……どうして……？」


    　伸ばされてくる手から、シャルルは半歩遠ざかる。メイツェルの心が、ずきっと傷つく。


    「……泥棒さん……ぼくのことがキライになったの……っ？」


    「そんなわけはないが……」


    　今の彼女の表情を、とても見ていられない。目を伏せ、なんとか言い訳を考えていると──。


    　がたんっ！　と。傍かたわらの客席から、ほころびが生まれた。


    「お、おい。どうして逃げるんだよ……俺おれたち、一緒に暮らしてたじゃねえか」


    「知りません！　来ないでください！　私、あなたのことなんか……記憶にありませんわ！」


    「冷てえことを言うなよっ……ほら、名前は忘れたが、小さい子供も一緒に住んでて……！」


    「やめて!!　思い出させないで！　知らない！　私なにも知らない!!」


    「なんだ……？」


    　周囲に集まっているのは、リオネ・ダユーに誘ゆう拐かいされヴィスクとなり、住民の役割を演じさせられていた一○○○人の人々である。彼らが騒ぎを起こしはじめたのだ。


    　ひとりの不安は十人に伝でん播ぱし、一○○の言葉が一○○○人に届き、オペラ座を埋め尽くす。


    「お、おかしいだろ。気を失って、起きたら、五年も経たってるんだぞ!?　どうなってんだ!?」


    「家に突然変な人たちが押し入ってきて……それから……だめ！　思い出せない!!」


    「なんで俺は兵士の格好なんてしてるんだよ！　誰に仕つかえてたんだよ！」


    「ぜんぜん知らない記憶が頭んなかに……これなんなんだよ！　誰か説明してくれよ!!」


    　もうほとんど、恐きよう慌こうの域である。冷や汗を流しながら、ユージーンがうめいた。


    「ヴィスクだった頃の記憶が……半端に残っていやがるのか……!?」


    「……ファウストは『新型の実験』などと言っていた。おそらく楔リユーズを打ち込まれるだけでなく、精神機構に特別な調整が施ほどこされていたのだと思うが……」


    「おいっ、みんな！　あの子に見覚えがないか!?」


    　そのとき、誰かがメイツェルの存在に目を留とめた。豪ごう奢しやなイブニングドレスを着込んだ金髪の美少女は、いかにも人目を集めるのである。次々と、ぎらついた視線が彼女に集中した。


    「覚えてる……あの子のことは覚えてるぞ！　このステージで歌を歌ってた！」


    「なんだか偉そうな女と一緒だったよな!?　あんたならなにか知ってるんじゃないか!?」


    「えっ？　えっと、ぼくは、その……」


    「なんでもいい！　知ってることを答えてくれよ！」


    「なんで黙ってる！　……まさかあんたが元げん凶きようなんじゃないだろうな!?」


    「そうなの!?　あなた、私になにをしたの!?　私の時間を返してよッ!!」


    「まずいな……」


    　さすがのシャルルも、彼らの血走った圧力に退ひかざるをえない。


    　リオネ・ダユーで行おこなわれていたゴーティエとファウストの計画は、事情が複雑に入り乱れすぎている。加えて、根源は魔術だなどと説明したところで、理解できる者はいないだろう。


    　関係者だったメイツェルに非難が集中するのも、まあ必然。


    　ここらが引き際、か…………。


    「ど、泥棒さん……っ」


    　たまらずすがりついてこようとした手を……ぱしんっと払いのけ、シャルルは彼女を突き飛ばした。ユージーンの腕に受け止められたメイツェルは、信じられない目で見つめてくる。


    「え……ど、どろぼう、さん……っ？」


    　シャルルはもう答えなかった。ばさりと外がい套とうを翻ひるがえし、嗤わらう。


    「くくっ……ふははははっ、ふ────っはっはっはっはっはっはっは!!」


    　必要以上に大げさに、劇場中に響き渡らせる。注目を一身に集め、大おお仰ぎように腕を広げる。


    「滑こつ稽けいな愚ぐ民みんどもよ……弱き心の持ち主たちよ！　忠ちゆう言げんを聞く耳も、真実を見抜く目もなく、口からは戯ざれ言ごとを垂れ流すだけとは……きみらを無能と呼ばずして、さてなんと言う？」


    「なっ、なんだお前は……っ!?」


    「きみらの捜し人だよ、無能くん。ならば名乗ろう、我が名はシャルル＝クロウリー!!」


    「シャルル＝クロウリーだって!?」


    　駆かけ込んできたのは中年の記者たちだった。誰かが手帳を開き、写真と照らし合わせる。


    「ま、間違いないっ……針の壊れた時計に心を奪うシルクハット！　美形を台なしにする言げん動どう！　あいつが人喰くい帽子シャルル＝クロウリーだ!!」


    　彼を知らない者も多いようだったが、それでも直感的な印象が周囲から浴びせかけられた。


    「つまり、なんだ……？　あんたが今回の事件を起こしてたっていうことか!?」


    「さすが、理解が遅いね！　きみらが寝ぼけている間に紅茶が冷めてしまったじゃないか！」


    「ふざけやがって!!　なにが目的だ！　俺おれたちに何をしやがったイカレ野や郎ろう！」


    「すべてはショーさ。きみらにはそのキャストになってもらった。出来の悪い駒こまだったがね」


    「だめだよっ、泥棒さん!!」


    　駆かけ寄ってこようとした金髪を、にらみつけて制する。メイツェルはびくっと立ち止まった。


    「歌姫……きみはずいぶんと役に立ってくれたよ。おかげでショーもより華やかに盛り上がった。だがもう、私は充分に楽しんだ。逆に言えば、きみに飽きたというべきか」


    「そん、な……っ！」


    「自分が嫌いか、だと？　ああそうとも。私はお前みたいな甘ったれたガキが大嫌いだよ」


    「……っ、ぅ……！」


    　メイツェルの瞳ひとみに涙がにじみ、シャルルの胸が深くえぐられる。それでも表情は崩さない。


    　ふらついた妹を支え、ユージーンが問いかけてきた。


    「お前は……それでいいのか」


    　背中を向ける。肩越しに振り返り、不敵に口の端をつり上げる。


    「クレイジーハットは盗まない。それでいいのさ」


    　たんっ、と床ゆかを蹴ける。外がい套とうを翻ひるがえして高々と跳躍し、ステージに舞い降りる。


    「アンティークよ！」


    「ここに」


    　どこからともなく白銀の従者が現れる。外套を広げると、すっぽりと内側に抱きつく。


    　同時に、チェリーピンクの少女騎士が人々の最前列に駆け込んできた。


    「シャルル＝クロウリー！　ここまでよ！」


    「おおっ！　騎士警察のお嬢ちゃん！」


    「あなたの悪事はすべて暴かれたわ！　尻しつ尾ぽ巻いて逃げ出すなら今のうちよ！」


    「いいぞいいぞー！　やっちまえ騎士さま！」


    「あの帽子野郎をとっちめてやれ！」


    　人々の期待を背負い、ポシェットはシャランと剣を抜く。幼おさななじみのすばらしい機転に感謝しつつ、シャルルはくすっとほくそ笑む。


    「ふふっ……ふ──っはっはっはっは！　いいだろうポシェット＝ゲルシャール隊長よ。ここは貴殿の顔を立ててやる。だが人々よ！　ゆめゆめ忘れるでないぞ！　たとえこの場は退ひこうとも、シャルル＝クロウリーはまたいつか、悪夢のなかから必ずよみがえり」


    「逃・げ・る・な・ら・今のうちって言ってるでしょうが!!」


    「う、うむ。そうだな……」


    　だんだんだんっ！　と足踏みで急せかされてしまったので、やむなく台詞せりふを中断。まったく、逃げ口こう上じようくらいしっかり言わせぬか、ロマンのわからない奴やつめ！


    「で、では紳士淑しゆく女じよのみなみなさま！　ごきげんよう！」


    　ぼうんっ、と雲のような白煙が巻き上がる。わあっ、とか、きゃあ！　とか。人々が煙のなかで迷子になっているうちに、シャルルは空へ舞い上がった。外がい套とうの内側から気球が膨ふくらみ、吹き抜けの天井から脱出したのだ。


    　人々の姿を含め、見る見るうちに景色が遠くなっていく。半壊したカテドラル。大立ち回りを演じた礼拝堂。歌姫の塔とうはすでになく、思い出の残るオペラ座にはいまだ白煙がたなびく。


    　どんどんどんどん、高度は上がり、街はミニチュアのようだ。[image: ]しよう戒かいの城門で窮地に陥おちいり、崩ほう壊かいした外階段でメイツェルと出で[image: ]あった。幼おさななじみと泊まった高級宿に、散々歩き疲れた街路。門前広場は、もう半分が海に沈んでしまっている。


    　役割を終えた堤てい防ぼうが、まるで墓標のように朝日を浴びていた。


    「ほんとうに大変な旅行だったのです。最後の最後まで」


    　アンティークはしっかりと抱きついたうえで、すりっと、首もとに懐なついてくる。


    「結局はまたふたりきり……最後まで一緒にいるのは、いつもアンなのです」


    「そうだな。だが、これでいいんだ。考えてもみてくれ。オレが日陰に戻ることで、愛する者たちは太陽の光を浴びることができる。ああ、彼女の金髪は、やはり綺き麗れいだった」


    　ふいに、視界がくらんだ。見渡す限りの海に朝日が反射して、まばゆい光を放っている。水門はもう開けた。ブルターニュの荒れる海も、次第に元の姿に戻るだろう。


    　シャルルは笑い、そして言った。


    「なんとも心ここ地ちよい敗北だとは思わんか？　なあ、メイドよ」

  


  
    ＥＮＤＩＮＧ　～噓つき帽子に満ちたもの～


    



    　いつかの海で聴いた、懐なつかしい唄うたが響いていた。


    　王都のオペラハウスは、歌手の歌声が隅々まで行き渡るよう最高級の音響設定が為なされていた。収容人数は二○○○人。歌か劇げき場じようとしては最大規模のものだ。今回は通常の一階席という違いはあるが、この光景は、シャルルにいや応なく先月の事件を思い起こさせる。


    　人喰くい帽子のニセ予告状に端たんを発した、リオネ・ダユー事件。あのときも、シャルルたちはオペラ座に招かれたのだった。今でもまだありありと思い出せる、ゴーティエの創り出した不思議な島での体験。最後に状況をかき乱し、去っていった機関よりの使者ファウスト……。


    　隣席のメイドが、こしょっと唇くちびるを寄せてきた。


    「それでは、いまだにファウスト家の足取りは摑つかめないままなのですか？」


    「ウィルソンにも協力してもらってはいるがな。やはり人海戦術では圧倒的にミステティカにかなわぬ。こちらも一度ラウールを召しよう喚かんし、会合を開く必要があるかもしれんな」


    「……組織を作る、と？」


    「そういうことだ。強大な組織に対抗するには、こちらも組織。単純だろう？」


    「ふ～た～り～と～も～お仕事の話なんかしてないで。静かに聴きなさい？」


    　左隣から叱しかられてしまったので、おとなしく口をつぐむ。それもそうだ、今日きようは大事なデートの日である。流は行やりのワンピースでめかしこんだポシェットと、フェリシアンの変装をしているシャルル。メイド服のアンティークはいつもどおりだが、代わりに歌声の主ぬしが特別だった。


    「聴いているさ。感極まって言葉も出ぬ」


    　オペラグラスを瞳ひとみに当てると、拡大された舞台の様子が視界に映った。


    　裾すそが貝かい殻がらのように波打つ、マリンブルーの歌劇衣装ローブデコルテ。開放的なネックラインに、珊さん瑚ごを思わせる髪飾り。イメージは、岩場の人魚姫といったところか。


    「しかし、せっかく自由になれたのだから、鳥になればいいものを」


    「彼女にとっては、あの島でのことも大切な思い出なのよ」


    　歌姫の名はメルシー＝ゴーティエ。半月前にデビューを果たした、期待の新人オペラ歌手である。王都の有名歌劇団にスカウトされたとのことだが、それ以前の経歴はまったくの不明。


    　ちなみに──彼女の歌手デビューの背景には、[image: ]なぞの大富豪フェリシアンの口利きがあったというのは、誰も知らないここだけの秘密である。


    「しかしまさか、半月で田舎いなか生活に飽きるとはな。ユージーン殿はなんと？」


    「王都のアパルトマンに部屋を借りて、ふたり暮らししてるみたい。ノイシャちゃんも一緒に」


    「ほう。よし、このあと冷やかしにいってやるか」


    　なにせ王都も久しぶりである。変装魔術を用いているため、顔を隠さずとも正体がばれる心配はない。……のだが、ファウストとの接触があった以上、最低限の警戒はしておくべきか。


    「オペラが終わったあとなら歌姫もいるんじゃないかな。なにかおみやげ買っていく？」


    「……いや、冗談だ。あんな別れ方をしておいて、おめおめ顔を出すわけにもいかぬ」


    　肘ひじ掛けに腕を乗せると、ポシェットが自分のそれを絡めてきた。恋人みたいな仕草である。


    「その、変装の魔法ってさ、ばれることはないの？　わたしにはふつうに見えてるけど……」


    「なにせ、万能ではないのでな。因いん縁ねんの深さに応じて効果が薄くなってしまうのだ」


    「因縁って？」


    「縁、とでも言おうか。単純に仲がいいかどうかというわけでもなく、いい意味でも悪い意味でも絆きずなの強さというか……説明が難しいが、まあ、とにかくここでは心配する必要もない」


    「ご主人さまは友達が少ないですからね」


    「あっはっは、歯に衣きぬ着せぬ我がメイドよ。宿に戻ったら覚えておれよ」


    「なんのことだかわかりません」


    　つんっとそっけないくせに、両手はぎゅう～っとシャルルの右腕を摑つかんでいる。やれやれと首を振り、正面に目線を戻すと……エメラルドの輝かがやきが、まっすぐにシャルルを射抜いた。


    　遠い舞台上の歌姫と、目が合った──ような、気がしたのだ。


    　……もちろん気のせいである。こちらは暗い客席だ。距離も遠い。二○○○人近い満席のなかからシャルルひとりを見つけられるわけはないし、見つけられたとしても、変装中のシャルルに彼女が気づけるはずがない。だから、気のせいだ。


    「……泥棒さん？」


    　いつの間にか、歌が止まっていた。客席がざわめきはじめる。オーケストラ・ピットは戸惑いながらも演奏を続けているが、歌姫はもう一度歌い出す気配もなく、ただ一点を見つめて、


    「泥棒さんっ!!」


    　ホール中に、最高の声を響かせた。


    　いきなり駆かけ出して、スポットライトに金髪が煌きらめく。舞台端を蹴けり飛ばし、ドレスを翻ひるがえして客席側に着地。天使のごとき美び貌ぼうを泣きそうに歪ゆがめ、転びそうになりながら駆けてくる。


    「泥棒さん！　泥棒さん！　泥棒さん！」


    　観客はもう騒然である。シャルルは反射的に腰を浮かし、逃げてしまおうかと思った。実際、数メートルの距離に迫るまで迷っていた。そのままきびすを返していてもおかしくなかった。


    　姫がつまずき、転びそうになる瞬間までは。


    「あっ──!?」「メイツェルっ!!」


    　広げた腕に──懐なつかしいぬくもりが飛び込む。反射的に抱きすくめてしまう。メイツェルはすべての体重を預け、背中に腕を、ぎゅうっと回してきた。


    「泥棒さんっ……！　ずっと[image: ]あいたかった！　おねがい、少しだけ時間をください……っ!!」


    「メ、メイツェル。ここでその呼び方は……」


    「泥棒……だって？　あの少年は何者だ？」


    　案の定、周りの観客が騒ぎはじめた。


    「どこの貴族だ？　きみ、知ってるかね？」


    「うんにゃ、知らないね。というより、歌姫メルシーとどういう関係なんだ??」


    「泥棒と歌姫……ひょっとしたらこれは、一大スキャンダルになるんじゃないか!?」


    「あ、あはははっ！　ええ、いかにもいかにも！　僕は貴女あなたの視線を盗む者、紳士のなかの紳士フェリシアンともっぱらの評判で」


    「もうっ、泥棒さん！　ふざけてないでちゃんとこっち見て！」


    「は、はい」


    　メイツェルの気迫に無理やり顔を引き戻される。彼女は周りを気にしたふうもない。流れ出る涙もぬぐわない。ただただまっすぐに、とても近いシャルルの顔を見上げ、


    「ぼくっ、泥棒さんにどうしてもまた[image: ]あいたかった！　言えなかったことがあったの！」


    「……う、恨うらみ言か？　確かに別れ際、オレはお前にひどいことを……」


    「泥棒さんのばかっ！　そんなんじゃないもん！　もうっ、もうっ、ちがうもん！　ぼくが泥棒さんに言いたいことなんて、たったひとつしかないんだよ！」


    　すうっとめいっぱい息を吸って、


    「泥棒さん──だいだいだ～い好き!!」


    「メイ──」


    　言いかけたときには、ちゅっと、ふたをされていた。


    　そんな呼び方が生なま易やさしいぐらい、熱烈に、艶なまめかしく、大胆な……キス。突然すぎて、頭のなかが真っ白になった。無む邪じや気きな彼女と唇くちびるを重ねるなんて、考えもしていなかったからだろうか。あまりの不意打ちとちょっぴりの背徳感で、もうなにも見えない。


    　ただ、メイツェルの唇がとても熱く、甘かったということだけは、よく覚えている。


    「ン……ふはっ……！」


    　何秒、何十秒、もしくは何分？　どれだけキスしていたのかもわからないが、メイツェルは熱い吐と息いきとともに唇を離した。垂れる唾だ液えきすらもったいないと言わんばかりに、シャルルの唇を舌で舐なめ上げ、どこか淫いん靡びな水音を──ちゅっ、と奏かなでる。


    「ふふっ……やっぱり王子さまへのお返しはキスじゃなくっちゃね？」


    「メ、メイツェル……っ？」


    「これがお礼だよ？　ぼくの体も、心も、ぜ～んぶ泥棒さんのだからね？」


    　ホールは静まり返っていた。メイツェルのピュアな告白が、波は紋もんのように静せい寂じやくを震わせる。


    「く、唇を奪った……！　き、聞いたかみんな。彼は……歌姫の純潔を盗んだんだ!!」


    　どう解釈すればそうなるのか、野次馬が勝手に騒ぎはじめた。いずこからか湧わいてきた記者たちがペンを走らせている。カメラのフラッシュが四方八方から焚たきつけられる。抱きついて放してくれないメイツェルは、シャルルと一緒に格好の被写体になっている。


    　明日あしたの朝刊の一面が、シャルルの脳のう裏りに鮮せん明めいに浮かんできた。


    「た、助けてくれ！　ポシェット！」


    　呼びかけた先では、チェリーピンクの幼おさななじみがとてもいい笑え顔がおを浮かべていた。


    「うふふっ。わたしとの、や・く・そ・く・言えるかしら～??」


    「ひぃぃっ!!　アンティーク！　アンティーク！　助けてくれ！」


    「泥棒さん、どうしてそんなにあわてて逃げるの？」


    　こちらの気も知らず、無む邪じや気きに問うてくるメイツェルである。まったく愚ぐ問もんだ。たとえシャルルがフェリシアンだろうと、人喰くい帽子だろうと。王子さまだろうと泥棒だろうと──


    　こんなときにできることなど、たった一つしかないではないか。


    



    　それはまるで、騎士に追われる怪盗のように。従者を引き連れる紳士のように──そして、ウエディングドレスの花嫁を盗み出す、愛する人のように……しっかりと手を繋いで、一目散に駆け出したのだった。

  


  [image: ]


  
    Ａｆｔｅｒｗｏｒｄ　～あとがき～


    



    　お手にとっていただきありがとうございます。作者の神かん無な月づきセツナです。


    　……名前を言うのがすごく恥ずかしい。とっとと本題に移りましょう。


    　本作の舞台はファンタジーです。みんな大好きファンタジー！　それも舞台背景になっているのはナポレオン時代からヴィクトリア朝までの近代ヨーロッパです。


    　飛行船が幅を利かせていたり、レトロな自動車が走り回っていたり、ファンタジー要素をたっぷり備えつつどこか現代的であるという、いいとこ取りの世界観。すばらしいですね。宝箱みたいな電話機からリンリンリン、とベルが鳴り響いて、ゴシックドレスのかわいい女の子が受話器を耳もとにクスッとはにかんだりなんかしたら、ぐへへ、最高じゃないですか。


    　そんな薔ば薇ら色世界に突とつ如じよ舞い降りたのが、本作の主人公シャルルくんです。


    　変態です。


    　いったい真ま面じ目めで清純なこの私のどこから現れてきたのか、彼はまったく理解に苦しむ言げん動どうの数々で華やかな舞台上をひっくり返して回ります。さらに厄やつ介かいなことに、彼のショーに巻き込まれた女の子たちはみんな、強気なあの子も従順なあの子も、年上のマダムから犯罪年齢のロリータまで途端に骨抜きになってあられもない姿にされてしまうのです。ぐぬぬ、おのれ。


    　そんなシャルルくんがずっと舞台の中央を占せん拠きよしているものですから、私がいくら高尚なテーマやシリアスな愛憎劇を描えがこうとしてもそうは問屋が卸しません。


    「なにを塞ふさぎこんでるんだい？　さあ、明るい笑顔を見せて！　一緒に踊ろう！」


    　こっちの都合も考えないでとにかく陽気に引っ張り回してくるものですから──ああもう好きにしなさい。気の済むままに踊りなさい。つじつまは私が合わせるから。


    　そうして生まれたのが本作、『クレイジーハットは盗まない』だったりします。


    　未熟な私では物語の体裁を整えるのがせいいっぱいでして、この作品には芯しんの通ったテーマとかためになる教訓とかは一切ございません。ただただ、ひたすら、主人公のシャルルくんが好き勝手にパラダイスするだけの話となっております。


    　あまりに中身がとっ散らかってるので担当編集者様もあらすじを拵こしらえるのに相当難儀されたことでしょうが、それは私のせいじゃありません。シャルルくんが悪いんです。


    　最後になりましたが、謝辞を。


    　イラストレーターのnyanya様。ガガガ文庫編集部様。出版に関わってくださったすべての皆様。そしてもちろん、本作に興味を持ってくださった《貴方様》へ、心よりの感謝を。


    　またいつか、お[image: ]あいできることを祈って。

  


  
    神無月セツナ


    Setsuna Kannaduki


    



    今はただ、ひとりひとりの方に、ほんの少しでも憩いを提供できますように。というわけで……「ようこそ、いらっしゃいませ。どうぞごゆるりと、お楽しみください」
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